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    序章


    



    　親愛なる我が校三〇〇〇の生徒に告ぐ！


    　放送室は私――羽は月づき莉り音おんが占せん拠きよしちゃいました！


    　これから革命部創設の声明を聞いてもらうわね。


    



    　世界を変える秘密の呪じゆ文もんを知ってるかしら？


    　ひとたび言葉を発するだけで、あっという間に世界が変わってしまうのよ。


    　決して魔法の力じゃない。決してファンタジーなんかじゃない。現実の、この世界に生きる、私や、君だって持っている力――。


    　日本やアメリカを創った人がいる。ソニーやグーグルを創業した人がいる。モナリザを描いた人がいる。パソコンやインターネットを開発した人がいる。宇宙へ行った人がいる。


    　何も特別な力じゃない。書店に行けば一〇〇〇円で手に入るような、安っぽい成功哲学なんかじゃない。


    　両足でしっかり大地を踏みしめて、ちょっとした呪文を唱となえたならば、瞬時に力は君と共に歩んでくれる。本当に簡単なんだから。


    　なんですって？　そんな力、あるわけないって？


    　寝言を言っちゃいけないわ。誰もが奥底に秘めた力なんだから。


    　君の力は、ほかならぬこの私が保証してあげる。どう？　それなら安心でしょう？


    　私はたくさんの冒険を乗り越えてきた。あらゆる国へ行ってきた。あらゆる地域に足を伸ばした。あらゆる世界を見てきたの。


    　キリマンジャロの頂いただきから望んだ、雲の絨じゆう毯たんを深しん紅くに染め上げる壮そう麗れいな朝焼け。朝からタイヤチューブに乗っかって、メコンの穏やかな流れの上で過ごした青天の一日。分厚いブランケットの上からでも平然と襲いかかってくる、ジャングルの巨大な蚊かの大群。天を貫つらぬくニューヨーク摩ま天てん楼ろうの狭はざ間ま、ひっそりと人生の意味を考えた黄昏たそがれ時どき。乗っていたボロ船が転てん覆ぷくする恐怖を感じた、大波にうねる魔のドレーク海峡。見渡す限り真っ白な北極海を共に乗り越えた犬たちと別れなければいけない時の、身を切るような落らく涙るい――。


    　そんな冒険の果ての果て、気づいたことがひとつある。たしかに私たちは、生まれながらにして平等じゃない。人間ほど不公平な存在は、かつて地球上に存在しなかった。それでも、それでもなお私は、世界へつながる言葉に気づいたの。


    　その時、私は思ったわ。私はきっと、世界を変えられるんだって。君だって、社会を、世界を、人間を、一新できる存在なのよ。


    　断言するわ。自身の力に気づいたならば、君は必ず世界を変える。


    　この胸に秘めた想いの結けつ晶しよう――誰もがそんな力を持っている。


    　君の結晶はやがて四海へ行き渡り、世界を変えてゆくはずよ。


    　さあ、今こそ私と一緒に、新しい冒険へ旅立とう。私たちの手で、未来を創りあげるチャンスなの。そろそろ革命の時間だからね。


    　世界へつながる言葉がある。君にも、そんな呪じゆ文もんを教えてあげよう。

  



  
    第一章　建国しようぜ


    



    「オース、巳み継つぐ！　今日は珍しく早いのね」


    　登校初日、俺――羽は月づき巳継は、威勢の良い声をかけられ振り向いた。


    　莉り音おんが、立ち漕こぎでマウンテンバイクにまたがっている。


    　羽月莉音。父同士が兄弟で、従姉いとこにあたる幼おさな馴な染じみだ。


    　莉音は高校二年生。俺のひとつ年上で、姉のようなものだった。だが、年上といっても莉音は小柄で、他人から見れば俺の妹に見えてもおかしくない可愛かわいらしさを持っている。


    「そりゃまあ、入学式だしな。クラス分けも早く確認したいし」


    　ペダルの上に堂々と立つ莉音を見上げると、早朝の陽光が彼女を綺き麗れいに照らし出し、優美な容よう姿しをいっそう引き立たせていた。


    　莉音は静かに併へい走そうし、俺と並ぶようにゆっくりとマウンテンバイクを漕ぐ。


    　今日は高校の入学式ということもあり、少しだけ早く家を出たのだった。


    「マウンテンバイクなんか乗っちゃって、どうしたんだ？　学校、すぐそこだろ？」


    「小道具やビラをたくさん用意したから、これ運ばなくちゃならないの」


    　莉音は、マウンテンバイクの後ろに括くくりつけられているコンテナを指さした。


    「なんの小道具やビラだよ。学校で使うのか？」


    「そ。今日は勝負だからね」


    「小道具で勝負？　手品でもやるつもりか？」


    「そんなんじゃないわ。もっとずっとすごいんだから。みんなを驚かせようと思って」


    　莉音はまた何か、よからぬイタズラでも企たくらんでいるのかもしれない。


    「それにしても、やけに数が多いな。重いだろう」


    「本当は巳継に運ばせようと思ったのよ。でも巳継の家に行ったら、もう登校したって言われてね。だから仕方なく私が運んでるの。感謝しなさい」


    　――それって……ムチャクチャな話に聞こえるんだけど……。


    　危あやうく口をすべらせそうになり、俺は言葉を飲み込んだ。


    　莉音に逆らうとロクなことにはならない。もし莉音の機き嫌げんを損そこねようものなら、言葉をすっ飛ばして、いきなり拳こぶしが飛んでくる。


    「そういや莉音、新年度からしばらく南極探検に行くって言ってなかった？」


    「取りやめよ。今回は父さんがひとりで行ってるの」


    「そうか、残念だな。南極にいっぱいあるっていう隕いん石せきでも拾ってきてもらおうと思ったんだけどさ」


    「隕石なら他でも拾えるわ。ま、そのうち機会があるから、特上のヤツを採ってきてあげる」


    　莉音は、実に不思議な経歴を持っている従姉だった。


    　幼いころから冒険家である父に連れられ、世界各国を冒険して回っていたのである。学校も三分の一近くを欠席し、その間ずっと海外を巡り歩いて過ごしていた珍しい女の子だった。


    　冒険家というとカッコよく聞こえるのだが、実のところかなり質素な職業だ。だいたいこのご時世、ほとんどの場所は知り尽くされていて、ネットを使えば衛星から世界の隅すみ々ずみまで見渡せる時代である。そんな時代の冒険家というのは、難しい。莉り音おんの父さんには有名な登山家同様に、いくつか企業のスポンサーが付いていたが、それでもスポンサー料金など二に束そく三さん文もんだ。だから冒険費用をやりくりするのに、いつも四苦八苦していた。


    　従姉弟いとこ同士だったから、俺たちは物心付いたころから一緒に走り回ってきた……というよりも莉音に命じられるまま、俺が手下になっていたと言う方が正確だろう。


    　俺は莉音を見上げながら口にする。


    「じゃあしばらく冒険には出ないのか？」


    「ううん、もっと新しい冒険を始めるの。超特大、世界最高の冒険をね。世界をひっくり返す大冒険よ。巳み継つぐにも協力してもらうから」


    「あ、ああ。まぁそれはいいんだけど……」


    　どこかへ冒険に出るにあたって、俺に協力できるようなことがあるのだろうか。


    「入学式が終わったら私のところに来てちょうだい。さっき、沙さ織おりにも伝えておいたわ。恒こう太たにも伝言するよう言っといたし。絶対よ」


    　沙織や恒太は、近所に住む俺たちの幼おさな馴な染じみだ。この近辺では、幼馴染み四人組としてよく知られる仲である。


    「わかった。じゃあ入学式の後で」


    　俺が応じると、莉音は満足したようにうなずき、勢いよくペダルを漕こぎだした。


    　そのままグイグイと莉音は遠ざかってゆく。


    　しかし、思わず俺は凝ぎよう固こした。


    　莉音から、目が離せなくなったのだ。


    　いや……正確に言えば……莉音のパンツからである。


    　可愛かわいらしいブルーのストライプ。


    　足をピンと伸ばして立ち漕ぎしてゆく莉音のパンツは、ほとんど丸見えだった。こんな通学路で、パンツを見せながら軽快に滑かつ走そうしていくのは、あまりにもマズい。美び貌ぼうで名高い莉音の生パンツなんて見た日には、卒倒する男子高校生は数知れないだろう。


    　俺はあわてて携帯電話を取り上げ、莉音の携帯を鳴らした。


    　すぐにマウンテンバイクが止まり、莉音はずっと後ろを歩く俺を振り向いてくる。


    「もしもし、どうしたの？　なんのイタズラよ」


    　その声は、少し不ふ機き嫌げんに響いた。


    「あ、あのさ莉音……莉音の立ち漕ぎ……パンツ丸見えなんだけど……」


    　突然、バチッと通話が切られた。


    　莉音は携帯をしまったかと思うと、マウンテンバイクを反転させ、俺のところへ猛烈な勢いで戻って来る。


    　すぐ傍そばにマウンテンバイクを停め、俺の前に立ちはだかった。


    　顔を真っ赤にしながら、スカートの後ろに手を回し、上目づかいで聞いてくる。


    「見た？」


    「だから言ったろ。丸見えだったぞ」


    　口にした瞬間――。


    　矢や庭にわに莉り音おんが、時を移さず間合いを詰めてきた。


    　――来る！


    　俺はすかさず身構えるも、莉音の一撃の方が早く――。


    「ぐ、ぐふう……」


    　鳩みず尾おちに正拳突きを叩き込まれた俺は、息が詰まり、思わず身体を折り曲げた。


    　可愛かわいらしい体たい躯くから繰り出される電光石火の一撃が、冗談のように重い。


    「教えて、やったんだろ……」


    「ラッキーだったわね」


    　莉音は顔を染めつつも、澄すまし顔を装い、腕を組んでそっぽを向きながら言った。


    　しかし正直なところ俺には、莉音のパンツなんて大して珍しいものではない。


    　莉音の家に行くと、訓練と称して突然組み合いを挑いどんでくることがある。いや、襲いかかってくると言った方が正しい。動きやすい格好を好む莉音は、自宅ではいつも妙に股また下したが短いピチピチのワンピースを着ているため、取っ組み合いの時は必ずと言っていいほど見ることになっていた。
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    　莉り音おんの武芸は護ご身しん術の域を超えている。莉音は江戸初期から続く名門武術館、日につ新しん流柔術の免めん許きよ皆かい伝でんを得るほどの武道家なのだ。


    　そんな莉音の相手をたびたびさせられている俺は、自然と武道の技術を叩き込まれてきた。いわば莉音は、俺が望まずして得た武道の師し匠しようだった。


    　だが、さすがに高校生ともなれば成長するところは成長してくるわけで、羽は交がい締じめなど極きめられた日には、俺は別の意味で悶もだえ苦しむことになる。莉音のやわらかい胸の感触なんて、それこそ殺人レベルの攻撃だ。


    　俺が押し黙って莉音を見つめていたところ、莉音はさらに尊大な様子でそっぽを向き、同じことを繰り返した。


    「ラッキー……だったわね？」


    　俺はため息をつき、首を振って応じる。


    「そうでもない。大して嬉うれしかねえよ」


    　言ったとたん――。


    　再び、莉音の疾しつ風ぷうのような正拳突きが、俺の鳩みず尾おちに炸さく裂れつする。


    「ぐ……ぐはあ」


    　呼吸が止まり、俺はその場に片かた膝ひざをついた。


    　しかし莉音は気にも留めず、俺に向けて口にする。


    「嬉しかったのよね？　ラッキー、だったでしょ？」


    「そ、そうですね……。今日も幸運な一日が始まりそうです」


    「よろしい。じゃ、先行ってるわね！」


    　莉音は大いに満足してくれたようで、マウンテンバイクに飛び乗って、そのまま走り去って行く。


    　――喜べ、俺。嵐は去った。


    　よろよろと起き上がり、莉音の姿を追いつつ歩き出す。


    　莉音は最初のうち、行ぎよう儀ぎ良く座って漕こいでいた。


    　しかし、しばらく行くと、上り坂になっている丘がある。


    　あの荷物を後ろに抱かかえながら急きゆう勾こう配ばいを上るのは大変だろうと眺めていると……案あんの定じよう、莉音は立ち漕ぎを開始した。再びパンツがチラ見えである。


    　丘を登る生徒たちがざわついている様子が手に取るようにわかった。


    　――まったく……せっかく注意したのに。莉音のヤツ、こういうところは疎うといんだよなぁ……。


    　俺はため息をつきながら莉音のパンツを追う。


    　莉音はパンツ半見えのまま、豪快に丘を駆け上がって行った。


    



    
      ◇

    


    



    「巳み継つぐッ！　見て見て！　同じクラスだよ！」


    　大きく張り出された掲示板のクラス分けを指さしながら、幼おさな馴な染じみの折おり原はら沙さ織おりは、満面の笑みを向けてきた。


    　掲示板の周りには、今日高校へ入学したばかりの、俺たちと同じ新入生が溢あふれている。一学年一〇〇〇人を超える規模の高校だから、クラス分けを確認する生徒の波は、まるでお祭りでもしているように湧き立っていた。


    　沙織はピョンピョン跳びはねるようにしながら、再び掲示板へ視線を戻す。俺と一緒のクラスになるのが、よほど嬉うれしいようだ。


    　高校生になって沙織の美び貌ぼうには磨きがかかり、外見だけはずいぶん大人っぽくなったと思う。しかし中身はいつまでも子供のような沙織に、俺は思わず破顔する。


    「どうせいつだって会ってるじゃないか。なにもクラスまで一緒じゃなくてもな」


    　沙織は眉まゆをひそめて俺をのぞき込む。


    「同じクラスなら私が勉強見てあげられるでしょ？　それに巳継は、いーっつも宿題なんてほったらかし。ひとりじゃ何もできないくせに」


    「ああ、それもそうか。宿題なんか、ぜんぶ沙織のノート写させてもらえばいいんだもんな」


    「それはダメ。自分でやりましょう。その代わり、巳継が自力で解けるように見ててあげるわ」


    「意味ねー」


    　苦にが笑わらいして応じたところ、沙織は掲示板に視線を向けて口にする。


    「巳継は……嬉しくないの？」


    「何が？」


    「わ、私と同じクラスになること」


    「さっきも言ったろ。近所なんだし、ガキのころからの付き合いなんだ。俺たちはいつだって会える」


    　沙織は俺に目を向け、何かを期待するような声で訊きいてきた。


    「でも……これからもずっと一緒なら、み、巳継は嬉しくないのかな……？」


    「まぁ、そうだな」


    　俺は軽く同意し、相づちを打った。


    「なっ、なによその『何も考えてません！』って宣言してるみたいな返事。もっとちゃんと答えてくれる？」


    　ちょうどその時、ふいに声をかけられ振り向いた。


    「よう、お前ら。何組だった？　俺はＣ組だ」


    　誰かと思えば、春かす日が恒こう太たである。


    　恒太も近所に住んでいる幼馴染みだ。


    　莉り音おんを中心にして、俺、沙さ織おり、恒こう太たの四人は、ガキのころからいつも一緒だった。各おの々おのの家は徒歩一分圏内。同じ幼稚園、小学校、中学校に通い、何をするにも四人揃そろって行動してきた仲だった。お互いのことは誰よりもよく知っている。莉音の一足早い高校入学で一時的に別れ別れになっていたのだが、再び一緒になったというわけだ。


    「Ａ組。沙織も一緒だ」


    　俺が気楽に答えると、沙織がうんざりした調子で首を振った。


    「あちゃー、朝から会いたくないヤツに会っちゃった。今日はきっと仏ぶつ滅めつに違いないわ」


    「ふっ、俺だって騒々しいメス猫と会うのはごめんだな」


    　恒太はクールに応戦する。沙織と恒太は、顔を合わせればいつも口くち喧げん嘩かだ。間に入ると矛ほこ先さきがこちらに向きかねないから、お互いに気の済むまで言わせた方がいい。


    「フンだ。恒太と同じクラスじゃなくてホント良かったわ」


    「俺ほどの逸いつ材ざいをクラスメートに持てるなど、Ｃ組の連中はつくづく幸運だと言わねばなるまい。連中は、俺との出会いを神に感謝することになるだろう」


    　そんなことを恒太は言い放ち、サラリと髪をかき上げた。


    　切れ長の目を持つ恒太は、一見して策さく略りやく家かというイメージがある。洗練された立ち居振る舞いと、冷たい双そう眸ぼう。世が世なら、一目で天才軍師と思われかねない風ふう貌ぼうだった。


    　こいつの夢はフィクサーとして世界に君臨すること。どうやって頂点にのぼりつめるか、いつも真剣に考えている男なのだ。実際、無意味なほどカッコよく顔に手をあてて策さく謀ぼうを巡らせている。しかしその実、その策略がうまくいったことなど、生まれてこのかた一度もない。


    　沙織は呆あきれ返った表情になり、苦にが々にがしく声を絞り出す。


    「あんたさぁ……その無駄に自信過か剰じようなところ、直んないの？　あんたと同じクラスになったことを感謝する人なんて、絶対にひとりもいないから」


    「沙織には俺の才気がわからないのだよ。いつの時代も真実というものは、凡ぼん人じんには理解できないのだ」


    　恒太が両腕を広げて雄大に応じると、沙織はさらに厳しい視線を投げかけ、指さして続ける。


    「教えてあげるわ。そういうのをナルシシズムって言うの。わかる？」


    「ほほう、まさかこの俺が、沙織に教授されるとは思いもよらないことだったよ。実に驚きだ。常に学年トップだった俺に、沙織が指摘をしてくるとは……」


    　たしかに恒太は、なぜかテストの点数が常に学年トップなのだ。そのせいで、恒太の自信過剰ぶりには拍車がかかっていた。


    「なによっ、低能のくせに偉そうに。バカが移るから近づかないでくれる？」


    　沙織の容よう赦しやない攻撃に、さすがの恒太も少しひるんで口にする。


    「くっ、相変わらず可愛かわいげがない女だ……。ちょっとは莉音を見習ったらどうなんだ？」


    「私が莉音のどこを見習わなくちゃならないのよ」


    「……胸、とかな」


    　ポツリと、いかにもわざとらしい口調で恒太は言った。


    　幼おさな馴な染じみ四人組の中では莉り音おんがもっとも小柄だが、胸は沙さ織おりよりずっとある。


    　みるみる顔を赤くした沙織は、しかし平静を装おうと努めているように見えた。だが、ほとばしる怒りは隠しきれず、その声は上ずる。


    「なっ……なんですってー！　わわわ私の胸のどこが足りないって言うのかしら!?」


    「ククク、俺は足りないなんて一言も口にしてないぞ。どうやら、自分で足りないとわかっているようだな」


    「ちっ、違う！　そういう意味じゃない！　足りないって言うのは……足りないって言うのは……」


    　しどろもどろに沙織は否定しようとするも、言葉が続かない。


    　中学時代、沙織は常にその美び貌ぼうで学校一の人気女子だった。しかし胸だけはＡカップを驀ばく進しん中なのである。だから夏休みも決して海には行きたがらない。沙織が誰よりも自分のバストを気にしていることを、恒こう太たはよく知っているのだ。


    　ちなみに莉音はＣカップ。沙織より背せ丈たけが低めの莉音に、ちゃんとバストがあるという事実は、沙織にとって大いなる悩みの種なのだろう。


    「この勉強バカ！　あんたとは一生口利きいてあげないんだから！」


    　激げつ高こうした沙織の両腕は、プルプルと震えていた。


    　恒太はサラリと身を翻ひるがえし、掲示板の周りを取り巻く新入生たちの波をスルスルとかき分け、校舎へ消え去ろうとする。だがその直前、こちらを振り返って、沙織に向けて声を上げた。


    「俺からの忠告だ。あんまり怒るとシワが増えるぞ、おりおり！」


    　俺には、沙織のコメカミがピキリと音を立てたように聞こえた。


    「おりおりって、言うなー!!」


    　沙織は校庭いっぱいに響くほど絶叫した。つい今しがた、恒太とは口を利いてやらないと言っていたことを、もう忘れている。


    　その澄すんだ大声に仰ぎよう天てんした他の生徒たちが一いつ斉せいに振り向く。少なく見積もっても数百人。入学初日から、こんな形で同級生たちに顔を売ってしまうのは、さすがに俺も恥ずかしい。


    「やっ……やだ私。入学早々、なに大声出してるのかしら……。誤解されちゃうわ……」


    　ふいに沙織は俺の袖そでを握りしめ、引っ張り始める。興味津しん々しんでジロジロとこちらを眺めやる生徒たちの視線を避けるように沙織は身を屈かがめ、トコトコと俺を引き連れて校舎内へ駆け込んだ。


    「おりおり」とは沙織のあだ名であり、折おり原はら沙織の、「折」と「織」をつなげたものだ。沙織はこのあだ名で呼ばれると激怒する。なぜなら、中学校に入ったばかりのころ、日記をつけていた沙織は、その中で自みずからのことを「おりおり」と記述していたからだ。その日記を恒太に見られてしまい、以来、「おりおり」が沙織のあだ名になった。可愛かわいらしいネーミングだと思うのだが、今の沙織にとっては振り返りたくもないほどの、気恥ずかしい想い出なのだ。


    　さっさと下駄箱で靴を履き替え、沙織のあとに続く。


    「やだもう……恥ずかしい……。思い出しただけで私、死んじゃいそうよ……」


    　一緒にＡ組へ向かいながら、沙さ織おりは首を振った。莉り音おんや恒こう太たと違って、沙織は人前で注目されることを好まない。


    「くうう、それにしても恒太のヤツ……忌いま々いましいったらありゃしない。高校生にもなって、いつまで子供のままなのかしら」


    「沙織も一緒だと思うぞ。昔っから、恒太とあんまり変わってないな」


    「……今、なんて言った？」


    　沙織は極上に可愛かわいらしい笑顔を向けてきた。こんなふうに沙織に見つめられたら、ほとんどの男子は轟ごう沈ちんするであろう。


    　だが沙織の場合、怒っている時は大して怖くない。沙織は本当にキレると、いつも至高の微笑ほほえみを浮かべるのだ。


    　俺は沙織から視線をそらし、あわてて言い繕つくろった。


    「あ、いや、恒太のヤツはどうしようもない子供だなぁ……って。うんうん、恒太は大人になるべきだと思うんだよ」


    「……ふーん。もし恒太なんかと一緒にしたら殺してたわ。憶おぼえておいてね、巳み継つぐ」


    　冷や汗を浮かべながら、俺は大きくうなずいた。


    　俺はやれやれと首を振りつつ、沙織も子供のまんまだと苦笑した。


    



    
      ◇

    


    



    「巳継ッ、一緒にクラブ見学しよ！」


    　入学式が終わった直後、沙織がピョコンと俺の席までやってきて、俺を逃がすまいと腕をガッチリ捕まえてきた。


    「ああ、いいけど……入学式終わったら、莉音が来いって言ってなかった？」


    「あとでいいよ、どうせ莉音だし」


    「おいおい、正拳突き喰らうのは俺なんだぞ……」


    「莉音なんて、クラブ見学終わってから一瞬だけ顔見せればいいじゃない。それより、部活どこにする？　同じクラブ入ろ？」


    　俺は少し首を傾かしげて、適当に応じる。


    「んー、俺は帰宅部でいっかな」


    「ダメ。だったら、巳継の部活は私が決めておくわ」


    「勝手に決めるな。つーか、部活まで一緒じゃなくてもいいだろう……」


    「巳継みたいな不良生徒は、健全な部活動で更生させなくちゃね」


    「おいおい、俺のどこが不良なんだよ。もともと先生たちに目を付けられてたのは莉音なんだ。俺が自動的に身代わりになっただけだろ……」


    　断じて俺は不良ではない。ごく一般的な、健全な生徒であると自分では思う。


    　しかし、中学で先生たちに何かにつけマークされていた莉音が卒業したあと、代わりに目を付けられたのが俺だった。なぜなら、莉り音おんのムチャクチャなイタズラの実行部隊にさせられていたのが俺だったからだ。


    　例えば莉音の級友がついた嘘うそで喧けん嘩かになった翌日、どこから持ち込んだのか知らないが、莉音は学校の給水タンクに自白剤を投入しようとして、大問題に発展したことがある。そのとき見張りをさせられたのが俺、先生にまず見つかったのも俺だった。むしろ俺は、莉音の恐怖政治の犠ぎ牲せい者なのに……。


    「んー、でもやっぱり、巳み継つぐって悪いヤツよね。宿題なんてしたことないし、授業中は寝てること多いし、掃除当番だってサボることあったし……」


    「それのどこが不良なんだ？　そのくらい、誰だって身に覚えはあるだろ？」


    「ふう、わかってないのね。いいわ、私が更生してあげる。さ、一緒に部活選びしましょ」


    　沙さ織おりは、俺の袖そでをグイグイと引っ張った。


    　放っておけば、沙織は勝手に俺の入部届まで提出してしまうに違いない。いくらなんでも勝手に部活を決められるのは困ると思い、俺は沙織について行くことにした。


    



    
      ◇

    


    



    　だだっ広い校庭いっぱいには、パイプ机とパイプ椅い子すが所狭しと並べられ、たくさんの部活が新入生の勧誘活動を行おこなっていた。


    　やたらに校庭が広い学校であるため、歩き回るだけでも時間がかかる。それに全校生徒三〇〇〇人規模の高校で、しかも大学までエスカレーター式の附属高校だから三年生まできっちり部活に残る生徒も多く、部活の数が高校としては破格に多い。これらを見て回るだけでも一日がかりと言えるだろう。


    　沙織に先導されるまま、俺たちはいくつかの部活の案内を聞いて歩いた。運動部はすべて素通りしている。沙織は文化系に入りたいようだ。たとえ沙織に無理やり部活に登録されても、文化系の方がサボりやすいから、とりわけ異存はない。


    　沙織が通ると、決まって男子学生がわらわらと勧誘に集まってきた。見み境さかいなく、まさに目の色を変えて集まってくるといったふうである。まぁ彼らの気持ちはわからなくはない。


    　そんな状況を繰り返しつつ、俺たちはたくさんのクラブの説明を聞きながら巡り歩いていた。


    　ようやっと校庭を半周しかけたころ――ふいに沙織が立ち止まって小さく叫んだ。


    「うわッ！　莉音！」


    　前方を見ると、たくさんの生徒たちの環わができている。


    　よくよく見れば、その中央にいるのは、たしかに莉音だった。サーカスで見るような真白い大きなボール玉に乗り、器用にお手玉をしながら詰めかける観衆に向けて語りかけている。


    　身長ほどの高さがあるボールに乗りながら校庭を巡るなど、普通の人間にはできまい。だが、大道芸は莉音の数ある得意技のひとつで、この程度なら朝飯前なのだ。莉音は火吹き芸もできるし、綱渡りだって、果ては空中ブランコだってできる。冒険先でお金に困った時、大道芸をして小こ銭ぜにを稼かせいだりすることもあるらしい。だから莉り音おんは正しよう真しん正しよう銘めい、その道のプロフェッショナルなのだ。


    　周りの生徒たちは珍しげに莉音を取り巻いて、見物しているようだった。


    　沙さ織おりは顔をしかめて口にする。


    「莉音のヤツ、何やってるのかしら……」


    　莉音は観衆の周りを、ぐらついたボールに乗りながら歩き回りつつ、お手玉を繰り返していた。上空高く舞い上がるお手玉の数はどんどん増えていく。


    　観衆からどよめきと、拍手が鳴り響いた。まさか校庭の真まっ直ただ中なかで、プロレベルの大道芸が見られるなど、新入生たちは想像していなかっただろう。


    　なにより莉音は、見み栄ばえのする愛くるしい女の子である。そんな子が目の前で大道芸を繰り広げれば、誰でも思わず立ち止まってしまうはずだ。本当はサーカスのライオンの三〇〇倍は凶暴だが、観客に想像できるはずもない。


    「なんのつもりかしら？　ちょっと行ってみましょ」


    　沙織の言葉にうなずき、俺たちは莉音へ向かって歩を進めた。


    　徐々に莉音の叫び声がクリアに聞こえてくる。


    「はいはーい、いつもより多めに回しておりまーす！　ちゅーもーく！　ちゅーもーく！」


    　子供のころに莉音のお手玉を見たことはあったが、今日は数が多すぎる。二〇個は回しているのではなかろうか。


    　観衆に交じり、沙織と一緒にお手玉を見上げていると、矢や庭にわに莉音はお手玉をさらに高々と振り上げた。お手玉はあらぬ方向に散らばっていき、集まった観衆の頭上へと降り注ぐ。どうやらショーは終わりらしい。


    　足下に集まっている膨ぼう大だいな観衆に微笑を浮かべた莉音は、おもむろに空を指さして叫んだ。


    「蒼そう天てんすでに死す！　みんな、聞きなさい！　我が部はここに挙兵するわ！」


    　ざわついていた観衆は、一気に静まりかえった。


    　それも当然だろう。意味がわからないからだ。


    　今度は観衆に指を向け、莉音は続けてゆく。


    「そこの君ッ、一緒に天下を平定し、人類の新しい未来を創り上げよう！　私たちが世界を変えるのよ！」


    　そうして莉音は、再び中空へ腕を振り上げる。


    「我が旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    　――はて、天下平定？　革命部？　今度は『信のぶ長ながの野望』ごっこだろうか……。


    　小学生のころはガキの遊びをさんざんこなしてきた俺たちだったが、高校生にもなって莉音は何をしようというのか。


    　沙織は耳元でささやいてくる。


    「ね、巳み継つぐ。莉音の今の、どういう意味？」


    「知らん」


    「挙兵って何するの？」


    「さあ……でもとにかく、挙兵ってのは、兵を集めて誰かと戦うってことだろ。また何かイタズラでも企たくらんでるんじゃないのか？」


    　そんな俺たちのヒソヒソ話を余よ所そに、莉り音おんは観衆へ向けてさらに大おお見み得えを切る。


    「すごいのよ、なんたって国を創るんだから！　つまり建国！　独立国家を創っちゃう部活動なのよ！　あなたたちを新世紀へ連れて行ってあげる！　入りなさい！　今すぐに！　さあ行こう、世界の果てまで！」


    　どうやら莉音は、何かの部活動の勧誘をしているようだった。しかし、まさか言葉通り本当に建国をする部活動などあるわけがないし、今の話ではいったいどんな部活なのか、皆かい目もく見当がつかない。


    　観衆は沈黙し、ただひたすら莉音を見上げていた。熱気に包まれているのは莉音ひとりだけであるようだ。


    　そんな黙りこくった観衆に苛いら立だったのだろうか、莉音はボールの上で、業ごうを煮やしたように片足を強く踏みしめ、どこからともなくメガホンとビラを取り出し、盛大に撒まき散らしながら声を振り絞る。しかし、頭上に舞い降りてくるビラを受け取る生徒は少なかった。


    「ゴージャスな部活よ！　今入部すればなんと、一か月で一〇〇万円も稼かせげちゃう！　寝ててもお金が転がり込んでくる！　あなたも、あっという間に大金持ちに！　そこの君ッ、入らないと損！　一生の損！　夢みたいな部活なのよ！」


    　莉音は詐さ欺ぎ師のようなセリフを並べ立て始めた。


    「給料だって出ちゃうかも!?　ボーナスまですごいんだからね！　もちろん三食昼寝付き！　こんなに楽ちんな部活は私、見たことないなー！」


    　莉音は得意げに語り、したり顔でひとりうなずいてみせた。


    　辺りを取り囲む生徒たちは、皆一様に莉音から一定の距離を保たもっている。生徒たちは不思議なものを見物したかっただけで、怪しげな部活に入るつもりなどないのだろう。


    　次第に莉音は、押し黙る観衆に腹を立て始めたようだった。


    「ねぇ、なんで入らないの？　こんなにすごいのよ!?　入るのよね？　入らないわけないのよね？　これだけ集まってるってことは、みんな入るのよね？　いい加減、君たち見てないで入りなさい！」


    　莉音は恐きよう喝かつ紛まがいのセリフを吐いて、真白いボールで練ねり歩き、その辺の生徒たちに因いん縁ねんを付けだした。


    　遠巻きに莉音を眺めていた生徒たちは、次々と莉音から遠ざかっていく。逃げようとする最前列の生徒の波は、次の生徒の波となり、急激に周りの人間たちが入り乱れる。おかげでドミノ倒しのように生徒たちは散りぢりになり、混乱の様相を呈し始めた。


    　なにせ取り巻いていた生徒の数がすごい。新入生だけでなく、クラブで勧誘する上級生たちも珍しげに集まってきていた。そんな人間たちが、皆散り散りになって逃げ始めたのである。混乱しないわけがない。これではまるで、莉り音おん軍に壊滅させられた軍兵だ。


    　俺は生徒の波にのみ込まれないように沙さ織おりを守ろうと、沙織の前に立ちはだかった。しかし努力もむなしく、あまりの騒乱に押し込まれ、俺と沙織は尻しり餅もちをついてしまう。


    　生徒たちを追うように、ボールに乗った莉音がこちらに近づいてくる。大きな玉に乗った莉音は、その華きや奢しやな身体からは想像できない圧迫感があった。


    　俺は尻餅をついたまま莉音に呼びかける。


    「莉音！」


    　視線が合うと、莉音は突然ニヤリと笑みを浮かべた。


    「おー、巳み継つぐに沙織！　待ちかねたわ」


    　そう言って、莉音はボールから飛び降りた。体操選手のようにスタリと綺き麗れいな着地を決め、俺たちを見下ろしてくる。


    　俺と沙織は逃げ散ってしまった生徒たちを眺め回しながら、ゆっくりと腰を上げた。


    　沙織は苦にが々にがしそうに口にする。


    「ずいぶん怪しげな勧誘のバイトしてるのね。学内でビラ配って大丈夫なの？」


    「んー？　このビラは私の部活のものよ？」


    「そ、そうだったんだ……。ＪＡＲＯに訴えられそうな勧誘トークね……」


    「うちの部、作った時は二〇人いたんだけど、数日でほとんど幽ゆう霊れい部員になっちゃって。おかげで人手が足りないの。二人とも、うちの部員になってもらうからね。あと恒こう太たも」


    　莉音は有う無むを言わせず入部を勧告してきた。


    「でも私、巳継と一緒に他の部に入ろうかなって……」


    　沙織が戸と惑まどいがちに言うと、莉音は沙織の首に腕を回し、得意げに口にする。


    「おりおりー、私たちの仲じゃない。家族みたいなものでしょ。水くさいこと言っちゃだめよ？」


    「ちょ、ちょっと、そのあだ名やめてよ！」


    　沙織は莉音を振りほどこうと身を揺するも、無駄なあがきのようだ。莉音は沙織のことが大のお気に入りなのだが、一方の沙織は莉音のことが苦手なのである。沙織も常々莉音に振り回されてきたから、気持ちはわからなくはない。


    「沙織が自分で付けた名前じゃない。とっても可愛かわいいネーミングだと思うわ」


    「かっ、可愛くなんかない！」


    　沙織が顔を赤くするのをスルーして、莉音は俺に向けて聞いてくる。


    「巳継はいいわよね？」


    「俺は遠慮しておくよ。帰宅部にしようかなと……」


    　間ま際ぎわ、沙織から手を離した莉音が、時を移さず間合いを詰めてくる。


    　だが、今回の莉音の攻撃は読み切っていた。予あらかじめ五体に感覚を集中させ、神経を研とぎ澄すませていたのだ。俺だって、莉音直じき伝でんの武道の心得がある。


    　――防ぎきってみせる！


    　狙そ撃げきのような莉り音おんの一撃が風を切った。


    　莉音の正拳の軌道を知覚する。


    　――捉えた！


    　受け流そうと、すかさず俺は腕を払う。


    「ぐ、ぐはあ……」


    　気づくと、鳩みず尾おちに莉音の正拳が突き刺さっていた。


    　俺はそのままよろよろと片かた膝ひざをつきながら、小柄な莉音を仰あおぎ見る。


    　――つ……強すぎる……。


    「ちょっ、ちょっと莉音！　何するの!?」


    　沙さ織おりが俺に走り寄り、肩に手をかけてきた。


    　すかさず莉音が繰り返す。


    「いいわよね？　私に文句、ないわよね？」


    　有う無むを言わせぬ命令口調。


    　莉音は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑みだった。逆らえば、再びその鉄拳が飛びかねない。


    　すぐに俺は、逆らうことを諦あきらめた。この偉大な師し匠しように、俺が勝てるわけがない。


    　俺は沙織の肩に手を置いて安心させ、よろよろと立ち上がりながら訊きいてみる。


    「その前に、いったいどんな部活なんだ？　高校生にもなって、また何かイタズラを企たくらんでいるわけじゃないんだろ？」


    「だから言ったじゃない。説明聞いてなかったの？　建国するのよ。私たちの国を創るんだから」


    「それ、サッパリ意味がわからないな……。本当のことを教えてくれよ……」


    「とにかく入りなさい。巳み継つぐは絶対にうちの部員になってもらうんだから。うちの部員にならないなんて、そんなの認められないわ」


    「わかった。わかったよ。どうせ俺に、断る権利はないんだろ？」


    　しかし沙織が目を潤うるませながら訴えてくる。


    「でも巳継、一緒にクラブいろいろ回ってるところだったでしょ。それなのに……」


    「まぁ、莉音がやってる部活なら入らざるをえないだろ。俺たちの仲なんだし、何をやるにしても協力……いや、莉音が人の道を踏み外さないよう止められるとしたら、俺たちしかいないだろう？」


    　しばらく沙織は俺を直視して押し黙っていたが、やがて観念したように口を開いた。


    「……。み、巳継が入るなら……私も入ろうかな」


    　その言葉を聞き届けた莉音は、勝ち誇ったようにガッツポーズを決めた。


    「よし、決まりッ！　これで労働力二人確保！　二人とも、ちゃっちゃと入部届書いちゃいなさい！　やっぱり持つべきものは従弟いとこと幼おさな馴な染じみよね！　君たちはラッキーだよ、うん」


    　そのままパイプ机へ案内され、俺と沙織は入部申込書にサインする。


    　書式上部に「入部申込書」と記載があるだけのもので、いったいなんの部活に入ったのかわからなかった。先ほどの莉り音おんの演説では、たしか「革命部」とか言っていたような気がするが……そんな名前の部活動が存在するわけがない。


    「ゲーット！　つもる話はあるけれど、今日は私、まだまだ徴ちよう兵へいしてみるね。だから出社は明日からよ。集合場所は体育館裏！　とりあえずこれ、読んどいて！」


    　莉音は、先ほどまで配っていたビラを押し付けてくる。明日また会うことを約束して、俺たちは帰路へつくことにした。入部が決まってしまったのだから、もう他の部活を見学する意味はない。


    　校門のところで振り返ると、先ほどの詐さ欺ぎ師のようなセリフを並べ立て、メガホンを手に叫んでいる莉音の姿が見える。莉音のすることについては、深く考えないのが賢明だ。今しがた莉音が乗っていた真白いボールは、風に押されるようにして、校庭内をころころとむなしく転がっていた。あの巨大な物体を、いったい誰が片付けるのだろうか。


    　俺と沙さ織おりはビラを読みつつ、家路を歩く。


    



    来たれ、革命部へ！


    その名のとおり革命を敢かん行こうしちゃう部です！


    最終目標はなんと「建国」！


    私たちの国を創って、部長莉音が女王様として君臨します！


    これであなたも大臣だ！


    



    　ビラを読んだ沙織は、疑わしげに聞いてくる。


    「ねぇ巳み継つぐ、まさか本当に革命部って名前じゃないよね……？　これ、どういう意味だろう？」


    「たぶん何かの間違いなんじゃないかな。明日、行ったら聞いてみようぜ」


    「そうね……。こんな変な名前の部があるわけないもんね。それに、活動内容もわけがわからないし……」


    　でも心の奥底では、俺も沙織もわかってた。莉音なら、何があってもおかしくないのだと。


    



    
      ◇

    


    



    「巳継、部活決めたのか？」


    　入学式の翌日、オリエンテーションの合間に、恒こう太たがＡ組までやってきた。沙織はどこかへ行っているようだから、いつもの喧けん嘩かになることはないだろう。


    「ああ、決めた。沙織と一緒に昨日入ったんだ」


    「また沙織と一緒なのかよ。お前ら本当に仲良いよな。で、なんの部にしたんだ？」


    「実はまだ部の名前とか、活動内容とか、何も聞いてないんだ。今日聞いてみるよ」


    　とたんに恒太は目を丸くし、疑わしげに俺を見た。


    「は？　なんだぁそりゃ？　そんなんで部活入るとか、ありえないだろ？」


    　まさか恒こう太たから、まともな忠告をされるとは思わなかった。


    「なんか国を創るとか言ってたけど、正直よくわからん」


    「なっ、なに！　国を創るだと!?　とんでもなくグローバルな部活じゃないか！」


    「いや、莉り音おんが部長やってるところでさ。ほとんど強引に入らされたよ」


    「莉音が部長!?　なるほど……それならありえる話だ……。ならば当然、この春かす日が恒太も入部せねばなるまい……」


    　何が当然なのか知らないが、恒太は深々とうなずいた。


    「昨日、沙さ織おりから伝言なかったか？」


    「くっ、沙織のヤツ、俺にわざと教えなかったな……。さては部活での自分のポストが、俺の軍略によって奪われるのを恐れたに違いない。これだから愚ぐ民みんというヤツは嘆なげかわしいものだ……」


    　なぜか恒太はひとり納得したようで、やれやれと首を振った。


    「莉音は恒太も部員に勘かん定じようしてたぞ。自動的にメンバーに入ってるはずだ」


    「そうか、そうだろうとも。やはり俺の戦略眼を必要としているようだな」


    「いや……それは違うと思うが……」


    　俺は即座に否定したが、恒太には都合の悪い話は届かない。


    　ちょうどその時、沙織が教室に戻ってきた。俺と恒太が話し込んでいる様子を目に留めた沙織は、すぐさま俺たちの元へやってくる。


    　沙織は恒太に怪け訝げんな視線を向けて問とい質ただす。


    「あんた、うちのクラスまで来て何してんのよ？」


    「ふっ。噂うわさをすれば愚民の登場か」


    　恒太が肩をすくめて言うと、沙織はすかさず切り返した。


    「誰が愚民よ。バカはあんたでしょうが！」


    　いつもの喧けん嘩かが始まる前に、俺は沙織に説明する。


    「莉音の部活のこと話してたんだ。恒太もメンバーに入ってるらしいからな」


    「ていうか恒太、あんたまたいろんな部活に入るんじゃないの？」


    　沙織はいぶかしむような視線を恒太に向けた。


    　実際、中学時代の恒太は、学校のすべての部活に参加していた。それこそバスケ部から弓きゆう道どう部、茶さ道どう部からマンガ研究会まで、すべてにだ。なんの目的なのか知らないが、とにかく恒太はあらゆる部活動に顔を出し、自分勝手な〝戦略〟なるものを押し付けて、フィクサーを気取っていた。


    　面白半分で恒太を受け入れていたごく一部の部活を除き、ほとんどの部活はホトホト迷惑していたのである。しかし恒太はこういう性格だけに、なかなか懲こりない。むしろ自分は必要不可欠なエースだと思い込んでいるフシがあり、注意すればするほど、無能な愚民の嫉しつ妬とだと決めてかかっていた。


    　なによりタチが悪いのは、恒こう太たは中学でトップの学業成績をおさめていて、日本でも有数の学業成績を誇っていたことだ。どうしてテストの点数だけ抜群に良い恒太が、こうまでトンチンカンな男なのか、うちの中学では七不思議のトップに数え上げられていたほどである。


    　そんな恒太は、俺と沙さ織おりを交互に見つめ、冷静な口調で言う。


    「すべての部活に入部する必要は、もうないだろう。なぜなら俺は気づいたんだ」


    「何にだ？」


    「何によ？」


    　俺と沙織はハモったように聞き返す。


    「たしかに俺は中学時代、あらゆる部活のエースとして君臨してきた」


    「してねえよ」


    「してないわよ」


    　俺と沙織はいちおうツッコミを入れたが、恒太はスルーして続けていく。


    「しかしだ、俺のチェスの腕前がいかに優れていようとも、俺が愚ぐ民みんどものチェスの試合に出ることはない。なぜなら俺が出場するのにふさわしい舞台は、世界一決定戦だけだからだ」


    「チェス部っつか、将しよう棋ぎ部だろ……」


    　なぜか恒太は、将棋のことをチェスと言い張ってやまなかった。少なくとも中学に将棋部はあったが、チェス部など存在しなかった。「斬った兵などいらぬ！」などと言って飛ひ車しやを取ろうが角かくを取ろうが投入しようとせず、ひとりチェスルールで戦う恒太は、将棋部最弱クラスの実力だった。


    「やはり俺には、ワールドワイドに活躍できる舞台が必要なんだ。なぜなら俺は……春かす日が恒太だからだッ！」


    「誰だよそれ……」


    「あんた昨日、演劇部の説明会にでも行ったの？」


    　俺と沙織は期せずして顔を見合わせた。


    「どこの部活に入っても、あんた邪じや魔まなだけなの。私、あんたの扱いに困ったサッカー部の部長から、なんとかしてくれって相談受けたことだってあるんだからね。いくら幼おさな馴な染じみだからって、どうして私に言ってくるわけ？　こっちにまでとばっちりがくるのは勘弁してほしいわ」


    「サッカー部で俺は『疾しつ速そくの鬼き神じん』と呼ばれたよ。俺が世界統治を果たし、ヒマになった暁あかつきには、また華か麗れいなる足さばきを見せてやりたいものだ」


    「ださッ。鬼神じゃなくて奇人でしょ。逃げ足だけ早いから『迅じん速そくの奇人』って呼ばれてたの。だいたいあんた、一度も試合に出たことなんてないじゃない。戦力扱いに入ってないの」


    　沙織はズバリ核心をついた。しかし恒太は並の男ではない。


    「ふふふ、ほざけ小娘。この俺が、わざわざ中学サッカーの試合ごときに出るはずがない。俺にはもっとインターナショナルな舞台が必要なんだ。そうだな……俺を引っ張り出したければ、せめてワールドカップの舞台が必要だろう」


    「好きなだけサッカーゲームでもやってれば？　あんたもう、現実に出てこなくていいから」


    「ふむ……ゲームでさえ誰一人、俺に勝つことはできないだろう。民衆とは、俺の神しん算さんに翻ほん弄ろうされる存在なのだよ」


    「恐ろしいわね……あんたの頭が……」


    「たしかに恐ろしいな……俺の知略が高すぎて……」


    「そうね。勝手に宇宙一でも名乗ってなさいよ。ただし、恥ずかしいから、私の半径一〇〇キロメートル以内に入ってこないでくれる？」


    「ふっ、おりおりは長さの単位すらわからないようだな。嘆なげかわしいことだよ……」


    　恒こう太たは懲こり懲ごりしたように首を振る。


    　そのとたん、沙さ織おりは恒太の間合いに入り込み、グッと恒太に顔を近づけ、大だい喝かつしながら恒太の足を踏みつけた。


    「おりおりって、言うなー！」


    「いでえええええええええええ！」


    　恒太は絶叫し、苦く渋じゆうに満ちた表情で、あえなくその場にしゃがみ込んだ。


    　俺はうんざりしてため息をつく。


    「華か麗れいなる足さばきはどうしたんだよ、足さばきは」


    



    
      ◇

    


    



    　沙織や恒太と連れだって体育館裏にやってくると、一足先に莉り音おんが待っていた。


    「待ってたわ。よく来た同志たち！」


    　体育館の裏手には多少の空間はあるが、間近の壁かべ際ぎわには雑草が生えている。小こ綺ぎ麗れいな校舎の中にあって、もっともうち捨てられた場所に思えた。授業をサボったりする生徒にとっては都合の良い隠れ場所になりそうだが、とても部活動をするようなところではない。


    　恒太の姿を認めた莉音は満足げに言う。


    「おっ、恒太も一緒なのね。声かけようと思ってたのよ」


    「当然だよ。俺が参加しないわけにはいかないだろう？」


    「もちろん恒太は人数に入ってるわ。さっさと入部届にサインしちゃいなさい」


    「俺が来たからには大船に乗ったつもりでいい。齢よわい一六にして帝王学を究きわめたこの俺の戦略と戦術を、とくとご覧に入れよう」


    　入部届を受け取った恒太は、そのまま体育館の壁に入部届を押し付け、おもむろにサインをし始めた。


    　恒太の大口に、沙織がポツリとつぶやく。


    「やっぱり恒太って本物のバカね。脳ミソは存在するのかしら……」


    「ふっ、これはじゃじゃ馬娘が面白いことを言う。そういう沙織はきっと、俺より遥かに成績が良いに違いない。ふむ、だが待て……沙織は俺にテストで勝ったことがあっただろうか」


    　すかさず恒こう太たは沙さ織おりを振り返り、顎あごに手をあてて考える仕草を装った。一度として沙織が恒太にテストで勝ったことがないことを知っていて、わざと言っているのだ。


    　決して沙織の成績は悪いわけではない。むしろ小・中を通して優等生で、常に成績上位者に名を連つらねてきている。少なくとも俺とくらべれば、ずっと優秀だ。ただし、どういうわけか恒太は日本トップクラスの成績保持者なので、さすがの沙織でも太た刀ち打うちができないだけである。


    「くうう……。バカなくせに……バカなくせに……」


    　こればかりは事実なだけに、沙織は反論しようにも言葉が浮かばないようで、悔くやしさをにじませてつぶやいた。


    　実際のところ恒太なら、日本トップの難関高にでも行くことができたのだ。しかし恒太が超難関校に進学したところで、現実問題としてなんの意味もない。なぜなら恒太レベルになると放っておいても東大に行ける。だから恒太は俺たちについて、近所のこの高校に入学してきたのだった。


    　沙織と恒太のいつもの喧けん嘩かが始まる前に、俺は莉り音おんに訊きいてみる。


    「ところで、昨日の勧誘はうまくいったのか？」


    「サッパリね。まったく夢がないヤツばかりで困っちゃうわ」


    　莉音は肩をすくめた。


    「あんなんで入ろうと思うヤツがいるわけないけどな」


    　ついうっかり、俺は口をすべらせてしまった。莉音がピクリと反応し、今にも足を踏み込まんとする。


    「ちっ、違うんだ莉音！　莉音の崇すう高こうな理想が理解できる高校生なんて、いるわけないと思ってさ！」


    　俺の言い分が功を奏したのか、莉音がピタリと止まり、俺をのぞき込むように見つめてきた。


    「い、いや、ホント、夢がないヤツばかりだなぁ！　どうなっちまうんだ日本。俺たちの将来が心配だよ、ハハハ」


    　俺はとにかく莉音が喜びそうなことを並べたてた。


    　すると莉音は満足してくれたようで、腕を組み、うんうんとひとりうなずき返してくる。


    「本当にそうよ。こんな世の中間違ってる。やっぱり、私たちが革命するしかないわよね」


    　――いやそれは、いくらなんでも飛躍しすぎでは？　しかもなぜ俺たちでなければいけない？


    　思わず俺は言葉を飲み込んだ。


    「さすが巳み継つぐ、私が見込んだだけあるわ。よくわかってるようね」


    　単なるお世辞だったのだが、どうやら莉音は予想以上に深く考えてくれたらしい。嬉うれしいのか悲しいのか、よくわからなかった。


    　俺が答えに窮きゆうしていると、都合よく恒太が、颯さつ爽そうと口を挟んでくる。


    「ふふふ、革命ね……この俺にふさわしい舞台だ。さあ莉音、何をやるか、さっそくこの俺に説明してもらおう」


    　恒こう太たは、いかにも大物っぽく、偉そうに腕を振るいながら言った。ただ質問するだけなのに、どうしてこうも偉そうに振る舞えるのだろうか。日本広しといえども、これほど尊大に質問を浴びせる人間は恒太だけであろう。たまに羨うらやましくなる。


    「ちょっと待ってよ。こんなところで立ったまま何するの？　ここ、何もないわ。草しか生えてない」


    　沙さ織おりはあわてたように口を挟んできた。たしかに、こんな場所で話が進むのはいただけない。


    「昨日も話したでしょ。二〇人いたけど、ひとりを除いてみんな来なくなっちゃったのよ。だから今までは部員二人。おかげで部室も取り上げられちゃった。部費も一〇〇〇円しかないの」


    「え？　ちょ……それって部室ないってこと!?　そんなんで活動できるわけないでしょ！」


    　沙織は愕がく然ぜんとし、莉り音おんに喰ってかかった。それから沙織は俺の腕を握りしめ、一心に俺を見つめてくる。


    「ね、巳み継つぐ。やっぱり辞めよう？」


    　俺が沙織を落ち着かせようとすると、代わりに莉音が言う。


    「沙織は相変わらず弱虫ちゃんねー。大丈夫、新しい部室はちゃんとあるわ。あとで案内してあげるから。さっそく昨日、決めといたのよ」


    「なんだ、あるんじゃないか。だったら問題ないよ」


    　そう言うと、沙織はなおも不安そうにうなずいた。


    　俺は莉音を向いて続ける。


    「だったら案内してくれよ。ここで話すようなことでもないだろう？」


    「ちょっと待ちなさい。もうひとり来るから。二〇人の中で生き残った唯ゆい一いつの人材よ。もうすぐ来るはずなんだけど……」


    　莉音は携帯で時間を確認した。


    　――二〇人の死し屍し累るい々るいの中、唯一生き残ったひとり？　どんな恐ろしいヤツなのだろう……。


    　沙織を見ると、心配そうな様子で俺を一心に見つめていた。恒太はと言えば、ニヤリとした意味深な笑みを浮かべて、自信を漲みなぎらせている。


    「どうしたのかしら……遅いわね」


    　言いながら、莉音は校舎の方向に視線を走らせる。


    　ちょうどその時、ずっと遠くから、女の子がこちらへ小走りに駆けてきた。息を切らせて一生懸けん命めいな様子が、なんだか可愛かわいらしい子である。


    　突然――女の子は、石に躓つまずいて盛大にこけた。


    　アッ、と俺は思わず声を上げてしまい、女の子に駆け寄ろうかと思案した。しかし、女の子は気丈にもすぐに起き上がって、パタパタとスカートからホコリを払う。今のこけ方はかなり痛そうだが、大丈夫だろうか。女の子は、胸の前で何かを決意したようにギュッと両りよう拳こぶしを握ったかと思うと、再びこちらに走りだす。


    　そうかと思えば、今度は転がっていた空き瓶びんを踏みつけた。ふいによろめいた女の子は、体育館の壁におでこを盛大にヒットさせ、ヨロヨロとその場にくずおれた。「あいたぁ」という言葉が、こちらにも聞こえてきそうな、あまりに典型的なぶつかりようだった。


    「だ、大丈夫かしら、あの子……」


    　隣で沙さ織おりがポツリとつぶやいた。


    　だが、健けな気げに起き上がった女の子は、またもギュッと両りよう拳こぶしを握りしめ、こちらに向けて駆け始める。


    「柚ゆずちゃーん、遅いよー。大丈夫？」


    　ふいに莉り音おんが大声で女の子に呼びかけた。


    　――え？　この子？


    　唖あ然ぜんとして俺は女の子を見つめたが、沙織や恒こう太たも意外そうな顔をした。


    　やっとのことでこちらにたどり着いた女の子は、膝ひざに手をあてて屈かがみ込み、ゼイゼイと息を切らせながら言う。


    「ごっ、ごめんなさーい。お待たせしてしまいましたー……。お掃除当番が長引いてしまって……」


    「転んだの、大丈夫だった？」


    「はい。とっても恥ずかしいです……」


    　女の子は起き上がったが、胸に手を置いて呼吸を繰り返している。


    「それじゃ紹介するわ。こちら泉せん堂どう柚ちゃん。副部長ね」


    　女の子はペコリとお辞じ儀ぎをし、おずおずと口を開く。


    「あの、泉堂柚です。いちおう副部長なんですが、それはあの……私しか残っていないからで……本当はそんな立派なものじゃないんです」


    　柚と名乗った女の子は、活発な莉音とは対照的に、か弱そうな印象があった。


    「柚ちゃんは私の一個上。三年生よ。私たちの部で、唯ゆい一いつの生き残りなの」


    　――三年生なんだ……。最上級生の割りには、ちょっとドジすぎるような気がするが……。


    　少なくとも俺には、態度や雰ふん囲い気きが三年生には見えなかった。俺たち一年生を相手にするにしては控えめすぎる。


    　背せ丈たけは、スラリとした沙織とくらべると低く、莉音より少し高いくらい。ほっそりしていて、おとなしそうな女の子だった。


    　莉音の部活に、こんな部員がいたことが驚きだ。


    「今日は新入部員さんが三人も入るって聞いていて、あの、とっても楽しみにしていたんです。みなさん、よろしくお願いしますね」


    　そう言って、柚さんはニッコリ微笑ほほえんだ。可愛かわいらしい笑顔である。


    　こういう女の子と同じ部活なら、ある意味でラッキーだったかもしれない。莉音の部活も捨てたものではないようだ。


    「ほら、大たい正しよう堂どうって知ってるでしょ？　どら焼きの。柚ちゃんはね、そこの娘さんよ」


    「ああ、駅前の！　老舗しにせどら焼き屋さんだ」


    　俺はポンと手を叩いてうなずいた。


    「はい。今度、うちで焼いたどら焼き、お持ちしますね」


    　大たい正しよう堂どうは、この近辺では老舗しにせ中の老舗だ。どら焼きが名物の高級和菓子店である。駅前に行けば、大正堂の看板が大きく掲かかげられていた。昔から延々とただ一軒の老舗店てん舗ぽを守り続けているという、近隣でもっとも古いどら焼き屋として有名だ。駅前の看板には一八〇八年創業と大きく掲載されている。二〇〇年の伝統を持つ大正堂の箱入り和菓子は、贈答品として名高い。


    「めちゃくちゃ美味しいんだから。本当にほっぺたが落ちちゃうの。一度食べると、もうスーパーで売ってるどら焼きなんて食べられなくなっちゃうわ」


    「そう言ってもらえると嬉うれしいです。うちのお店、もっと頑張らなくちゃって思います」


    　柚ゆずさんは胸の前で、小さく両りよう拳こぶしをギュッと握りしめた。いたいけな仕草が、いちいち可愛かわいい。


    「あの……柚って呼んでください。みなさんは莉り音おん部長の幼おさな馴な染じみさんだそうですね。お話はずっと前から聞いていました。会ってみたいと思ってたんです」


    　唐とう突とつに恒こう太たが口を挟む。


    「よかろう柚。今日から、この俺の右腕として働くことを許す」


    「はい！　よろしくお願いしますね！」


    　なぜか柚さんは嬉うれしそうだった。


    　無礼な恒太の発言に眉まゆをひそめた沙さ織おりが喰ってかかる。


    「あんたねぇ、最上級生に向かっていきなり呼び捨て？　どこまで脳ミソが足りないのかしら？　もっと常識を知りなさいよ」


    「ふっ、まさかこの俺が、平民の沙織から常識を教わるなどとは思いもよらないことだったよ。庶民の常識など、この俺にとっては非常識！」


    　沙織と恒太は険悪な様子で睨にらみ合った。


    　莉音が手をパンパンと叩いて言う。


    「ほらほら、とりあえず、部室行きましょう。そうそう、柚ちゃんにはまだ話してなかったわよね。昨日、部室決めといたから」


    「そうなんですか。さすが莉音部長です。私も頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんは、再び両拳をギュッと握りしめる。


    　莉音は二年生で、柚さんは三年生……。俺には、どう見ても逆に見えた。


    　――この素直すぎる女の子は、何か莉音に騙だまされてるんじゃないだろうか……。


    　そんな心配をしてしまうほど、柚さんは純真なように俺には思えた。何事にも百ひやく戦せん錬れん磨まの莉音とは、あまりに対照的である。


    「さ、こっちよ。みんな、私についてきて」


    　そう言って、莉音は先頭を切って歩きだした。
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    　部室へと歩きながら、俺は隣を歩く柚ゆずさんに語りかけた。莉り音おんはずんずんとひとり先頭を進んでいて、聞かれる心配はない。


    「柚さん、聞いていいかな」


    「あっ、はい。いいですよ」


    「たしか部活に二〇人もいたって聞いたんだけど……どうしてみんな辞めちゃったんだろう？」


    「どうしてなんでしょうねー。みなさん、すぐに辞めちゃって。それからは実質、活動停止ですね。とっても残念です」


    　ということは、柚さんは皆が辞めた理由をわかっていないらしい。


    　俺は少しつっこんで聞いてみた。


    「莉音の部活って、どんなことやらされたの？」


    「いろんなことをやったんですよ。ゴミ漁あさりとか、お魚釣ったりとか、それから塹ざん壕ごう掘ったりとか……」


    　柚さんは、楽しい想い出を振り返るような口調で言った。


    　――ゴミ漁り？　それに、なぜ塹壕……。


    「あぁそうなんだ、ハハ。なかなか楽しそうな部活だなぁ……」


    　俺は乾いた笑いを返し、一番訊きいてみたい質問をしてみる。


    「ところで柚さんは、どうしてひとり残ってるの？」


    「だって莉音部長、とっても素敵です。世界中を冒険してきたんですよ？　そんなすごい人、私、見たことありません。莉音部長を見ていると、私ももっと頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんは一点の曇くもりもない目をして、ハッキリした口調で言い切った。


    　――まぁ俺も、莉音ほどすごい人、見たことなんてないけどね……。


    　それから柚さんは、俺の少し後ろを歩いていた沙さ織おりを振り向いて声をかける。


    「あの……沙織さん……ですよね？」


    「あっ、はい」


    「とっても綺き麗れいな人だって、莉音部長から聞いてました。本当に、びっくりするくらいの美人さんですね」


    「あう……」


    　どう返答していいかわからないようで、沙織は口ごもった。


    　柚さんの言葉を聞きつけた恒こう太たが、ふいに口を挟んでくる。


    「沙織に教えておこう。世の中には、お世辞という言葉があることを」


    　キッ、と顔を上げた沙織は、憤然として恒太を睨にらみつけた。


    「うっ、うるさいバカ！　わかってるわよ！　お世辞すら言われそうもないあんたにだけは言われたくないわ！　この低能！」


    　沙さ織おりと恒こう太たは顔を突き合わせ、お互い威い嚇かくし合う。


    「あっ、あの……お世辞なんかじゃないです。本当に、とってもとっても美人さんだと思います」


    　そう言って、柚ゆずさんは沙織にニコリとしてみせた。


    「ありがとうございます……」


    　沙織は恥ずかしそうに照れ笑いを浮かべる。


    「みんな、何してるの？　早くついてきなさい」


    　遠くから、莉り音おんが俺たちを振り返って呼びかけてくる。


    「一緒に行きませんか、沙織さん」


    　柚さんは、沙織に小さな手を差し出した。沙織はうなずき、ちょっぴり微笑ほほえんで手を握り返す。


    　それから二人は一緒に、莉音の元へ小走りに駆けてゆく。


    　沙織と柚さんは、すぐに仲良くなりそうだ。


    　――それにしても、いったいどうして、この常識人のような女の子が莉音の部活に唯ゆい一いつ残っているのだろうか。


    　世の中には不思議なこともあるものだと、俺は首を傾かしげざるをえなかった。


    



    
      ◇

    


    



    「ここが私たちの新しい部室よ！」


    　莉音は両手を目一杯広げ、俺たちに向けて嬉うれしそうに振り向いた。


    　ここは学校の校門前。莉音が指し示したのは、校門の、まさに目の前にある木造二階建て一軒家である。


    　校門から出てすぐ、学校から一番近い場所にあるこの一軒家は、目の前に広がる高校のキャンパスの風景を、一目でぶち壊しにしかねないようなボロ家だった。


    　今にも崩れ落ちそうな屋根の瓦かわら。すす汚れた木の壁。ところどころ壁を被おおう錆さび付いたトタン。昭和三〇年代に流は行やったような薄っぺらい窓ガラス。しかもガラスのいくつかは割れ、代わりに新聞紙が貼り付けてあった。


    　ちょっと大きな地震が来れば、すぐにでも倒壊してしまいそうな物件だ。この近辺では、群を抜いて薄汚れた家だった。どう見てもうち捨てられた家であり、こんなところを借りて住んでいる人間はいないはずだ。


    　学校の目の前、しかも道路が行き交う角地にあり、立地だけは抜群に良かった。そのため、目立って仕方がない。


    　――このボロ家って、学校の持ち物だったのか……？


    　俺は唖あ然ぜんとしつつ、満面の笑みをたたえて両腕を広げている莉音と、彼女に似つかわしくないボロ家を交互に見つめた。


    　だがしかし、たった五人の、わけのわからない部活に、学校が一軒家を割り当てたりするのだろうか？


    　末期的にボロいとはいえ立地良好、校門の目の前、しかも住宅である。部員全員に個室が割り当てられるかもしれない。


    　大いに疑問だったが、莉り音おんなら何があってもおかしくないと、俺は不安を打ち消した。


    　もしかしたら学校の先生の弱みを握ったのかもしれないし、恐きよう喝かつ紛まがいのイタズラでもした結果なのかもしれない。


    　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた沙さ織おりも、信じられないといったように口にする。


    「これ、オンボロだけど一軒家じゃん……。丸ごとうちの部室なの？」


    「そ。豪勢でしょ。この家そのものがうちの部室なのよ」


    「それってすごくない？　しかも校門の前よ。こんな部室、聞いたことないわ……」


    　だが俺や沙織が戸と惑まどうのを余よ所そに、柚ゆずさんと恒こう太たは興奮したようだ。


    「すっ、すごいです莉音部長。本当に……本当にびっくりです」


    　顔にカッコよく手をあてた恒太も続く。


    「くっ、くっくっく。やはり俺が参戦する部活は、こうでなくちゃいけない」


    「あんたは絶対関係ないと思うわ」


    　すかさず沙織がツッコミを入れると、恒太はサラリと前髪を払い除のけ、冷たい視線を沙織に向けた。


    「どうやら幼おさな馴な染じみですら、俺の実力に嫉しつ妬としてしまっているようだな。これだから人間とは、実に哀しい生き物だよ」


    「なに勝手に悟っちゃってんの？　私だってね、あんたを見てると本当に哀しいんだからね！」


    「お前らいい加減にしろって。校門の前で大声で叫ぶなっつーの……」


    　俺は沙織と恒太の間に割って入り、二人を押し留とどめた。


    　第一、ここは校門前。


    　帰宅する生徒が、チラチラと沙織と恒太のわめき合いを眺め始めている。恒太はいいとしても、さすがに沙織が大声で叫ぶ姿は人目を惹ひいてしまう。


    　だが、そんな沙織と恒太の喧けん嘩かを、莉音はニヤニヤと眺めていた。二人の喧嘩を止めようとするのはいつも俺だが、いつだって莉音は楽しく観戦しているだけだ。


    　沙織は莉音に向き直り、恒太を指さして叫ぶ。


    「莉音もたまには恒太にビシッと言ってやったらどうなの!?　だから恒太がつけ上がるのよ！」


    　しかし莉音はニヤニヤしたまま、俺を向いて言う。


    「ねえ巳み継つぐ、沙織って黙ってても可愛かわいいけど、怒ったら超可愛くなると思わない？」


    「あ……ああ。まぁそうだな……」


    　俺は曖あい昧まいに相づちを打った。だが、莉り音おんの言うとおりである。


    　沙さ織おりは逆上し、莉音にも突っかかり始めた。


    「ちょっと莉音！　冗談ばっかり言わないで！」


    「莉音、さっそく中に入れてくれないか。ここで騒いでちゃ、目立ってしょうがない」


    「そうね。立ち話も何だし、とにかく中に入りましょ」


    　俺が促すと、莉音はうなずいて木製の薄汚れたドアにカギを差し込み、古くさい玄関に足を踏み入れた。
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    　家屋内を歩くと、ギシギシと床が音を奏かなで、今にも倒壊するのではないかという不安を大いに駆り立ててくれる。ちょうど、田舎いなかの果てでうち捨てられた日本母屋のような趣おもむきだ。ほとんどの部屋が畳で、フスマで仕切られているだけである。


    　そんな一軒家の中、唯ゆい一いつリビングルームだけは壁で仕切られ、フローリングだった。このリビングだけ少し浮いていたから、おそらくあとからリフォームを施ほどこしたものだろう。もちろん、それでもボロいことには変わりないのだが。


    　リビングには、昔の住人が使用していたものだろうか、すす汚れた家具がそのまま残されていた。木製の大きな丸テーブルに、うらぶれた椅い子すが六脚、食卓を囲むように並んでいる。


    　俺たちはリビングで、莉音から椅子に腰掛けるよう促され、おとなしく席についた。


    　莉音は食卓の脇に仁に王おう立ちし、俺たちを眺め回す。どうやら何か挨あい拶さつでも始めようとしているらしい。


    　軽い咳せき払ばらいのあと、莉音は宣言した。


    「諸君、革命部へようこそ！　一緒に世界を変えちゃおうぜ！」


    「ええと莉音……その変な部活名……間違いなんでしょ？」


    　おそるおそる沙織が聞いた。


    「間違いなんかじゃないわ。私たちは革命を起こすのよ。だから部活名は当然、革命部に決まってるでしょ。ね、柚ゆずちゃん」


    「はい。今日から一緒に革命しちゃいましょう。おー！」


    　……。


    　…………。


    　俺と沙織は思わず顔を見合わせた。


    　どうやら、本当に革命部という名前だったらしい。莉音だけならともかく、どう見ても嘘うそを吐つけそうにない柚さんが言うのだから、事実なのだろう。


    「ちょっと……。つまり……何をする部活なの？」


    「私たちの部活の目的は簡単よ。革命を成功させること。最終目標は、私たちの国を創ること！」


    　――ええと……何だって？


    　たしかにクラブ勧誘の演説でも、同じような話をしていた気がするが……。


    「あのね莉り音おん……意味がわからないんだけど……」


    　沙さ織おりが弱々しい声で、つぶやくように口にした。


    　一方の恒こう太たは冷れい酷こくな笑みを浮かべている。


    「ククク……革命ね。面白い。つまり我われ々われが民たみ草くさを支配するということだな」


    「うーん、まぁ当たらずとも遠からずってところね。期待してくれていいわよ」


    　莉音がうなずくと、恒太は急に立ち上がり、腕を真横に払いながら息巻いた。


    「ならば俺が全力で用意してやらなくてはなるまい。愚ぐ民みんどもにふさわしい生き様を……ッ！」


    　恒太はニヤリとしつつ、いかにも尊大に腰掛ける。ボロ椅い子すがギシギシときしんだ。


    　ずい、と莉音は食卓に身を乗り出してくる。


    「革命こそ女のロマン。建国こそ人生最大の奇き跡せき。私たちは、それを実現しちゃうのよ」


    「じ、実現しちゃうって……」


    　沙織は目を白黒させ、俺に不安そうな視線を向けてきた。


    　代わりに俺が訊きいてみる。


    「あまりに突とつ飛ぴすぎるから想像がつかないな。具体的な活動内容を教えてくれないか？」


    「そうね、じゃあ副部長として、まずは柚ゆずちゃんに説明してもらおうかしら」


    　莉音から唐とう突とつに話を振られた柚さんだったが、真剣な面おも持もちでコクリとうなずいた。


    「はっ、はい。えっとあの……たぶん、ですけど……世界を良くしようっていう部活です」


    　――た、たぶんって……。柚さんも、よくわかっていないのか……？


    「ええと……具体的にはですね……みんなでお店をやってみたり……富士山に登ってみたり……サバイバル技術を教えてもらったり……それからトレジャーハンティングをしたり……えっと、それからそれから……」


    　――世界と、なんの関係もねえ！


    　叫びそうになったが、なにせ莉音の前である。俺はなんとかして言葉を飲み込んだ。


    　柚さんは一つ一つ指を折りながら、一生懸けん命めいに説明している。きっと今までやってきたことを思い出しながら、必死で話しているのだろう。とりあえず今は、そんな健けな気げな柚さんの様子が見られただけで十分だ……そう思うことにしよう。


    　俺は優しく柚さんに言葉をかける。


    「ちょっと細かすぎると思うんだ。どうしてお店をやったりしたのかが、わからない。もう少し、大局的なことから聞きたいんだけど……」


    「あっ、あの……とにかく世界を良くするんです。でも、私もあんまりよくわかっていなくて……。でもでも、頑張らなくちゃって思うんです」


    　柚さんは、ギュッと拳こぶしを握りしめて力説した。


    　俺はずっこけそうになる。


    　この素直すぎる女の子は、とにかく言われるがまま、コツコツと努力してきたのだろう。今どき珍しい、眩まぶしいくらいのお人好しである。


    　ふいに俺は、囚とらわれのお姫様を救い出してあげたい気持ちに駆られてしまった。もっとも、俺自身が囚われているわけだが。


    　莉り音おんが話を引き継いだ。


    「いいこと？　聞きなさい。革命部の目的は簡単よ。領土を奪だつ取しゆし、独立宣言を発するの。あとは他国に主権を侵おかされないよう、私たちの国を守りきればいい。それだけのことよ」


    「でも……建国ってよくわからない。国なんか創れるわけないだろ？」


    「ははーん、やっぱり巳み継つぐも誤解してるのね。その気持ち、理解できないわけじゃない」


    　さらに莉音は得意げな様子で説明する。


    「みんな誤解していることがある。建国ってのはね、誰でもできることなのよ。なんなら、今この一軒家を私たちの領土として、全世界に独立宣言を発すればいい。たったそれだけで、私たちの国ができちゃうの」


    「そんな簡単に国って創れるもんなのか？」


    「かーんたん。今現在、世界にある大半の国はそうしてできたものなのよ。ある土地を占領し、自国領土と宣言すれば、それだけで国家が完成する。いいこと？　建国ってのはそれだけのことなの。でも……問題はここからよ」


    　莉音は、食卓の周囲――俺たちの周りを、まるで教師のように歩きながら、とうとうと続けてゆく。


    「当然、領土を奪われた日本国政府が黙っちゃいない。もともとこの一軒家は日本国政府の領土内だからね。だから、奪い返しにやってくるでしょ。まずは警察がやってくるだろうし、私たちが重武装していたら自衛隊が出で張ばってくるかもしれない。とにかく、奪い返されちゃう。そしたら、いきなり滅亡ってわけ」


    「当たり前じゃない……」


    　あきれ顔の沙さ織おりが声を上げた。


    　莉音は腰に両手をあて、沙織へ向けて身を乗りだす。


    「だから新しく建てた国を、恒こう久きゆう的に存続させるためには『他国からの同意』が必要なの。例えば、この一軒家帝国を独立国家として成立させたければ、日本国の承認は必要不可欠ね。だって、もともとの土地の主権者は日本国だもの」


    「日本の同意なんて得られるわけないじゃない」


    「手段はちゃんとあるの。だって現実に、世界中にはたくさんの国がある。もし独立を勝ち取ることができなければ、今だって世界は日米欧の帝国主義の下もとに支配されていたかもしれないわ」


    　莉音は俺たちをひとしきり眺め回したあと、沙織を指さして問うた。


    「さて、ここで質問よ。『他国からの同意』を勝ち取って、国を末永く存続するための『手段』はただひとつ――それって、何だと思う？」


    「え？　国を……存続させるための……手段……？」


    「そう。沙さ織おり、思ったことを答えてみなさい」


    「……ええと……国民……かな？」


    　そんな沙織の答えに、莉り音おんは地面を指さすようにして、すかさず応じる。


    「もういるじゃない。ここに」


    「それって……私たちのこと？」


    「当然でしょ。でも仮に今、私たちが独立宣言しても、国家を存続できないってわかったでしょ？」


    「う、うん。警察や自衛隊が出て来たら、滅亡しちゃうわよね。当たり前だと思うけど」


    「だから、私たちの国を存続させるための『手段』を聞いてるの。たしかに国民や土地は、国家の必要条件よ。だけど、存続するための『手段』にはなりえない。実際、独自の文化を保有する民族や、長くその土地に居住する民族が、自分たちの国を持てぬままに抑よく圧あつされているケースなんて、世界中にゴマンとあるでしょ」


    　なるほど、莉音の言うとおりかもしれない。たまに新聞やテレビで、民族問題のニュースを見かけることがある。世界各国を見渡せば、抑圧されている民族は数知れないのだろう。


    　莉音は、偉そうにボロい椅い子すにふんぞり返る恒こう太たを指さして、再び同じ質問をする。


    「じゃあ次は恒太の番ね。その『手段』、何だと思う？」


    「その答えは簡単だよ、莉音」


    「ほほう、大きく出たわね。それじゃ、言ってみなさい」


    「ズバリ、大統領だよ。愚ぐ民みんどもを支配する指導者が必要なんだ。いつの時代も大衆というものは、ヒーローにすがりたいものなのさ。Yes, we can!」


    「あはははははは、恒太らしい答えね。つまり肝心の大統領が恒太ってわけね」


    「ふっ、俺を誰か忘れたのかね、莉音。俺の名は春かす日が恒太。中学ではあらゆる部活でエースとして君臨し、将来を嘱しよく望ぼうされていた指折りの逸いつ材ざいだ」


    「でもね、残念ながら違うわ。だって恒太には、一国の大統領なんて、スケールが小さすぎてふさわしくないと思わない？」


    「……ふむ。なるほど、そのとおりだよ莉音。どこぞの小娘と違って、やはり莉音は見けん識しきが高いようだ。小娘も、少しは見習ってほしいものだな」


    　小娘呼ばわりされた沙織が、すかさず喰ってかかる。


    「あんたねえ……莉音はあんたのこと、おちょくってんのよ!?」


    「これはこれは、愚民の嫉しつ妬ととは恐ろしいものだな」


    「……あきれてものも言えないってこのことね。ときどき恒太のバカっぷりが羨うらやましくなるわ」


    　沙織は椅子に深々と腰を沈め、それ以上恒太に突っかかることを諦あきらめたようだ。


    「話を戻しましょ。じゃあ巳み継つぐ、次は君が答えてごらん」


    　莉音は俺を指さして問うてきた。


    　俺は考えながら口にしていく。


    「えーと、新生国家を存続させるための手段……。国民も土地も手段にはなりえないとするなら……」


    　新しく宣言された国家には、その土地にもともと権利を有していた国の軍隊が襲いかかってくる。例えばこの一軒家帝国が独立すれば、自衛隊が攻めてきたりするわけだ。とするならば……たぶん答えはひとつのはず――。


    「軍隊だ！　攻められても、国を守れるだけの軍事力」


    「ビンゴ！　さすが巳み継つぐ、冴さえてるわね」


    　しかし柚ゆずさんは戸と惑まどったようで、小さな声で口にする。


    「どういう……ことですかぁ？」


    「ちょっと想像してみなさい。もし……もしよ……私たちの一軒家帝国が、日本国政府に匹敵する軍事力を保有していたとしたら……どうなると思う？」


    「あの……たぶんですけど……簡単には奪え返せなくなると思うんです……」


    　――いやいや、それ以前に一軒家と日本の軍事力が釣り合うわけないから……。


    「そう。強大な軍事力さえあれば、あとは交こう渉しよう力りよく次第ってわけ。例えば日本国に毎年莫ばく大だいな資金を差し出すとか、軍事力を奉仕するとかすれば、日本もメリットを感じて承認してくれる可能性がある。日本をすっ飛ばしてアメリカ様に利権を差し出せば、ウルトラＣだって狙ねらえるかもしれない。いずれにしろ、諸権利が絡んだ周辺国からの同意さえあれば、恒こう久きゆう的てきな国家として成立したも同然ってわけなの。その後は、国連に加か盟めいするなり、独裁国家を目指すなり、好きにすればいいわ。どう？　とっても簡単でしょ？」


    　莉り音おんはあっけらかんと微笑ほほえんだ。


    　――簡単……なわけねーだろ！


    　そんな軍事力を保有するためにはいったいどれほどの資金が必要になるだろう。


    　もはやあきれ果てて話半分にすら聞いていない沙さ織おりが、髪の毛をいじりながらつぶやく。


    「でも、国連とか、そういうのに加盟しないとダメなんじゃないの？」


    「世界には、国連に加盟してない国だってあるし、独裁国家だってある。なにも私たちが想像する先進諸国だけが国じゃないのよ。世界には二〇〇以上もの国と地域がある。その中には、この一軒家帝国と変わらないような国だってあるの」


    　莉音は俺たちを見渡して、淡たん々たんと続ける。


    「父さんがいつも言っていたわ。人間の究極のルールは砲ほう艦かん外交なんだって。もしも世界を変えたいならば、世界に打ち勝つ戦艦を用意しなくちゃいけないの」


    　矢や庭にわに恒こう太たが口を挟んでくる。


    「ふふふ、そのとおり。まず必要なのは先進諸国にも対抗できる軍隊だ。革命とは、力によるものでなければならないのだよ」


    　沙織が棒読みのように口にする。


    「へぇ～、さすが大統領は言うことが違うわねー」


    「そう、軍隊を整備するのは大統領の役目。そして愚ぐ民みんの小娘にレベルを合わせて説明してやることが莉り音おんの役目だ」


    　沙さ織おりは呆あきれて首を振った。


    　莉音は俺たちを見回しながら、満足そうにうなずく。


    「ここにいるメンバーはみんな知ってのとおり、私は父さんと一緒に世界中を旅してきた。そこで……活動初日の今日は特別に、私の冒ぼう険けん譚たんを聞かせてあげるわ」


    　ふいに莉音がテーブルにひょいと飛び乗ったので、俺は仰ぎよう天てんして身体を仰のけ反ぞらせた。パンツがチラと見えて動どう顛てんしたのだ。


    　くるり、とテーブルの上で一回転し、莉音は得意満面に語りだす。


    「あれは私と父さんが、アマゾンのジャングルを探検中のことでした。危あやうく食しよく糧りようが尽きかけてて、さらに運悪く父さんが原因不明の高熱に悩まされた時のことです。街へ戻らなくてはいけませんが、かなりの距離がありました。途方に暮れていたところ、ジャングルを横断中だった反政府ゲリラの面々に出くわします。私は戦うために身構えました。ゲリラは六人の集団です」


    　莉音は得意げだ。


    「さあ大勝負。手持ちの武器はベレッタが二丁。それから私の日につ新しん流柔術。私なら、なんとか切り抜けられない数ではありません。でもね、驚いたことに若い女兵士までおりました。当時の私と同い年くらいだったから、中学生くらいの女の子兵士かな？　そこで見つかることを覚悟して、私がカタコトのスペイン語で叫んだところ……」


    「また始まった」


    　沙織は俺を見て、ポツリとつぶやいた。


    　こうなると莉音は止まらない。莉音の冒険譚を聞くのは悪くないのだが、あくまで今日は部活が本題である。俺は立ち上がって、莉音に声をかけた。


    「り、莉音、何度も聞いてるから、また別の機会にしてくれない？　今日は革命部ってヤツの具体的な計画を聞きたいんだ」


    「うん？　なによ、せっかく盛り上がるところだったのに。ここからがいいところだったのよ」


    　言葉は未練がましいのに、莉音はケロリとして、机からスタリと飛び降りた。


    　綺き麗れいな着地を見せたあと、兵士のように回れ右をして俺たちを振り返る。


    「まずは資金集めよ。革命を起こすにも、国を創るにも、必要なものは資金だからね」


    「とりあえず、俺たちに何をしろって言うんだ？」


    　半ば観念して俺は聞いた。とても軍隊を整備できるような資金を集められるとは思えなかったが、どうせ莉音を止めることはできないのだ。


    　ちょうどそのとき――。


    　図ったように玄関口から声が飛び込んできた。


    「ちわー、お届け物でーす。えーと、こちら革命部さんでよろしいですかー？」


    　どうやら宅配便のようだ。


    　玄関に出向くと、ダンボールが山と積まれていた。


    　莉り音おんが受け取りのサインをし、俺と恒こう太たでダンボールをリビングまで運び込む。


    　なんと、大型のダンボール二五箱。しかも、かなりの重量だ。


    　積み上げられたダンボールをポンポンと叩きながら莉音は言った。


    「やっとブツが届いたわ。さあみんな、初仕事よ。パソコンやらルーターやらを送ってもらったの」


    「ずいぶん豪華な部なんだな……たしか部費一〇〇〇円って言ってなかったか？」


    　俺は首を傾かしげた。


    「やっぱり莉音部長ってすごい人です……。こんなに次々と準備を進めちゃうなんて……」


    　柚ゆずさんは、莉音に尊敬のまなざしを注いだ。


    　莉音はテキパキと指示を飛ばす。


    「じゃあ巳み継つぐと恒太はパソコン周りのセッティングね。ノートパソコン五台、デスクトップ一〇台、サーバ一台、それから事務用コピー機やビジネスフォンやファックス、レーザープリンタが来てるはずだから、ネットワークにつないでもらうわ。ノートパソコンはこのリビングに各自用の五台設置して、それから予備のデスクトップを各部屋にセットしてもらえる？」


    　俺と恒太は顔を見合わせてうなずき合った。


    「本格的だな。夜までかかりそうだ。じゃあ恒太、いっちょ頑張るか」


    「よし、ネットワークの設定なら俺の十八番だ。巳継、安心してくれ。すぐに終わるはずだ」


    　恒太は自信満々に言い切った。


    　しかし実際には、ほぼ俺の仕事になるだろう。俺は父親がシステムエンジニアのこともあり、コンピュータ周りに詳しい。一方の恒太は、こういった実務はサッパリである。


    　恒太はコンピュータの知識を豊富に持っているし、ネットワーク周りも並の玄人くろうとより博識だ。しかし、あくまで教科書的な知識の話であって、実際に自分で整備したことなど一度もない。恒太の自宅のルーターを設定した俺が言うのだから間違いない。


    「沙織と私は、一〇〇円ショップに行って細こま々ごまとしたもの買ってきたりしましょう。この一軒家を明日から部室として稼か働どうできるようにするのが仕事よ。はい、五〇〇〇円ね」


    　莉音は財布からお札を取り出し、沙織へ手渡す。


    　沙織はあたりを見回しながら言う。


    「窓まど枠わくの新聞紙とか直したいわね。それからカーテンとか、うちに余ってるものあるから持ってくる」


    「そうね、私も小物とか家から運ぶわ。じゃあ沙織、一緒に一度帰宅しましょう」


    「う、うん。わかった」


    　沙織は不安げにうなずいた。


    「柚ちゃんは部室の掃除ね。とりあえず今日は一階だけの掃除でいいから」


    「はい。学校からモップやバケツを借りてきて、綺き麗れいにしておきますね」


    　柚さんはニッコリ微笑ほほえんだ。


    　それから莉音は俺たちを見回してくる。


    「以上。革命開始！」


    



    
      ◇

    


    



    　結局、莉り音おんの指令をこなすのに夜までかかってしまった。外はもう真っ暗で、どんなに遅くまでやっている運動部でさえ、すでに帰宅を終えた頃合である。


    　使い古された家具しかなかった一軒家には、俺と恒こう太たがセッティングしたパソコンの配線が張り巡らされた。この剥むき出しになった配線は、後日、テープや留め具で壁かべ際ぎわにまとめてしまわなくてはならない。


    　リビングには全員分のノートパソコン五台を、丸テーブルに設置。各部屋にもデスクトップパソコンをセッティングし、サーバルームや、コピーやプリントを行おこなう部屋など、用途ごとに分類する。高校生の部活としては、無む闇やみやたらなほどに豪勢だ。


    　しかも送られてきたパソコンは、思っていたよりずっとハイスペックで、ちょっとした文章入力に使うだけではもったいないレベルの設備である。最新の３Ｄネットゲームがバリバリこなせるスペックなのだ。莉音がなんのために用意したのか、俺にははなはだ疑問だった。


    　電話回線は数日以内に工事にやってくることになったし、プロバイダにも申し込みを完了。遅くとも今週末にはインターネットに接続できる見込みである。


    　各部屋は柚ゆずさんの隅すみ々ずみまで行き届いた掃除により、見違えるように綺き麗れいになった。


    　また、殺さつ風ぷう景けいだった各部屋には、小物やグラス、それから文房具や日用品などが持ち込まれ、急に生活感に溢あふれてきていた。莉音と沙さ織おりが近所の一〇〇円ショップで小物を買い集めたり、自宅からカーテンや雑貨を持ってきたりして、とりあえず生活も可能な状況になったと思う。


    　一仕事終えた俺たちは、人数分のノートパソコンを並び置いた食卓で、柚さんが淹いれてくれたお茶を飲みながら一休みしていた。


    　柚さんが嬉き々きとして、俺たちを眺めながら口にする。


    「ずいぶん部活っぽい雰ふん囲い気きで、とっても楽しいです。前の部室は一か月で取り上げられちゃったので、こんなに素敵な部室を持てるなんて思っていませんでした。だから、ついついお掃除頑張っちゃいました」


    　すぐに沙織が応じる。


    「うん、なんだか正直なところ……思ってた以上に楽しかったわ。最初はどうなることかと思ったけど、昔みんなで遊んだ秘密基地作りみたい。子供の遊びっぽいけどワクワクするね」


    　沙織と柚さんは、顔を見合わせてクスクスと笑い合った。二人はすっかり打ち解けたようだ。


    　ちょっと前まで部活を案じていた沙織だったが、もうそんな様子は見られない。幼おさな馴な染じみ四人組で久しぶりに行おこなう作業が、よほど楽しかったのだろう。それに、新しい友人ができたことに興奮を隠せないようだった。


    　恒太が肩をすくめて沙織に応じる。


    「思い出すな。秘密基地に隠してた拾い物の18禁ゲームの外箱を沙織が見つけて、鬼のように怒りまくってたこと。あれで一週間は口利きいてもらえなかったな」


    「うっさい。当たり前でしょ！　部室に変なモノ持ち込んだら、次は殺すから」


    　エロゲーは俺と恒こう太たで一緒に持ち込んだものだったから、俺にとっても他ひ人と事ごとではない。


    　眉まゆを吊り上げる沙さ織おりに、俺は言い聞かせる。


    「でもあれって、中身すら入ってない外箱だったぞ。ゴミ捨て場に転がってたタダの箱なんだし、許してくれてもいいじゃないか」


    「いやらしい絵がいっぱい付いてたでしょ!?　巳み継つぐでも、二度目は絶対に許してあげないからね！」


    「ふっ、その程度で手を上げるなぞ、やはり荒くれ女だ。貴様など箱に描かれたキャラ以下だ！　おりおりは忍耐を学ぶ必要がありそうだな」


    　スックと立ち上がった沙織は、隣に座る恒太へ一歩踏み出し、大だい喝かつしながらおもむろに足を踏みつけた。


    「おりおりって、言うなー！」


    「いっでぇええ！」


    　恒太が口をすべらせたおかげで、幸運にも、沙織の怒りは恒太ひとりに向いてくれたようだった。


    「お、俺としたことが取り乱してしまった。今、俺の足に局地的な落らく雷らいがあった気がしたが……これが天てん啓けいというやつか。選ばれし者にだけ訪れる試練の始まりか！」


    　恒太の戯ざれ言ごとが終わるや否いなや、沙織は同じ場所を思い切り踏みつける。


    「ぬぅおおお！」


    　……あとは好きにやらせた方がいい。校門前での喧けん嘩かならまだしも、今は部室内。俺たちの間では日常の風景すぎて、今さら珍しいことでもない。


    　俺は、隣でノートパソコンをいじり回している莉り音おんに問いかけた。


    「なぁ莉音。ちょっと疑問なんだけどさ。これだけのモノ揃そろえて、うちの学校ってここまで部活にお金割り当ててくれるのか？　機器類だけでも、二〇〇万以上はかかってるよな？」


    「ああこれね。駅前の電器店で私、バイトしてたことがあったでしょ？　ほら、柏かしわ木ぎ電器。そこにツケで売ってもらったのよ。この界かい隈わいじゃ父さんは有名だから、後払いでいいからって。パソコン代やらコピー機代やらなにやらで、ぜんぶで二五〇万くらいいったかなぁ」


    　恒太と睨にらみ合っていた沙織だったが、今の話を小耳に挟んだようだ。急に固まり、莉音にぎこちなく振り向いた。


    「は……？　莉音？　どういう……こと？」


    　莉音は、何の気けなしに飄ひよう々ひようと答える。


    「この代金は一か月以内に完済しなくちゃならないわ。それから、この部室だけど、昨日、不動産屋から借りたばかりなのよねー。ボロ家で誰も住まないところだったから、一軒家でも家賃六万七〇〇〇円っていう破格値なのよ。もう値切りに値切っちゃったの。礼れい金きん無し、敷しき金きん二か月、前家や賃ちん一か月、不動産屋の手数料一か月、それで総計二六万八〇〇〇円。これもツケだから一か月以内に払わなくちゃね」


    「え？　り、莉り音おん、それってもしかして……」


    　沙さ織おりは言葉を詰まらせた。


    　はじめて聞く具体的な借しやつ金きん話に、俺も思わず固まってしまう。


    　数字に臨場感がありすぎる。


    「あのさ莉音……この一軒家って……学校の持ち物じゃなかったのか？」


    　そんな俺の言葉に、莉音は眉まゆをひそめた。


    「はあ？　そんなの、当然でしょ。いくら校門前だからって、だいたいここ、敷地外なのよ。賃ちん貸たいしたに決まってるじゃない」


    「そ、そうなんだ、ハハハ。てっきり学校から割り当てられたのかと……。気づかなかったよ……」


    　やっとのことで俺は言葉を絞り出す。しかし呆ぼう然ぜんとしていて、自分でも何を言っているのかよくわからなかった。


    「……」


    　沙織と恒こう太たも目が点になったまま、莉音を無言で見つめていた。


    　しかし柚ゆずさんは、莉音に尊敬のまなざしを注いでいる。


    「さすが莉音部長です。とっても手回しがいいですね。こんな素敵な部室でみなさんと革命できるなんて、私とっても楽しみです」


    「だから借金はぜんぶで二七六万八〇〇〇円よ。うん、意外と少ないわねー。楽勝楽勝！」


    　沙織が戸と惑まどいながら言葉を絞り出す。


    「……ええと莉音……それ、私たちが返すの？」


    「当ったり前じゃない。私たちがツケでお願いしたんだから、返すのが道理ってものでしょ？」


    　――えーと、何だって？


    　きっと何かのジョークだろう。きっとそうだ。


    　そりゃガキの時分から、さんざん悪ふざけやイタズラを繰り広げてきた莉音である。ある程度のことは覚悟していた。


    　しかし、である。


    　子供がちょっとふざけた行為をするのとはわけが違う。なんといっても借金である。これは大人の行為だ。いや、仮に大人だったとして、こんなことが起こりえるのかどうか知らないが……それはともかく、高校生にあるまじき話である。


    　高校生で二七六万円の借金なんてありえない。


    　あるはずがない。


    　第一、俺の一か月の小こ遣づかいは五〇〇〇円。それで二七六万円の返へん済さいなど、いったいどうしろと？


    　たしか、あるギャンブルマンガでは、主人公は二〇〇万円の借金返済のために、怪しい船に送り込まれ、命を懸かけたゲームに参加させられていた。それなのに、一体全体、こいつはどういう事態なのだ？


    　ざわ…ざわ……。


    　――これって……部活だよな？


    　ふいに莉り音おんは立ち上がり、右腕を斜め上方に振り向け、ひとり大いに気勢を上げる。


    「さあみんな、世界をひっくり返すための戦いよ！　行こう、世界の果てまで！　我が旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    　俺は現実感をなくしかけたが、莉音は気楽に鼻歌を歌いながら、もぞもぞとカバンから財布を取り出す。それから「みんな、頑張ろうね！　ちょっとオヤツ買ってくるわね」と明るく言い残して、上じよう機き嫌げんで外へ出かけてしまった。


    　――莉音……あの……借しやつ金きんって……本当のことなのでしょうか……？


    　どうして去年、莉音の部活が崩ほう壊かいしたのか、今ハッキリとわかった。


    　柚ゆずさんは嬉き々きとして俺たちに語りかけてくる。


    「みなさんと一緒なら、きっと借金なんてへっちゃらですね。私も足手まといにならないように、副部長として頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんはニッコリしていて、幸せそうな様子だ。見ているこっちが心弾はずんでしまう、屈託ない笑顔。


    　なぜ柚さんが革命部唯ゆい一いつの生き残りなのか、その理由まで理解した。


    　俺たちは沈ちん鬱うつな面持ちで、柚さんの輝くような微笑ほほえみを、ただただ呆ぼう然ぜんと見つめ続けた。


    　部費一〇〇〇円。莉音のポケットマネー五〇〇〇円。借金二七六万八〇〇〇円也なり。


    　どうしてこうなった。
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    　新部室の準備で右う往おう左さ往おうした翌朝――。


    　俺は沙さ織おりと一緒に、あくびを噛かみ殺しながら学校へ向かっていた。


    　眠い。とにかく眠い。


    　部活の借しやつ金きんの話を聞いたあと、莉り音おんの冒ぼう険けん譚たんをさんざん聞かされ、俺たちが帰宅したのは深夜〇時を過ぎたころだった。


    　一緒にいた面子メンツがいつもの連中だから、帰宅が遅れたことを注意されることはない。


    　皆家がすぐ近所だし、俺が恒こう太たの家に一泊したり、莉音の家で夜遅くまで過ごしたり、沙織の家で夕食をご馳ち走そうになったりするのは珍しいことではないからだ。


    　それから風呂に入り、結局眠りについたのは深夜二時。まったく、入部初日から前途多難である。


    　隣を歩く沙織は、眉まゆをひそめて口にした。


    「莉音って、やっぱりちょっとおかしいわ。ううん、かなりの重症よ」


    「ガキのころから、たびたび父親と冒険に出てた人だからな。ちょっと普通と違っているのは仕方ないだろ。今どき、冒険家なんて聞いたことないしさ」


    「帰ってくると、いっつも冒険の話ばかりだったよね。もう耳にタコよ。聞き飽あきたわ」


    「でも莉音の話、すっごく面白いぞ。沙織はいつも途中で怒りだすからなぁ。今度ちゃんと聞いてみなよ」


    「だいたい、なんで私たちまで一緒に借金を返さないといけないわけ？　部活で借金返へん済さいのために働くなんて、そんなの聞いたことないわ」


    「そりゃ俺だってない。ぶったまげたね」


    「なに他ひ人と事ごとみたいに言っちゃってるの？　二七六万八〇〇〇円なのよ!?　大人だって、返せない人はいっぱいいるでしょう？」


    「沙織は辞めてもいいんだぞ。莉音には俺から、まぁ……うまく言っとくよ」


    　俺の言葉に、沙織は急に物悲しそうな顔をする。


    「でも……巳み継つぐはやるんでしょ？」


    「ほっとくわけにはいかんだろ。俺たち四人は身内みたいなもんだしな。ていうか実際、俺と莉音はほとんど姉きよう弟だいだ」


    　それに俺の場合、逃亡にはもれなくありがたい正拳突きが付いてくる。従わないわけにはいかないのだ。


    「巳継って……いつも莉音と一緒だよね」


    「そうか？　沙織と一緒にいる時間の方がずっと長いけど」


    「ううん、そういう意味じゃなくて……。巳継の気持ちは、私にじゃなくて……いっつも莉音に向いていると思ってね……。やっぱりちょっと嫉しつ妬としちゃうなって……」


    「沙さ織おりが何に嫉妬するんだ？」


    　ふいに沙織は俺から視線をそらし、小さな声で口にする。


    「あ、あのね、巳み継つぐ……。私、莉り音おんほど活発じゃないし、それに莉音とくらべたら胸とかもぜんぜんないけど……でも、私じゃ代わりにならないのかな……なんて」


    「胸とか、代わりとか、なんのことだ？　胸の代わり？」


    　少なくとも沙織の胸は、莉音の代わりにはならないだろう。お互い美び貌ぼうの持ち主であることは否定しないが、しかし胸に限ってはずいぶんと違いがある。


    「えと……あ、あの、あのね……」


    「まぁたしかに、沙織は胸ないよな。そろそろ、こっちがちょっと心配になってくる年ごろだなぁ」


    　言ってから俺は、つい口をすべらせてしまったことに気づいた。睡眠不足のせいで頭がボーッとしていたのだ。


    　急に沙織は押し黙ってしまう。その手がプルプルと震ふるえ始めた。


    　目の錯さつ覚かくだろうか。


    　殺意のオーラが形を成なし、沙織が炎に包まれたように俺には見えたのだ。


    　沙織はコメカミを痙けい攣れんさせつつ、至高の微笑ほほえみで、静かに俺を見み据すえてくる。間違いなく、殺意を含んだ笑みだった。


    「ち、違うんだ沙織！　昨日、俺たちあんまり寝てないだろ!?　だからあんまり頭が働かなくて……」


    「……うん、それで？」


    「それに今、沙織は自分で胸がないって言ってたんじゃ……。だ、だから俺はつい……」


    　あわてて俺は言い訳を探したが、しかし時すでに遅く――。


    「あの世で悔くいろ！　こっの……唐とう変へん木ぼく！」


    　沙織は持っていたカバンを振り上げ、俺の頭上めがけて容よう赦しやなく振り下ろした。


    「ぐはぁ！」


    　一撃で俺はノックダウンされ、あえなく視界は闇やみに包まれた。


    　新入生の中で、記念すべき最初の遅刻犯として目を付けられたことは言うまでもない。


    



    
      ◇

    


    



    「今日から総攻撃を開始するわ！　まずは借しやつ金きんを返し、その余勢を駆って一気に資金力をつけるのよ！」


    　リビングの古くさい椅い子すに腰掛けた俺たちを前に、莉音は高らかに宣言した。


    　満面に笑みを浮かべた副部長、柚ゆずさんも続く。


    「とっても楽しみです。みなさん、一緒に頑張りましょうね」


    「まずは見なさい、この秘密兵器を！　じゃじゃーん！」


    　莉り音おんは両腕で隣の巨大な物体を指し示す。


    　真っ赤な色の四角い物体は、リビングのかなりの部分を占せん拠きよしていて、邪じや魔まで仕方ない代しろ物ものだった。


    　呆あきれたように沙さ織おりが言う。


    「秘密兵器っていうか……普通の自動販売機じゃん。どこからもってきたのよ……」


    　そう、どこにでもある、ジュース自販機である。


    　秘密兵器と呼べるような物ではない。


    　莉音は玄関の方向を指さしながら口にする。


    「この自販機を設置するの。場所は、この家の目の前！　つまり、学校にもっとも近い自販機！　稼かせげることは確実よ」


    「なるほど、立地は抜群だな。近所のコンビニへ行くよりも近い。運動部の愚ぐ民みんどもも、ここで買うようになるはずだ。実に素晴らしい大戦略だよ莉音」


    「大戦略は大げさすぎるだろ。タダの自販機だぞ？」


    　俺があきれて言うと、恒こう太たはニヤリとした笑みを返してくる。


    「ふふ、巳み継つぐはまだまだ戦略の認識が浅いようだ。偉大な軍略とは、常に地道な一歩の積み重ねの果てにあるのだよ」


    「自販機ひとつから、まるで世界征服ができそうな物言いだな」


    「ああ、見ててくれ巳継。俺が世界を支配した暁あかつきには、巳継に最重要のポストを任せよう。例えば全世界の自販機、その百円玉の管理だ！　期待してくれていい」


    　――相変わらず、どこからツッコんでいいかわからんヤツだ……。


    　恒太は椅い子すにふんぞり返り、前髪をたくし上げる。


    　その自信を、俺にも少し分けてほしい。


    　莉音が先を続ける。


    「自みずから補充し続ければ、想定では、一日に二〇〇〇円の利り益えきが出るはずよ。そこで、これから毎日の栄えい誉よある補充係は……柚ゆずちゃん！　君に決めた！」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    「これから柚ちゃんは、我が革命部、自動販売機係の係長よ！」


    「責任重大ですね！　頑張らなくちゃって思います！」


    　柚さんはひたすら嬉うれしそうに、小さな両りよう拳こぶしを、胸前でグッと握って微笑ほほえんだ。


    「ちょっと待ってくれよ。それ以前にさ、一か月で二七六万八〇〇〇円の返へん済さいって無理だろ？」


    　借しやつ金きん額は二七六万八〇〇〇円。


    　一か月で完済するには、一日二〇〇〇円の利益では無理というもの。わずか六万円にしかならない。


    「甘い。甘いわ巳継！　チリも積もれば山となるってヤツよ。他にもたくさん仕掛けていくの」


    　莉り音おんはピシャリと言い放ち、さらに続けた。


    「次、音楽教室。この家の隣の建物、貸しスタジオになってるわよね？　そこを夕方借りて、音楽教室を開講する。一日一時間半。これから毎日！」


    「誰が教えるのよ？　何か嫌いやな予感がヒシヒシとしてくるんだけど……」


    　沙さ織おりが不安を隠さず口にした。


    「まず私がギターＯＫ。沙織はピアノができるでしょ？　だから私と沙織で交互に、小・中学生相手にギターとピアノを教えるわけ。生徒募集のビラ配りは巳み継つぐと恒こう太たが担当よ」


    「ククク、たまには民たみ草くさに接することも、王者の役割というわけだな。俺は知っている。かの田た中なか角かく栄えいや小お沢ざわ一いち郎ろうが選挙民の心をつかむために、民家を一軒一軒回る『ドブ板選挙』を徹底していたことを！」


    　恒太の中では音楽教室のビラ配りが、国政に直結する一大イベントになっているらしい。まぁ本人が幸福ならそれでいいのだが。


    「ビラ配りするのはかまわないよ。でもさ、その音楽教室ってのも、大して稼かせげるように思えないんだけど……」


    「そうね。月謝はひとり一万円くらいかしら。一〇人教えたら、一か月で売上一〇万円。そこから貸しスタジオ代を引くと、利り益えきは月に数万円。そんなもんでしょ」


    「……地道すぎる……」


    　沙織が顔をひきつらせながら言った。


    　たしかに細々とした収入にはなるかもしれない。しかし音楽教室で二七六万円を超える借しやつ金きんを完かん済さいするのは、一年経っても無理であろう。


    「それから、宝探しもするから。巳継と恒太はビラ配りの際に、ゴミ捨て場で面白いモノがあったら拾ってくるの。骨こつ董とう品ひんとか本とか。日本のゴミ捨て場は宝の山よ。世界中を旅した私が言うんだから間違いないわ。そういうモノを集めといて売っていく」


    　俺は椅い子すからずり落ちて、素すっ頓とん狂きような声で聞いた。


    「売るって、どこで？」


    「フリマやネットオークションよ。とりあえずフリマはほとんど予約しといたから、みんなで手分けして売り歩くの。ネットオークションへの商品登録は巳継の担当ね」


    「去年もやりましたねー。私もいっぱい拾いましたー。足が棒になっちゃうほど歩き回ったんですよ。今年も頑張らなくちゃって思います」


    　柚ゆずさんは、心地好い想い出を振り返るように、ニッコリ笑って口にした。


    　――ゴ、ゴミ漁あさりって、このことだったのか……。


    「拾ってきた商品を先生に見つかって、さんざん叱しかられたわね。部室を取り上げられた最大の原因だったわ。だから今年は部室を賃ちん貸たいすることにしたの。当然の選択でしょ」


    　――いや部活で賃貸という発想、当然じゃないから。


    「去年はどうして先生、怒っちゃったんでしょうねー？　素敵なもの、たくさん見つけてきたのに……」


    　柚ゆずさんは切ない声を上げた。


    　学校にゴミの山ができていたら、そりゃ誰でも怒るだろう。


    　憂ゆう鬱うつそうな沙さ織おりが質問する。


    「フリマに出店するってことは、土・日も活動するの？」


    「当ったり前でしょ。休日なんて認められないわ。フル活動するんだから」


    「休日一切無しとか、どこのブラック企業なのよ……」


    　沙織は悲しそうに首を振った。


    「バスケ部とかサッカー部にくらべたら、体力的には楽なものよ。他にも土・日には、私と沙織と柚ちゃんには重要な仕事があるの」


    「い、嫌いやな予感しかしない……」


    「見なさい、これ」


    　莉り音おんはそう言って、バサリと紙の束を食卓の上に投げ置いた。


    　芸能プロダクションふうの、経歴書のようなシート。写真がたくさん添てん付ぷされている。


    　よくよく見ると……莉音と沙織と柚さんの写真で一杯だった。


    　バラバラと写真をめくってみれば、多種多様な写真の数々。


    　莉音の方は、水着姿もあれば、カジュアルな服装もあるし、登山服を着てロッククライミングをしている写真もある。


    　沙織は、パジャマ姿や、沙織の家で飼っている柴しば犬いぬと明るく戯たわむれているもの、それから体育の時に着るブルマの格好で楽しげに走っている写真まであった。


    　柚さんのものはほとんどセーラー服で、ボケーッと校庭で日向ひなたぼっこをしているところとか、パンを美味しそうに食べている写真などだ。


    　三人とも傾向は違えど、お世辞抜きに、かなり可愛かわいいと言える写真の束である。


    　写真を見た沙織は唖あ然ぜんとして、鉄てつ塊かいのように凝ぎよう固こした。言葉もないといった様子である。


    　柚さんは惚ほうけたような声で言う。


    「あー、私の写真もありますねー」


    「うん。柚ちゃんの写真は隠れて撮っといたの。柚ちゃんってポーズ取るより、素すのままの方が可愛いわね」


    「そうなんですかぁ。ぜんぜん気づきませんでした。とってもありがとうございます、莉音部長」


    　――いやそれはお礼を述べるところですか？


    　柚さんは自分の写真を嬉うれしそうに眺めていた。


    　ますます柚さんのことがわからない。柚さんはたとえストーカーに追い回されても、お礼を言ってしまいそうで心配だ。


    　俺たちが一通り写真を眺め終えたころ、やっとのことで沙織は、上ずった声を上げた。


    「な、な、な……なんで私の写真がこんなにいっぱい!?」


    「ほほう、こうして見ると沙織も意外と可愛く見えてしまうな。二〇番目くらいの秘書にしてやってもいいぞ」


    　恒こう太たがポツリと感想を漏もらす。


    「死んでもなるか！　てか、何なのこれ!?　ストーカー？」


    「沙さ織おりの写真なら私、いっぱい持ってるわ。だって、たまに写真撮ってたでしょ？」


    「な、なに勝手に使ってるの？」


    「ああそれと、沙織の部屋からも何枚か拝はい借しやくしたの」


    「ちょっと莉り音おん！　私の部屋に勝手に入らないでよ！　というか、何なのこれ？」


    　莉音が笑顔で説明を続ける。


    「モデルエージェンシーよ。所属モデルは、私と沙織と柚ゆずちゃんのたった三人だけどね」


    「は、はぁ!?　モデル!?　どうして私まで所属してることになってるの!?」


    「さっそく父さんのスポンサーやってくれてる大和やまと重じゆう機きに話をしたら、冒険家の私をポスターのモデルとして使ってくれるって！　沙織と柚ちゃんも同時に売り込んでおいたわ。低いギャラだけど、それでも直接仕事回してもらうから、一日四時間拘こう束そくで三人合わせて三五万円。三人で土・日に仕事こなせば、なんと一か月で二八〇万円になるのよ。これから他にも、ちょくちょく仕事回してくれるって」


    　大和重機は建設機械などの世界的メーカーだ。莉音の父さんが、ポスターやウェブサイトに使われていたことは知っている。頑強さが売りの工業製品と冒険家という組み合わせは、広告素材としてマッチするのだろう。


    　沙織は必死で物事を整理しようとしているらしい。戸と惑まどいながらも口にする。


    「ええと、つまり……私たちが大和重機のポスターに出るってこと？」


    「もちろん。その他にもね、商品パンフレットの中で、商品を説明したりするモデルになるんだから。地味なパンフレットだけど、なんてったって一部上じよう場じよう企業の商品モデルだからね。これ、ちょっとしたものよ」


    「す……すごいです。私なんかが、そんなパンフレットに出ちゃってもいいんでしょうか。まるでシンデレラみたいです！」


    　柚さんは目をキラッと輝かせた。柚さん的には、世間に顔が知られるのは、まったく抵抗がないらしい。何も考えていないだけかもしれないが。


    　沙織は涙目で訴えた。


    「なっ、なに勝手に決めてるの!?　大和重機のポスターやパンフレットなんて、日本全国に顔知られちゃうじゃない！」


    「それ、ちょっと違うわ。ウェブサイトの商品紹介にも掲載されるから、世界中によ。なんてったって大和重機は、建設機械じゃ世界のトップメーカーだからね」


    「そんなのよけいに嫌いやよ！」


    「沙織ならバッチリだって。沙織って女の私から見ても、やっぱ可愛かわいいからね」


    「……え!?　そ、そうかな!?」


    　唐とう突とつな切り返しに、沙織は目を白黒させつつも、満まん更ざらではなさそうな面おも持もちになった。容よう姿しでは沙さ織おりも一目置く莉り音おんから「可愛かわいい」と言われれば、悪い気はしないはずだ。


    「絶対そうよ。沙織ってメチャクチャ可愛いわ。ね、柚ゆずちゃんもそう思うでしょ？」


    「はい。沙織さんってとってもとっても美人さんですよ。はじめてお会いした時、私びっくりしちゃったくらいです」


    　沙織は急にもじもじし始め、照れくさそうな様子になる。顔を赤らめ、妙に可愛げがあった。


    「で、でも……やっぱり嫌いやよ……。私、そういうの恥ずかしくて……」


    「いいこと？　沙織ほどの美女なんてどこにもいないわ。それなのに、何を恥ずかしがることがあるの？」


    「……」


    　さらに沙織は紅こう潮ちようし、視線を落としてしまう。


    「沙織は世界一。これ確定ね。世界中を巡り歩いた私が言うんだから間違いないわ。本当なんだから」


    「そんなふうに頼まれたら私……やってあげなくちゃって思うけど……で、でもモデルなんて……考えるだけで怖くなっちゃって……」


    　小さな声で、沙織はつぶやくように口にした。


    　莉音は訳知り顔で続ける。


    「沙織の需じゆ要ようってかなりあると思うわ。ほら、顔はどう見ても極上の美女なのに、胸はつるぺた。この強烈なギャップ。これ、かなりウリになると思うのよねー。スク水とか着せたら最高よ。イメージビデオを作ったら、直ちよく販はんでもＤＶＤ五〇〇枚……いや、二〇〇〇枚はカタイわね」


    　あっけらかんとした莉音の物言い。莉音としては、心の底から沙織を褒ほめたに違いない。


    　しかし、はにかんでいた沙織は、一転してわなわなと打ち震ふるえながら声を振り絞る。


    「な、な、な、な、なんですってー!?　誰がつるぺただって言うのよ！」


    　怒りで身体を震わせながら、さらに沙織は抗議した。


    「わ、私はＡカップだけど寄せて上げればそれなりに……そ、そりゃあんたとくらべれば……」


    　そこまで言って沙織は、莉音と柚さんの胸に、チラと視線を走らせる。


    　しばしの沈黙の末――。


    　沙織は、一気に空気が抜けたような大きなため息をつく。


    「はあああああああああ」


    　現実を直視した痛みで、沙織の目には大粒の涙が浮かんでいた。


    　莉音と柚さんは、不思議そうに沙織をのぞき込む。


    「沙織、どうして泣いてるの？」


    「どうしちゃったんですかぁ、沙織さん」


    　莉音は小首を傾かしげながら続ける。


    「先方さん、やっぱり沙織の写真に一番反応してねー。もう大乗り気なんだから。私、ちょっと嫉しつ妬としちゃったのよ？」


    　沙さ織おりは溢あふれる涙を両手で拭ぬぐいつつ、声を絞り出す。


    「あうう、わっ、私、あうっ、ずっと、ずっと気にしてるのに……」


    「気にするって……何を？　メチャクチャ可愛かわいいわよ沙織は。このあたりじゃ敵無しだと思うんだけど。二次元から飛び出てきたかのようなツンデレでつるぺた、最強の武器になると思わない？」


    　莉り音おんはサラリと、火に油を注ぐようなことを言った。


    「莉音のバカぁ！」


    　そう叫んで沙織はダイニングルームを飛び出し、外へ走り去って行ってしまう。


    　沙織が莉音に泣かされるのは珍しいことではない。しかし今回の莉音は、沙織をいじめたわけではなく、本心から沙織を褒ほめてのことだ。褒め方に問題があるわけだが……。


    「普段は強気なのに、ときどき女の子らしい弱みを見せる。いい、いいわ！　やっぱり沙織は完かん璧ぺきね！」


    　なぜか莉音は興奮した。


    「なんだか沙織さんを見ていると、胸がキュンってなっちゃいます。これが恋なんでしょうか。惚ほれ惚ぼれしちゃいますね」


    　うっとりしたように柚ゆずさんは言った。


    　沙織はそのまま家に帰ってしまったはずだ。置き忘れていったカバンを届けてやるついでに、様子を見ようと俺は思った。


    「まぁいいわ。あとで沙織には伝えればいいし。巳み継つぐ、お願いね」


    「わかった。どっちにしろ沙織の家に寄るから、打ち合わせの内容は話しておくよ」


    　莉音はうなずいて先を続ける。


    「見てのとおり、モデルエージェンシーとしちゃ小規模だけど、面子メンツは悪くないでしょう？」


    　莉音がニコリとして、自分を指さしながら言ったので、俺は苦笑しつつうなずいた。


    「ああ、それはたしかだ。間違いないよ」


    　本心である。沙織はもちろんのこと、莉音や柚さんがテレビＣＭに出演していたとしても不思議ではない。


    　沙織の健康的なブルマ姿の写真を手に取っている恒こう太たは、感心したように写真を手渡してきた。なぜかは知らないが、沙織の穿はいているのは昭和のニオイのする、いわゆる「ちょうちんブルマ」ってヤツだ。


    「これどうだ巳継、ちょっとヤバイぞこの写真。沙織のケツをなだらかに覆おおう布地のたわみを見て、思わず顔を緩ゆるます愚ぐ民みんどもの姿が目に浮かぶようだ」


    「……これは……たしかにな。この写真だけでも、一枚一万で買うってヤツはいるだろう」


    「この画像をカラープリンタで量産すれば、札束を刷する輪転機のようなものだな」


    　俺と恒太を指さして、莉音が叫ぶ。


    「グッドアイデア！　それ採用ね！　沙織アルバムを校内で売り出しましょう！　この経歴書にくっつけてある二〇枚の沙織の写真と同じヤツを、一〇〇円ショップで買ってきたアルバムに貼り付けて売り出すのよ！　あえて大々的に売り出さず、ひっそりと口コミを仕掛けるの。知る人ぞ知る極秘アルバムみたいな感じでね。手堅くさばけるはずよ」


    　ブルマ姿で走る沙さ織おりの写真を、柚ゆずさんはうっとりしたように眺めやる。


    「やっぱり沙織さん、とっても美人さんですよね……。惚ほれ惚ぼれしちゃいます……」


    「でしょう柚ちゃん。たまに私も、危険な道に入っちゃうんじゃないかって心配しちゃうくらいよ。昔から思ってたのよね、あの子の美び貌ぼうは天授の資質だわ」


    　そこまで言って、莉り音おんはポンと手を叩いた。


    「あっ、そうだ！　大和やまと重じゆう機きのポスターで人気出たら、沙織の写真集作りましょう。全国の書店で流通する本格的なアイドル写真集ね。写真集って制作コスト高いんだけど、でも沙織ならいけるわ。うまくいけばＣＭ出演……それからドラマ出演なんかも……。いや、沙織ならＣＭ出演くらいは余裕で……まずは大和重機のＣＭにプッシュして……むむ、でもそっちを攻めるとなれば、広告代理店の担当者紹介してもらわないと……」


    「勝手に決めたら、また沙織泣くと思うぞ……」


    　俺は自じ重ちようするように求めたが、莉音は急に悪代官のような表情になり、ニヤッと笑って口にする。


    「考えれば考えるほど沙織は逸いつ材ざいよ……。革命部に入るために生まれてきたに違いないわね……」


    　沙織の売り出し戦略を練ねっているのだろう、莉音は腕を組み、しきりにうなずいていた。


    　――莉音はロクでもないことばかり考えるが、沙織のブルマ姿が革命的であることは認めてやってもいい。


    　ふと思い出したように莉音は、リビングの隅すみに置いてあったダンボールを引っ張り出した。


    「それから、こっちも見てみなさい」


    　莉音がダンボールを開くと、中から衣装の束がたくさん出てくる。


    　いくつかを取り上げてみると……アニメの魔法少女が着るような派手派手なセーラー服やメイド服、ナース服や巫み女こ服、それから茶屋の娘ふうの和服まであった。こんなものを普段から着るヤツなどいない。いわゆるコスプレ衣装というヤツだ。


    「部費不足に悩むうちの高校の手芸部に話をつけてあってね、ミシンや布を提供する代わりに、コスプレ衣装を格安でたくさん作ってもらうことになったのよ。これをネットで販売していくの。コスプレ服の販売サイト作成は巳み継つぐと恒こう太たの担当ね。沙織に着せれば、絶対見み栄ばえするから」


    　恒太と俺はうなずいた。


    「了解した。たしかに沙織に着せとけば、手堅く売れるだろう。巳継、さっそく作ってしまうとするか」


    「あ……ああ。でもやっぱりコスプレ着るモデルも沙織なんだ。そりゃ、見栄えはするんだけどさ……」


    　俺はため息をついた。嫌でも指示に従わなくては、莉音の鉄拳が飛んでくる。


    　販売サイトの作成も、ほとんど俺の作業になるだろう。決けつ済さいシステムなどいろいろ必要なはずだが、プログラマー稼か業ぎようの父さんが手伝ってくれれば、商用でも通用するものになるはずだ。


    「そうね、あとコスプレＲＯＭもつくってみましょうか。沙さ織おりなら学内外で販売すれば二〇〇枚はいけるんじゃないかしら」


    　サッと莉り音おんはホワイトボードを振り向き、マジックを取ってなにやら書き始めた。ホワイトボードは廃はい棄き寸前だったものを、学校から譲ってもらったものだ。


    　莉音は威勢良く大たい書しよしていく。


    



    ■革命部事業


    　①秘密兵器「ジュース自販機」一台稼か働どう


    　②ギターとピアノの音楽教室


    　③骨こつ董とう品ひんや古本を発掘してフリマ出店


    　④モデルエージェンシー


    　⑤コスプレ衣装販売業


    



    ■将来の事業案


    　①沙織アルバムを校内で販売


    　②沙織のアイドル写真集発売


    　③沙織のコスプレＲＯＭ発売


    



    　そんな事業計画を、莉音は箇か条じよう書きした。


    「うん、とりあえずこんなものよね。他にもあったら、巳み継つぐと恒こう太たと柚ゆずちゃんも、どんどん提案するのよ」


    「いよいよ革命が始まるんですね。頑張らなくちゃって思います」


    「これ、ぜんぶこなしていくには、ちょっと多すぎないか？　フル稼働でもギリギリだよ」


    　俺が至し極ごく当然のことを聞くと、莉音は説明する。


    「秘技『数打ち当てろ大戦略』ってヤツよ。とにかくガンガン手を広げておいて、いずれ、その中でもっとも利益が上がる事業に集中していくの。だからね、最初はこんな苦労も必要なのよ」


    　――大戦略もなにも、ただの数打ちゃ当たるだと思うんだけど……。


    　しかし恒太は感心したようで、大きくうなずいた。


    「なるほど。さすがは莉音だ。兵法には十全に通じていると見た。孫そん子し曰いわく。兵は詭き道どうなり」


    「いいこと言うわね恒太。そのとおり、兵は詭道なのよ。まずはこだわらず、いろんなことを試ためしてみようぜってことね」


    「社会人でも……こんな働かないと思うんだけどな」


    　さすがに業務量が多すぎるので、俺はうんざりして言った。もっとも、莉り音おんには常識など通用しない。


    　ふいに莉音は、隣の自販機をタンタンと叩きながら、思い出したように付け加えてくる。


    「そうそう、あと、この自動販売機もツケで譲ゆずってもらったヤツだから、忘れちゃダメよ。一か月以内に四〇万だから」


    　思わず俺はひっくり返りそうになった。


    　――ダメだこの部活……。返すどころか、どんどん借しやつ金きんが増えていく……。


    　計算してみると借金合計、三一六万八〇〇〇円。


    　あっさり借金が三〇〇万の大台を突破してしまい、俺はガックリとうなだれた。


    　もうどうなってもいい。


    



    
      ◇

    


    



    　俺と恒こう太たは部室の前に真っ赤な自動販売機を運び終わり、息を切らせて一休みしていた。やたらに重量のある自販機を、二人がかりで、一軒家から引きずり出すように持ってきたのである。おかげで足腰がじりじりと痛い。


    　柚ゆずさんは自販機の電源を接続したり、通電の確認をしている。


    　今から俺と恒太と柚さんの三人で、さっそく自販機を稼か働どうさせるのだ。


    　革命部の先陣を切るのは、柚さん担当の、この自販機ビジネスである。自販機事業の経営計画は、柚さんに一任されていた。なにせ柚さんは、自動販売機部の部長だ。


    　借金返へん済さいのため、この自販機には大活躍してもらわなくてはならない。少しでも多く利り益えきを稼かせぎ出してもらわなくては、さらなる借金苦にあえぐことになるだろう。


    　ゼイゼイと呼吸を繰り返しながら、俺と恒太は不満を口にする。


    「……ったく。どこのどいつだよ、わざわざこの巨体を中に運び入れたヤツは……」


    「非効率な真ま似ねをしてくれる。これだから戦略眼のない愚ぐ民みんというものは……困ったものだ……」


    　自販機をいじり回しながら柚さんが言う。


    「業者さんですよ。みなさんを驚かせようと、莉音部長がリビングに運び込むよう指示したみたいですね」


    「くそう、何考えてんだ莉音のヤツ……。最初から外に設置しておけってんだよ……」


    「ふ。巳み継つぐ、今の言葉は報告させてもらおう」


    　恒太はニヤリとした。


    「あっ、恒太てめえ！　抜け駆けしやがって！　たった今、非効率とか愚民とかなんとか言ってたじゃねえか！」


    「友人への愛のムチというヤツだよ。あえて厳しく指導してこそ、巳継も成長するというものだ」


    「なんで俺が恒こう太たや莉り音おんに躾しつけられなきゃならんのだ。だったら俺も沙さ織おりに言いつけてやる」


    「笑しよう止し！　戯ざれ言ごともほどほどにしておくのだな、巳み継つぐ。言っておくが、この春かす日が恒太に死角などない！」


    「ふふ、そうかな。これを聞いても平静を保たもっていられるかな？　恒太は『ド○ゴンボールＺ』のことを、『ド○ゴンボール乙おつ』と思い込んでいた。しかも、中学二年までだ！」


    　一瞬、恒太はグラリとよろめいた。


    「なん……だと……!?　なぜそれを……!?」


    「ふふふ、沙織を『おりおり』とあだ名で呼んでいるように、これからは恒太も、沙織から『恒太乙』と言われる運命なのだ！」


    　俺が死の宣告を告げると、恒太は棒立ちで叫んだ。


    「きっ、貴様！　それでも人間か!?　俺が小四から熱狂的な『サンデー』派だと知っての愚ぐ弄ろうか!?」


    「まぁ落ち着け恒太、これでも一戦交えるつもりか」


    　ふいに恒太は天を眺めやり、偉そうに高笑いする。


    「クククククク、アーッハッハッハッハ」


    　ひとしきり笑い終えた恒太は、俺を指さして言う。


    「いいだろう、いいだろう巳継。認めよう。お前こそ世界の敵、我がライバルにふさわしい逸いつ材ざいなのだと！」


    「嬉うれしくねえ、ちっとも嬉しくねえが、認められてやろうじゃないか！」


    「勝負はお預けだ巳継。この俺が手を引いてやる幸運を神に感謝するのだな。もっとも、その神とは俺のことだが」


    「ふふふ、カードはまだまだある。いつでも受けて立とうじゃないか」


    　恒太は口元をひきつらせながら、平静を装う。


    「ハッタリも大たい概がいにしておくんだ……。この俺に、そんなものは効かん……ッ！」


    　実のところ、俺には他に大したカードなどない。恒太の言うとおり、ハッタリだ。


    　せいぜい恒太が子供のころ、薬剤師をヤクザ医師だと間違えて本気で怖がっていたことや、『殺気』を『コロッケ』と読んだことなど、果てしないほど下らないカードばかりだった。


    　しかし恒太は冷や汗を浮かべながら、「黒歴史を掘り起こすんじゃない……核の冬が訪れるぞッ！」などとブツブツつぶやいている。


    「お二人とも、とっても仲がいいんですね。羨うらやましいです」


    　唐とう突とつに、柚ゆずさんが口を挟んできた。


    「お飲みになりますか？　さっそく仕入れた自慢のジュースたちなんです。たくさん仕入れてありますよ」


    　柚さんは、俺と恒太にジュースを差し出してくる。


    「ほほう、このダンボールの山がジュースだったとは」


    　恒太の言葉通り、部室の前には小さなダンボールが大量に積まれていた。缶ジュースが詰め込まれているダンボールだ。


    　俺は柚ゆずさんから渡された缶ジュースを、まじまじと眺めやった。


    「ちょっと待って、これ、何？」


    「これですか？　ナメコ汁ジュースですよ」


    「は？」


    「どうぞ飲んでみてください。とっても美味しいんです」


    　俺と恒こう太たは顔を見合わせた。


    「こ、これは……」


    「なんという色モノ……」


    　急に不安が増してきて、俺は柚さんに聞いてみる。


    「他に、もっと美味しそうなもの、ないの？」


    「えーとですね、他にもたくさんありますよ。忍者ドリンク、炭酸カレースープ、唐とう辛がら子しソーダ、チョコレートコーラ、梅茶漬けスカッシュ、黒たまねぎドリンク……」


    　――まともな飲み物がねえ！


    　この中だと、百歩譲ゆずってチョコレートコーラは飲めそうな気がする。だが、それ以外は何だ？　飲み物か？


    　しかしダンボールに記載の販売者の名前は、どれも名だたる飲料メーカーや老舗しにせ企業ばかりだ。試作の山ってことか？


    　俺たちの心配を余よ所そに、柚さんは積み重ねられたダンボールの上から、三本ジュースを取り出した。


    　柚さんは笑顔でジュースを渡してくれる。恒太には唐辛子ソーダ、俺には忍者ドリンク。柚さんは炭酸カレースープを手に取っていた。


    　いかにも怪しげなドリンクではあったが、おそらくナメコ汁ジュースよりマシなはずである。


    　なにせ重労働のあとで、喉のどが渇いていた。俺と恒太は、おそるおそる、渡されたジュースを飲んでみる。


    「ご、ごばあ！」


    「ぐぼあ！」


    　口の中に広がる奇妙な感覚。痛烈な打撃に、俺は片かた膝ひざをつかざるをえなかった。忍者はこんなものを飲んでいたのだろうか。恐るべし、忍者。いや、むしろ忍者が使う攻撃アイテムなのかも……。


    　一方の恒太を見ると、唐辛子ソーダを投げ出して、ロックダウン寸前で痙けい攣れんしていた。俺のよりもよほどひどかったらしい。


    　しかし柚さんは、炭酸カレースープをごくごくと飲み干した。


    　恒太が柚さんを仰ぎ見ながら懇こん願がんする。


    「も、もっと普通のヤツを……」


    「そうですね……どれも普通だと思うんですが……レタスコーヒーなんかどうですか？　とっても身体にいいですよ」


    　――ダ、ダメだこの人……。


    　というか柚ゆずさん、あなたはこの自販機を全国珍味博物館にするつもりですか？


    　大企業の古傷をえぐり出す悪魔ですか？


    　企業の恥ずかしい想い出を集めて、金を強ゆ請すり取ろうとする新手の総会屋ですか？


    　俺は疑問をぶつけてみる。


    「ところで、こういうのって、どこで仕入れてくるの？」


    「全国の卸おろし業者さんやメーカーさんに声をかけて、くまなく探しているんです。とっても美味しいジュースですから、品切れが続出していまして、なかなか手に入らない貴き重ちよう品ひんばかりなんですよ」


    　――美味しくて品切れしてるんじゃなくて、危険すぎて製造中止になっただけだと思います……。


    「へ、へえ……手回しがいいねえ……」


    「ありがとうございます。褒ほめてくださると、もっと頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんは舞い上がらんばかりに喜んだ。


    　俺は柚さんに、もっと普通のジュースを仕入れるよう遠回しに言い聞かせようとしたが……しかし、ふとあることに思い当たった。


    　――待て、これはこれで商売に……意外となったりするかもしれん……。


    　自販機など今はそこら中にある。いくら立地抜群とは言え、所しよ詮せんは自販機。こういう珍品ばかり集めた面白い自販機というのは、実は革命的なビジネスアイデアではなかろうか。もしかしたら大だい繁はん盛じようするかもしれない。うまくすれば近隣の人たちに噂うわさが広がり、マスコミに取材されたりして、ヒットしないとは限らない……。


    　――まさか……柚さんはそんなところまで考えていたのか……!?　世間に溢あふれる自販機の中から、たったひとつだけ輝かせるための秘策!?　ぼんやりしているようで実は……この人は商売の天才なのか!?


    　老舗しにせどら焼き屋さんの娘は伊だ達てじゃない。俺は柚さんを誤解していたのかも……。


    　柚さんの奥深い経営戦略（？）に感心していいものかどうか確認しようと訊きいてみる。


    「こういう珍品は、仕入れっていくらなの？」


    「意外に高いんです。とっても珍しいジュースたちですから。今日、授業中に計算してみたんですが、輸送費用も含めると、平均して一本あたり三五〇円になる計算です」


    　――採算、合ってねえ！


    　商売の天才どころか、もはや天災である。


    「黒たまねぎドリンクは台たい湾わんの業者さんが作っているもので、これなんか、空輸に一本あたり二〇〇〇円かかってる計算ですね」


    「あ、あのですね……売値一二〇円ですが？」


    「はい。一本一二〇円ですね。みなさんに喜んでもらえるなら、私、とっても嬉うれしいです。もっと頑張らなくちゃって思うんです」


    　自販機事業、いきなり破は綻たん確定。


    　幸さい先さきの悪いことに、先陣を切るはずだった自販機事業が、売れれば売れるほど大赤字。


    　柚ゆずさんは、もっと褒ほめてもらいたそうな様子でニッコリと微笑ほほえんでいる。


    　それにしても……だ。


    　日本中から、いや世界中から、これだけの奇品・珍品を探し集める鮮やかな手て際ぎわ。普通の高校生が素早く成なし遂とげられることではない。業界地図を迅じん速そくに把は握あくし、よほどの調査能力や交こう渉しよう力を必要とするはずだ。それを、この柚さんが……？　にわかには信じがたい。


    　ふいに恒こう太たのか細い声が聞こえる。


    「口直しに、何か他に……」


    　すっかり忘れていた。恒太は酩めい酊てい状態である。


    　そんな恒太に向けて、柚さんは一本ジュースを差し出した。ついでに俺にも渡してくれる。


    「はい、どうぞ。一番のオススメです」


    　ジュースの名前は――ギャラクシードリンク。


    　途方もなく気け宇う壮大な名前である。缶には銀河系らしき星々の模様が描かれ、宇宙人のような物体がこちらをのぞき込んでいた。


    　表示を見るとアメリカ産らしい。台たい湾わん産とかアメリカ産とか、柚さんはグローバルな視野に立って自販機ビジネスに取り組んでいるようだ。
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    　頼むぜアメリカ。期待させてもらうぜアメリカ。せめてまともな飲み物であってくれたなら、俺はアメリカ人になってもいい。


    　俺と恒こう太たは願いを込めて、ギャラクシードリンクをひと飲みした。


    「うっ、うげええ！」


    「デカルチャアアア！」


    　視界はたった一撃で、宇宙の暗くら闇やみに閉ざされた。


    



    
      ◇

    


    



    　ミニスカのメイド服に、ニーソックスを身に着けた沙さ織おりは、青筋を立てながら尖とがった声を張り上げた。


    「なんなの、このガラクタ！　また捨ててきて！」


    「なんだと小娘！　この俺がどれだけ歩いたと……」


    　恒太は顔をしかめて抗議したが、沙織はいっそう不ふ機き嫌げんな様子で畳たたみかける。


    「こんなネックが曲がったギター、もう弾けないことくらい、誰だって見たらわかるでしょ！　中古としても売れないわ。まったく、楽器を何だと思ってるのかしら。あんた、ちゃんと見てんの？」


    「くっ、少しばかり楽器が使えるからって、この俺に意見しようとは……。メイド服着てるくせに、沙織はとんでもないじゃじゃ馬だな」


    　沙織がメイド服を着ているのには訳がある。コスプレサイトのキャンペーンガールとして撮影中なのだ。


    　ちなみに即席のカメラマンは俺である。部室二階のフスマを取っ払い、丸ごと撮影スタジオに変えたのだ。撮影場所として難はあったが、それでも演劇部から借りてきた照明機材を集めて、壁かべ際ぎわに白いシートを貼り、できるかぎり撮影の陣容を調ととのえていた。モデルは上等だし、あくまでウェブ用素材だから、とりあえずは十分である。


    「うっさい！　この服は仕事用！　とにかく捨ててきなさい！　邪じや魔まよ邪魔。もう足の踏み場もないの！」


    　沙織にさんざん邪じや険けんにされた挙あげ句く、恒太はぶつぶつ文句を言いながらも、素直にギターを引きずるようにして外へ出て行った。楽器について沙織と議論しても、勝ち目はないと悟ったのだろう。


    　リビングルームも各部屋も、果てはこの臨時スタジオの二階までモノで溢あふれかえっている。俺と恒太が拾い集めてきた粗大ゴミ……いや、「商品」だった。


    　二階スタジオの隅すみっこで、転がっているガラクタを、あぐらをかいた莉り音おんが食い入るように眺めている。値付け作業をしているのだ。やがて莉音は、大きな陶器の招き猫を抱きかかえるようにして顔を上げた。


    「この招き猫、なんかすごいと思わない？　この無む闇やみやたらなでかさ。しかも美品。なんだかよくわからないけど、一〇万付けて売っても不自然じゃないかもね」


    　俺は肩をすくめて応じる。


    「持ってくるの地獄だったよ。背負ってきたんだけど、みんなにジロジロ見られてさ。恥ずかしいったらありゃしない」


    「よし、これはネットオークションに出しちゃいましょう。五〇〇〇円からオークションにかけなさい。そうね……出品案内には『この招き猫を飾ってから、我が家ではたくさん良いことがありました。宝くじ五〇〇万円は当たったし、子宝にも恵まれました。でも引っ越しのため、泣く泣く処分いたします。良い人に落札してもらえたら嬉うれしいです』とか書いといてね」


    　ついつい俺は吹き出した。


    「うは、なんだよそのペテン。今の文もん言ごん、忘れそうだから紙に書いといてくれ。沙さ織おりの撮影が終わったら出品しとくから」


    　莉り音おんはサラサラと紙にセリフを書き付けて、俺に手渡してきた。良い子はマネしてはいけません。ダメ、絶対。


    「じゃ、私、そろそろギター教える時間だから行ってくるわ。あとよろしくね」


    　莉音が出て行こうとすると、沙織が怒ったように声をかけた。


    「ねぇ莉音。巳み継つぐや恒こう太たより、私の方が仕事入ってない？　どゆこと？」


    「だって沙織可愛かわいいから。じゃねー」


    　話半分といった様子で莉音が受け流すと、沙織は階段を駆け下りた莉音に向かって大声を上げる。


    「関係ない！　このあと、ピアノ教えなくちゃならないんだからね！　はじめての子だからいろいろ準備しなくちゃなんないのに！」


    　たしかに、そろそろ沙織の生徒もやってくる。まさかミニスカメイド服にニーソックスで相手をするわけにはいかないのだから、手早く撮影を終えてしまわなくてはならない。


    「じゃあ急いで撮っちゃうぞ。さっきのポーズ取ってくれる？」


    　俺が言うと、沙織はムスッとしながら腰に手をあて、カメラを向いた。


    「なぁ沙織……ポーズ取るのはいいんだけど……顔がすっごい怒ってるんだが……」


    「当たり前でしょ！　なんで私がこんな格好で日本全国に顔さらさなくちゃならないのよ！」


    「でもさ、沙織は可愛いと思うぞ。これは沙織にしかできない仕事なんだし」


    　俺が思っているとおりのことを口にすると、急に沙織は息を吸い込んで、大きく目を見開いた。


    「えっ!?　か、可愛いってホント……？　莉音じゃなくて、私にしかできないってことなのかな……？」


    「うんうん。絶対に沙織しか無理だ」


    　部屋には二人っきり。


    　沙織は急にしおらしくなり、頬ほおを染めて、上目づかいで俺をチラチラとうかがうようにしながら口にする。


    「で、でも莉り音おんって生意気だけど、美人だと思うんだよね……。それでも巳み継つぐは……私にしかできないと思う？」


    「ああ。沙さ織おりなら、どこへ出しても一流のモデルだよ。テレビやＣＭで沙織を見かけても、ちっとも不思議じゃない。これは沙織にしかできないんだ」


    　俺が断定すると、ふいに沙織は緊張したように身をすくめ、狼ろう狽ばいしながら口にする。


    「わわ私、ちょっと頑張ってみるね。本当はね、すっごくすっごく嫌いやなんだけど……で、でも……でも巳継さえそう言ってくれるなら、私……」


    　どうやら沙織の機き嫌げんが直ったようだ。俺はうなずいて、再びデジタルカメラを持ち上げる。


    「莉音はスタイルが良いから、あんまり希少価値はないんだよ。その点、沙織はちょうどいいからさ。じゃ、撮るぞ」


    　カメラからのぞき込むと、殺気のオーラが沙織を包んでいるように見えた。


    　ふいに背筋に悪お寒かんが走る。


    　ハッとしてカメラから視線を外したところ、沙織がドタドタと骨こつ董とう品ひんや古本を蹴散らしながら、一気に距離を詰めてきた。


    　俺の間近まで顔を近づけた沙織は、美しい微笑ほほえみを見せつつも、静かに、腹の底から響くような声で聞いてくる。


    「今、なんて言った……？」


    「さ、沙織は可愛かわいいって……」
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    「そうじゃなくてね、私がちょうどいいって言ったでしょう？　何がちょうどいいのかなぁと思って」


    　沙さ織おりは目が据すわり、俺を直視している。


    　俺は努めて優しく問いかけた。


    「ど、どした？　なんか怒ってるように見えるんだけど……」


    「怒ってないわよ……。ぜーんぜん怒ってなんかいないんだから……」


    　そう言う沙織の口元はひくついていた。


    「そ、そうかな……なんだか拳こぶしが震ふるえてるように見え……」


    　俺が言い終わる前に、沙織は足下の古語辞典をすかさず取り上げて、大だい喝かつしながら振り下ろした。


    「あの世で悔くいろ！　こっの……唐とう変へん木ぼく！」


    　古語辞典が脳天に直撃し、俺は華か麗れいにノックダウンされた。


    　意識がなくなる間ま際ぎわ、怒った沙織はとてつもなく可愛かわいいと思った。


    



    
      ◇

    


    



    　日曜日。


    　渋しぶ谷やのど真ん中にある貸しスタジオに、はじめて俺たちはやってきていた。大和やまと重じゆう機き用ポスターや商品広告の撮影初日である。


    　革命部女性陣の三人に、俺は付き人として同行していた。


    　恒こう太たはひとり、漁あさったゴミをフリーマーケットで売りさばく係だ。尊大な恒太に客商売はできないだろう。しかし、それでも恒太に企業を相手にさせる方がもっと危険だ。というわけで、消去法で俺が担当することになったのだ。


    　応急処置的に作った部室二階スタジオとは比べものにならないくらい渋谷のスタジオ内は広く、側面は真白い壁で被おおわれていた。照りつけるライトが、スタジオの中央に立つ柚ゆずさんに集中している。


    　カメラマンはあれこれと指示を出し、柚さんは素直にそれに従っていた。撮影と言っても、ごく一般的なカジュアルな服装や、ＯＬ用の服などを着用しての比較的地味なものである。


    　俺たちは柚さんの撮影を、スタジオの端で眺めていた。


    　まだ撮影を行おこなっていない沙織が、おそるおそる莉り音おんに問いかける。


    「り、莉音、どうしてそんなにポーズ決めるのがうまいの？」


    「うん？　そうかしら、ただの慣れだと思うけど。私、父さんと一緒にスタジオ撮影の仕事、たまにあったし」


    　手慣れた莉音は、最初に撮影を終えている。莉音の父さんは、スポンサーの企業広告に登場する機会は多々あったが、たまに莉音も一緒に登場することがあった。それに、莉音は恐れというものを知らない。


    「こんな本格的なスタジオで、プロのカメラマンの前でニッコリ笑うなんて、私にはできないわ……」


    「雑誌のグラビアでセクシーポーズってわけじゃないんだし、緊張するようなものじゃないってば。この撮影、どっちかっていうと地味な、重機メーカーの商品パンフレットなのよ？　巷ちまたに多く出回る派手派手な化粧品や衣料メーカーの仕事じゃないから、これなら沙さ織おりでも恥ずかしくないでしょ」


    「で、で、でも、私、こういうの苦手で……」


    　消え入りそうな声で沙織は言った。


    　ちょうど柚ゆずさんの撮影が終了したようで、とことこと柚さんはこちらに戻って来る。


    「終わりましたぁ」


    「おつかれ。柚さん、タオル」


    　俺はうやうやしくタオルを差し出した。


    「別に汗とかかいてないですよ」


    「そうなんだけど、雰ふん囲い気きってヤツ？　こんなことでもしないと、俺に仕事ないからさ」


    　実際、撮影中はほとんど俺に仕事はなかった。せいぜい行き帰りの荷物持ちくらいである。あとはしっかり見ておいて、撮影の勉強をするくらいだろうか。


    　おそらく次の撮影からは、俺が同行しなくても、彼女たちだけでこなせそうである。


    「ではいただきますね。ありがとうございます」


    　柚さんはニッコリして、差し出したタオルを受け取った。


    　莉り音おんが柚さんを差し示しながら、沙織に言い聞かせる。


    「ほら、柚ちゃんだって気楽にこなしてるのよ？」


    「はい。とっても楽しいですよ」


    「どうして柚さんは簡単にこなせるの？」


    「指示されたとおりにして、笑えばいいだけなんですよ。こんなに簡単でいいんでしょうか」


    　たぶん柚さんは、何も考えていないだけだろう。


    　次の撮影のセットが終わったようで、カメラマンが声をかけてきた。


    「じゃ、折おり原はらさん、次、いいかな？」


    「ほら、真打ち登場！　沙織の番よ。行っといで」


    　ポンッ、と莉音は沙織の肩を叩く。


    「あうう……」


    　しかし沙織は、カチコチに固まった。


    「どうしたの沙織？　そんなに大変な仕事じゃないわよ」


    「……」


    　沙織はすくみ上がったように腕を縮ちぢめ込ませ、一心に俺を見つめてきた。助けてほしいのかもしれない。


    　だが、ことここに至って、逃げ出すわけにはいかないだろう。だから俺は沙織を力づけてやろうと、少しだけ時間をもらうことにした。


    　ずっと昔から、沙さ織おりが立ち往おう生じようした時、それを支えてやるのが俺の役目だ。沙織は勝ち気で剛ごう胆たんに見えるが、その実は、とても内気で心弱い。


    　俺はカメラマンに向かって声を上げる。


    「すみません。申し訳ありませんが、三分だけ、待ってくれませんか」


    　カメラマンは軽くうなずいて、カメラをいじり始めた。


    「ちょっといいか沙織。こっち」


    　俺は沙織の手を取り、隅すみにまで引っ張って行く。莉り音おんと柚ゆずさんは、俺たちの様子を心配そうに見つめていた。


    　できるだけ優しく俺は語りかける。


    「沙織、大丈夫だって」


    「う、うん。でも私、こういうの好きじゃなくて……」


    「わかってる。沙織は昔から、目立つこと好きじゃなかったもんな」


    「人に見られると思うと身体が震ふるえちゃって、言うこと利きかないの」


    　沙織の腕は小刻みに震えていた。沙織の肩に手を置いて、安心させようと俺は言い聞かせる。


    「この前はできたじゃないか。部室で写真、撮ったろ？　今回はちょっとスタジオが広いけど、また同じことをするだけだぞ」


    「……あ、あれは……だって……」


    「うん？」


    「み、巳み継つぐと二人っきりだったからできたことだよ……。見ず知らずの人の前でなんて、私、恥ずかしくて死んじゃいそう」


    「意識しすぎてるだけだ。莉音や柚さんみたいに、ちょっとしたイベントだと思ってこなせばいい」


    「だって私なんか、莉音みたいにプロじゃないし、モデルの仕事してるわけでもないんだよ」


    「いいか、よく聞いてくれ。沙織は可愛かわいい。莉音もよく言ってるだろ、沙織は学校一、いや、それどころか、うちの街の中でもナンバーワンだって。もしかしたら東京一、日本一かもしれん。本当だぞ。だから恥ずかしいことじゃない。沙織が注目されるのは当然のことなんだ」


    　沙織は視線を上げて、目を見開いた。


    「……み、巳継は……そう思ってくれてるの……？」


    「もちろんだ。そんなの、否定しようがないだろう」


    「そんなふうに巳継が言ってくれるなら、やらなくちゃって思う。で、でもね、やっぱり怖くて震えちゃうの……」


    　これ以上、沙織を押すのは酷こくな気がした。場合によっては、沙織の撮影は諦あきらめてもらわなくてはならない。


    　ただ、契けい約やくをした仕事として来ているわけだから、ここで撮影中止をお願いすると、次からは仕事を回してもらえなくなるだろう。大和やまと重じゆう機きはせっかく莉音の父さんの顔を立ててくれたのに、一方的にキャンセルしようものなら、莉り音おんの父さんに影響が及ぶはずだ。それに革命部が背負った借しやつ金きんを返すには、この仕事を投げ出すわけにはいかない。


    　俺は板挟みにあって悶もん々もんとした。仕事を放ほう棄きするわけにもいかず、沙さ織おりを無理やり舞台に立たせるのも言ごん語ご道どう断だんだ。


    　だから俺は、沙織にもう一押しだけしてみて、それでもダメなら、沙織の分だけキャンセルできないか、莉音に相談してみようと思った。


    「なぁ沙織、俺はこれ以上、無理強じいはしたくない。だけど、できれば撮影をしてほしいって思ってる。莉音や莉音の父さんに迷惑がかかることになるからな。つっても、もともと嫌いやがってた沙織を引き込んで、莉音が無理やり強行した仕事だから、俺には強制なんてできない」


    「う、うん。わかってる……」


    「だったら……そうだな……じゃあ応急処置だけど、撮影の間中、他のことを考えてみたらどうだ？　何か他の楽しいこととか」


    　そう言ってはみたものの、かなり強引な案だと思った。


    　沙織は紅こう潮ちようしつつ、たどたどしく言葉を絞り出す。


    「えっと……他の楽しいこと……」


    　わずかに沙織は視線を上げ、俺を仰ぎ見た。


    「あのね……私、他のこと考えながら頑張ってみるから……その代わり、ひとつだけお願い聞いてくれる……？」


    「なんだ？　言ってみな」


    「これ終わったら……い、一緒に映画とか観たいなぁって。そうしたら、私、それだけを考えて、少しだけ頑張ってみようかなって……」


    「映画？　そんなんでいいのか？」


    「……うん」


    「なんだよ、そんなことならいつでも付き合うぞ」


    　即答すると、沙織は大きく息を吸い込んで俺を見た。


    　しばらく俺の顔をじっと見つめる。


    　やがて何かを決意したように、沙織はゆっくりうなずいた。


    　そのまま反転し、手足がカチコチになりながらも、カメラマンの方へ向けて歩きだした。


    



    
      ◇

    


    



    　時刻は一〇時過ぎ。


    　地元駅で唯ゆい一いつの映画館を出ると、繁華街のネオンが煌こう々こうと瞬またたいていた。しかし、ネオンの明かりに反して、飲み屋街は閑かん散さんとしている。日曜日夜のこの時間は、飲み屋街を歩くサラリーマンもいないし、出歩く学生も少ないからだろう。


    　俺は伸びをしながら、神しん妙みような様子で隣を歩く沙織に語りかける。


    「さあ、映画も観たし、とっとと帰るか」


    　これでも、今日はずいぶんと早い帰宅である。革命部に入部して以来、いつも深夜の帰宅になっていたから、こんな時間に帰れることは俺たちにとって貴き重ちようなことだった。


    　フリーマーケットに出店した恒こう太たの結果は、明日聞けばいいだろう。恒太のことだから、ほとんど売上は期待できないだろうけれど。


    　沙さ織おりは俺の少し後ろ、ゆっくりした足取りでついてくる。


    　いつもと違い、沙織は妙に物静かだった。


    　駅のロータリー。今の時間帯は、人出が途切れている。


    　待ち合わせによく使われる噴水の脇を通りかかった時、ふいに沙織は足を止めた。


    「どうしたんだ？　さっさと帰ろうぜ」


    　俺は沙織を振り返って言った。


    　オレンジ色の街灯が、沙織を流りゆう麗れいに照らし出している。


    「巳み継つぐ、私、頑張ったよ」


    　沙織は半ば俯うつむいていた。消え入りそうな声。


    「ああ、そうだな。パンフレットができてくるのが楽しみだ」


    「私、ちっとも楽しみじゃない。死ぬほど恥ずかしかったんだから」


    　そこまで言って、沙織は少し視線を上げた。


    「で、でもね、映画を一緒に観ることだけを考えて、頑張ったんだよ」


    「そうか、おつかれさん。撮影、来週もあるだろ。明日学校あるし、そろそろ帰って寝ちゃおうぜ。ここ最近、睡眠不足で死ぬほど眠いよ。目の前がぼうっとして、なんだかもう吐きそうだ」


    　事実、毎日深夜まで働いて、俺の平均睡眠時間は四時間を切っていた。革命部に入る前の睡眠時間は七時間ほどだったから、一気に半分近くにまでなってしまったわけだ。


    　とりわけここ数日は、コスプレ販売サイトがオープンしたばかりだったため、細かいバグ潰つぶしや業務フローの整備に追われ、ほとんど徹夜状態。


    　今朝方、一時間ほど仮眠を取っただけである。俺は今にも死にそうなほど疲ひ弊へいしていた。


    　沙織は不満そうに、俺を見み据すえてくる。


    「……それだけ？」


    「どうしたんだ？　また腹、減ったとか？」


    　ご飯なら、撮影が終わったあと、莉り音おんや柚ゆずさんと一緒に食べていた。お腹なかが減るには、まだ早い。


    「ちっ、違う！　そんなんじゃない」


    　瞬時、沙織は視線をそらしたが、再び俺を見つめる。


    「映画、とっても感動したよね。没ぼつ頭とうしちゃった。主人公とヒロインが最後の最後で一緒になれて、私、泣いちゃったんだよ。また巳継と観られたら、私、すっごく嬉うれしいかなって……」


    「俺、実は気づいたら寝てた。ほとんど気絶したみたいに爆睡してたよ。どうだった？　映画、面白かったか？」


    　気楽な調子で俺は聞いた。


    　すると沙さ織おりは急に押し黙り、固まってしまう。口元はピクピクと痙けい攣れんしていた。


    　突然、一歩こちらに踏み出して、俺を見つめてくる。


    「……うん、とっても楽しかったわ。こんなに楽しいの、はじめてよ」


    「ど、どうしたんだ沙織……怒ってるように見えるぞ……？」


    「怒ってなんかないわ。ぜーんぜん、怒ってなんかいないんだから」


    「そうか……そりゃ良かった……。でもなんか、拳こぶしが震ふるえてるような気が……」


    　しばらく、あたりを沈黙が支配した。


    　俺は沙織に、おずおずと問いかける。


    「な、どした？　何か、あった？」


    　沙織は下を向いてしまう。だから今、沙織がどんな表情なのかうかがうことはできなかった。


    　身体を震わせながら、沙織は言葉を絞り出す。


    「私、巳み継つぐのために頑張ったんだよ……。逃げ出したくても、映画のことだけ考えて頑張ったんだから……」


    「映画くらいなら、いつだって一緒に行ってやるぞ？　そりゃひとりで観に行くのがちょっと恥ずかしい映画だってあるだろうし」


    「違う！　巳継と一緒に来たかったの！」


    「そんなことは、誘ってくれればいつだって……」


    「『そんなこと』なんかじゃない！　私にとってはすごく大事なことだったんだから！」


    　視線を上げて沙織は抗議してきた。その目には涙が光る。


    　開始一分で眠ってしまい、映画の内容などまったく知りもしなかった。これほど沙織が大切に考えていた映画なら、コーヒーをがぶ飲みしてでも観るべきだったのかもしれない。


    「す、すまん……本当になにも憶おぼえていないんだ……。最初の一分と、最後のスタッフロールくらいしか見てなくて……。本当にごめんな……。また一緒に来よう」


    「違うの！　巳継のバカ！　一生許してあげないんだから！」


    　そう叫んで、沙織はひとり、自宅へ向けて駆け出して行ってしまう。


    　ぽつねんと取り残された俺は、どうしてコロッと眠りに落ちてしまったのかと後悔した。


    　しかし、どうしても体力の限界だったのだ……。


    



    
      ◇

    


    



    　沙織を激怒させた翌朝。


    　俺はいつもより早く身支度を調ととのえた。朝一番で沙織の自宅に寄り、謝ろうと思ったのだ。


    　俺たちが喧けん嘩かをするのは珍しいことではない。だがたいてい、喧嘩の原因は俺にある。だから喧嘩の翌朝には、俺が沙織の自宅を訪れて仲直りするのだ。


    　しかし今日の仲直りはいつもと少し違った。俺が家の玄関を開けると、なんと沙さ織おりが玄関の前でひとり佇たたずんでいたのだ。


    「あっ、巳み継つぐ」


    「沙織ッ!?　どうしたんだ!?」


    「うん、ちょっとね……」


    「ここで待ってるくらいなら、俺を呼びに来ればいいのに」


    　沙織はほとんどフリーパスだし、俺が寝坊したりすると、部屋まで起こしにやってくることもある。だから遠慮せず入ってくればいいのだが、喧けん嘩かのあとということもあり、気まずかったのだろう。


    　俯うつむいている沙織に、俺から口を開いた。


    「実は今から沙織の家に行こうと思ってたところなんだ。昨日のこと、謝らなくちゃって思ってさ」


    「ううん、私の方こそ……怒っちゃってごめんね……」


    「いや、謝るのは俺の方だ。あんなに沙織が楽しみにしてた映画なのに、勝手に眠ってしまってごめん。反省してる。今度一緒に行くときは、どんなにつかれててもきっと最後まで観るから」


    　沙織は俺を見上げてくる。


    「ううん……いいの。部活で一番遅くまで仕事してるのはいつも巳継だし、だから巳継が眠っちゃうのは仕方なかったと思う。巳継のこと、もっと考えてあげれば良かった」


    　たしかに仕事の時間がもっとも長いのは俺だ。ほとんど毎日、俺が部室に最後まで残っているし、諸もろ々もろの業務も俺に集まってくる。本来なら俺と恒こう太たで分担すべき仕事でも、恒太はお世辞にも要領が良いとは言えず、結局は俺がこなさなくてはならないのだ。


    　しかし、俺がやっている仕事など、時間をかければ誰でもできるものである。革命部にもっとも貢こう献けんしているのは、間違いなく沙織だった。


    　沙織は俺を見上げてくる。


    「巳継はいつまで革命部にいるの？」


    「俺はずっといるつもりだけど……なんつっても莉り音おんの部活だしな」


    「そうなんだ……」


    　残念そうな沙織の口調。もともと沙織は嫌いや々いやながらの参加だったから、気持ちは理解できる。


    「前も話したけど、沙織は辞めてもいいんだぞ。俺に付き合うことはない」


    「ううん、巳継が続けるなら私も……もう少し頑張ってみる……」


    「辞めたくなったら言えよ。俺が代わりにうまく伝えといてやる」


    　上目づかいで俺を見つめた沙織は、おそるおそるといったふうに口にする。


    「あのね、また一緒に映画とか行きたいな。今度は、巳継がつかれてない時に」


    「ああ、いつでもいいぞ。お望みなら、遊園地でも水族館でも連れてってやる」


    　すかさず俺はうなずいた。


    　もともと沙さ織おりの買い物に付き合って、近所のお店に行ったりすることはたまにある。沙織が行きたいところなら、どこだってかまわないのだ。


    「うん。やっぱり私、巳み継つぐとずっと一緒にいる。だから、頑張ってみるね」


    　そう言って、沙織は穏やかに微笑ほほえんだ。
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    　数学の授業中。


    　俺はひたすら眠気と格闘していた。ここ最近、ずっとそうだ。黒板の数式がグルグル回転している。


    　――眠い。とにかく眠すぎる……。入学早々、学校と部活で死にそうだ……。


    　もし手元に洗濯バサミでもあれば、寝てしまわないように目尻を挟んでおきたいくらいだ。


    　普通の中・高生が授業中に感じる睡魔なんてレベルじゃない。身体がグッタリし、今にもくずおれてしまいそうなほど眠いのだ。


    　遅くとも朝七時には起きて高校に来なくてはならないし、もちろん帰宅は真夜中である。しかも、土、日、祝日なんて存在しないのだ！


    　このままでは過労死しかねない。もし過労で死んだとしても、部活動に労ろう災さいなど下りないだろう。


    　労災とは労働災害の略で、労働者の業務中に発生した負傷や病気のことを指す。その事故に対して、補償制度が設けられ、使用者が責任を負うことになっているのだ。しかし、部活は業務にあたるのだろうか？　そもそも俺たち部員は、労働者なのか？　法律に守られた存在なのか？　はたまた羽は月づき莉り音おんの帝国の臣しん民みんなのか？　朦もう朧ろうとする俺の頭の中、こだまする声がある。ジーク・リオン！　ジーク・リオン！　ジーク・リオン――。


    「こらっ羽月！　毎度毎度、居眠りするとはいい度胸だな！」


    「す、すいません！　ちょっと今日の宝探しのことを！」


    　睡魔の淵ふちをさまよっていた俺は、突然の注意にビクンとし、とっさに答える。


    　教室のあちこちから、クスクスと笑い声が響く。


    　よけいなことを口走ってしまったことを認識し、俺は頭を抱かかえ込んだ。ネットゲームの世界に入り込んだ夢でも見ていたと思われたに違いない。今のは……あまりに恥ずかしすぎる。


    「今日の宝探しだぁ？　毎日夢の中で宝探しでもしてんのか？　シャキッとせんか！」


    　先生は厳しい視線を俺に向け、叱しかりつけてきた。


    　――夢じゃなくて、リアルのゴミ捨て場から宝を探すんです、先生……。


    　我われとはなしに答えそうになってしまい、俺はあわてて口をつぐむ。


    　これ以上、よけいな生き恥をさらす前に、俺は素直に頭を下げた。


    　沙織にチラと視線を向けると、沙織は苦笑し、肩をすくめてきた。俺と同じように疲労困こん憊ぱいしている。実際、早くも学校一の美人として男子生徒の噂うわさの的まとになっている沙織は、目の下にクマができていた。土・日のモデル撮影時は、覚えたての化粧で誤ご魔ま化かしているらしい。


    　いつもはエネルギッシュな恒こう太たでさえ、大いに弱体化していた。へたばった恒太を見るのは、俺たちにとって生まれてはじめてのことだ。昨日は、部室で気絶していた。


    　だが、連日連夜の徹夜続きで、革命部にはある程度の収入が入り始めていた。


    　一番大きな稼かせぎは、莉り音おんと沙さ織おりと柚ゆずさんのモデルエージェンシーだ。その他にも、沙織がモデルを務めるコスプレ販売ショップがかなりの好評を博し始めている。また、ネットオークションに出展している商品もチラホラと売れていて、とくに手堅い稼ぎを見せていたのがパソコンである。廃はい棄きされていたパソコンなどの使えそうなパーツをかき集め、俺が組み上げて販売していたのだった。妙な招き猫を売りつけたりするより、よほどマシだ。


    　だが、俺と沙織と恒太がこれだけ疲ひ弊へいしているにもかかわらず、どういうわけか莉音と柚さんは一向につかれた様子を見せなかった。


    　もっとも稼か働どうしているのは沙織だが、それでも莉音と柚さんは、同じくらい活動し、学校にも通っているのだ。


    　なぜ二人がケロリとして日々を過ごせるのか、俺にはほとほと謎である。
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    　リビングのうらぶれた丸テーブル上、莉音はおもむろに現金の束を投げ置いた。


    「じゃじゃーん！　この一か月で稼いだ現金の山よ！　合計三五七万円。どう？　やればできるものでしょう？」


    「やりましたね莉音部長！　みんなで力を合わせたおかげです！」


    　柚さんは飛び上がらんばかりに喜んだ。


    　――柚さん、あなたの自販機は危険なことになってますが……。


    　タチの悪いことに、奇妙な自販機の噂うわさはまたたくまに近隣に広がっていた。


    　興味本位で柚さんのジュースを買ってみる人が増え続けていて、極めて稼働率の高い自販機に成長していたのだ。しかも柚さんは補充を一生懸けん命めい頑張るものだから、一日に一万円近い赤字になっているという摩ま訶か不ふ思し議ぎな状況。柚さんの自販機がなければ、きっと四〇〇万円近い収入になっていただろう。


    　サラリ、と髪をかき上げた恒太が口にする。


    「当然だよ莉音。なんといっても、この俺が参戦しているのだからな。もはや俺の成功は、神に定められた道なのだよ」


    「なに個人の話にすり替えてんのよ。このうち二八〇万円は、私と莉音と柚さんのモデル代なんだからね。それ、わかってる？　あんたも少しは戦力になってほしいものだわ」


    「ふふふ、勝つために必要なものは、優秀な司令官なのだよ。沙織のような雑ぞう兵ひようが、最前線で戦うことは必然だ」


    「世の中くまなく探しても、ゴミ漁あさったり、ビラ撒まいたりする司令官は恒太くらいのものだけどね」


    　沙さ織おりと恒こう太たは罵ののしり合った末、お互い顔を背そむけた。


    「それじゃ、当初の借しやつ金きん二七六万八〇〇〇円と、自販機代四〇万円、合わせて三一六万八〇〇〇円は返しちゃうからね」


    　莉り音おんの言葉を聞き、恒太は悦えつに入いったように言う。


    「ふふふ、これにてチェックメイトだ。たかだか三〇〇万程度、この俺にかかれば一か月で完かん済さいするなどたやすい。いや、むしろ安すぎたくらいだよ。なんなら三〇〇〇万でもよかったのだが」


    「これで一段落がつけるな。危あやうく過労死するところだった。死ぬほど働いたから、しばらく寝て過ごしたいよ」


    　俺が伸びをしながら言うと、沙織が俺を向いて口にする。


    「私もしばらく休みたいわ。買い物にも行きたいし。ね、巳み継つぐ。日曜日、一緒に新しん宿じゆく行かない？」


    　しかし莉音は険しい顔で、ピシャリと言い放つ。


    「待ちなさい！　ダメよ。休みなんて、そんなの認められないわ。まだスタートラインにすら立っていないんだからね」


    「でも借金は返し終えたじゃないか。少しはゆっくりしてもいいだろう？」


    「何言ってるの巳継？　私たちの目的は建国でしょ？　そうよね、柚ゆずちゃん」


    「はい！　これからが革命の始まりなんだと思います。きっとみんなで力を合わせれば、すぐに成なし遂とげられると思うんです」


    「建国って言われてもなぁ……。まさか本当に、国を創るまで年中無休、休み無しなんて言うんじゃないだろう……？」


    　もしそうだとすれば、俺たちは一生、休日を持てなくなりそうだ。


    「私、今度の日曜日は絶対休むからね。お買い物に行きたいの」


    　沙織は断固とした口調で言った。一番活躍したのが沙織だから、十二分に主張する権利はあるはずだ。しかも沙織は、なにもストライキをしているのではない。ごく普通の休日を要求しているだけである。


    　しばらく莉音は顎あごに手をあてて考えていたが、ふと何かひらめいたらしい。


    「じゃあこうしましょう。次の目標をクリアしたら、特別に休日一週間を奮ふん発ぱつしちゃう。どう？　それって超嬉うれしくない？」


    「休日一週間か……嬉しいっちゃ嬉しいが……」


    　俺としては土・日が休めるなら、とりあえず妥だ当とうだと思っていた。だが、一週間も休めるのは魅力的な提案だ。


    　恒太が偉ぶったふうに口にする。


    「ほう。次はどんな目標なんだ？　もちろん、この俺にふさわしい舞台を提供してくれると考えていいのだな？」


    「当面の目標は株式公開ね。そこまで行ってはじめて、建国のスタートラインに立てるわ」


    「株式……公開……？　建国と一緒で、サッパリわからないぞ？」


    　俺は頓とん狂きような声を上げた。


    　株式投とう資しなどの言葉はよくニュースで見かけるが、よくは知らない。株式公開とは具体的にどんなことだろうか。俺たちに成なし遂とげられるのだろうか。


    「柚ゆずちゃん、説明できる？」


    「あの、私もよくわからないんですが、株式公開ってたぶん……株式を公開することだと思うんです……」


    　――そのまんまじゃねーか！


    　相も変わらず柚さんの説明は芸術的だ。


    　恒こう太たが莉り音おんに質問する。


    「株式公開というと……トヨタ自動車とか、三みつ菱びし東とう京きようＵＦＪ銀行とか、そんな世界企業になるということなのか？」


    「そうね、そんなイメージ。脚光を浴びるステージにのし上がるのよ」


    「クククク、まさに俺向きの舞台ではないか。いいだろう。この春かす日が恒太、全力で偉大な知ち謀ぼうを提供させてもらう！」


    　恒太は椅い子すにふんぞり返り、なぜか悪代官のように高笑いした。まぁ恒太は、すごそうに聞こえる話ならなんでもいいはずである。


    「簡単だから、あっという間よ。休日一週間なんて、ちょっとボーナスを弾はずみすぎじゃないかって逆に不安になってくるわ」


    　莉音のそんな説明に沙さ織おりが口を挟んだ。


    「ちょっと待ってよ莉音。本当に簡単なの？」


    「柚ちゃん、すごくイージーよね？」


    「はい。きっと莉音部長が言うのなら、とっても楽々なんだと思うんです」


    「もう少し具体的に教えてくれないか？」


    　そう俺が聞くと、莉音は考えながら話し始める。


    「そうね……わかりやすい例で考えてみると……高校生が地元商店街の絵画コンクールで優勝するより、ほんの少し簡単なくらいかしら」


    「ほう、それはいささかハードルが低すぎるのではないか？」


    　恒太は誇らしげに苦笑した。


    「でもほら、みんなお休みほしいでしょ？　そういえば私もまとまった時間がほしかったのよね。だから特別なの」


    「でも莉音の話だし、やっぱりちょっと不安なのよね……」


    　沙織は包み隠さず本音を口にした。


    「いいわ。じゃあもうひとつ何かプレゼントをしようかしら。柚ちゃん、もし望みが叶かなうんだったら、何がしたい？」


    「どんなすごいことでもいいんですかぁ？」


    「うん。いいわよ」


    「あの……本当にどんなことでも？」


    「もちろん。もし柚ゆずちゃんが世界を望むなら、あげてもいいわよ」


    「……だったら……あの……カニ食べ放題に行きたいです」


    　俺は椅い子すからずり落ちた。


    　なんて野心の欠片かけらもない女の子なのだろう。もっとも、それを知っているからこそ、莉り音おんは柚さんの望みを聞いたに違いない。


    「おっけー。それ採用ね。みんなでカニ食べ放題、行きましょう」


    　柚さんは顔を輝かせる。


    「とっても嬉うれしいです……。ありがとうございます莉音部長……」


    「それじゃ、当面の目標は革命部の株式公開。それを達成したら特別プレゼントとして、休日一週間。それからみんなでカニ食べ放題！」


    「はい！　もっと頑張らなくちゃって思います！」


    　柚さんはギュッと両りよう拳こぶしを握りしめて、ひたすら喜んだ。


    「まぁ……休みたいし、おまけでカニ食べられるなら……」


    　俺が言うと、沙さ織おりも小さな声で口にする。


    「巳み継つぐがいいなら、私も……」


    　恒こう太たも続く。


    「ふっ、俺には最初から異存などない。神に等しい力を持ったこの俺に七日も休みを与えたら、もうひとつ世界を創造してしまうかもしれんが……それだけが悩みだ」


    「よし、決定！　約束よ！　株式公開までガンガン働いてもらうわ！　みんなで建国、頑張ろうね！」


    　意気揚よう々ようとした莉音のガッツポーズに、俺たちはそれぞれうなずいた。


    「さあ、本格的な勝負はこれからよ。まずは借しやつ金きんを返してと……」


    　莉音は後ろの本棚からファイルを取り出して、机の上に広げ置く。


    　のぞき込むと、ファイルに綴とじてある紙には、数字がびっしりと打ち込まれていた。買ったばかりのパソコンで作成し、ファイリングしたものだろう。


    「へえ、ちゃんとこうやって記録してるんだ」


    　俺は感心してうなずいた。莉音は大おお雑ざつ把ぱなようでいて、意外とポイントは押さえている。そうでないと、冒険家など務まらないだろう。


    「日本国民であるうちは、稼かせいだお金は日本国に申告しなきゃいけないからね。でもそのうち日本国に反乱を起こして、私たちの国を創れば、こんなものは必要ないのよ」


    　莉音はあっけらかんとした口調で、物ぶつ騒そうなことを口にする。


    　俺は莉音がどこまで本気なのか、いまだにまったくわからなかった。


    　ファイリングされていた帳ちよう簿ぼの中から莉音は書類を取り出して、俺たちに配って寄よ越こしてくる。渡された書類は二部。


    　書類のタイトルには『貸たい借しやく対照表』と『損そん益えき計算書』。


    　分厚い帳簿と比較すれば、数枚程度のペラペラの紙切れだ。


    　じっくり眺めてみると、革命部の売上や利り益えき、その他さまざまな数字が一目でわかるものだった。


    　ページをめくれば、売上の項目がきちんと事業順に分かれていた。モデル事業やコスプレ事業など、細こま々ごまとした売上が、事業ごとに列記されている。柚ゆずさんの自販機だけが、やはり赤字だった。


    「思いのほかコスプレ事業が伸びてるな。たしかに売れてる実感はあったんだけど、こうして見ると右肩上がりで伸び始めてる」


    　書類に目を落としながら俺は言った。


    　コスプレ販売サイトで売れた商品の発送作業をしていたのは、俺と恒こう太たである。だから、そこそこ売れているという予感はあった。


    　だが、こうして具体的な数字として見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    　莉り音おんは満足げにうなずく。


    「うん、コスプレ事業は伸びるわ。なにせ安く仕入れることができるし、うちのスーパーエース、沙さ織おりがモデルだから。コスプレ販売に集中してもいいかもね」


    「もう死にそうよ。学校三時に終わったあとすぐ部室に来て、夜一二時近くまで部活なんて……。授業より仕事してる時間の方が長いじゃない。早くお休みがほしいわ」


    　沙織の言葉に、俺もすぐに同意する。


    「俺も最近、疲労が溜たまりすぎて、意識が朦もう朧ろうとしちゃってさ……。今日なんか栄養ドリンク二本も飲んじゃったよ」


    「私はとっても楽しいですよ。みなさんとご一緒できて、本当に幸せです」


    　柚さんは嬉うれしくて楽しくて仕方がなさそうだ。


    　俺は莉音に今後の計画を聞いてみた。


    「で、これからどうするんだ？　株式公開って言われても、具体的にどうしていくかサッパリなんだけど」


    「そうね、事業の利益も上がってきたことだし、さっそく法人化しちゃいましょう」


    「法人化って……会社作るってこと？　高校生でもＯＫなのか!?」


    「巳み継つぐ、なに寝ぼけたこと言ってるの？　これから株式公開するのよ？　会社がなかったら、できないじゃない」


    「そうなのか……」


    「社長はもう決めてるの。もちろん君よ！」


    　莉音は満面の笑みで俺を指さし、宣言した。


    　とっさのことに俺は目を白黒させる。


    「は？　社長？　俺が？」


    「そうよ。借しやつ金きん払っても四〇万二〇〇〇円残るからね。会社設立のための登とう記き費用は二〇万くらいだし、これで会社作りましょう」


    　俺は呆あつ気けに取られてしまった。


    　入学早々、いきなり部活動で重労働を課せられ、挙あげ句くの果てには会社を作って社長になれと言う。莉り音おんはどこまで本気なのか。


    　沙さ織おりがうんざりしたように口を挟む。


    「ますますサラリーマンみたいになってきた……高校入って、どうして毎日残業したり、会社作ったりしないといけないのよ……」


    　しかし恒こう太たと柚ゆずさんは、待ちきれないといった様子で顔を輝かせた。


    「よかろう。矢や面おもてに立つのは巳み継つぐ、貴き様さまの役割だ。だがその裏ですべての実権を握るのはこの俺、春かす日が恒太だ！　ククク、いよいよ俺が檜ひのき舞ぶ台たいで活躍する時代がやってきたようだな……。いいだろう、見せてやろうではないか、我が実力を……ッ！」


    「とっても素敵ですね！　私も足手まといにならないよう、もっと頑張らなくちゃって思います」


    　恒太と柚さんはあまり頑張らない方が、事業はうまくいく気がした。


    　疲労のあまり突き詰めて考えることを断念している俺は、莉音に聞いてみる。


    「会社名とか、どうするんだ？」


    「もちろん、決まってるでしょ？　株式会社革命部！　これで決まりッ！」


    　――すごく……カッコ悪い会社名だと思います……。


    　しかし、誇らしげに微笑ほほえむ莉音の表情を見ると、それを指摘してはいけない気がした。もちろん指摘したところで、いつもの鉄拳が飛んでくるのだが。


    　まったく、莉音はどこまでやるつもりなのか。革命とか建国とか株式公開とか会社設立とか、まるでわけがわからない。


    　気勢を上げる莉音とは対照的に、俺は頭を抱かかえ込み、沙織は何かを諦あきらめきった様子で呆ぼう然ぜんと空を見つめていた。


    　部費、四〇万二〇〇〇円也なり。

  



  
    第三章　スタートアップ


    



    「巳み継つぐ、起きなさい」


    　澄すんだ高音が耳元で響き、俺の意識はわずかに覚かく醒せいした。


    　薄目を開く。まどろみの中、枕まくら元もとの目覚まし時計を見やると、六時五分を指している。


    「まだ早いじゃないか……もう少し寝させてくれよ沙さ織おり……」


    　言いながら俺は、布ふ団とんを深々と被かぶった。布団を引き剥はがされないよう、半ば抱きかかえる。


    「起きろッ」


    　かけ声と共に、布団を思い切り引っ張られ、俺は地べたに転げ落ちた。


    「いってぇ……」


    　布団を引き剥がすのではなく、俺ごと地面に引きずり落とす強引さ。こんなアクティブな起こし方を沙織はしない。


    　顔を上げると、制服姿の莉り音おんがそこにいた。


    「おはよう巳継」


    「り、莉音!?」


    　なんの用事もないのに、朝起こしに来ることがあるとしたら沙織だけだ。わざわざ莉音が起こしにやってくるということは、よからぬことを企たくらんでいる何よりの証しよう拠こなのである。


    「沙織じゃなくて悪かったわね」


    「何事だよ……こんな朝っぱらから……」


    「ちょっと一緒に来てもらうわ」


    「昨日は遅くまでコスプレ新商品のアップロードやってて、三時半に寝たばかりなんだぞ。あと一時間は寝なきゃ、俺はきっと死ぬ。間違いなく死ぬ。いや、死んでやる」


    　呆ぼう然ぜんとした頭で、俺は地べたに寝転んで駄々をこねた。


    　昨晩――というより深夜〇時を回っていたから今日なのだが――部室でひとり、コスプレ衣装の新商品をサイトにアップロードする作業をしていたのだ。だが結局、仕事が終わりきらず、家に持ち帰って三時過ぎまで作業をしていたのである。慣れない文章を書き、値段設定を考え、沙織の写真を貼り付けてページデザインを調節しつつやっていると、あっという間に時間が過ぎてしまうのだ。


    　しかし莉音は無む慈じ悲ひに言う。


    「死ぬ前にやってほしいことがあるの」


    　俺は涙ながらに訴える。


    「支配階級よ、共産主義革命の前におののくがいい。労働者は革命において、鎖くさりの他に失うものはない。我われ々われが獲得するものは世界である。万ばん国こくの労働者よ、団結せよ！」


    「はいはい、いつからマルクス主義者になったのかしら。冗談はそこまで。仕事よ、仕事」


    　決して冗談ではないのだが、莉り音おんが聞く耳を持つはずがない。莉音はいつだって苛か烈れつなブルジョア階級、そして俺は奴ど隷れいのようにこき使われるプロレタリアートの一員だ。


    　俺はあくびをしながら伸びをして、莉音を見上げて訊きいてみる。


    「なんの仕事だ？　ウェブで何かトラブルか？」


    「荷物運び。今からうちに来なさい」


    　莉音は地べたに腰掛けていた俺の手を取り、しきりに引っ張った。


    　立ち上がりざま俺はつんのめり、こけそうになってしまう。


    「おわっ」


    　しかし莉音はよろめく俺にかまいもせず、グイグイと手を引っ張り続けた。


    　莉音に手を引かれながら階段を駆け下りて、玄関でサンダルを履き、そのまま莉音の家へ向かう。むろん、俺はパジャマ姿のままである。


    「巳み継つぐ。その寝ね癖ぐせ、可愛かわいいわ」


    　髪をかき上げてみると、たしかに寝癖がひどい有あり様さまだった。


    「こういう姿で公道を歩くのは良くない。せめて着替えさせてくれ」


    「まっ、いいじゃん。可愛いんだし」


    「どこがだよ」


    「ぜんぶ」


    「意味わかんねー」
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    　可愛かわいらしさでは折り紙付きの莉り音おんから、男の俺が「可愛い」と連呼されるのは複雑な気持ちだ。しかも莉音は、俺の背せ丈たけとくらべると二回りほど小柄である。


    　莉音は俺の手を引きながら、楽しそうにステップを踏んでいた。莉音の家は、すぐそこだ。


    　建たて坪つぼは俺の家とほとんど変わらない大きさだが、手狭な庭が付いている分だけ莉音の家はわずかに広い。俺の家庭より不安定な職業で実収入が遥かに少ない莉音の父さんが、狭いながらも持ち家を保たもてているのは、俺たちの祖そ父ふから相続で実家を引き継いだからだ。


    　莉音の父さんは南極に出向いていた。


    　だから今この家に、莉音はひとりで暮らしている。


    　莉音の母親は、俺たちが子供のころに病気で他界。それから莉音は父と共に世界中を巡り、日本に帰れば俺の家に押しかけてきたりして、俺たちはほとんど家族同然に暮らしてきた。


    　ガキ大将として長らく近所の子供たちを統率してきた莉音が、気づくと女の子っぽい外見になっていたのは、一緒に暮らしてきた者として感かん慨がい深いものがある。だが、その凶暴さ、強引さは昔から変わらず、今でも俺たちの頂点に君臨し続けている。莉音はやっぱり昔のままだ。


    　莉音の自宅の庭に俺は手を引かれてゆく。


    　そこには、早朝の陽光に照らされてキラキラ光る、真しん鍮ちゆう製の大きな看板があった。手を真横に伸ばしても両端に届かないほど大きな看板である。しかも、過分なほどに豪ごう華か絢けん爛らん。


    　看板には、株式会社革命部という巨大なゴシック体が、きっちりと刻み込まれていた。


    　俺の手を握ったままの莉音は、もう片方の手でそれを指さしながら言う。


    「これこれ。発注しといたものが、昨日やっと届いたの。カッコいいでしょう？」


    「な、なんだこの巨大な物体は……。どうするつもりだ？」


    「今からこの看板を運んで、部室の二階に取り付けるの。学校のすべての教室から見えるはずよ」


    「マジで!?　あのボロ家に、こんな立派な看板って、不自然すぎるだろ？」


    「なぁに、その物言い。巳み継つぐはきっと一緒に喜んでくれると思ったんだけど……」


    　莉音は膨ふくれっ面つらで不満を露あらわにした。


    「だってさ、この名前だぞ？　こんなに目立っちゃ、すごく恥ずかしいと思うんだよな……」


    　言ったとたん、莉音の目に光が宿る。


    　つないでいた手を力任せに引っ張られた。


    　――やばい！


    　とっさに防御行動を取ろうとするも、片腕だけでは如何いかんともしがたく。


    「がはッ！」


    　間近で炸さく裂れつした莉音の正拳突きが、深々と俺の鳩みず尾おちに突き刺さった。


    　俺はその場にくずおれる。


    　莉音はつないでいた手を離し、両手を腰にあてて、ニコリと微笑ほほえんだ。そして俺を眺め下ろしながら言う。


    「カッコいい……そうでしょう？」


    　カクカク、と俺は頭を上下に振った。


    「す、す、すごく、カッコいいと思います。入部希望者が殺到するかもしれませんね」


    「これからは会社だからね。入部希望者というより、入社希望者とした方が妥だ当とうかもしれないわ」


    　莉り音おんは得意げな様子で腕を組み、うんうんとうなずいた。


    　――被害者と言い直した方がいいかもしれません……。


    「さあ、着替えたら早くここに来なさい。それとも……その格好で行く？　ん～、やっぱり可愛かわいいから、そのままでもいいかな」


    「勘弁してくれ。急ぐから、ちょっと待っててくれよ」


    　急いで立ち上がりながら言うと、莉音は無情に口にする。


    「うん。それじゃ、三分だけ待ってあげる」


    　その言葉を聞き届け、脱だつ兎とのごとく俺は自宅へ駆け戻った。


    　急がねばならない。


    　二五秒で自室に生還。


    　四〇秒で着替え。


    　中身が空からのカバンを持ち上げる。教科書は、いつも学校の机に突っ込んだままだ。


    　一分で歯磨き洗顔。


    　それから水道に頭を突っ込んで、無理やり寝ね癖ぐせに水を押しあてた。約五秒。


    　びしょびしょになった頭をサッとタオルで拭ふき取ったあと、再び俺は莉音の家へ、光の速度で駆け出した。


    



    
      ◇

    


    



    　時刻はちょうど学校の通学時間。


    　毎朝、三〇〇〇人の生徒が通る校門前。


    　俺と恒こう太たは、オンボロ一軒家――つまり部室に立てかけられた二本のハシゴを登り、二階の壁かべ際ぎわに看板を取り付け終えた。


    　泣く泣く俺は、この身長を超える大きさの看板を背中に括くくり付け、何度もバランスを崩しながら持ってきたのだ。


    　看板には、学校の全教室からくっきりとわかるほど大がかりに「株式会社革命部」の文字が大たい書しよされている。


    　真新しい看板は朝日に反響し、キラキラ輝いて見えた。この今にも崩れ落ちそうなボロ家に、奇妙なほど立派で大きい看板の組み合わせは、あまりに不自然極まりない。


    　実際、校門をくぐる生徒たちは、手前のボロ家に突とつ如じよ出現した看板をいぶかしげに眺めながら、一様に首を傾かしげていた。


    　俺は看板に目を走らせ出で来き栄ばえを再確認し、ハシゴの下に視線を向ける。


    「莉音、これでいいか？」


    「オッケー！　うちの校舎からなら、どこから見ても目に入るはずよ。これでアピールは万全ね」


    　莉り音おんは片手でガッツポーズしながら言った。


    「とってもカッコいいですね。惚ほれ惚ぼれしちゃいます」


    「柚ゆずちゃんもそう思うでしょ？　社名といい、看板といい、最高にクールよね」


    　俺にはとてもそう思えなかったが、しかし恒こう太たは興奮を露あらわにする。


    「ククク、これで全校の愚ぐ民みんどもに、春日かすが恒太がここにいるのだと知らしめることができそうだな……」


    　そして梯子はしごの上でわざわざ学校を振り向き、手を掲かかげてカッコよく続けた。


    「ヤツらに誰が支配者なのか、じっくりと教えてやるだけだ。ひれ伏すがいい、我が力の前に！」


    「何やってんだよ恒太。危険なことすんな。早く下りようぜ」


    　俺はたしなめて下り始めたが、恒太は首を振りながら言う。


    「ふ、巳み継つぐはわかっていないようだな。いつの世も、王者はスタンスから入るものだ。ネロ、アレクサンダー、セイバーに範はん馬ま勇ゆう次じ郎ろう……哀あわれな愚民どもは所しよ詮せん、統治者の顔色に右う往おう左さ往おうするだけの存在なのだよ。統治には、王の威風を見せつけるのが手っ取り早い」


    「誰が王なんだよ、誰が……」


    　俺はうんざりしてつぶやいた。


    　だが、全校生徒に怪しげなものを見せつけていることは事実だ。早く登校してきた生徒たちが学校の窓から顔をのぞかせて、こちらを眺めている。その数は、窓まど際ぎわを生徒たちで埋めつくすほどに多かった。今日の午前中のうちに、この怪しげな看板と株式会社革命部の存在が、全校生徒に知れ渡ることになるだろう。


    　段を下りると、看板を見上げていた沙さ織おりが莉音に向かって問とい質ただす。


    「うちの生徒にアピールしても仕方ないんじゃない？」


    「それは違うわ沙織。いつだってアピールは重要よ。事業活動の九割はマーケティングなの。いいえ、宣伝こそ事業のすべてと言っても過言じゃないわ。これ最重要。ちゃんとメモっときなさい」


    　会社経営など経験したことがない俺には、莉音の言葉はよくわからない。それに、うちの生徒に広告しても仕方ないような気がした。


    　沙織は眉まゆをひそめて続ける。


    「事業事業って……どうして私たちが会社やったりしなくちゃいけないわけ？　ただの部活動だったはずだけど……」


    「そうね、沙織の言うとおりよ。革命部の目的は、あくまで建国。だから会社経営は、私たちの国を創るための資金集めの手段でしかないからね。早いところ必要なお金を稼かせいじゃって、国を創ってしまいたいわ」


    「はい！　私たちの国を持てるなんて、ドキドキしちゃいますね。革命って素敵だと思うんです」


    　柚ゆずさんは可愛かわいく拳こぶしを握って同意した。


    「そういう……意味じゃなくて……」


    　困ったように沙さ織おりが言うと、横から恒こう太たが口を挟んでくる。


    「任せておけ莉り音おん。愚ぐ民みんどもは、誰が真の王者なのか、そろそろ知らなくてはならない頃合だろう。アーサー王に、俺はなる！」


    「あはは、期待してるわ。恒太の戦略眼ってヤツにね」


    　莉音は笑顔でうなずいたが、沙織はうんざり顔で言う。


    「少なくとも、王者はあんたじゃないと思うわ。せいぜい、下したっ端ぱってところかしら」


    「ふっ。実力が段違いだと、相手が強いのか弱いのかすら見分けがつかなくなるという。馬と鹿を知らず間違える者をバカと言うが、王と雑ぞう兵ひようを取り違える阿あ呆ほうをなんと呼ぶべきだろうか――おお、そうだ、それを人は『おりおり』と呼ぶのだった」


    　恒太はわざとらしく肩をすくめて、やれやれといった調子で首を振った。


    　矢や庭にわに沙織は片足を持ち上げ、大だい喝かつしながら踏みつける。


    「おりおりって、言うなー！」


    「ぎゃあああああああ！」


    　構えるヒマすらなく、隣の沙織からいきなり踏みつけられたものだから、恒太は苦痛に絶叫した。あたり一面に響き渡る声だ。恒太の叫きよう喚かんは校舎の壁に反響し、山やま彦びこのようにはね返ってくる。


    　恒太は足を押さえ込んで地面に転がり、悶もだえ苦しんだ。少しだけ可哀かわい相そうだが、しかし今のは恒太が悪い。


    　転げ回る恒太を見下ろして、沙織が口にする。


    「なんで足を踏みつけるかわかる？　大口ばかり叩いてないで、まずは自分の足下見なさいってことよ」


    「いや、沙織が見られてるぞ」


    　俺は背後を見るよう沙織に言った。


    　ずっと看板を見上げていた沙織は、後ろの校舎からこちらを眺めている膨ぼう大だいな生徒たちの群れに気づいていない。生徒たちから見れば、女の子の沙織が恒太を瞬時に打ち倒し、無む慈じ悲ひに泣き叫ばせているように見えるはずだ。もっともそれは事実だが。


    　校舎を振り向いた沙織は、目を見開いて紅こう潮ちようした。


    「やっ、やだ私、今の私じゃないわ、恒太のせいなんだから！」


    　沙織はそう言って、ひとり部室に逃げ込んでしまう。


    　ちょうどそのとき、ホームルーム五分前を知らせるチャイムが鳴った。


    　学校の窓という窓からこちらを不思議そうに眺めている生徒たちへ莉音は向き直る。そして、すっくと腕を中空へ伸ばし、高らかに宣言した。


    「君たちも見てないで加わりなさい！　私たちが世界を変える！　我が旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    「お―――――！」


    　柚ゆずさんも大きく腕を振り上げ、莉り音おんに続いて気勢を上げる。


    　二人の澄すみ渡った大声は、辺り一帯にこだました。


    



    
      ◇

    


    



    「これ、登とう記き簿ぼ謄とう本ほんね。革命部のメンバーはみんな役員よ」


    　食卓を囲む俺たちに、莉音は書類を渡してきた。


    　登記簿謄本。会社の基本的な情報が記載されている法務局発行の書類だ。会社名や所在地、役員一覧や事業内容などが記載されている。会社の設立が終われば、誰でも自由に見ることができる公的な書類だ。


    　莉音の言ったとおり、役員一覧には俺たちの名前がしっかり記載されていた。


    



    代表取とり締しまり役やく　　　羽は月づき　巳み継つぐ


    取締役　　　　　羽月　莉音


    取締役　　　　　折おり原はら　沙さ織おり


    取締役　　　　　泉せん堂どう　柚


    監査役　　　　　春日かすが　恒こう太た


    



    　俺は自分の名前が登記簿謄本に載っているのを見て、はじめて会社の社長に就任してしまったのだと実感した。


    　正直なところ、自分がこれから何をしていけばいいのか、その役割がよくわからない。社長だからといって、椅い子すにふんぞり返っていればいいわけでもないはずである。


    　あれこれ思索を巡らせていると、莉音が声をかけてきた。


    「巳継、会社のウェブサイトはできてる？」


    　俺の代わりに、すかさず恒太が答える。


    「ああ、万全だ。俺と巳継で完かん璧ぺきに作っておいたよ」


    「ほとんど俺が作ったんだけどな……」


    　ポツリ、と俺はつぶやいた。実際、サイトデザインやレンタルサーバとの契けい約やく、ドメイン取得、それから各ページの作成など、ほとんどすべてを俺がこなしている。恒太はあれこれと、横から口を挟んできただけだ。


    　俺は続けた。


    「サイトのＵＲＬを今そっちにメールするよ。とくに事業内容が正しいか確認してくれ」


    　新しく作ったばかりのメールアドレスで、さっそく莉音のパソコンへ、サイトのアドレスを転送する。


    　サイトはワードプレスと呼ばれるフリーウェアを活用し、ＣＭＳ（カスタマーマネージサービス）ふうに独自でアレンジを加えたものだ。俺にとってはそれほど難しい作業ではなかったし、デザインやページ構成は、いかにも企業のウェブっぽくしている。


    　すぐに莉り音おんは革命部のウェブサイトを開く。


    　事業案内のページを開くと、次のような事業一覧が並ぶ。各事業をクリックすると、さらに詳しい事業内容を参照できるようにしていた。俺には事業一覧が正しいのかどうかわからない。


    



    ・モデルエージェンシー


    ・コスプレ衣装販売


    ・雑貨品販売


    ・自販機運営管理


    ・音楽教室


    



    　今のところ最大の売上を確保しているのがモデルエージェンシーのため、これをトップに持ってきた。ただし、単に事業の案内を記載しただけで、所属タレントまで掲載しているわけではない。そこまでオープンにすれば、沙さ織おりが嫌いやがることがわかっていたからだ。


    　だが、モデルエージェンシーにしては、株式会社革命部の社名は珍妙にすぎる。社名だけ聞けば、芸人事務所と勘違いされてもおかしくない。


    　しかも、あまりに事業内容がバラバラだ。まるで統一性がない。傍はた目めには怪しい会社としか映らないだろう。


    　しばらくウェブサイトを眺めていた莉音は、やがて満足げにうなずいた。


    「うし！　これでいいよ！　上出来！」


    　どうやら合格点らしい。


    　ブルーを基調にしたシンプルなデザインが、おそらく莉音が気に入った点だろう。莉音はブルーが好きだった。事業がよくわからない分、デザインに力を入れたのだ。


    「とっても素敵なページです。これから革命しようって気分になってきますね！」


    　莉音のパソコンをのぞき込んだ柚ゆずさんも笑顔で言った。


    　だが正直なところ、莉音や柚さん、それから恒こう太たが褒ほめたところで、ほとんどあてにならない。莉音や柚さんの感覚は大幅にずれているし、恒太などは論外である。


    　このメンバーの中で唯ゆい一いつ普通の感覚を持っているのは沙織だけだ。その沙織がデザインを褒めるなら間違いないだろう。


    　頬ほお杖づえをついて所在無げにしていた沙織に、俺は口にする。


    「沙織もちょっと確認してみてくれ」


    「う、うん」


    　沙織はうなずいて、莉音の背後に回り込んだ。


    「へえー、素敵なサイトね。なんの会社なのかサッパリわからないのが残念だけど……」


    　内心で俺はガッツポーズした。手て間ま暇ひまかけて作っただけの成果はあった。


    　俺は莉り音おんに今後のことを聞いてみる。


    「これで会社登とう記きも終わったし、看板も出した。それからウェブでは会社のページもできた。さて、これからどうしていくんだ？」


    「うん、とりあえずモデル事業は安定してるわ。それからコスプレ衣装販売は伸び盛りね。これからはコスプレ事業に集中投とう資ししていこうと思ってるの」


    「いろんなことやってきたけど、今までどおりってわけじゃないんだな？」


    「私たちがいろんな事業をやってみてるのは、あくまでも利益が出るポイントを探すためよ。まさか、こんなに早く宝を掘り当てられるとは思っていなかったわ。コスプレ事業の成功はぜんぶ沙さ織おりのおかげね」


    　そして莉音は、沙織に視線を走らせニヤリとしてみせた。肉食動物が、獲え物ものを目の前にしたような表情である。


    　莉音の後ろに立っていた沙織は、背中を仰のけ反ぞらせ、後じさるようにしながら言う。


    「な、なによ莉音その目……どうしてコスプレ事業って話で私を見るのよ？」


    　当の莉音は何も語らず、ニヤニヤと沙織を眺めやる。


    　ハッ、と沙織は何かに気づいたようで、怒ったように嬌きよう声せいを上げた。


    「やっ、やだ私！　もうコスプレなんてしないんだからね！」


    



    
      ◇

    


    



    　俺たちはアニメ部の部室にやってきていた。


    　マンガ研究会が部員数の増加により、分離独立してできたのがアニメ部である。主に男子が漫研に、女子がアニメ部に所属するという謎の棲すみ分けがあった。うちの高校は生徒が多い上に、三年生まで部に残ることもあって、部の分離や新設が頻ひん繁ぱんにある。


    　アニメ部部室には、莉音が誘った手芸部の面々も勢揃いしていた。


    　革命部、アニメ部、手芸部と三つの部員が寄り集まったアニメ部部室は独特の熱気に包まれている。


    　沙織は、大勢のアニメ部員と手芸部員に取り囲まれていた。大半が女子で占められているアニメ部は二〇人ほどの所帯で、手芸部は女子ばかり一〇人ほどの所帯だ。その全員が沙織に熱狂的な視線を注ぐ。


    　アニメ部にはコスプレイヤーが何人もおり、時折まとまった数のコスプレ衣装を売ってくれる取引先となっていた。最初に莉音が用意したコスプレ衣装も、アニメ部の提供によるものだ。そして手芸部は、今や革命部の重要な生産工場と化していた。アニメ部がデザインしたコスプレ衣装を、せっせと量産してくれるわけである。


    「やーん、きゃわいいです」


    「リアルな恥じらいっぷりがたまらない！」


    「この可愛かわいさは異常。人類滅亡レベル」


    「らめぇ……ッ！」


    　皆は口々に賞賛の言葉をまくしたてる。


    　沙さ織おりは上半身はセーラー服、下半身は白いビキニの水着だけを穿はいて、集団の中央、ひたすら恥ずかしそうにもじもじしていた。莉り音おん曰いわく、「パンツじゃないから恥ずかしくない！」らしいが……。


    　その莉音や柚ゆずさんは、アニメ部員や手芸部員たちに交じってしきりに興奮している。莉音は汗をふくような仕草をしながら言う。


    「やばい、私、なにか危ない世界に足を踏み入れそうな予感。やっぱ沙織、超可愛いわよね……。グッとくる……」


    「くるなアホ！　莉音のバカぁ！」


    　沙織は怒りを露あらわにして叫ぶ。


    「沙織さん、とっても可愛いです。こんな美人さん、私お会いしたことありません」


    「柚さんが代わってよぉ……お願いだから……」


    　沙織は泣きごとを言う。


    「私なんて沙織さんには敵かないませんから……」


    「これで性格さえ直れば、ほんの少しだけマシになるんだがな」


    　そんな恒こう太たの言葉にも、沙織は過敏に反応する。
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    「鼻血たらしながら言うな！　変態！」


    　疑いの余地なく、沙さ織おりは被写体として一級品だ。その迫真の恥じらいには観る者の感情に訴えるものがあった。コスプレに興味がなくてもグッとくるはずだ。


    　元来、うちの学校のアニメ部にはコスプレ好きが多く、かなりマニアックなコスプレ衣装が作られていた。その緻ち密みつなデザインは、実際に着たり見たりする人間だからこそわかる、細やかなこだわりに溢あふれていた。


    　そんなアニメ部がデザインした衣装を基に、手芸部へ生産を依頼し、革命部は双方へのバイト料を支払って、そのすべてを買い上げているのだ。アニメ部員たちは自分たちがデザインした衣装が世間に出回ることに喜びを感じていたし、手芸部は十分なバイト代になるので、喜んで革命部のビジネスに貢こう献けんしてくれた。


    　ただし問題があった。


    　コスプレ事業が好調なため、アニメ部や手芸部が作るコスプレ衣装だけでは数が足りなくなってきていたのだ。


    　どんなに販売が伸びてきていても、仕入れが追いつかないと話にならない。販売が順調な革命部にとって、新たに生産工場を増やすことは急務であった。


    　だから莉り音おんは文芸部や料理研究会にも声をかけて機材を提供し、指定のコスプレ服を作るよう依頼し始めていた。部活動として取り組めることだし、加えてお金にもなる。友達としゃべったり、好きな音楽を聴いたりしながらできるから、他でアルバイトをするよりずっと楽だし効率のよい稼かせぎになる。もちろん、先生にも学校にも内緒だ。


    　それに加えて、アニメ部を通して他校にも声をかけ始めていた。コスプレイヤー同士の交流は広い。莉音によると、東京中の学校のマンガやアニメ関連の部を網もう羅らして、革命部コスプレ事業の生産工場として組み込む方針らしい。そこからさらに各校の手芸部などのようなところにも手を広げていける。東京中に格安の仕入れ先を広げ、コスプレ衣装の供きよう給きゆう源げんを確保するのだ。


    　そして広告塔には、革命部のスーパーエース沙織である。こうして撮影を続けて確信したことだが、沙織には天性の素質があった。胸がないことに対するコンプレックスや不安が表情に表われていて、とにかく可愛かわいらしいのだ。沙織の恥じらいを前にした男は、一撃で轟ごう沈ちんするに違いない。


    　間近で撮影を続けていた俺は、皆に声をかけた。


    「うん、撮影オッケーだ。次のヤツ撮っちゃおう」


    　それを聞き届けたアニメ部員や手芸部員たちは、わらわらと衣装をつかみ取り、沙織に新しい衣装を着せようと再び集まってくる。


    「次はこれ着てみてください！」


    「こっちがいい！」


    「やーん、これにしてー！」


    　集団の中央で沙織は絶句し、半泣き状態で立ち尽くしていた。


    



    
      ◇

    


    



    　深夜、部室に莉り音おんと二人で残っていた時のことだ。


    　好調なコスプレ事業を総そう括かつしてみようと、最近有料で導入したアクセス解析を試ためしてみた。普段は二、三日に一度ほど無料の『グーグルアナリティクス』を利用してアクセス数やコンバージョンレート（サイトへのアクセス数に対して、販売契けい約やくの成立に結びついた件数の割合）をチェックするだけだったが、販売の地固めをしようと、より本格的なアクセス解析システムを導入してみたのである。実は俺の父さんが勤める会社で開発しているシステムだったから、導入面でもコスト面でもいろいろと融通が利きいた。


    　この解析システムをいじりながら、ふと俺は首を傾かしげた。急増中だったアクセスが、沙さ織おりの写真ばかりに集中しているのである。


    「莉音、ちょっとこれ見てくれないか？」


    「どうしたの？」


    　莉音はパソコンから顔を上げ、伸びをしながら聞いてきた。


    「アクセス数なんだけどさ……」


    　莉音は立ち上がって、俺の後ろまでやってくる。そして俺のパソコンをのぞき込んだ。


    　やわらかい胸が肩にあたるが、莉音は気にした様子もない。すぐ傍そばで莉音の吐と息いきが聞こえ、少しばかり俺は頭を抱かかえ込む。昔から莉音は俺に対し、まったくの無防備なのだ。きっと俺のことを、子供のころそのままに考えているのだろう。


    　だが、いくら従姉弟いとこといえど……いや、従姉弟だからこそ、そろそろ勘弁してほしいことだった。いくらなんでも、家族よりも親しい従姉に対して変な気持ちは抱きたくない。


    　しかしだ。あえて言い訳をさせてもらうとすれば、莉音に対してもやもやとした感情が湧いてこないとしたら、その男は腑ふ抜ぬけに違いない。


    　莉音が一向に俺の煩ぼん悩のうを気にかけてくれず、それどころか俺の首に左腕を回してパソコンに目を走らせている。


    　俺はため息をついて言った。


    「アクセス解析してみると、沙織の写真へのアクセスの伸びがすごいんだ。コスプレを買いに来てるというよりも、沙織の写真をただ見に来てる人の方が圧倒的に多い」


    「さすが沙織ね。考えていたより早かったわ」


    　莉音は、俺の背中で嬉き々きとして跳びはねた。胸が、俺の背中に押しあてられる。


    　気を取り直して俺は続けた。


    「そこでな、このアクセスを追ってみた。すると結構いろんなブログで沙織の写真が紹介されてる。口コミで広まってるんだよ」


    「そういえば、いくつかの掲示板で沙織の写真が貼られてるの見たわ」


    「ちょ……マジかよそれ……。沙織が知ったらまた泣くと思うぞ。沙織はアレで内気なんだから、ほどほどにしてやってくれよ……」


    「なんの問題もないわ。別に沙さ織おりを攻撃してるわけじゃなくて、みんな沙織のことが知りたいんでしょ」


    「変なコラの材料にされてるわけじゃないのか？」


    「そんなのじゃないわ。『あの可愛かわいい子は誰か』ってみんな情報交換しようとしてるのよ。そんなの、十分想定できたことじゃない。私たちの釣り糸に喰いついてきたって感じがしない？」


    「何が釣れたんだよ……」


    「あの子が人気出ないはずないのよ。私、昔から思ってたわ。沙織なら、クレオパトラにだってなれるって」


    　俺と成功を分かち合うように、莉り音おんはさらに俺の首に回す腕を強めて小こ躍おどりした。


    「やめてやってくれよ……。沙織はクレオパトラみたいに出しゃばりじゃないし、本当は内向的なんだ。沙織は野心なんて微み塵じんも持ち合わせていない子なんだぞ」


    「だから私たちが沙織を後押ししてあげるの。あの子を埋もれさせておくなんて、もったいないお化けが出ると思わない？」


    　あべこべな感じだ。


    　嫌いやがる人間を、無理やりスターダムにのし上げてしまうという。


    　それにクレオパトラにたとえるなら、沙織より莉音の方が向いている。もっとも、結局のところ女の武器を使って栄えい華がを誇ったクレオパトラより、独力でのし上がってしまいそうな莉音の方が、いずれきっと大物になるだろう。


    　しかし莉音を思いとどまらせるのは無理な注文だ。沙織をあまりいじめないでやってほしいという説得を、ひとまず俺は諦あきらめ、莉音と一緒に沙織のことが掲載されているブログを見て回った。


    　莉音が指摘したように、「あの子は誰だ？」「どこに所属してるタレントだ？」と、沙織のことが話題となっている。


    　ふと、俺はあるサイトで手を止めた。なぜなら沙織の写真の下に、『コスプレイヤーおりおり』と掲載されていたからだ。そのサイトからリンクされた沙織の掲示板やサイトに飛んでみると、そこでもコスプレイヤー名がなぜか『おりおり』となっている。どうやら一部の沙織ファンの間ではすでに、『コスプレイヤーおりおり』として広まっているらしい。


    「おいおい、どうして『おりおり』になってんだ？　これ、沙織が見たら激怒するだけじゃ済まないぞ」


    「でも、可愛い名前よね。沙織にピッタリ」


    「そういう問題かよ……。広めたの莉音じゃないのか？」


    「私なわけないじゃない。うーん、それにしてもいい傾向ね。まさしく狙ねらいどおりよ」


    　莉音は嬉き々きとして続ける。


    「沙織の写真を積極的に増やしましょう。でも、今はまだ沙織の詳しいプロフィールをアップしたりするのは控えてね。もう少し引っ張るのよ。もう少し」


    　それにしても、誰が『おりおり』を広めたのだろうか。学校の誰かが、ネットの掲示板にでも書き込んだのかもしれない。いつかは沙さ織おりにも言わなくてはならないことだろう。


    　沙織が泣きじゃくる姿が、俺にははっきりと見える。俺はため息をつきながらうなずいた。


    　ブログを見て回る間、莉り音おんは俺の背中に寄りかかって、跳びはねたり嬉うれしがったりするものだから、俺の煩ぼん悩のうは極限まで膨ふくらんでしまった。


    　さすがに限界突破しそうだったので、間近の莉音に向いて言う。


    「それとな、この際だから言っておきたいことがある」


    　決意を込めた口調で俺が言うと、もともと近かった顔を莉音はさらに近づけて、細目で俺を見つめてきた。莉音的には、ガンを飛ばしているつもりなのかもしれない。しかし、ほとんどキスしそうな勢いである。


    「……ふぅん。何か私に文句でもあるの？　それ、命を懸かけるに値あたいする文句かしら？」


    「なぁ……俺だって男なんだ」


    「うん？」


    　莉音は不思議そうに首を傾かしげた。


    　俺は肩のあたりを指さして続ける。


    「ほら、胸があたってる。それからこれじゃ、今にもキスしそうだろ」


    「どういう……意味？」
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    「だからつまりさ……俺にどうにかさせたいのかってこと」


    　莉り音おんは俺を見み据すえ、沈黙した。ぼんやり考えごとをする莉音は、なんだか可愛かわいげがある。


    　しばらくして、莉音は俺の首に回していた腕をほどき、少しだけ飛び退のいた。


    「あっ……み、巳み継つぐ、そういうの、気にしてたんだ。だって、私と巳継って……ほとんど姉弟きようだいじゃない……？」


    「あのなぁ……莉音だって自分がどんだけ可愛いのか、自分で知ってんだろ？」


    　莉音は少し紅こう潮ちようし、しどろもどろなふうになる。


    「な、なに急に面と向かってそんなこと言ってるの……？　バ、バカじゃない？」


    「仮に俺たちが姉弟だったとしてもだ、無理なものは無理なんだ。気にしない男の方が、頭のネジがずれてる」


    　莉音は視線をさまよわせたが、やがて横を向いて口にする。


    「そ、そうなんだ……。で、でも別に、そんなの大丈夫なんだから。巳継に襲われたって、私なら余裕で撃退できるし……」


    　どちらかというと、襲われているのは俺のような気がした。しかし、ここは素直に同意しておこう。


    「そうだな。莉音は誰よりも強いからな。莉音を倒せる人間なんて想像できない。きっと莉音が誰かに倒される場面なんて、生しよう涯がい見ることはないと思ってるよ」


    　そんな軽口を叩いてみる。


    　莉音は頬ほおを染め、腕を組んでそっぽを向いたままだった。


    　とりあえず気には留めてくれたようだ。鉄拳は、飛んでこなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　莉音が近隣の高校を駆け回ったおかげで、革命部には大量のコスプレ衣装が供きよう給きゆうされ始めていた。


    　衣装の出来具合によっては、仕入れ値の二〇倍以上の値段を付けて売ることもあったし、捨て値で売ることもあった。捨て値品を除外して、ある程度以上の品質のものは一着ごと沙さ織おりに着せて、ウェブサイトで販売していたのだ。


    　仕入れも万全なら、販売の方も沙織の活躍によって、十全な成果を挙げていた。


    　莉音は、食卓に集まった俺たちの前で、意気揚よう々ようと新事業の構想を語り始める。


    「コスプレ衣装販売が順調だし、コスプレ衣装のレンタル事業も始めましょう。それから、コスプレ撮影スタジオを作るのも面白いわね。これも沙織のおかげよ」


    「勝手なこと言わないで！　私、もともとコスプレする趣味なんてなかったんだから！」


    「いいじゃない。すっごく似合ってるんだし。それに今や沙織はヒットメーカー、もうネット上では大人気なのよ」


    　事実、沙織は超美人コスプレモデルとして、にわかに脚光を浴び始めていた。しかも、世界中からだ。


    　コスプレはすでに日本だけでなく、海外でも普及しつつある文化である。そのためもあって、革命部が運営するコスプレ衣装販売サイトには、世界各国からの注文が急増中だった。


    　沙さ織おりは目下、ネットでもっとも人気があるモデルと言っていい。


    　掲載される写真の多さもさることながら、やはり沙織は基本的に、相当な美形である。小・中・高とずっと一緒にいたが、常に学校ナンバーワンとして評価されてきた美び貌ぼうは伊だ達てではない。


    　しかし沙織は、この事態を死ぬほど嫌いやがっていた。高たか飛び車しやに見える沙織だが、それは俺たち身内に対してのことだ。本質的に内気で繊せん細さいな沙織は、目立とうなどと考えたこともないのである。


    　兎とにも角かくにも、革命部に来る沙織のファンメールは半はん端ぱな数ではなかった。ファンメールは、コスプレ衣装販売サイトのお問い合わせ窓口に舞い込んでくる。わざわざショップの窓口にファンメールがたくさん届くほどだから、きちんと沙織を売り出せば、もっとヒットを狙ねらえることは確実だった。革命部のコスプレ事業の急激な隆盛は、まったくもって沙織人気にあずかるところが大きかったのだ。


    　憤ふん懣まんやるかたない様子の沙織を眺めながら、恒こう太たがニヤニヤして軽口を叩く。


    「まさか小娘が一気にスターダムにのし上がってしまうとはな……。世も末だ……」


    「うっさい！　他ひ人と事ごとだと思ってバカにして！」


    　柚ゆずさんは沙織に尊敬のまなざしを注ぐ。


    「沙織さんの写真、ぜんぶとっても素敵ですよ。うっとりしちゃいます」


    「柚さん、お願いだから代わって……。私、恥ずかしくて死んじゃいそう……。もう街とか歩けないわ……」


    　柚さんは教祖を崇すう拝はいする信者かのように沙織を見つめた。心しん酔すいしたふうの柚さんの視線に、さすがの沙織も口ごもる。


    　莉り音おんも話に便乗し、飄ひよう々ひようとして口を開いた。


    「いいなぁ沙織。こんなにも親しまれるなんて」


    「莉音のバカ！　一生許してあげないんだから！」


    　沙織はひとり、丸テーブルに突つっ伏ぷしてしまう。


    　激しく抗議する沙織はほとんど半泣き状態だった。


    　俺は沙織を褒ほめようと口にする。


    「沙織はもっと誇っていいんだ。人気は本当にすごいぞ。ネットじゃ、沙織のファンページもガンガン増えてるし、非公式ファンクラブまでできてる」


    　すると突然、ガタリと音を響かせて莉音が立ち上がった。


    　なぜか莉音は、ハッとした表情を浮かべて立ち尽くしている。いったいどうしたというのだろうか。


    　俺たちが不可解に眺めていると、莉音は感心したように俺を指さした。


    「それよ巳み継つぐ、ナイス！　どうして思いつかなかったのかしら！　沙さ織おりの公式ファンクラブ始めましょう！　少額だけど、定期的な収入になるわ。家や賃ちんくらいはまかなえるはずよ。あっ、それから、そろそろ沙織の写真集を発売した方がいいわね。うん、ただの写真集じゃなくて、コスプレを取り入れたメジャーアイドル写真集として紙の方に進出するの。これだけネットで人気に火がついてるんだし……五万部はいけるかもしれないわね」


    　そんな莉り音おんの話に、沙織はガバッと顔を上げ、大きく目を見開いた。


    「ちょ、ちょっと！　アイドル写真集なんて、なに勝手に決めてるの!?」


    　沙織の抗議を華か麗れいにスルーし、莉音はひとり納得したように深々とうなずく。


    「いや、沙織なら……一〇万部の大台に乗せられるかも……」


    「なんで？　どうして？　なんで私だけをいつもいじめるの？　お嫁に行けなくなっちゃうじゃない！」


    　そう叫んだ沙織はいよいよ泣きだしてしまい、再び机に突つっ伏ぷした。


    　沙織には可哀相かわいそうだが、たしかに今ならば、沙織写真集で大ヒットを狙ねらえるかもしれない。社長に任命されてしまった以上、これほどのビジネスチャンスを棒に振るわけにはいかないだろう。


    　莉音は考えごとをするように、ひとりうなずきながら続ける。


    「制作は革命部がするとして……カメラマンと撮影費、印刷費用、それから流通なんか考えても……ちょっと待って、数億の粗あら利り益えきは出せるわ。これも空前の沙織人気あってこそよ……」


    　サッと莉音はホワイトボードを振り向いて、これからの事業計画を書き殴り始めた。


    



    ■事業強化案


    　①コスプレ衣装レンタル業


    　②コスプレ撮影スタジオ


    　③沙織の公式ファンクラブ


    　④沙織のアイドル写真集


    



    　あまりにも沙織におんぶにダッコの事業展開なので、俺は思わず吹き出した。


    　まさしく沙織あっての革命部である。革命部のスーパーエースの異い名みようは伊だ達てじゃない。


    　隣で机に突っ伏したままだった沙織の肩に手を置いて、俺は優しく声をかけた。


    「なぁ沙織、もっと自信もっていいと思うぞ。沙織なら、このくらい人気が出てもおかしくないんだって」


    　沙織は少しだけ顔を上げた。目に涙をいっぱい溜ためている。泣きはらしている沙織も、妙に可愛かわいらしい。だが、さすがにちょっと気の毒かもしれないと思う。


    　そんな沙織の隣に莉音は腰掛け、目の前のノートパソコンを操作しながら誇らかに声をかけた。


    「沙さ織おり、ちょっとこれ見てみなさい。数日前にね、巳み継つぐと一緒に見て回ったサイトなの」


    　どうやら莉り音おんは、先日俺たちが見つけたばかりの、沙織を探求する数々のサイトを見せるつもりらしい。


    　沙織はコスプレ写真がネットショップに大量に掲載されるようになってから、意識してネットを見るのを避けていた。だから自分の写真がどれほど反響を呼んでいるのか具体的に知らないはずで、いつかは伝えなくてはならないことだった。


    　涙目ながら沙織はノートパソコンに視線を向ける。


    　莉音は楽しげに、沙織の話題がやりとりされているブログや掲示板を見せて回り始めた。


    　沙織はショックに打ち据すえられたようで、息をのんで凝ぎよう固こした。莉音が次々に見せつけるページを、開いた口が塞ふさがらないといった様子で直視し続ける。


    　沙織が衝撃を受けるのは当然だろう。あれだけ嫌いやがっていた自分のコスプレ写真がネット上で膨ぼう大だいに流る布ふされてしまっているのだ。しかも、あろうことかコスプレイヤー名が一部ファンの間で「おりおり」として世界へ伝わっているのだから。


    「ほら、もう『コスプレイヤーおりおり』として全世界に広まり始めてるの。こんなこと、いまだかつてなかったんじゃないかしら。やっぱり沙織の美び貌ぼうは世界でもピカイチよ」


    　あっけらかんとした莉音の口調。


    　しばらく沙織は目を見開いて莉音が操作するページを眺め続けた。


    　沙織の写真がいくつも掲載されていた沙織ファンのページで手を止めた莉音は、しみじみと口にする。


    「あぁ……それにしても、やっぱり沙織は破格の美女よね～。まだちっちゃなころから私、沙織はきっと世界一になるって思ってたわ」


    「……ど、ど、どうして勝手にコスプレイヤー名が『おりおり』になってるの!?」


    　沙織はふいに俺を向く。


    「巳継!?」


    「し、知らないんだホントに！　ネットサーフしてたら見つけたんだよ！　俺じゃない！」


    　コスプレ衣装販売サイト運営の中心になっていたのは俺だから、俺が写真を『おりおり』という名で掲載したと思うのは当然である。しかし、本当に俺は知らなかったのだ。


    「やっぱり莉音が書いたのね!?」


    「うん？　知らないわ。だいたい私、コスプレショップは巳継と恒こう太たに任せっきりだし」


    　すると、恒太が偉そうに口を挟んでくる。


    「フ。あまりに沙織への問い合わせが多いものだから、心優しい俺が答えてあげたのだよ。全力で感謝してほしいものだな」


    「あ……あ……あんただったのね……」


    　沙織は恒太を睨にらみつけ、言葉を絞り出した。


    「だが、さすがに本名はまずい。だから俺は、とっさに機転を利きかせてコスプレイヤー名を伝えることにしたのだ。うむ、俺の優しさと知ち謀ぼうを褒ほめたたえることを許そう」


    　恒こう太たは前髪をかき上げ、得意げな顔で言った。


    　俺はショップの問い合わせ応答用に使っていたノートパソコンの前に座り、メールボックスを立ち上げる。


    　そして恒太がやりとりしたメールを確認していくと――。


    「あの子は誰なんですか？」という数多くの問い合わせに対して、恒太は「本名はお答えできませんが、コスプレイヤー名は『おりおり』です」と応答を繰り返していた。恒太は各問い合わせに丁てい寧ねいに応答してるから、ややもすると悪気はなかったのかもしれない。


    　しかし、俺の傍かたわらに寄ってきてメールボックスをのぞき込んだ沙さ織おりは、ぶるぶると打ち震ふるえ、怒りを押し殺した声を上げる。


    「いつ私にコスプレイヤー名がついてんのよ……？　しかも、どうして『おりおり』になってるのかしら……？」


    「おや、違ったのか？　当然、おりおりだと思っていたのだが」


    　そんな恒太の言葉を聞くや否いなや、素早く間合いに入り込んだ沙織は、大だい喝かつしながら恒太の足を踏みつけた。


    「おりおりって、言うなー！」


    　ガツンと異質な音が、リビングいっぱいにこだました。


    　しかし――。


    　いつもなら一撃で足を抱かかえて転げ回る恒太は、なぜか澄すまし顔で、毅き然ぜんとして立っていた。あの沙織の攻撃に耐えるなど、一体全体、恒太に何があったというのか。


    　恒太の涼しげな顔を忌いま々いましげににらんだ沙織は、二度三度四度と、恒太の足を踏みつける。そのたびに、「ダン！　ダン！　ダン！」という音が鳴り響く。


    　それでも恒太に変化はなく、あろうことか恒太はニヤリとしてみせた。


    「ククク、いい加減、その手は喰わん！　見よ！　俺様専用、対沙織アーマードシューズだ！」


    　俺は恒太の足下に視線を落とし、意表をつかれて叫んだ。


    「な、何ぃ！　いつの間に！」


    　恒太の足は、スッポリと鉄板で覆おおわれていた。ちょうど足のサイズに合わせた筒つつのようなものを、足に被かぶせていたのだ。


    　これは……すごい。あんな代しろ物ものを、自分の足にピタリとサイズを合わせて作るなど、相当な手て間ま暇ひまがかかるはずだ。なんという無駄な労力……。


    　恒太の足におさまる鉄の鎧よろいは、まさしく鉄てつ壁ぺき。恒太の対沙織防御力は極限まで高まっているのではないかと思われた。


    　それを見た沙織は、無言で傍らのノートパソコンをつかみ上げる。そして、おもむろに恒太めがけて投げつけた。


    　だがノートパソコンは、挿入されていたＬＡＮケーブルに引っかかって威力がそがれ、わずかに恒太からそれる。そのまま本棚に叩きつけられ、盛大に音を響かせて大破した。


    　傷ついた本棚とノートパソコンを見やった恒こう太たは、俺たちを見回して一言――。


    「安心しろ。バックアップは万全だ」


    　恒太が口にした瞬間。


    　沙さ織おりは別のノートパソコンを取り上げ、今度はＬＡＮケーブルまで瞬時にむしり取り、すかさず恒太に投げつけた。


    「ぐはあ！」


    　二台目のノートパソコンが大破する音と、恒太が仰のけ反ぞるのはほぼ同時。そのまま恒太は盛大に薙なぎ倒された。


    　――安らかに眠れ……春かす日が恒太、哀・戦士編　　完。


    　だが、今回もまた恒太が悪い。


    



    
      ◇

    


    



    　夕暮れも押し迫った部室。


    　俺はコスプレ衣装販売サイトに沙織の写真を登録し、恒太は配送物の梱こん包ぽう作業をセッセとこなしていた。


    　柚ゆずさんは、缶ジュース仕入れ交こう渉しようで飲料メーカーに出向いている。莉り音おんは写真集の打ち合わせのため出版社へ行っているはずだ。
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    　沙さ織おりはと言えば、机に伏して仮眠を取っている。


    　今や沙織は世界中のコスプレファン、さらにはアニメファンにまで顔を知られてしまっていた。しかも、本人が望んでいないのに……である。


    　いまだに沙織のプロフィールの多くは謎に包まれていた。しかし、『コスプレイヤーおりおり』として知れ渡り、青せい海かい大学附属高校の生徒らしいという噂うわさまでささやかれていた。おそらく、うちの高校の生徒がどこかの掲示板に書き込んだものが、真しん偽ぎ不明、出所不明の噂としてひとり歩きしたのだろう。そんな噂が噂を呼んで、エスカレートしはじめていた。ニコニコ動画では、ファンの職人が沙織の写真をまとめて加工、編集した「踊らせてみた」動画が、アップロード一週間で再生数一〇万を越えたり、大手ＳＮＳやコスプレ専門ＳＮＳでは『コスプレイヤーおりおり』コミュニティまでできる始末。学校内でも、ネットの人気モデルは沙織らしいと話題になっていた。


    　だから日々、沙織は相当なストレスにさらされているはずで、ぐっすり眠っているのなら、俺はそっとしておいてやるつもりだった。しかも最近、嫌いや々いやながらも沙織は写真集の撮影までこなしていたから、心身ともにつかれているはずだ。


    　しかも俺たちは、毎日休日すらなく、働きづめに働いている。どんな会社人間だって、ここまでの超過勤務はしないだろう。


    　しまいには授業中にまで、パソコンがなくてもこなせる仕事を持ち込む状況で、学生なのか社会人なのか、自分でも皆かい目もく見当がつかなくなるほどだ。


    　勝手知ったる幼おさな馴な染じみ四人組の集まりだからなんとか続けることができていたが、そうでなければ、すべてを投げ出して逃走してしまうかもしれない。それほどまでに革命部は多忙を極めていた。


    　そろそろ腹が空きかけたので、出前でも注文しようかと思った矢先のこと――。


    　ガタガタと玄関口から音がして、誰かが駆け込んできた。けたたましい音に沙織も目を覚ましてしまったようで、困こん憊ぱいした表情のままむっくりと顔を上げる。


    　リビングに乱入してきたのは莉り音おんだった。晴れ晴れとした笑顔を浮かべ、本を両手で突き出して叫ぶ。


    「沙織写真集完成ー！　予約殺到で大変なことになってるわ！　私たちの沙織が、いよいよメジャーデビューするのよ！」


    　俺たちがへたばる中、莉音はいつだって元気いっぱいだ。


    　表紙には、水着の沙織が笑顔で両手を広げて、砂浜を駆けている写真。お世辞抜きに、かなり人目を惹ひく良い映り方だ。


    　しかし沙織は顔をゆがめて、たちまち頬ほおを真っ赤に染める。そして手で顔を覆おおった。


    「やっ、やめてよ～」


    　そんな沙織の懇こん願がんにかまわず、莉音はその場で写真集をめくり始め、熟視しながら訳知り顔でうなずいた。


    「ほほう、やはり沙織はなかなか……」


    　ふいに沙さ織おりは立ち上がり、莉り音おんに駆け寄って写真集をもぎ取ろうとする。


    　沙織は莉音につかみかかるようにして、必死な様子だった。だが運動神経抜群の莉音は、軽快に沙織の伸ばす手をさばく。


    　莉音はカラカラと笑いながら身体をくねらせる。


    「キャハ、沙織、くすぐっちゃだめよ！　私の持ってる写真集だけ取り返そうとしても無駄だってば。ほら、いっぱい持ってきたんだから」


    　莉音は沙織の攻撃をさばきつつ、肩にぶら下げていたカバンから写真集を新たに二冊取り出した。それを俺と恒こう太たに手渡すと、ついに沙織は写真集を奪うことを諦あきらめたようで、立ち尽くして叫んだ。


    「莉音のバカ！　大ッ嫌い！」


    　渡された写真集をめくると、当たり前だが沙織の写真でいっぱいだった。


    　さまざまなタイプのメイド服から、普通のカジュアルな格好で犬と戯たわむれている写真、表紙のように水着で砂浜を駆けている写真まで、コスプレとそれ以外のグラビアの割合は半々といったところだろうか。


    　写真集の制作は株式会社革命部で、カメラマンや美容スタッフの手配から、ロケ地での撮影、印刷まで、すべてを革命部自みずからがプロデュースしていた。大半を、俺が担当した仕事である。だから、こうして出来上がってきた写真集は、俺にとって感かん慨がいもひとしおだった。


    　なにより、写真集におさめたモデルが、物心ついたころから一緒で、今では無類の美女に成長した沙織である。嬉うれしくないはずがない。


    　日本の書籍出版は「取とり次つぎ」と呼ばれる卸おろし問どん屋やと取引契けい約やくをすることで、全国の書店で本を販売できる流通システムになっている。しかし革命部は、この「取次」との取引経験がなかった。


    　そのため、すでに「取次」と取引経験を持っている講こう学がく館かんへ販売をすべて委い託たくすることにした。講学館は大手御三家に数えられる出版社。沙織のネット人気を高く評価してくれた講学館は、喜んで流通担当を引き受けてくれた。


    　だから発行元が革命部、発売元が講学館の写真集である。


    　沙織写真集の定価は三八〇〇円。


    　うち、一五〇〇円ほどが取次と書店、それから口座を使わせてもらう講学館の収入になる。だからひとまず革命部に入るのは一冊あたり二三〇〇円ほど。


    　だが写真を綺き麗れいに見せるため高級なコート紙を使っているから、印刷料金が一冊につき九五〇円ほどかかっている。さらにカメラマンの印税として一冊二六〇円。これら経費を差し引いた一〇九〇円ほどが、一冊あたりの革命部の収入になるのだ。


    　ただし、ロケ地までの交通費やその他のスタッフの手配で、雑多な経費を負担しなくてはならない。普通の出版社にとっては、写真集発行は経費がかかりすぎて、博ばく打ちに近いものがあると言う。


    　しかし今回の写真集は、沙織人気を鑑かんがみれば、採算は十二分に取れる見込みだった。むしろこの写真集でどのくらい利り益えきが出てしまうのか興味がある。


    　売上次第では、第二弾写真集や、海外展開まで考えられる。実際、今度は講こう学がく館かん主導で、別の沙さ織おり写真集の企画も進行中だった。


    　写真集をめくりながら、恒こう太たはニヤニヤして口にする。


    「ほほう、これはこれは。小娘も変われば変わるものだ」


    「沙織がこんなふうにデビューするなんて想像してなかったよ」


    　俺も写真集を眺めながら相づちを打つ。


    　先ほどからプルプルと震ふるえて立ち尽くしていた沙織は、苛いらついた声を絞り出した。


    「あんたらさぁ……まるっきり他ひ人と事ごとね……」


    「そんなに恥ずかしがらなくても、ちょうど今ごろ、書店に並び始めたところよ」


    　莉り音おんが言うと、沙織はハッと気づいたように両腕を胸の前で縮ちぢめ込ませ、そのままヨロヨロと、力無く椅い子すに腰掛ける。


    　さらにキョロキョロと不審者のように左右を見やり、ついには机に突つっ伏ぷした。


    「や、やだー、死ぬほど恥ずかしいよー。もう街とか歩けない……。タレント業みたいなことやってるなんて見つかったら、先生に怒られちゃうわ……」


    　沙織の耳元に顔を近づけた莉音は、楽しげに口にする。


    「ちっちっちっ、うちの学校は副業禁止してないわよ。それにタレント業みたいなことじゃなくて、沙織はれっきとした株式会社革命部所属のタレントなの。ちなみに、マネージャーは私」


    　突然、雷かみなりに打たれたように顔を上げた沙織は、椅子からガタッと立ち上がったかと思うと、莉音に向けて激しく抗議した。


    「だいたい、なんで私だけ売り出してんの!?　最初は莉音や柚ゆずさんもポスターとか一緒に出てたくせに！　ずるい！」


    　沙織の猛然とした勢いに少し後退した莉音は、困ったように俺と恒太を振り向く。


    「だって、ねぇ」


    「うんうん。わかるような気がするよ」


    　俺が相づちを打つと、恒太も同じように同意する。


    「ふ、理解できることだな」


    「なっ、なにあんたらだけ納得してんの!?　ぜんぜんわかんないわ！」


    　莉音が頬ほおをポリポリと掻かきながら、悩ましげに言う。


    「どう説明すればいいのかしら……。ねぇ沙織、アイドルがコスプレするとき重要なものは何だと思う？」


    「えっ？　し、知らないけど、アニメ好きな気持ちとか？　私、アニメ詳しくないよ」


    「だって。巳み継つぐ、代わりに説明してあげなさい」


    　思わせぶりなことを言ったくせに、莉音は肝心の説明を放り出し、俺に話を投げてきた。


    　そんな莉音へ、沙織が喰ってかかる。


    「なんなのそれ！　ちゃんと説明してよ！　いっつも莉音は私ばかりいじめて、もう許してあげないんだから！」


    　しかし莉り音おんは押し黙った。


    　しばらく沙さ織おりを見ていたが、やがてポツリと口にする。


    「やばい……やっぱり、怒った沙織が可愛かわいすぎる……」


    　対岸の火事のような莉音の答えは、沙織をさらに逆上させた。


    「なっ、何よそれ！」


    　沙織は再び莉音に組み付いた。泣きながら莉音を叩くが、莉音は笑いながら受け流してゆく。


    　口くち喧げん嘩かはしても取っ組み合いの喧嘩などしたことがない沙織が、莉音に真っ向勝負で敵かなうはずもない。


    「きゃはは！　だから沙織、くすぐっちゃダメだってば！」


    　端はたから見れば、女の子二人がじゃれ合っているようにしか見えない。沙織の怒りがおさまるまで、莉音にしばらく相手をしてもらうのが良さそうだ。


    　――なぜ莉音でなくて沙織なのか。


    　莉音は紛まぎれもない美女だ。だが、いささかワイルドにすぎるし、よけいなことなど気にせずサラッとメイド服やナース服を着てしまうだろう。なんの恥じらいもない態度では、男心を揺さぶるものがない。


    　翻ひるがえって沙織の場合。いつもコスプレ衣装を着ることに必死で抵抗し、懸けん命めいな恥じらいを示す。まさにそれこそが、観客にとって最大級のエレメントになりうる。


    　写真集を手に取ってくれるのは男である。沙織からにじみ出る天性の愛らしさが、男の心を捉えて離さないのだ。


    　なんて偉そうなことを言っているが、かく言う俺も、莉音と沙織の違いを見ることによって、つい最近到達した重大な真理なのである。


    



    
      ◇

    


    



    「これが問題の事業ね」


    　莉音と俺と柚ゆずさんの三人は、真っ赤な自販機の前にやってきた。赤字を垂たれ流す自販機事業の行く末――つまり廃業を、そろそろ決断する時にきていたのだ。


    　しかし柚さんは嬉うれしそうに、見当違いの答えを返してくる。


    「はい！　とっても売れて、大活躍してます！」


    　たしかに売れていることは間違いない。近隣の自販機と比較しても、格段に売れていることだろう。


    　俺は莉音に説明する。


    「来週、『東京ナビ』って雑誌の取材が入るんだ。そこそこ売れてる雑誌だから、反響が見込めると思う」


    　珍しい自販機として噂うわさが噂を呼んだおかげで、ついにはマスコミの取材が入ることになってしまったのだ。このままいけば、テレビ番組に取り上げられることがあるかもしれない。現状のまま取材が入れば、さらに赤字が拡大してしまうことは必ひつ定じようだったから、早々に対策を決めなくてはならなかった。


    『東京ナビ』は、東京の娯ご楽らくスポットやデートスポットの情報を届けるエンターテインメント総合誌である。インターネット全盛のこのご時世でも二〇万部近い発行部数を誇り、影響力が高い大衆誌だ。だからこそ、現状のままで取材を受けるわけにはいかなかった。


    　莉り音おんは自販機を眺めながら、感心したようにうなずく。


    「ふぅむ……たしかに、見たこともない飲み物ばかりが並んでる……」


    「探すの、とっても大変だったんです。みんな可愛かわいい子たちなんですよ。もっともっと世界中から、貴き重ちような子を集めてあげられるよう、頑張らなくちゃって思います」


    　俺と莉音の不安など意に介さず、柚ゆずさんは顔を綻ほころばせた。


    　俺は続ける。


    「売れてることはたしかなんだけど、一二〇円で売ってたら採算が合わないんだ。今でも一日に一万円の赤字だけど、雑誌に載れば、赤字幅は数倍に膨ふくらむだろう」


    「うーん、うちで唯ゆい一いつの赤字事業ね……。柚ちゃんには悪いけど、そろそろ店じまいの時かしら？」


    　そんな莉音の言葉に、柚さんはまるで雷かみなりにでも打たれたみたいに、呆ぼう然ぜんと立ちすくんだ。


    「…………り、莉音部長？　……今、なんて仰おつしやったんですか？」


    「店じまいかなぁって」


    　柚さんは一歩後じさった。


    「…………そ、そ、そんなこと……ないですよね。嘘うそだって言ってください。きっと冗談なんだと思います……」


    　その目に、じんわりと涙がにじむ。溢あふれる涙は目からこぼれ落ち、柚さんの両頬を濡ぬらす。


    　ここではじめて、莉音は「しまった！」といった様相を浮かべた。莉音は、まさか柚さんが、自販機事業にここまで心しん血けつを注いでいるなどとは、思いもしていなかったのだろう。


    「うっ、うっ……」


    　柚さんは袖そでで頬ほおを拭ぬぐい、こちらがもらい泣きしてしまいそうなほど、儚はかなげに悲ひ泣きゆうを繰り返す。


    　そんな柚さんに莉音は手を差し伸べ、ゆっくりと引き寄せた。莉音は胸を貸しながら、優しく柚さんの頭をなでる。


    　意外と莉音も優しいところがあるものだと、俺は微笑ほほえましく二人を眺めていると――。


    　莉音は、険しい顔つきで俺を見み据すえてきた。


    「ひどいわ巳み継つぐ。こんな可愛い女の子を泣かせるなんて……。女の敵よ」


    「俺のせいかよ！」


    　痛烈な手のひら返しに、俺はすっころびそうになる。


    「うっ、うううううう……」


    　柚さんは莉音の胸で号ごう泣きゆうし始めた。


    　莉音は柚さんの頭をなでながら、優しく語りかける。


    「可哀かわい想そうな柚ゆずちゃん。大丈夫よ、悪い男は退治しましたからね」


    「ううううう……莉り音おん部長……」


    「わかったわ、柚ちゃん。私に任せておきなさい。この自販機を続けさせてあげる」


    　柚さんは顔を上げた。目を真っ赤にして泣きはらし、鼻水まで流している。自販機事業中断の危機が、柚さんにはよほどショックだったのだろう。


    「本当ですかぁ莉音部長……」


    「ええ、今思いついた良いアイデアがあるの」


    　莉音は笑顔でうなずいた。


    　持ち直す策があるとは思えなかったが、俺は莉音に訊きいてみる。


    「どうするつもりなんだ？」


    「とても単純な話なんだけど、雑誌の取材が入る前に、売値を一気に上げちゃいましょう。一本一二〇円を、一本一〇〇〇円に変えちゃうの。それだけでいいから」


    「今度はまったく売れなくならないか？」


    「そんなことはないわ。発想の転換よ。第一、この自販機は普通の自販機じゃない。すでに品揃えは飛び抜けてユニークだから、もっと積極的に差別化を図っちゃうの。そこらの自販機と同じものとして考えること自体が間違いなのよ」


    「なんとなく言いたいことはわかる……。最初からここのジュースを買う人たちは、喉のどを潤うるおすためじゃなくて、珍しいものを買ってみようとしてるだけだからな。コレクションのようなもんだ」


    「そう。値段が一〇倍になって、よけいに付加価値が上がるでしょ。短期的にはまったく売れなくなるけど、中・長期的には良い影響があるはずよ」


    「つまり、高価な値段自体が、商品の魅力を増すということ？」


    「誤解を恐れず言い切れば、そういうことになるわね」


    　莉音は笑顔でうなずいた。


    　――なるほど。単純な案だが、面白いかもしれない。


    　いかに珍しいジュースだったとしても、売値一二〇円なら、他の自販機の商品と比較されてしまう。だが、あえて一〇〇〇円と付けることで、他の自販機と別次元のものだと認識させるわけだ。つまりこれからは、これはただのジュース自販機ではない。天然記念物級の珍品を並べる、世にも珍しい特製マシンということになる。


    　そしてなにより、赤字を垂たれ流すことはなくなるのだ。


    「なるほど。雑誌の取材が入れば良い分岐点になるな。わざわざ遠くからでも買いに来る物好きが増えそうだし。そんなヤツにとっちゃ、一本一〇〇〇円でもかまわないってわけか」


    「うん。きっと雑誌見てきた人は、一〇〇〇円だとしても、ひとりで何本も買うでしょ。それに、こんなすごいジュース、普通は一〇〇倍払っても入手できないもの」


    　そこまで言って莉音は柚さんの両肩を抱き、柚さんに向かって笑顔で言った。


    「だからね、柚ちゃん。明日から、売値を一〇〇〇円に変更するわね。それで、今までどおり続けてくれていいから。もう損は出ないし、心おきなく頑張りなさい」


    　その言葉を聞き届けた柚ゆずさんは、顔をくしゃくしゃにして、なんとも言えない嬉うれしそうな様子で、たどたどしく言葉を絞り出す。


    「あ……ありがとうございます……。私、信じていました……。とっても、とっても嬉しいです……」


    「よしよし、いい子よ。もう大丈夫だからね。悪い男には、指一本手出しさせやしないわ」


    「うっ、ううう、莉り音おん部長……！」


    「柚ちゃん……！」


    　莉音と柚さんはガッチリと抱きしめ合った。感動のエンディングを迎えたようだ。


    　しかし俺は釈しやく然ぜんとせず、首を傾かしげた。


    　――はて、もともと事業を中止しようとしたのは莉音だったはずだが……。なぜか俺がすっかり悪者なんですけど……。


    　二人は俺のことなど眼中にないように、固く抱きしめ合っていた。実に美しい光景である。しかし、校門の前で女の子同士が泣きながら抱き合うというのは如何いかがなものだろうか。


    　しばらくして、泣きやんだ柚さんが笑顔で言った。


    「莉音部長、お礼にぜひ、とっても美味しいジュースを味わってみてください。きっと感動してくれるって思うんです」


    「そうね、いただくわ。どんなすごいジュースなのかしら」


    　柚さんは小こ銭ぜにを取り出し、自みずからが補充した自販機に投入した。ガラガラと音を立ててジュースが落ちてくる。


    　笑顔を取り戻した柚さんは、莉音へジュースを差し出した。


    「これが一番のオススメなんです。ぜひ飲んでみてください」


    　俺は息を飲んだ。


    　なぜならそれは……ギャラクシードリンクだったからだ。


    　柚さんは俺にも差し出してくる。


    「巳み継つぐくんも、どうぞ」


    「お、お、俺……今まで秘密にしてたんだけど、実は不治の病でさ……医者から『ジュースの摂取をすると死ぬ』って注意されてるんだ。ざ、残念だなぁ……」


    「命の危険があるんですか!?　心配になっちゃいます」


    「い、いや、ジュースさえ摂取しなきゃ、ぜんぜん問題ないんだよ。ホント、なんの心配もしなくてＯＫ」


    「そうなんですかぁ……残念です……。もし病気が治ったら、いつでも声をかけてくださいね」


    　冷や汗をかきながら、俺は柚さんにうなずいた。


    　どうやら難を逃のがれることに成功したらしい。俺はホッと胸をなで下ろした。


    　すぐに俺は莉音の耳元に顔を寄せ、ささやく。


    「り、莉り音おん。それはやめておいた方がいい。本当だ。とにかく絶対なんだ」


    　莉音は眉まゆをひそめて俺を見た。


    「どうして？」


    「これはヤバイ。とにかくヤバイ。その中にはきっと、『宇宙の何か』が入ってる。人類には危険だ。信じてくれ。従弟いとことして、莉音が死ぬのを見すごすことはできない」


    　熱意を込めて伝えたが、莉音は意に介さないようだった。


    「何言ってるの巳み継つぐ。私、これでも世界中の奇妙なものを食べてきたからね。山で遭そう難なんしたときは雑草も食べたし、食しよく糧りようが尽きた時はタンパク質になりそうなものはなんでも食べたのよ。だから、そんじょそこらの珍味なんて、私にとってまるで問題にならないの」


    　俺と莉音がヒソヒソ話をしていると。


    　ちょうど柚ゆずさんが、ギャラクシードリンクの栓せんを開け、美味しそうに飲み始めた。


    「ほら、見てみなさい。柚ちゃんだって、すごく美味しそうに飲んでるじゃない。何が問題なの？」


    「いや、それは……」


    　説得の言葉を探している間に、莉音は缶を開けてしまった。


    　あわてて俺は莉音から取り上げようとする。しかし、さすが武道家の莉音はすぐさま気配を察したようで、俺の手をパチンとはたき落とす。


    　そして、ギャラクシードリンクをゴクゴクと飲み始めた。


    　――あれ？　莉音はいける口らしい……。


    　莉音は二口、三口、普通に飲んでいた。俺の心配は、まったくの杞き憂ゆうだったらしい。


    　さすが世界中を冒険しつくした莉音である。缶ジュースごときではなんともないようだ。


    　俺は尊敬のまなざしを莉音へ向けた。


    　この従姉は……やはりすごい。


    　ふいに――。


    　莉音の顔色が変わった。一瞬にして、ほとんど紫になったのだ。


    　そして、缶を取り落としたかと思うと、その場で膝ひざをカクリと落としてしまった。


    　立ったまま気絶したのだ。


    　あわてて俺は、くずおれる莉音を抱き留めた。なんとか受け止めることに成功し、俺は胸をなで下ろす。


    　莉音を支えながら、ゆっくりと地面に寝かしつける。


    　莉音は見事に失神していた。


    　――哀あわれ莉音。だからやめろと言ったのに……。


    　そんな莉音の様子を見て、柚さんは首を傾かしげながらしゃがみ込んできた。


    「どうしたんですかぁ、莉音部長？」


    「あはは、どうしたんだろうね」


    「こんなところで眠ったら、風か邪ぜひいちゃいますよ。おつかれだったんでしょうか？　本当に、どうしちゃったんでしょう？」


    　――いや、あなたが倒したんです。


    　柚ゆずさんには、そんな意識はまるでないようだ。


    　そういえば数日前、莉り音おんを打ち倒せる人間に、俺は生しよう涯がい出会うことはないだろうと確信したばかりだった。


    　莉音は、古豪が集つどう実戦流派――日につ新しん流柔術では最年少免めん許きよ皆かい伝でんを誇り、世界中であらゆる困難、あらゆる苦境を乗り越えてきた、俺にとっては偉大な師し匠しよう。彼女より強い人間がいるなどと、俺にはとうてい信じられないことだった。


    　それなのに、こんなに簡単に莉音を倒してしまう強つわ者ものが身近にいたのだ。


    　俺は驚き呆あきれて柚さんに見入った。柚さんには何が起きたのかわからないようで、気き遣づかわしげに莉音をのぞき込んでいる。


    　その純真で素直な柚さんの様子に俺は微苦笑した。


    　革命部最強、いや世界最強は柚さんで決まりだ。


    



    
      ◇

    


    



    　沙さ織おり写真集は当初、二万部を刷っていた。このご時世で、タレント写真集が実売で一万部でも出れば大成功の部類だったし、一定の利り益えきは確保できる見込みだった。


    　だが、初版二万部の在庫があっという間になくなってきてしまい、緊急で五万部の増刷を決定することとなる。


    　しかも、並み居る有名タレントを押しのけて、なんと沙織のアイドル写真集が、写真集部門で週間一位の売上を獲得したのだ。講こう学がく館かんによると、海外からの注文も多いらしい。おそるべきはマニア市し場じようである。


    　そんな追い風の中、莉音はリビングに俺たちを集めて言った。


    「沙織というスーパースターの登場で、革命部の事業は一挙に盛り上がってきたわ。今日時点、写真集の販売益だけで六〇〇〇万円出てるし、まだまだ増えるはず。この気を逃のがさず突撃よ」


    「嬉うれしくなさすぎる……」


    　ポツリ、と沙織がつぶやいた。


    　沙織には可哀かわい相そうだが、今や沙織あっての革命部である。


    「そこでね、いろんな事業に手を出してきたけど、利益が薄いものからは撤退しちゃいましょう」


    　莉音はそう言って、ホワイトボードに向き直り、革命部の事業を列記していく。


    



    ■現在の事業


    　①秘密兵器「ジュース自販機」一台稼か働どう


    　②ギターとピアノの音楽教室


    　③骨こつ董とう品ひん発掘とフリマ出店


    　④モデルエージェンシー


    　⑤コスプレ事業


    



    　莉り音おんはペンを置いて続ける。


    「このうち、②③からは完全に撤退する。④のモデル業は、沙さ織おり関連のみに限定。細こま々ごまとしたものに労力をかけるくらいなら、コスプレ事業に限定して全兵力を集中した方がいいの」


    　恒こう太たが不審な様子で尋たずねる。


    「自販機事業はどうするんだ？　どうも大赤字のようだが」


    「ここで撤退してしまうのが常道だけど、特別に続けることにしたの。ね、柚ゆずちゃん」


    「はい！　きっとあの子たちは、もっとお役に立てると思うんです。莉音部長の期待に応えなきゃって思います」


    　柚さんの言う「あの子たち」とはジュースのことだろう。柚さんにとって自販機は大切な家族みたいなものかもしれない。


    「みなさん、また新しいジュースを仕入れてみたんですよ。今度はフランスからの直輸入品です。飲んでみませんか？」


    　そう言って、柚さんはリビングの冷蔵庫から缶を数本取り出した。


    「どうぞ、恒太くん」


    　恒太は冷や汗をかきながら言い訳する。


    「い、今まで隠していたが、お、俺は実は難病におかされていて……医者から『甘い汁を吸ったら死ぬ』と言われているんだ……。残念だが、まだ死ぬわけにはいかない」


    　あわてたように莉音も続く。


    「わ、私も……清涼飲料水を受けつけない体質らしくて……」


    「あれ？　なんだか少し前に同じことを聞いた気がします」


    　柚さんは不思議そうに首を傾かしげた。


    　俺は柚さんへ、念じるように言い聞かせる。


    「夢だよそれ。きっと夢だ。絶対に夢。うん、間違いなく夢だ。夢。夢。夢。夢。夢」


    　しばらく中空に視線をさまよわせた柚さんだったが、ふっと何かに思い当たったようにうなずいた。


    「あっ、そうですね。そんな夢、見ました」


    　――どんな夢だよ……。


    　とりあえず柚さんは納得してくれたようだ。柚さんは暗示にかかりやすいタイプと見た。


    「では沙織さん、どうぞ」


    「ありがとう」


    　沙織は笑顔で缶ジュースを受け取ったが、俺は泡を食って間に入る。


    「いや、沙織は難病に冒おかされているんだ。水分を補給したら死ぬらしい。だから、今はやめてやってくれ」


    「え？　巳み継つぐ？　なにを」


    　俺は沙さ織おりの口に手を置いて、話をさえぎった。そして耳元で、急いで事情を説明する。


    　しかし沙織は眉まゆをひそめただけだった。殺人ジュースが存在するなど、実体験してみないとわからないだろう。


    　だがしかし、目の前でむざむざ沙織を死地に追いやるわけにはいかない。なにせ、天てん下か御ご免めんの莉り音おんすら打ち倒した、圧倒的な柚ゆずさんの子供たちなのだ。


    「そうなんですかぁ。とっても残念です……」


    　柚さんは、心から残念そうに席についた。可哀想かわいそうだが、だからといって、あの液体を摂取させるわけにはいかない。


    　場の雰ふん囲い気きを変えようと、俺は話題を振ってみる。


    「今回、音楽教室まで辞めちゃうのか？　沙織はお気に入りだったよな」


    「音楽教室、せっかく軌道に乗ってきたところなのよ。私、コスプレするより、ピアノ教えていた方がずっとずっと嬉うれしいな……」


    　戸と惑まどったような沙織に、莉音が言う。


    「うちの学校の音楽部に声かけてね、代わりに講師を派は遣けんしてもらうことになったの。月謝は音楽部に丸取りしてもらうから。微々たるマージン（手数料）抜いたって仕方ないしね」


    「莉音って、なんだかビジネスマンみたいね……」


    　続いて俺も質問する。


    「もう宝探しはしなくていいのか？　ネットオークションの登録とか、フリマ出店も中止？」


    「そう。ぜんぶ終わり。いいこと？　私たちが手広く事業に手を出してきたのは、あくまでも真の事業を探し当てるためよ。そして運のいいことに、私たちはさっそく真の事業を引き当ててしまったの。すべては、沙織という逸いつ材ざいのおかげ」


    「……」


    　沙織は悲しそうな、複雑な面持ちを浮かべた。


    　莉音は身を乗りだしながら続ける。


    「これから革命部は、コスプレ関連事業に全経営資源を割り当てる。資金と人材、すべてをよ」


    　ホワイトボードを振り向いた莉音は、先ほど書いたばかりの「現在の事業」をサラッと消してしまい、代わりに今後の事業計画を書き出してゆく。


    



    ■コスプレ事業全図


    　①コスプレ衣装販売


    　②コスプレ衣装レンタル


    　③コスプレ撮影スタジオ


    　④沙織の公式ファンクラブ


    　⑤沙織のコスプレＲＯＭ


    　⑥沙さ織おりのアイドル写真集


    



    　まさに〝沙織〟ビジネスである。


    　沙織は口元をゆがませて、涙を堪こらえているようだった。反抗しないのは、半ば諦あきらめているからなのだろう。昔から莉り音おんに敵かなうわけもなし、反抗すれば、どうせ泣かされるだけなのだ。


    「株式会社革命部は、コスプレ事業会社として新たな一歩を刻んだの。これは人類の歴史における、輝かしい第一歩になるんだから！」


    　そこまで言って莉音は一呼吸置き、満足げに俺たちを眺め回す。


    「いいことみんな。私たちが歴史を変える。私たちが、世界のすべてを変えるのよ！　さあ行こう、世界の果てまで！　我が旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」


    　莉音は堂々と胸を張り、右腕を空に掲かかげて宣言してみせた。


    　人類の歴史とか、世界を変えるとか、俺には予想がつかないほどの、途方もないスケールである。そういえば、本来の革命部の目的は新国家建設であったことを俺は思い出した。


    　昔から莉音は平然と無茶ばかり行おこなうが、それを実現してしまうだけのパワーを持ち合わせている。俺や沙織や恒こう太たは、莉音の無敵の神じん通つう力りきを、嫌いやというほど知っていた。だがそれは、あくまで子供の遊びの延長線上のことである。


    　いくらなんでも、クーデターや建国などとは、次元が違うのだ。本気で実行すれば、それはテロだし、逮たい捕ほどころでは済まないだろう。


    　いや、それ以前に、そんな大それた話を実行できるわけがない。


    　一体全体、莉音はどこまで本気なのだろうか。


    　部費、六五七〇万円也なり。

  



  
    第四章　アップステージ


    



    　俺と莉り音おんは部室を出て、道路を挟んだ向かい側の小さな雑居ビルにやってきていた。ビルといっても四階建てで、２Ｆから４Ｆまでは賃ちん貸たいマンションになっている。校門前のＴテイー字じ路ろを隔へだてているだけで、部室の隣だ。学校の校門と、部室と、今やってきているビルは、ちょうど正三角形の各角の位置にある。


    　あまり綺き麗れいなビルではないが、少なくとも部室より何億倍もマシだった。


    　莉音は雑居ビル内の一階の扉を開け、俺を引き連れて中へ入っていく。この建物は上がマンションだが、１Ｆだけは店てん舗ぽとして貸し出されている。以前はクリーニング店だったが、そこがなくなって空きオフィスになっていたものだ。


    　何もないがらんどうの、四角い空間。部室のリビングを五倍ほどにした広さである。


    　一般的な貸し事務所と違うところがあるとすれば、道路に面した壁かべ際ぎわがガラス張りだったため、外から事務所内が丸見えだというくらいだろうか。店舗としてはちょうど良い。


    　莉音は腰に手をあて、俺を向いて言う。


    「借りたのは、ここね。さっそく、撮影スタジオにしちゃいましょう。巳み継つぐ、スタジオの準備、お願いね」


    　コスプレ撮影のスタジオの準備をすることは聞いていた。だが、どうやらぜんぶ俺の仕事になるらしい。


    　仕事の山の上に新しい仕事が降ってきて、俺はため息を漏もらす。


    「それはいいけど……カメラマンは誰がやるんだ？」


    「最初は巳継でいいじゃない。軌道に乗ったら、プロなりバイトなりをひとり雇やといましょ」


    「お、俺？」


    　俺は自分を指さし、困こん惑わくして声を上げた。


    「なぁに？　もしかして不満……あるの？」


    　莉音の目に鋭い光が宿る。


    　危険を察知し、俺はあわてて敬礼した。


    「ありません！　いぇっさー！」


    「よろしい。期待してるからね」


    　ここで答えを間違えば、俺の胸部に正拳が突き刺さっていたはずだ。


    　どうせ反抗したり、理路整然と意見を述べたとしても、変わるわけがない。それならば、被害の少ないうちに従うのが吉である。


    「ここが、私たちの撮影チェーンの第一店舗目になるのよ」


    「第一店舗目ということは……まだまだ増やすのか？」


    「当然でしょ。日本全国を網もう羅らするチェーン店を整備してみせる」


    「いくらなんでも資金が続かないだろう……。それに、コスプレってのは一種のブームだし、なくなることはないだろうけど、継続的な事業にするには少し不安だな」


    　俺は思いとどまらせようとしたが、莉り音おんはやれやれといったふうに軽く手を広げて口にする。


    「巳み継つぐはまだまだ甘いわねー。なにも私たち自身が撮影スタジオを全国に開店していく必要なんてないの。私たちのスタジオは、この一店てん舗ぽだけで十分」


    「だったら、どうやって展開していくんだ？」


    「この一店舗目で培つちかったノウハウを基にして、事業展開をしていくの。チェーンに加か盟めいしてくれる相手を増やしていくのよ」


    「チェーン店ってのは、アレか。ハンバーガーのマクドナルドとか、牛ぎゆう丼どんの[image: ]よし野の家やとか、コーヒーショップのスターバックスとか、そういうヤツ？」


    「そうそう。それに近いイメージかな。でもスターバックスとかはぜんぶ本社が経営する直営店なんだけど、私たちの場合の直営店はこの一店舗目だけ。これがモデル店舗になって、他のお店の経営者は別なのよ。すでにたくさんある日本全国の写真館に、私たちのチェーンに参加してもらおうと思ってるの。そうすれば、私たちが資金をかけずに一気に広がるでしょ？」


    「なるほど……。既存の写真館に特化したチェーンか……。仕事の流れだけ整備して、あとはそのノウハウを全国の写真館に拡散していけばいいってことだな……」


    「そのためにも、まずはこの最初の一店舗目を、モデル店として軌道に乗せなきゃね。うちのコスプレ衣装販売サイトで告知すれば、そこそこのお客さんが集まるだろうから、そのお客さんを相手にしながら業務フローを整備しなさい」


    「それ、俺の仕事？」


    「そうよ。文句、あるの？」


    「あ……ありませんですハイ」


    　再び俺は条件反射のように敬礼する。


    　業務フローの整備は大変な仕事だ。


    　例えばコスプレ衣装販売サイトのことを考えてみると、そこには数多くの個別業務が発生する。受注の確認、配送作業、返信メール、問い合わせへの対応、売上計算、クレームや返品処理など数え上げていくとキリがない。


    　そういったさまざまな業務を有機的に結びつけ、一本の線として処理する流れを「業務フロー」と呼ぶ。


    　実際に仕事を始めてみないと見えてこない部分もたくさんあるから、まずは小さな仕事から取りかかってみて、順次整備していかなくてはならない。だからこそ、これからコスプレ撮影スタジオを全国にチェーン展開していこうとするなら、まずは一店舗目を作って、そこで業務フローの整備――言い換えれば経営ノウハウの蓄積が必要になってくるのである。逆に、一店舗目さえ成功させてしまえば、結果的に業務フローの整備もでき、多店舗展開が可能になってくるのだ。


    　無む慈じ悲ひに莉り音おんは命じてくる。


    「開店は一〇日以内、それから業務フローの整備も一〇日以内にやるのよ。それをチェーン展開のノウハウにするから」


    「い……いえっさー」


    　俺は顔をひきつらせながら応じた。


    　――無理すぎるだろ……。


    　ありえない超過密スケジュール。しかし、やるしかないのだろう……。


    「そうと決まれば、とっととゴーゴー！」


    　莉音は満足そうにうなずいて、握った拳こぶしを突き上げた。


    



    
      ◇

    


    



    　部室の隣の雑居ビル、細々と開店したコスプレ撮影スタジオには、ポツリポツリとお客さんが来店し始めている。


    　この事業のために、独自のウェブサイトを急いで準備していた。


    　ウェブ上に膨ぼう大だいなコスプレ衣装を並べ置き、お客さんはまずウェブから好みの衣装を予約して、撮影スタジオにやってくるわけだ。そして事前に用意されているコスプレ衣装に着替えて撮影を行おこなう仕組みである。


    　ただし、この事業のウェブサイトは、あとのチェーン展開を想定して複雑なプログラムが要求されたから、とても俺では手に負えず、俺の父さんの会社に業務として発注して開発してもらったものである。ウェブデザインや顧こ客きやく管理データベース込みで総経費七二〇万円。今の革命部にとっては十分に支払う余裕がある開発費だ。


    　集客の方はと言えば、コスプレ衣装販売サイトの方で積極的に撮影スタジオの告知を始めていた。もともと月間数十万単位のアクセス数を誇るウェブサイトになっていたから、広告効果としては悪くない。


    　たまに予約が入ってくるお客さんは、すべて〝コスプレ衣装販売サイト〟でスタジオのことを知った人ばかりだ。


    　今のところ俺が臨時のカメラマンだが、他の仕事も処理しきれないほど抱かかえていた。撮影の仕事が一段落したので、部室に戻って積もりに積もった他の仕事を処理しようと思ったところ――。


    　莉音がスタジオにやってきた。


    　俺はテーブルの上に腰掛けていたのだが、同じテーブルの上、すぐ傍そばにピタリと莉音が腰掛けてくる。


    「おつかれ巳み継つぐ」


    　言いながら、缶コーヒーを差し出してきた。


    　ＣＭでも有名な、どこでも手に入る缶コーヒーだ。


    　受け取った俺は、入念に缶をチェックした。トラップの可能性は多分にある。


    「あはは。大丈夫だって。まさか缶の中身を入れ替えるなんでできないわ」


    「いや、莉り音おんならやりかねないと思ってさ。中身が柚ゆずさんのジュースに変えられている可能性……そうだな、俺の経験上……三六％だ」


    　俺の言葉に、莉音はおかしそうに笑う。


    　莉音なら十分にありえる。過去に俺は何度引っかかったことだろう。ましてや、柚さんのジュースだったとしたなら即死確定。念には念を入れてチェックしなくてはならない。


    「大丈夫よ。貸してみなさい」


    　莉音は俺の缶コーヒーをもぎ取って、フタを開けた。そしてゴクリとひと飲みしてみせる。


    「ね、大丈夫でしょ？」


    　そうして莉音は、缶コーヒーを手渡してきた。


    　どうやら本当に大丈夫のようだ。


    　再び受け取った缶コーヒーを飲んでみる。うん、よく冷えていてうまい。


    　ん……？


    「間接キス、だな」


    「……バ、バカじゃないの!?」


    　あたふたしたように言って、莉音は顔を赤らめた。


    　俺が莉音をのぞき込むと、プイと顔を背そむけてしまう。
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    「まったく、これからマジメな話をしようって時に……」


    　ゴホン、と莉り音おんはわざとらしい咳せき払ばらいをして話題を切り替える。


    「このスタジオも軌道に乗ってきたわね。そろそろカメラマン専門にやってくれる人、誰か雇やとおうか。うちの写真部を駆り出してもいいしね」


    「そうだな、そうしてくれ。それとさ、お客さんはまだ少ないけど、ここは立地が悪いんだと思うぞ。うちの学生を相手にするなら良い場所だけど、なんせ駅から遠すぎる。遠方からわざわざやってくるお客は多くないだろう」


    「うん、そうよね。だからいよいよ、チェーン展開を本格化させようと思うの。さっそくだけど明日、全国の写真館にダイレクトメールを送るから。これがチェーン申し込み案内のパンフレットね」


    　莉音はそう言って、持っていた冊さつ子しを渡してきた。


    　いつの間に印刷所へ発注していたのだろうか、パラパラめくってみると、意外にも事細かく事業の仕組みを解説したわかりやすいパンフレットである。


    「ずいぶん仕事が速いな。もうおっぱじめるのか」


    「うん。波に乗ってる時は一気に行かないと」


    　まるでジェットコースターのような目まぐるしい展開に、俺は肩をすくめた。


    「ご苦労なことだ。いったい、どこまでやるつもりだ？」


    「どこまで……って？」


    「第一、俺たち高校生だぞ？　それにこれ、部活動だろ？　わけもわからずがむしゃらにこなしているけど、俺にはこの先に、何があるのかわからない」


    　すぐ傍かたわらの莉音は、さらに顔を近づけて、俺の口に指をあててくる。


    「何も心配しなくて大丈夫。私に任せておきなさい」


    　俺はうなずいた。


    「私たちの目的はひとつ。新時代にふさわしい国を創造するの。かつて地上に存在しなかった、まったく新しい国家をね。この世界を、根こそぎひっくり返してあげるわ」


    「本当に……そんなことができるのか？」


    「当ったり前じゃない。私にこなせないことなんて、今まであったかしら？」


    「ない、ないな。ひとつもないよ。莉音に不可能なんかない。莉音はいつだって、俺の偉大な師し匠しようだった。だけど……」


    　俺が言うと、莉音は俺から視線をそらして前方を見つめる。目前の壁へき面めんを見ているのではなく、ずっとずっと遠く、遥か彼方かなたを見つめているような気がした。


    　そんな視線のまま、莉音は口を開く。


    「巳み継つぐ、私についてきてね。これからも……ずっとよ？」


    　俺は大きく息を吐き、深々とうなずいた。


    「まぁ、これも運命ってヤツだ。ついていくよ。それに、今回はなんだか面白そうだからな」


    　断言すると、すぐに莉音は俺に視線を戻した。


    　そして吐と息いきがかかるくらいすぐ間近、莉り音おんはニッコリ微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　土曜日の真っ昼間。


    　にわかに部室はテレビ局のスタッフが入り乱れ、活況を呈していた。取材のためやってきたクルーは七人ほどだが、カメラ機材や照明機材を部室内に運び込むと、あっという間にオンボロ一軒家は異質な空間と化してしまった。


    　俺はテレビ局のスタッフの指示のとおりに行動し、今日この日のために新しく購入した二万五〇〇〇円のビジネスチェアに腰掛ける。上は一〇〇万円のチェアだってあるから大して高級品ではないが、見み栄ばえだけは上等な椅い子すだ。


    　スタッフらのかけ声と共に、一いつ斉せいに照明が向けられる。撮影用のライトがこれほど眩まぶしいものだと思わなかった。


    　カメラを向けられ眩しい光にさらされた俺は、さすがに少しばかり緊張した。


    　莉音らは、部屋の隅すみで観客のように俺を眺めている。チラと視線を向けると、莉音はまるでイタズラの最中のような笑顔を浮かべていた。


    　テレビカメラの前に立つのはもちろんはじめての経験だったが、とにかく照明が熱くて仕方がない。リビングが狭いためにライトが近いということもあるだろうが、それにしても炙あぶられているようだ。


    　慣れていないと、やはり抵抗感がある。


    　再びスタッフによる開始の声。


    　レポーター役の男性はうなずき、俺の隣に立って、カメラへ向けて話し始めた。


    「みなさん、今日は番組始まって以来、一番若い人物ですよ!?　こちらが大成功をおさめている株式会社革命部の若き社長、羽は月づき巳み継つぐ社長です！」


    　身振り手振りを交えながら、スーツ姿のレポーターは、いかにも興奮しているように続けてゆく。つい先ほどまで冷静だった人が、カメラの前で急に豹ひよう変へんする様に、俺は椅子からずり落ちそうになった。


    「なんと羽月社長はわずか一六歳！　驚くなかれ、まだ高校一年生！　高校生社長として有名なんです！　羽月社長は、新しいコスプレ事業に乗り出しています。ちょっとお話を伺うかがってみましょう」


    　俺はちっとも有名ではない。テレビに出るどころか、マスコミに取材されたことなんて過去になかった。さまざまなマスコミから取材が殺到している沙さ織おりとは違うのだ。


    　だから有名人などと言われたことは今のが生まれてはじめて。だがテレビ的には、そういうことになっているらしい。


    　レポーターの大げさすぎる表現にどう対応していいかわからず、俺は曖あい昧まいにうなずいた。テレビだと意識すると、やはり緊張してしまう。


    「は、はあ」


    　俺の気のない返事にうんざりしたのだろうか、レポーターは残念そうな表情になる。


    　そして冷静な地声に戻り、落ち着いた声で言う。


    「あんまり緊張しなくていいですからね。もし引っかかったり、詰まったりしても、うまくカットしたり編集しちゃいますから。だから気軽にやってください」


    　なるほど、たしかに言われてみれば生放送ではないから、撮影中の映像がそのままテレビで流れるはずもない。都合の良い一部分だけ取り上げて放送されるはずだから、こちらは気楽に構えていればいいのだ。


    　そう考えると、ずいぶんと肩の荷が下りた。カメラは意識せずに、レポーターと会話するくらいの気持ちでやればいい。


    「わかりました、大丈夫」


    　再びレポーターは放送用の声――さも驚いたような声になり、話を続けていく。


    「株式会社革命部は、コスプレ衣装の販売から始まって、さまざまなコスプレ関連事業を手がけています。具体的にどんな事業をやっているのか、羽は月づき社長に解説していただきましょう！　まず羽月社長、どうしてコスプレ事業に目を付けたのか、教えていただいてもよろしいですか？」


    「はい。今やコスプレは世界的に認知を得ている新しい娯ご楽らくです。そんなコスプレを楽しむ方たちに、できるだけお金や時間をかけず、気楽に楽しんでもらえる工夫はできないかと思ったのが、株式会社革命部を創立したキッカケなんです」


    　まるっきりデマである。


    　もともと株式会社革命部は、コスプレ事業をするために創業した会社ではなくて、資金を獲得できればなんでも良かったのだ。自販機、音楽教室、果てはゴミ捨て場から売れそうなものを集めてくる事業までやった。コスプレ事業に特化し始めたのはごく最近で、すべては沙さ織おりの活躍の賜たま物ものなのである。


    　だが莉り音おんから、創業の顛てん末まつを聞かれたらこのように答えるように、厳しく指導されていた。だから、練習通りに答えただけである。


    　莉音によると、世の中そういうものらしい。


    　たしかに最初から目的をひとつに絞り、理想に燃えて会社を創業したのだとＰＲした方がカッコいい。それにおそらく、テレビの前の視聴者は、そういう答えを求めているはずだ。


    「なるほど。素晴らしいお考えですね。とても高校生だとは思えないほど、しっかりしていらっしゃいますね」


    　レポーターはいかにも感心しきったようにうなずいた。歯の浮くようなお世辞である。


    「はあ」


    「そこで今、とくに力を入れている事業はどんなものですか？」


    「今、もっとも手広く営業させてもらっているものは、『コスプレ撮影チェーン事業』です」


    　レポーターは、「ほほう」と、いかにも今はじめて聞いたばかりのように深々と相づちを打った。


    　しかし、いちおうレポーターはすでにぜんぶ知っている話である。レポーターも仕事なのだ。こちらも大人の対応をしなくてはならない。


    　俺は説明を始めた。


    「日本全国には、地域に密着した写真館がたくさんありますよね？　その数、数千軒に及びます。そんな写真館と、我われ々われ株式会社革命部がチェーン契けい約やくを結ばせていただいています」


    　そこまで言って俺は軽く咳せき払ばらいし、先を続ける。


    「コスプレ撮影を希望するユーザさんは、我々が運営するウェブサイトから撮影用のコスプレ衣装を選びます。そして翌日、一番最寄りのチェーン契約写真館に出向きます。すると、時間通りにコスプレ衣装が用意されていますので、さっそくお客様はコスプレ衣装に着替え、お望みの数だけ写真を撮れるサービスなんです」


    　俺もレポーターを真ま似ねて、身振り手振りを駆使しながら語った。


    　莉り音おんが発案したものだ。コスプレレンタル事業とコスプレ撮影事業のふたつのビジネスを、どうやって一気に拡張していくか莉音は頭を悩ませていた。さんざん考えた末、ようやっと捻ひねりだしたものである。


    　コスプレレンタルと、コスプレ撮影を組み合わせた、いわば複合型ビジネスモデルだ。


    　ユーザがネットでコスプレ衣装を選ぶと、すぐに革命部はユーザ最寄りの写真館に対してコスプレ衣装を宅配便で送り届ける。翌日、ユーザが撮影を終えたら、コスプレ衣装を送り返してもらう。


    　コスプレ衣装は多種多様に及んでいて、その数は増え続けていたが、その膨ぼう大だいに増え続ける衣装を、写真館がレンタルするわけだ。


    　ユーザは費用や手間を極限まで減らし、好みの衣装で、希望すればプロに撮影してもらうこともできる。


    　写真館は、まったく新しい顧こ客きやく層を呼び込むことができ、仕事が一気に増える。


    　革命部は、販売窓口が日本全国に及ぶし、撮影などの手間は写真館が担当するから、最小限の人数で最大限の売上を出すことが可能だ。


    　大おお雑ざつ把ぱにまとめると、革命部が全国の写真館を販売窓口および撮影所として利用しているフランチャイズチェーン事業だった。


    　今までコスプレと言えば自分で衣装をつくって着たいと思う熱心な層が中心だったが、より手軽にコスプレ環境を提供し、低価格のサービスを提供することで、ライトな層にも押し広げようという狙ねらいがある。


    「なるほど！　今までコスプレイベントなどで大規模にやっていたものを、より手軽に、より個人的に、より身近なものにしたわけですね！」


    　レポーターはうなずきながら、そつなくまとめた。なかなかうまい表現だと思う。


    「そのとおりです。この反響は大きく、写真館からのチェーン提てい携けいの申し込みが引きも切らない状況です。写真館が我々株式会社革命部とチェーン契約することは無料ですから、チェーンに加か盟めいする写真館は一気に増えました。このまま日本全国すべての写真館と提てい携けいさせていただきたいと思っている次第です」


    「革命部はどうやって利益を出しておられるのですか？」


    「コスプレ撮影を希望するお客様は、我われ々われのサイトから申し込みをします。我々革命部がお客様からの仕事を受注しているわけなのです。ですから、私たちが予あらかじめ契けい約やくさせていただいている一律の価格で、チェーン加か盟めいの写真館に対して仕事を依頼しているというわけです。仕事の受注活動に関する経費や、コスプレレンタル費用などは差し引いて発注していますから、それが革命部の利益となっています」


    「まだ一六歳で、よくここまで新しいビジネスの仕組みを構築できましたね。何かコツなどあるのでしょうか？」


    　レポーターの声の中に、真実の響きが込められているように感じた。仕事としての質問ではなく、レポーターは本当に聞きたかったのかもしれない。


    　だがこれらは、すべて莉り音おんが考え出し、用意したビジネスモデルなのである。だからむしろ、俺の方が教えてほしいくらいだった。


    「ええと、そうですね……授業中なども真剣に考えています。通学中も、食事中も、それこそトイレの時ですら、ずっとビジネスについて考え続けていますね。やはり、常に懸けん命めいに取り組むことが大事なんではないでしょうか」


    　適当なことを答える。ハッキリ言えば大おお嘘うそだ。まぁ、視聴者が聞きたがっているような、当たり障さわりない応答だろう。


    「なるほどー。勉強になります。それでは最後の質問なのですが……どうして革命部という名前をお付けになったのですか？」


    　俺はしばし呆ぼう然ぜんとした。なぜなら、この質問はまったく想定していなかったからだ。しかし、わからないと答えるわけにはいくまい。なにせ俺は社長なのだ。


    「そうですね……まぁ適当……いや、世の中を革命する覚悟で……たぶん……といったところですかね……」


    　弱々しい声で俺は言った。


    「素晴らしい！　羽は月づき社長のような若い方が大成功されているだけで、もはや革命です！　いや～、おそるべき才能というのはあるものなんですね！　今日は本当にありがとうございました！」


    　そんなふうに、レポーターは俺を絶賛した。なんだか妙な気持ちになり、思わず笑ってしまいそうになる。


    「いえいえ、こちらこそ」


    　俺の言葉を最後に、照明が和やわらいだ。


    　取材終了である。


    「はい、これにて終了です。本当にお疲れ様です。とても勉強になりましたよ」


    　レポーターは地声に戻り、笑顔で言った。さらに親身な口調で握手を求めてくる。すぐに俺も手を差し出した。


    　カメラの前でレポーターが豹ひよう変へんするのには違和感があったが、テレビの仕事とはそういうものなのだろう。


    　この人、実はかなり良い人そうだ。


    　それだけに、莉り音おんの指導通りに嘘うそを交えたことが、なんだか申し訳なく思えてしまった。なにが嘘かって、そもそもコスプレ撮影チェーン事業は莉音が組み上げたものであって、実質、俺は何もしていないのである。末端業務を、莉音に尻しりを叩かれながらこなしたにすぎない。


    　事業がうまくいっているのは事実だし、売上・利益共に急拡大してきているのも事実だ。だが俺の代表取とり締しまり役やく社長などという肩書きは名ばかり、すべて莉音の行動力のおかげなのである。


    　テレビ局のスタッフらが撮影機材の片付けを始めるのを横目に、莉音が俺の元へやってきた。


    「グッジョブ！　良かったわ！　やっぱり巳み継つぐを社長にした私の目に間違いはなかったなぁ。昔っから巳継は度胸が据すわってるのよね」


    　単に莉音に逆らえないから、嫌いや々いやながらになんでもやってるだけだ。しかし、褒ほめられると悪い気はしない。


    「そうか？　うまくいったかな？」


    「うんうん。これでコスプレ撮影チェーン事業がテレビで紹介されるから、認知度が一気に上がるわよ。もうそれだけで、爆発的に売上が伸びるから。最低でも三〇倍の売上利益増は見込めるわよ。あわよくば一〇〇倍」


    「そんなに影響するのか……三〇倍とか一〇〇倍とか、桁けたが違いすぎるだろ」


    「テレビの力ってヤツはそんなものよ。ともかく良い仕事だったわ、巳継」


    　ポンッと俺の肩を叩き、莉音は勝ち誇ったような表情を浮かべた。


    「それにしても、カメラの前で嘘八百を並べるのは気が引けたよ。ぜんぶ莉音が考えた事業を、さも俺がおっぱじめたように言い切ったんだもんな」


    　肩をすくめてそう言うと、莉音は少し考えるような仕草をして応じる。


    「いいこと巳継。人間ってのは不思議な生き物なのよ。嘘は真実になるし、真実も嘘になる。社会を維持する最大の原動力は、いつだって幻想なんだから。それは善でも悪でもない。それを忘れず、私たちは私たちの心に忠実でありさえすればいいのよ」


    「わかるような、わからないような……」


    「夢想は観衆に任せよう。主役は常に、精強なリアリストたれ――父さんがいつも言っていたセリフよ。だいたい、夢見る冒険家のセリフじゃないと思うんだけどね～」


    　莉音はそう言いながら、腹を抱かかえて屈託なく笑った。


    　もしかしたら、俺が思っている以上に莉音は偉大な人物なのかもしれない。
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    　革命部のコスプレ撮影チェーンが、テレビで放送された翌日。


    　一時限目が終了してすぐ、定番の校内放送呼び出し音が鳴った。


    「一年Ａ組、羽は月づき巳み継つぐ。至急、職員室まで来なさい」


    　担任の無機質な声。


    　タイミング的に、十じつ中ちゆう八はつ九く、昨日のテレビの話だろう。


    　ふと沙さ織おりに視線を向けると、沙織は心配そうに肩をすくめた。
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    「テレビ、見たぞ」


    　メガネをかけた中年の担任今いま井いは、開口一番、ズバリ核心をついてきた。


    　――やっぱりきたか……。面倒なことにならなきゃいいけど……。


    　俺は苦にが々にがしい思いを噛かみしめて、できるだけ無表情を装った。


    　中学の時分から莉り音おんのせいで不良生徒との誤解を受けていた俺は、担任の前に立つと、問答無用で叱しかられているような気分になってしまう。高校生になって不良の烙らく印いんを押されるのは、できれば避けたいところだった。


    　だが、事は俺ひとりの問題ではない。今や一部でカルト的人気を誇る沙織はタレントとして売り出し中であり、俺へ何らかの処分が下されるなら、沙織にも及ぶ危険性がある。俺はともかく、沙織に問題が波及する可能性だけは、なんとしても排除しておきたい。


    　昨日のテレビ放送はゴールデンタイム枠わくだったため、すぐに学校の知るところとなったのだろう。沙織の露出は雑誌やネットが中心だから、職員たちの間で問題になるまでに、まだ少し猶ゆう予よがあるはずだ。だが、沙織周辺の盛り上がりのことを考えると、タレント業が知られることは時間の問題だった。


    　今井は黙って俺を直視している。


    　いささかメタボ風味に小腹が膨ふくれたポーカーフェイスの今井は、表情を読み取ることが難しい。怒っているのか、それとも質問したいだけなのか、まずは言葉を待ってみないことには始まらなかった。


    　今井は咳せき払ばらいをして口を開く。


    「どうして呼ばれたか、理解してるな？」


    「はい。報告しようかどうか迷ったのですが、校則ではアルバイトを禁止していなかったものですから……」


    「まぁ禁止ではない、アルバイトはな。だが……まさか自分で会社を作って社長になっているというケースは……我が校始まって以来のことだ」


    　俺は素直にうなずいた。


    　――そりゃそうだろう。


    　ゴホン、と今井はわざとらしい咳払いをして間まを取る。俺から視線をそらし、職員室を見渡した。


    　俺も今いま井いの視線を追ってみると、職員室にいる先生たちが、こちらをチラチラとうかがっている。


    　――なるほど。職員の間でも、ちょっとした話題になっているわけだ。


    　こうして身近な大人たちの間でワイドショー的な噂うわさになっていることに、ついつい俺は苦笑した。


    　今井は続ける。


    「我われ々われも対応に苦慮しているところなんだが……結論は出ていない。親おや御ごさんの許可は取ってあるんだろうな？」


    「ええ、それはもちろん。父に確認を取っていただいてかまいません」


    　父さんの許可は取ってある。幼おさな馴な染じみ四人組で会社を創ると言ったら、笑って許してくれた。半ば冗談だと思っているはずだ。どうせまた、悪ふざけの延長線上くらいにしか思っていまい。


    　俺の父は、莉り音おんの父と兄弟だから、莉音のことを娘のように可愛かわいがっている。それに沙さ織おりや恒こう太たも家族のようなものだ。俺たち四人組が何か一緒に取り組むなら、反対はしない。


    　ただし会社の登とう記きには個人の実印が必要だったから、それは父さんに許可をもらって作ってある。登記に使用したあとは自宅の金庫に入れてあった。会社の実印も自宅にあるから、必要ならば、いつでも捺なつ印いんできる。


    　今井は何食わぬ顔で続けた。


    「困ったものだ。だからといって、今から会社を廃業しろというのは酷こくだろう。まさかテレビで話題になるほどうまくいっているわけだしな……」


    　たしかに革命部は順調な業績を上げているが、テレビに出たことが会社の業績を保証するものだとは思わない。テレビに取り上げられたって、実体はひどい会社なんてゴマンとあるはずだ。ただし、大半の人の感想は、そんなところなのだろう。


    　今井は顔をしかめて、頬ほおを掻かいた。


    　俺が何か話すのを今井は待っているようだったが、俺は黙もくして直視する。まずは今井に結論を急がせるつもりだった。戦いならたいてい先手を打った方が勝つが、こういう場は、相手の意図を把は握あくできるまで後手に回った方がいい。


    　今井はしびれを切らして話し始める。


    「何事も経験、それはわかる。若いうちにたくさんのことを経験してみることも、まぁ良いことだろう」


    　当たり障さわりのない話だ。早く結論を言えと、俺は内心でツッコんだ。


    「しかしだ、事業なんぞうまくいくとは限らん。くれぐれも、問題を学校へ持ち込むことだけはせんでくれよ」


    　ほぼ、結論と断定していい返事だ。黙認のスタンスと判断できる。俺はすかさずうなずいた。


    「わかりました。大丈夫です」


    　要は、面倒事に学校を巻き込むな……という話だ。妥だ当とうなところだろう。


    「うむ、今回は厳重注意と言ったところだ。とにかく驚いたよ。経営の相談に乗ってやるようなことはできんが……借しやつ金きんだけはするなよ」


    　すでに借金は強引なスタートの時に経験済みだったが、よけいな不安感を抱いだかせるので、口にはしなかった。


    　俺は素直に頭を下げる。


    「ありがとうございます」


    　どうやら問題はなさそうだ。


    　世の中には高校生社長という肩書きの人が、俺以外にも幾いく人にんかいる。だが、ほとんどキャッチーな話題性だけで注目されているにすぎない。


    　しかし革命部の場合、純じゆん利り益えきは優に億単位に及び、取引先や顧こ客きやく数は数千単位に及び、いっぱしの事業体として成果を挙げつつある。だから本当の意味で、俺はレアケースなのだ。


    　そんな俺をとりあえず黙認状態なのであれば、沙さ織おりの方は活動が知られたところで、とくに問題はなさそうである。


    　俺は安心して、今いま井いにもう一度丁てい重ちように礼を述べ、職員室をあとにした。
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    　職員室から外へ出ると、莉り音おん、沙織、恒こう太た、柚ゆずさんが揃って待っていた。


    　皆はすぐに俺を取り囲んでくる。俺は今井とのやりとりを事細かに話して聞かせた。


    　莉音は腕を組んで、いつもの得意げな調子で言う。


    「まっ、そんなとこだろうと思ってた。沙織のタレント業もぜんぜん問題ないわよ。うちの学校は三年くらい前も、ちょい役でドラマ出演してた生徒がいたし、その辺、あんまり干かん渉しようしてこないとこなのよねー」


    「嫌いやよ。先生には絶対バレたくない。そんなことで注意されたら、私、恥ずかしくて死んじゃうわ」


    　今にも失神しそうな表情で沙織は言った。そのあまりに絶望的な面おも持もちに、俺たちは思わず微苦笑してしまう。


    　追い打ちをかけるように、恒太は偉そうに口にする。


    「諦あきらめることだな。すでに生徒の間では、沙織は噂うわさになっている。学校の全員に知れ渡るのはもうすぐだ」


    　柚さんまで続く。


    「うちのクラスでは沙織さんの噂で持ちきりですよ。だって私が一生懸けん命めい紹介しましたから。うちのクラスの男子生徒はほとんど、沙織さんの写真集買ってくれました」


    　沙織は涙目で後じさる。


    「ひ、ひどいわ柚さん……」


    「良い仕事してるわね柚ちゃん。よーし、私だって負けないわ。私も来週の全校集会ジャックして、沙さ織おりの写真集宣伝しようかなー」


    　全校集会ジャック……中学の時はたびたびあったことだから、莉り音おんの場合、決して洒落しやれや冗談ではない。必ずやる。


    「だっ、だめ！　絶対、そんなことしたら絶対、一生許してあげないんだから！」


    「ククク、名案だな。不ふ法ほう占せん拠きよは政治活動の幕開けだ。全校集会ジャックでは居並ぶ愚ぐ民みんどもへ、この春かす日が恒こう太たを存分にアピールしてくれよう！　さあ諸君、革命の始まりだよ！」


    「いつから恒太の宣伝の話になってんだよ……」


    　うんざりして俺はたしなめたが、恒太は聞く耳を持つ様子もない。


    　莉音は沙織を向いて言う。


    「沙織人気は当然なのよ。自分がどれだけ破壊的な美び貌ぼうの持ち主か、沙織はもっと知らなくちゃいけないわ」


    「しっ、知らない！」


    「沙織人気は半はん端ぱじゃない。そのうちストーカーが学校に押し寄せてきても俺は驚かないね」


    　俺も相づちを打つと、沙織は視線を落として続ける。


    「どうしてこんなことになっちゃったのかしら……。……きっとぜんぶ莉音のせいよ。……ううん、絶対、絶対そうなんだから！」


    　言いながら沙織は、徐々に怒り心頭といった顔つきになっていく。しまいには、頬ほおをぷくりと膨ふくらませて莉音を睨にらみつけた。沙織なりに、烈火のごとく激怒しているのだ。


    　だが、プリプリと頬を膨らませた沙織は、正直、地球を壊滅できるくらいの可愛かわいさだった。


    　そんな沙織の様子に莉音は一瞬ひるみ、腰がグラリとよろめいた。後退し、壁かべ際ぎわに寄りかかったかと思うと、目を疑ったように沙織を見つめる。


    「ヤバイ、怒ってる沙織が可愛すぎる……。ヤバイ超ヤバイって。やっぱり私、沙織に惚ほれちゃいそう。おりおり～」


    　莉音はそう言って、おもむろに沙織に抱きついた。


    「莉音！　おりおりって言わないで！」


    　沙織はひたすら息巻いていて、莉音を振り払おうともがく。


    　だがそんな抵抗すら、今はなんだか愛らしく思えてしまう。ふいに莉音が沙織に抱きついたのも、まったく理解できないわけじゃない。


    　死に物ぐるいの沙織の抵抗を、莉音は無意識かつ巧妙な重心移動でいなし続ける。そして沙織にほっぺたをすりつけ、さらに強く抱きしめた。


    「おりおり～」


    「あっ、ああん！　や、やだっ！　ちょっとバカ！　どこ触ってるの!?」


    　そんな二人の仔猫のようなじゃれ合いに、俺は思わず苦笑した。


    



    
      ◇

    


    



    　部室のリビングルームで、莉り音おんはガッツポーズをしながら高らかに宣言する。


    「みんな！　沙さ織おり人気とテレビ放送の相乗効果で、うちのコスプレ撮影サイトのアクセス数は、一日五〇万アクセスを超えたわ！　契けい約やくチェーン店も一〇〇〇店を突破！　売上も激増中！　このまま、ガンガン行っちゃいましょう！」


    　事実、テレビ放映された翌日には、サイトのアクセス数が一瞬だけ五〇万アクセスを突破した。以降も二〇万アクセスを安定して叩き出している。


    　テレビ放映前は、一万アクセスがやっとだったにもかかわらずだ。もともとそれなりにうまく回転していた事業は、テレビのおかげで爆発的な伸びを示していた。


    　もちろん、アクセスの急増はテレビ効果による一時的なものだが、こういった商売は認知が広まるほどうまくいく。


    　それに今後も新聞や雑誌で事業が取り上げられる機会が増えるはずだから、革命部は金を一銭もかけずに、効率的な宣伝を続けていけるはずだ。


    　しかも、この事業は大きな売上や利益の割りに、革命部への負担が少ない。


    　なぜならかかる労力の大部分を、チェーン加か盟めいした写真館が負担するからだ。


    　また、申し込みがあったユーザのためにコスプレ衣装を配送する業務は、配送センターと契約し、すべてをアウトソース（外部委託）していた。


    　革命部と配送センターは、リアルタイムに受注状況を確認できるようソフトウェアを構築し、ネットワークで結んでいる。チェーン事業用のコスプレ衣装は部室に入らないほど多く、配送センターの方で管理してもらっているのだ。


    　だから革命部の業務は、写真館とのチェーン契約を整えることと、ユーザからのクレーム処理、それから金銭管理のみに特化できた。


    　こうして可能な限り業務フローを自動化しているから、革命部の管理は必要最小限度で済むのだ。


    　ちなみにコスプレ衣装の仕入れは、文芸部やアニメ部だけではとうてい追いつかなくなり、海外の縫ほう製せい工場と契約を結んで、そこからも仕入れるようになっていた。当初、海外生産で仕入れたコスプレ衣装は粗あらが目立つひどいものだったが、大手衣料ショップが生産を委託している縫製工場から仕入れるようになって、欠けつ陥かんは大分解消された。


    　そんなふうに試し行こう錯さく誤ごを繰り返しつつ、一品モノは文芸部やアニメ部から、大量に必要な衣装は海外縫製工場からと選えり分けて仕入れ始めている。すでに数だけで言えば、縫製工場からの大量生産品の方が上回っていた。


    　一度ビジネスモデルを組み上げてしまえば、あとはかなり安定して成立する事業だった。考えてみると、自動販売機に近いのかもしれない。


    「すごいです莉音部長。こんなに革命がうまくいっちゃうんですね」


    「まだまだこれからよ柚ゆずちゃん。一気に駆け抜けちゃいましょう」


    「ふ、俺が参加した部活なのだから当然だよ。愚ぐ民みんどもは皆、この俺のまばゆさに耐えきれず、今よりさらに頭こうべを垂たれてひれ伏すことになるだろう」


    　いつもの調子で恒こう太たが大おお見み得えを切った。


    「さっき会社の通帳記帳してきたんだけど、利益の増え方がすごい。コスプレ撮影と沙さ織おりの写真集だけで、もう六億円を超えちゃってたぞ。一瞬、桁けたを間違えたのかと思ったよ。ゴミ漁あさりとかしてたころ、あれだけ苦労したのがまるで嘘うそみたいだ。ちょっと信じがたいな」


    　俺が言うと、莉り音おんはあっけらかんとして応じる。


    「こんな程度で驚いてちゃ何もできないわ。事業活動ってヤツはね、ある一線を突破しちゃうと、そこはもう別世界なのよ。当分放っておいても、利益が加速度的に増えていくんだから」


    　莉音は俺たちを眺め回しながら続ける。


    「そうそう、近日中に沙織の写真集、第二弾を計画中よ。それから、沙織をＣＭに使ってくれるように営業を始めてみたの。大和やまと重じゆう機きから広告代理店を紹介してもらって、ガンガンねじ込んでる最中だから。期待してくれていいわよ」


    「やっ！　やだー！　絶対、絶対やらないからね！　もう莉音なんて大ッ嫌いなんだからっ！」


    　莉音の言葉を聞いた沙織は、慟どう哭こくと悲鳴が混じったような声を上げた。さらに涙ぐみ、食卓に突つっ伏ぷしてしまう。


    　ニヤニヤしながら沙織を見ていた恒太は、俺に顔を近づけて耳打ちしてきた。


    「最近、俺まで沙織の良さがわかってきた気がするぞ。ククク、こんな逸いつ材ざいはそうそう見つかるまい」


    　恒太としては、天敵の沙織が泣き崩れるのは楽しくて仕方がないらしい。


    　泣き伏す沙織にかまわず、莉音は食卓に乗りだして、俺たちに念押ししてきた。


    「いいことみんな。革命部の最終目標は、私たちの国を創ることだからね。それ、忘れちゃダメよ？」


    「いまだによくわからないな、その建国って。だいたい、土地もないじゃん。この一軒家で独立するわけじゃないんだろ？」


    　俺が問とい質ただすと、すかさず莉音は応じる。


    「ちゃんと土地は見つけてあるから。あっ、そうね！　せっかくだし、今度の土曜日、みんなで偵てい察さつ活動に行きましょう！　私たちの新しい国となる場所を、事前に部員全員がチェックしておかないとね」


    「もう場所を見つけてあるんですね！　さすが莉音部長、素敵です……」


    　柚ゆずさんはうっとりした様子で莉音を見つめた。


    　――おいおいマジなのかそれは……建国する土地なんて、そんな簡単に見つかるもんなのか？


    　俺は半信半疑だったが、どうやら莉音は大おお真ま面じ目めらしい。


    「土曜日、朝九時、私の家に集合ね。それから電車に乗って出かけましょう。あ、仕事も溜たまってるし、日帰りだから」


    「で、電車で行けるほど近いのかよ……。しかも日帰り……」


    　意気揚よう々ようと語る莉り音おんをまじまじと見やり、俺はポツリとつぶやいた。
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    　土曜日。


    　電車に乗って、俺たちは京けい急きゆう本線横よこ須す賀か中ちゆう央おう駅までやってきた。それから二〇分ほどトコトコ歩き、海岸線へ到達。


    　今日は快晴。海が日の光に反射し、キラキラ輝いていた。潮しおの香りが気持ちいい。


    　あたりは船着き場になっていて、ちょっとした憩いこいの場のようになっている。決して多いわけではないが、そこそこの人出があった。それぞれが思い思いの休日を楽しみ、周囲にはチラホラ売店などもある。フェリーを待っているらしい人影もあった。家族連れやカップルが多いようだ。


    　俺はてっきり、もっと遠出するのかと思っていたから、想像以上に近すぎて拍子抜けした。だいたい横須賀なんて、俺たちの地元からは目と鼻の先のようなものだ。


    　莉音は満面の笑顔で、海の彼方かなたを指さした。いや、彼方かと思ったら、すぐ傍そばに浮かぶ陸地を指さしている。


    「見なさい、アレ！　やほー！」


    　目の前に、ぽっかり浮かんだ島がある。


    　意外と近く、かなり小さめの孤島だ。


    　俺たちはそれぞれつぶやいた。


    「島だ」


    「島よね」


    「島のようだな」


    「島みたいですね」


    　莉音は大いにうなずく。


    「いいこと野郎ども！　あそこが、私たちの新しい国になる場所よ！」


    　皆、黙って莉音を見ていた。


    　俺はただ呆ぼう然ぜんと、沙さ織おりは沈ちん鬱うつな面持ちで、恒こう太たは得意げに、柚ゆずさんは顔を輝かせて、莉音の次の言葉を待つ。


    「無人島の猿さる島しま。通称、モンキーアイランド。普段はここからフェリーが出ていて、海水浴や釣り、散策などを行おこなえる島なのよ。島へ行けば、日中だけ売店なんかもあるの。ちょっとした憩いの場になってるってわけ。近いうちに、猿島を占領して独立する。あそこが、私たちの国家になるのよ」


    　そんなことを莉音は誇らかに言い放ち、バッグからパンフレットを取り出して俺たちに配ってきた。見れば、猿島案内のパンフレットである。


    「さあみんな、さっそくフェリーに乗って出発しましょう」


    「莉り音おん部長、ついにやってきたんですね！　私たちの革命の新大陸へ！　私、とってもワクワクしちゃいます！」


    「ふっ、なかなか美しい領地のようだな。いささか狭いのが難点だが、なかなかどうして、最初に我が王国へ組み込む領土としてふさわしい。よかろう、あそこを起点に世界を統すべることとしようか」


    　柚ゆずさんと恒こう太たが喜ぶのに反し、沙さ織おりは俺の手を取って小さくつぶやく。


    「莉音ってどこまで本気なの……？　いつものイタズラなんだよね？」


    「本気みたいだぞ。具体的なことは知らんけどな」


    「……」


    　俺の答えに、沙織はいっそう沈痛な面持ちを浮かべた。


    　莉音は猿さる島しまを振り向いて、海の方へひとり歩き出す。桟さん橋ばし近くまで進んだ莉音は右腕を空高く振り上げ、嬉き々きとして声を張り上げた。


    「さあ行こう、待ち焦こがれた約束の大地へ！　我が旗の下もとに集つどえ！　革命部の栄光のために！」
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    　陽光に煌きらめく海の上。


    　俺たちはフェリーで猿島へ向かっていた。


    　莉音と柚さんは二人、嬉々としてカモメに餌えさをやっている。


    　恒太はと言えば、フェリーの一番先端でカッコよくポーズを決め、しきりに海を眺めやっていた。大方、世界を支配する方法でも本気で考えているのだろう。


    　俺と沙織は客席に腰掛け、先ほど莉音から渡された猿島案内のパンフレットをのぞき込んでいた。


    　国家建設と言うから、どんな過激なところかと思ったが、意外にも風ふう光こう明めい媚びなところであるようだ。


    　猿島は、東京湾内で唯ゆい一いつの無人島らしい。だから当然、東京から行ける無人島としてはもっとも近い場所にある。


    　島の面積は〇・〇〇五五平方キロメートル、東京ドームのたった一・二倍の大きさだ。海岸線は一・六キロメートルだから、徒歩でもぐるりと島を巡るのはあっという間だろう。もっとも高い場所は標高四〇メートル、こぢんまりした丘のような高さだ。小さな島は全体的に緑で覆おおわれていて、狭いが美しい砂浜もあり、夏には海水浴客もやってくる。緑あり、海ありと、なかなか魅力的なスポットのようだ。


    　猿島の歴史は思いのほか古く、島内からは縄じよう文もん土器や弥生やよい土器が出土しており、紀元前の昔から、この離れ小島に人間が暮らしていたのだと思われる。また、近隣の歴史を通じて、島にまつわるいくつかの伝説や昔話が伝でん承しようしており、古くから親しまれた島でもあるそうだ。


    　だが、一見ただの観光名所と思われそうな猿さる島しまは、別の側面も持っている。幕末のペリー来航以降、にわかに首都防衛の拠きよ点てんとして注目を集め、軍事拠点として整備されてゆくことになったのだ。明治時代には、通称「東京湾要よう塞さい」として改造を施ほどこされた。島内には塹ざん壕ごうが張り巡らされ、堅固な防御施設として陸軍省・海軍省の管理下に置かれた。


    　しかし結局、要塞となった猿島は、一度も実戦を経験したことがない。そして第二次大戦のあと、しばらくの間アメリカ軍に接収されることとなる。一九六一年に日本国に返還され、さらに二〇〇三年になって横よこ須す賀か市が日本国から無償で譲じよう渡とを受けたのだという。どうやら観光スポットとしてだけでなく、歴史探索としても、興味深い場所のようだ。


    　一通りパンフレットの基本情報に目を通し終え、隣に座る沙さ織おりを見ると、熱心にパンフレットのページをめくっていた。


    　俺がのぞき込んでいるのに気づいた沙織は顔を上げ、屈託ない笑顔で口にする。


    「ね、巳み継つぐ。せっかく来たんだし、一緒にいろいろ見て回ろ？」


    「そういや、幼おさな馴な染じみ四人組で揃って一緒に遊びに来るの、久しぶりだな。昔はしょっちゅう皆で出歩いてたけどさ」


    「私は……莉り音おんと一緒だといじめられるだけだし、恒こう太たとは喧けん嘩かばかりだし……。だから本当は……巳継と二人だけで来たかったな」


    「莉音はあれでも、沙織のことが可愛かわいくて仕方がないんだよ。まだガキのころは、莉音が沙織の保護者みたいなもんだったろ。沙織がいじめられたり、転んで泣いたりすると、必ず莉音が飛んできたじゃないか」


    「う、うん……」


    「莉音は、あのころと何も変わっちゃいないんだよ。今だって同じさ」


    「でも莉音はなんでも思いどおりにならないと気が済まないでしょ？　いつも振り回されてばかりだったわ。でも巳継は、私にずっと優しかった……。だからね、巳継、私は……」


    　沙織が何か続きを言いかけた、ちょうどその時。


    　フェリーの汽き笛てきが高らかに鳴り響く。猿島の岸辺に到達したのだ。


    　客室から外を見やると、莉音らがフェリーの乗降口へ向かっている。


    　俺は立ち上がりながら言う。


    「俺たちも行こうぜ。それで、どした？　何か今、言いかけてたろ？」


    「あっ、う、ううん。なんでもない……」


    　戸と惑まどったように沙織は口にし、立ち上がった。


    「なんだよ、何か話したいことあるんなら、なんでも言えって」


    　そう俺が促すと、沙織は吹っ切れたように微笑ほほえんだ。


    「ううん、いいの。久しぶりに伸び伸びできるなぁ。嫌いやなことぜんぶ忘れて楽しもうね、巳継！」


    　ここ最近の沙織は嫌なことばかりだろう。奇妙な成り行きで始まったタレント活動をはじめ、いろんなストレスを溜ため込んでいるに違いない。


    　それでも沙さ織おりは晴れ晴れした表情になり、俺の手を取って、客席の外へ向けて歩きだす。久しぶりに沙織の、心から安らいだ笑顔を見たような気がした。
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    　猿さる島しまの船着き場には少なくない人がいる。


    　一緒にフェリーを降りた客たちが、思い思いの場所へ向けて歩き去ってゆく。心なしか、カップルが多いように見受けられた。


    　それにしても、ちゃんとフェリーが運航しているし、ここが無人島だなんてにわかには信じられない。


    　船を降り立った俺たちは、莉り音おんを中心にして集まった。


    　沙織があたりを見渡しながら怪け訝げんに尋たずねる。


    「ここ、本当に無人島なの？」


    「そうよ。東京湾唯ゆい一いつの無人島。だからもちろん東京に一番近い無人島。パンフレットで見たでしょ？」


    「でも、そこそこ人がいるんだけど……」


    「今の時間帯だけね。誰も住んでいない島だから、夜には皆いなくなるの」


    「そうなんだ……。こんな島があるなんて知らなかったわ……」


    　ふいに恒こう太たが口を挟む。


    「なるほど。莉音の狙ねらいは把は握あくした。この場所を、夜のうちに占領してしまおうと言うのだな」


    「そうそう。そんな感じで間違いないわね」


    　莉音がうなずくと、恒太はサラリと髪をかきあげながら偉そうに言う。


    「ふふ、いわば奇襲攻撃を敢かん行こうするというわけだ。良い作戦だよ莉音」


    「奇襲攻撃は大げさだろ。だいたい、攻撃を仕掛ける敵なんて猿島にいないぞ？　誰もいない隙すきをついて、ただ横からかすめ取るだけじゃん」


    　スルーしても良かったのだが、いちおう俺はツッコんだ。


    「ククク、巳み継つぐはまだ戦争のイロハというものをわかっていないようだ。現代戦闘の極意は『叩かれる前に叩く』、これに尽きる。これぞブリッツクリーク、電撃戦というものなのだよ」


    　恒太に戦争がわかるとは思えなかったし、微妙にボタンがかみ合わないやりとりだ。これ以上、恒太とまるで無意味な言い合いをしていても仕方がない。


    　だから俺は適当にうなずいて恒太の話を流したが、しかし柚ゆずさんが目を輝かせて口にする。


    「恒太くんは戦争が得意なんですね！」


    　冗談だと思ったが、柚さんは尊敬のまなざしを注いでいる。本気で感心しているらしい。


    「そうだとも。戦争の戦略戦術なら、世界をくまなく探しても、この俺に匹敵する逸いつ材ざいは見つからないだろう。なぜなら俺は……春かす日が恒太だからだッ！」


    「わー！　すごいです！」


    　柚ゆずさんは嬌きよう声せいを上げて拍手した。


    「俺はあらゆる戦史を研究し、あらゆる戦争を乗り越えてきた。この俺にしか、成なし遂とげられない義務がある。俺には人類を背負う責任というものがあるのだよ」


    　いつ恒こう太たが戦争を乗り越えたのか知らないが、触れない方が賢明だ。きっと第二次世界大戦を舞台にしたネットゲームでもプレーしたのだろう。


    　俺は莉り音おんを促した。


    「さあ莉音、これからどうするんだ？　ここで立ち話をしていても仕方がない」


    　すると莉音はうなずいて、意気揚よう々ようと声を張り上げる。


    「そうね。じゃあさっそく、いろいろ見て回りましょう！　みんな、まずは私についてきなさい！」


    「おー！」


    　柚さんだけひとり勇いさみ立ち、大きく拳こぶしを振り上げた。場違いの気勢に、あたりにいた観光客がチラチラと俺たちを眺めやってくる。


    　俺たちは莉音に引率されながら、島内散策へと歩きだした。
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    「猿さる島しまは、島そのものが要よう塞さいなの。本物の要塞よ。明治政府が首都防衛のため、この島に地ち下か壕ごうを張り巡らせた。その名残なごりが、島内を巡るこの煉れん瓦が造りのトンネルってわけね」


    　莉音は歩きながらこちらを振り返り、手を広げて説明した。赤茶色の煉瓦で被おおわれたトンネルが、どこまでも続いている。


    　俺はあたりを眺め回しながら、感心してうなずく。


    「東京のすぐ傍そばに、こんな場所があるなんてなぁ」


    「東京の傍だからよ。欧米列強から首都を守るために、幕末には台だい場ばが築かれた。明治になってからは要塞化して、首都防衛の拠きよ点てんになったの。立地がいいからね」


    　パンフレットで要塞と知っていたことだったが、しかし実物をこうして眺めて見ると、感かん慨がいもひとしおだった。明治初期に、完成したばかりの新国家の国土防衛のため、ひっそりとこんな努力までしていたと知り、静かな興奮が湧いてくる。


    　建国というものの大変さを、少し垣かい間ま見られたような気がした。莉音の言うとおり、新国家の建設には、やはり他国の圧力に屈しないための軍事力、防衛力こそがまずは必要なものなのだろう。きっと明治政府は、それはもう全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、死に物ぐるいで富ふ国こく強きよう兵へいに心しん血けつを注いだのだ。


    　しかし、いくらなんでも日本の建国と、莉音の建国とは次元が違いすぎる。


    　――莉音の建国とは、一体全体、何をどうするつもりなのだろう？


    　俺はひとり首を傾かしげた。


    　莉音は意気揚々と続ける。


    「だから猿さる島しまには、ちょっとした砲撃を受けても耐えられる施設が最初からあるの。私たちが一から防備を固めなくていいってわけ。狭い島だから、部員五人で島を守りきるには最適なところよ。それに、なんといっても無人島だしね」


    　話だけを聞くと、莉り音おんにはすでに具体的な計画があるように聞こえるのだが、はてさて如何いかがなものなのだろうか。飄ひよう々ひようと語る莉音を見ながら、さらに俺は首をひねった。


    　熱心に話を聞いていた柚ゆずさんが口を開く。


    「これ、本当に地ち下か壕ごうなんですか？　なんだかとっても素敵な道を歩いているみたいです。去年私たちが掘った塹ざん壕ごうとずいぶん違うんですね」


    「そうね。この煉れん瓦が作り、情じよう緒ちよあるわ」


    　たしかに、美しいトンネルだった。地下壕と説明されなければ、誰にもそれとわかるまい。


    　だが、いくら防衛施設が備わっているといっても、とても日本が本気で対抗してきたら、守れるなどとは思えない。自衛隊の一個師団がやってくるだけで、俺たちなど紙のように吹き飛ぶだろう。いくら古ふる強つわ者ものの莉音といえど、完全武装の相手に敵かなうわけがないのだ。


    　だから俺は常識的な疑問を問とい質ただす。


    「本当に占領なんかできるのか？　それに占領したからって、どうなるものでもないだろう？　翌日にはまた普通にフェリーがやってきて、観光客を降ろしていくよ」


    「大丈夫。夜の間に占領して、独立宣言をするの。それ以降、この猿島は私たちの法律によって運用されることになる。外から誰か来ても、不法入国は許さないからね」


    　つまり莉音は、この猿島を日本国から強ごう奪だつし、日本人が入ることを阻そ止しすると言うのだろうか。


    　――それは極めつきの不法行為……テロリストだと思うんです先生。


    　しかし柚さんは、真剣なまなざしで俺たちを見やり、両りよう拳こぶしをギュッと握りしめて語る。


    「守りましょう。私たちの手で。私たちの国を。みんなで世界を良くするんです。力を合わせて頑張らなくちゃって思います」


    　むしろ世界が悪くなるような気がしたが、あまりに熱心な様子の柚さんに反論するのは、いささか酷こくに思えた。


    　恒こう太たはひとり作戦を語りだす。


    「ククク、この俺がいれば防衛はたやすい……。まずはこのトンネルの入り口付近に戦車二台を配置して敵の足を止め……」


    　たまらず沙さ織おりが語りに割り込む。


    「バカなの？　戦車なんかどこにもないじゃない。恒太がおとりにでもなって敵の足を止めなさいよ」


    「ふっ、ほざくがいい小娘。我が軍略は永遠に不滅。じゃじゃ馬娘に、偉大な戦略が理解できるはずがないのだ」


    　そんな恒太の反論に、沙織はそっぽを向いて、ひとり呆あきれ果てたように肩をすくめた。


    　さらに恒太は自賛軍略を話し続ける。


    「おとりなら、沙さ織おりにメイド服でも着せて突撃させるのがよかろう。どれほど強大無比な軍隊がやってこようと、一〇分は敵を釘くぎ付づけにできるはずだ」


    　恒こう太たが口にした、まさに直後――。


    　沙織は無言で足を振り上げ、恒太の靴を思い切り踏みつけた。


    「ぎゃ―――――――！」


    　絶叫がトンネル内に反響し、恒太は足を抱かかえ込むようにして転げ回った。


    　遠出してきた今日は、さすがに鉄板を埋め込んでいなかったようだ。まぁ今のは、地じ雷らいを踏んだ恒太が悪い。


    



    
      ◇

    


    



    　トンネルを抜けて、光が燦さん々さんと降り注ぐ空間にやってきた。地ち下か壕ごうの合間合間に、こういった場所が点在している。木々の隙すき間まから溢あふれる光は、実に幻想的な光景だ。


    　莉り音おんは木々を指さしながら解説する。


    「地下壕の上は当然、緑に包まれてる。ちょっとした森になってるの。木の実なんかも採れるから、本当に小さな森だけど、有事の際は私たち五人が生きていけるくらいのものは確保できるわ」


    「とっても素敵な体験ですね。考えるだけで待ち遠しくなってきちゃいます」


    　顔を輝かせた柚ゆずさんは嬉うれしそうに小こ躍おどりした。


    　――柚さんは、莉音の建国をキャンプファイアーか何かだと思っているのだろうか。


    「ふふ、時にはゲリラ戦も必要だろう。かのキューバ革命ではカストロ前議長とチェ・ゲバラが、アメリカをバックにしたバティスタ政権相手にゲリラ戦を展開し、キューバを真の独立国家へと導いたのだ。いいだろう、この春かす日が恒太、華か麗れいにゲリラ戦闘の指揮を執とってみせる」


    「指揮を執る方かよ……。恒太は最前線だろ。常識的に」


    「どうやら巳み継つぐは統制の取れていない軍隊で無駄死にしたいらしいな。マンガやアニメの世界じゃないんだぞ。これだから戦争の素人しろうとは困る」


    「いつから戦争の玄人くろうとになってんだよ。それにお前こそ、こないだアニメ観て『俺がガ○ダムだ！』とか言ってなかったか？」


    　沙織がうんざりしたふうに言う。


    「私、こんなところで原始人みたいな生活するのは絶対に嫌いやよ。観光に来るならいいけど、どうしてこんなところで生活しなくちゃいけないの？」


    　すかさず莉音が応じる。


    「沙織はアマちゃんねー。世界中を渡り歩いた私から言えば、こんなに楽なところはないわ。保証する。私や父さんなんかね、食しよく糧りようが尽きてどうしようもない時は、サソリや幼虫を焼いて食べて、飢うえを凌しのいだこともあったのよ」


    「げええ、サソリ……」


    　沙さ織おりはいかにもマズイものを食べたような顔をした。


    　にわかに興味をそそられ、俺は聞いてみる。


    「サソリって食えるのか？」


    「うんうん。毒針がある尻尾しつぽを切り落としさえすればオッケー。吐き気がするほど不ま味ずいんだけど、とりあえずタンパク源にはなるわね」


    　そんなものなのだろうか。莉り音おんの冒ぼう険けん譚たんには、よくタンパク質という言葉が登場する。冒険には重要な栄養素らしい。


    「その点、ここは食しよく糧りようの確保は楽チンよ。魚も獲れるからね。森と海から、楽々自給自足ができるの」


    「自給自足すること自体、楽じゃないと思うけど……」


    　沙織は苦にが々にがしい面おも持もちで口にした。


    



    
      ◇

    


    



    　トンネルを抜けて、海が開けた地点にやってきた。海は何度見てもいいものだ。潮しお風かぜが気持ちいい。


    　ちょうど対岸側は日本本土となっている。


    　莉音は、海をまたいだ陸地を指さした。


    「あそこに船が見えるわね。アレが戦艦三み笠かさよ」


    「なんですかぁ三笠って。傘かさの名前ですか？」


    　柚ゆずさんのほんわかした問いに、俺が答える。


    「ほら、日にち露ろ戦争の時の、帝国海軍の旗き艦かんだよ。東とう郷ごう平へい八はち郎ろうが乗ってたヤツね」


    「偉い人なんですかぁ？」


    　惚ほうけたような口調で柚さんは言った。


    　高校の世界史か日本史、どっちでも習う人のような気がするが……。柚さん的には、学校で習う知識と、こういった現場での知識が結び付かないのだろう。


    　莉音が話を引き継ぐ。


    「うーん、どうかしらね。まぁ軍人としちゃ、世界でもトップクラスの提てい督とくじゃないかしら」


    「この俺に匹敵する偉大な軍人だよ。冷静沈着な胆力、戦いの流れを読む采さい配はい、どれを取っても俺に比ひ肩けんしうる逸いつ材ざいだ。東郷のもっとも有名な言葉として語り継がれている『皇国の興廃この一戦にあり！　各員いっそう奮ふん励れい努力せよ！』――。これなど、まるで俺が考えたセリフじゃないか」


    　恒こう太たの独り語りに、沙織が絡む。


    「あんたについていく兵士なんて、一人もいないわよ」


    「ふっ、これは俺としたことが、愚ぐ民みんの沙織でも理解できるように話してやるべきだったよ。しかし待て、俺の知ち謀ぼうの高さを考えると逆に、おりおりが理解しやすいように話すのは難しい……。なにしろ、ゴルゴデユーク東郷13と東とう郷ごう平へい八はち郎ろうの区別もつかないのだろう？」


    　一瞬、沙さ織おりが凝ぎよう固こする。


    　ふいに恒こう太たとの間合いを詰めたかと思うと、大だい喝かつしながら恒太の足を踏みつけた。


    「おりおりって、言うなー！」


    「あんぎゃああああああああああああ！」


    　苦く悶もんの表情を浮かべた恒太は、足を抱かかえながら地面を転げ回った。今日二度目。恒太の足のダメージが心配である。


    　いつもなら、恒太のライフはもうゼロだ。


    　だが幸さいわいなことに、今日の沙織はスニーカー。将来、沙織がハイヒールでも履いたなら、恒太の足の骨は毎日砕け散ることになるだろう。


    



    
      ◇

    


    



    　再びトンネルをくぐり抜け、緑が垣かい間ま見える空間に出てみると、すぐ傍そばに整地されたような高台が見える。ひときわ高い木々が左右から高台に覆おおい被かぶさり、下には草が生い茂っているが、人の手が入っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　その場を莉り音おんは指さしながら、あっけらかんとして言う。


    「ほら、見てごらんなさい。あそこは砲台跡よ。木々の合間に設置して、砲台を覆い隠していたの。ここなら、衛星から捉えられる可能性も低い。私たちも、あそこにミサイル発射台を設置しましょう」


    　俺は不意を喰らって、莉音をまじまじと見やった。


    　しかし少なくとも莉音の声音には、イタズラっぽい響きは感じられなかった。事実を口にしているように感じる。


    「ミサイルなんてどこに発射するのよ……」


    　そんなふうに沙織は呆あきれ返ったが、恒太と柚ゆずさんは興奮を抑えきれないようだった。


    「ククク、ついに愚ぐ民みんどもが俺にひれ伏す時がやってくるのだな。いいだろう、ミサイル発射を許可する。巳み継つぐ、左さ舷げん弾だん幕まく薄いぞ！　何やってんの！」


    「さすが莉音部長、革命が始まるって気分になりますね！　私も自販機事業を頑張らなくちゃって思います！」


    　――莉音はともかく、この二人はわかって言っているのだろうか……？


    　恒太と柚さんの無む邪じや気きさが、俺には少しだけ羨うらやましく思えた。


    



    
      ◇

    


    



    　ほぼ島内全域を見終えた俺たちは、フェリーで帰途につくことにした。


    　時刻はそろそろ夕刻だ。


    　あと少し経てば、地平線はオレンジ色に染まる。最後のフェリーが島を出れば、再び島は無人島に戻るだろう。


    　莉り音おんと恒こう太たと柚ゆずさんは売店で軽食を取ろうと、足早に船着き場へ向かってゆく。一方の沙さ織おりはしきりに俺を呼び止めて、あれこれと景色を眺めたがったので、二人だけ取り残された格好になった。


    　しかし沙織は島内をゆっくり回遊しようとする割りに、俺には心なしか、気を揉もんでいるように見えた。景色を楽しむというよりも、上うわの空そらといった感じだ。


    　どうも普段と様子が違う。


    　沙織と一緒にトンネルへ入り、船着き場までの道をゆく。地ち下か壕ごう内は見尽くしたし、新しく見るものもない。トンネル内にところどころ照らし出されるオレンジ色の照明が、俺たちの行く道を照らし出す。


    　もうすぐトンネルを抜けようとする間ま際ぎわ――。


    　ふいに沙織が足を止めたので、気づいた俺は振り向いた。出口はすぐそこだ。


    　沙織は、俺を見つめながら立ち尽くしている。


    「どした？」


    　俺が声をかけると、沙織はおずおずと口を開く。


    「巳み継つぐ。このトンネル、なんて言うか知ってる？」


    「え？　名前付いてんのか？　ここって戦争用の地下壕なんだろ？」


    「パンフレットに載ってたよ。ここね……『愛のトンネル』って言うんだって」


    「なんだぁその名前。要よう塞さいの割りに変な名前だな。塹ざん壕ごうに愛もなにもないだろ」


    　俺の言葉に、沙織は顔をしかめた。


    「……。むぅ、ロマンチックさの欠片かけらもないのね。ここでキスした恋人たちは幸せになれるってジンクスがあるんだって。だから私は……とっても素敵な名前だと思うな」


    「そうか？　まぁたしかに、こういう煉れん瓦が造り、塹壕のくせに情じよう緒ちよあるよな」


    　改めて俺は、地下壕内を眺め回した。


    　たしかに、言われてみれば煉瓦造りの側そく壁へきは、戦争用にしてはもったいない。瀟しよう洒しやな壁面は落ち着いた雰ふん囲い気きを漂わせている。


    　ふと俺は、莉音たちとずいぶん離れてしまったことを思い出した。今ごろ食事中だろうから遅れてもかまわないのだが、あんまり遅れると捜しに戻ってくるかもしれない。


    「沙織、急ごうぜ。莉音たちと大分離れちゃったし」


    　しかし沙織は答えない。


    　トンネル内には俺たち二人。


    　どうしたというのだろうか。


    　やがて沙織は、決意を込めたような視線を俺へ向けた。


    「み、巳継、あのね」


    「どした？」


    「話したいことがあるの……」


    　そこまで言って沙さ織おりは、ふいに押し黙ってしまう。何か言いたそうなのに、言葉に詰まっている様子だ。


    　俺は努めて優しく問いかける。


    「なんだよ、改まって。なんでも気軽に言えよ。いつだって聞いてやるんだから」


    　沙織は少し視線を落とした。


    「巳み継つぐは私のこと……どう思ってる？」


    「どう……って？」


    「お、女の子としてどうなんだろうなって」


    　沙織は上目づかいで俺をうかがうように見つめてきた。


    　俺は沙織の期待に応えようと、できるだけ正確に分析してみる。


    「うーん、正直、沙織ほどの美び貌ぼうの持ち主はお目にかかったことがない。ネット界のカリスマみたいな感じもいいけど、沙織さえ望めば、どんなステージにだって立てるんじゃないかな？」


    「ステージ？」


    「ドラマに出たりとか、テレビＣＭに出たりとか、歌手になったりとか……まだまだいろいろあるな。なんだってできるはずだ」


    「あっ、あのね巳継、私、そういうのぜんぜん興味なくて……。女の子としてどうかっていうのは、そういうことじゃなくてね……」
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    　ふと思いついて俺はポンと手を叩いた。


    「そうそう、あとミス・インターナショナルとかあるだろ？　沙さ織おりが出場して世界一になっても、俺はちっとも驚かないね。たしか応募が一七歳以上だったはずだから、来年あたりチャレンジしてみないか？」


    「だからね、そんな話じゃなくて……巳み継つぐが……巳継自身が……私のことをどう考えているのかなって知りたくて……」


    「俺自身？」


    　沙織は何かを覚悟したように俺を見つめる。


    「私のこと、嫌いじゃない？」


    「どうしてだよ。そんなわけないじゃん」


    「じゃあ……す、好きとか……」


    「そ、そりゃ好きに決まってんだろ？」


    　沙織は頬ほおを紅こう潮ちようさせた。


    　心なしか、その腕が震ふるえている。


    　心配に思い、俺は沙織の手をつかみ上げた。


    「ひゃあ！」


    　沙織はビクンと身体を震わせた。思わず俺は手を離す。


    「大丈夫か沙織？」


    「なんでもない……」


    「風か邪ぜでもひいたのかもしれないぞ。今日は早く帰って寝た方がいい」


    　そんな俺の言葉に沙織は答えず、束つかの間ま目を伏せ、息を大きく吸い込んだ。


    　そして決意を込めた表情で俺を見上げてくる。


    「あっ、あのね……み、巳継……ちょっとの間、目を瞑つぶってもらえる？」


    「え……」


    　俺は生なま唾つばをのみこんだ。


    　しかし沙織のあまりに真剣な面おも持もちに、俺は曖あい昧まいにうなずくしかなかった。


    「わ、わかった……一〇秒だけな」


    「私がいいって言うまで絶対目を開けちゃダメなんだからね。絶対、絶対なんだから」


    　俺は黙って目を閉じた。


    　息をのむ様子が伝わってくる。


    　しかし動いた様子もない。


    　……。


    　…………。


    　………………。


    　……………………。


    　どのくらいそうしていただろうか。


    　とっくに三〇秒を過ぎ、ややもすると一分くらいこうしているような気がする。沙さ織おりからの合図はない。


    　そろそろ目を開けてしまおうかと思った矢先――。


    　突然、背後から声が飛び込んできた。


    「いつまでそうしてるんだ？　キスするなら早くしろ」


    　恒こう太たの声だ。


    　目を開けると、沙織はすぐ目の前で不意を喰らったように凝ぎよう固こしていた。


    　俺は恒太を振り向く。


    　恒太はトンネル外の入り口脇で、偉そうに腕を組んでいる。


    「な、なに言ってんだ？」


    「おやおや。これはまた強引すぎる否定だな。恥ずかしがらなくてもいい」


    　恒太は大げさに肩をすくめた。


    「つか恒太、いつからそこにいたんだ？」


    「先ほどからここにいたが？　気づかないほうがどうかしている。きさまらの今のムードは戦場ならば完全に死亡フラグ！　『この戦いが終わったら……』などと口にしかねない、今こん生じようの別れの予感！　そんなことでは、次の戦争で真っ先に散ることになるぞ」


    「次の戦争っていつなんだよ……。俺たちを迎えに来たのか？」


    「そろそろフェリーが出る時間なのでな。リーダーとしては手て駒ごまの足並みが揃わないと困るのだよ。しかし、そこまで差し迫っているわけではない。なぁに、接せつ吻ぷんする時間くらいはある。しばらく待っていてやろう。この温情をありがたく受け取ることだ」


    　恒太は言いたい放題だ。


    　しかし沙織に目を向けると、カチコチに固まったままだった。


    「遠慮はいらんぞ小娘。心おきなく舌を絡ませるがいい」


    「ちちち違う！　そんなんじゃない！」


    　しどろもどろといったように沙織は否定した。真っ赤になっている。


    「い、いま沙織なら、ミス・インターナショナルに出ても世界一になるかもしれないって話してたんだよ。一七歳になったらチャレンジしてもいいんじゃないかってさ」


    「ほう、ミス・インターナショナルか。しかしだ、スタイルの評点も重要だぞ。その点、沙織は巨大なハンデを抱かかえているのではないか？」


    「あっ、そうだな……言われてみれば……。沙織はスマートだけど、スタイルと言われると……クソッ……美び貌ぼうの勝負ならきっと世界一なのに。いやでも待てよ……沙織ならむしろ、ああいうコンテストの美女基準を変えてしまえるんじゃないだろうか……」


    　沙織なら、スタイルの美女にだって絶対に負けないのだ。


    　ショップにコスプレ写真を多めに掲載したくらいで世間の噂うわさになるなんて、世界中探したって沙織くらいしか考えられない。


    　俺は沙さ織おりを振り返りながら続ける。


    「まずは試ためしに日本代表になってみたらどう……え？」


    　ずい、と沙織は近づいてくる。ふいに沙織の顔が目前に迫ってきたので、思わず俺は後じさり、息をのんだ。


    「ねぇ巳み継つぐ。誰の胸がないって？」


    「む、胸？　スタイルとは言ったけど胸とは……」


    　あわてて俺は否定した。


    　しかし沙織は貼り付いたような笑みを浮かべつつ、今度は恒こう太たに一歩詰め寄っていく。


    「あんた、誰の胸が小さいって？」


    「お、俺は違う。すべては巳継が言ったことだ。悪いのは巳継だ」


    　恒太は後じさりながら首を振った。


    「言ってねえ！　小さいなんて一言も……恒太が言ったんだ！」


    「巳継が言った！　俺は聞いた！　沙織のバストが小さいと、たしかに言った！」


    「言ったのは恒太だろ！　沙織の胸が心配だって言った！　俺は聞いた！」


    　俺と恒太は子供のように指を差し合い、責任をなすりつけ合った。


    「そんなにＡカップって罪かしら？　ねぇどう思う？」


    　俺と恒太は狼ろう狽ばいした。


    　混乱する頭で、とにかく沙織の誤解を解こうと俺はまくしたてる。


    「胸のことなら気にすることなんてないんだ！　Ａカップの方が評価されることだってあるんだぞ！　沙織は今のままがいい！」


    「……今、なんて言った？」


    「Ａカップ……え？　でも沙織、たった今、自分で言ってたんじゃ……。そうだろ恒太、沙織が自分で言ってたよな？」


    「いや、巳継がＡカップと連呼していた！　貧乳爆発しろと叫んだ！　俺は全力で聞いたぞ！」


    「あっ、てめえ！　抜け駆けしやがって！」


    　沙織は悔くやしさを押し殺すように震ふるえていた。


    　俺は沙織をのぞき込み、できるだけ優しく問いかける。


    「な、なあ、どうしてそんなに怒ってるんだ……？」


    「怒ってないわよ。ぜーんぜん怒ってなんかいないんだから……」


    　沙織は卓絶した笑みを浮かべて言葉を絞り出した。


    　俺は取り乱し、機き嫌げんを取ろうとあがく。


    「そ、そうか。それなら良かった、うん。沙織は気にしすぎなんだよ。沙織ファンは世界中にいるだろ。それくらい沙織は美女だってことだ」


    　恒太も追従してくる。


    「そうだぞ沙織。世の中というものはな、貧乳好きがたくさんいるのだ。それに俺たちまだ高一。成長の余地は十分にあ……」


    　そこで恒こう太たは言葉を止めた。


    　沙さ織おりの目には殺気が宿り、拳こぶしがブルブルと震えだしたからだ。


    　俺と恒太は逃げようと思ったが、時すでに遅く――。


    　沙織は大だい喝かつと共に、持っていたバッグを振り上げる。


    「あの世で悔くいろ！　こっの……唐とう変へん木ぼく！」


    　俺と恒太は煉れん瓦が造りの坑こう道どう内で、見事にノックダウンされた。
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    　結局、俺たちを捜しに来た莉り音おんに助け起こされた。


    　沙織はすでに船着き場で待っていて、俺たちとは一言も言葉を交わさずに、ひとりフェリーに乗り込んでしまった。


    　そんなムッツリした沙織の様子を遠巻きに眺めながら、俺たちはフェリーへ同乗する。


    　フェリーでも沙織は、船外の手すりから、一心にオレンジ色に染まった海を見つめていた。


    　俺が声をかけようとして近づくと、すぐに気づいた沙織は、大げさに顔をそらして向こうへ歩き去ってゆく。


    　チラと垣かい間ま見えたその顔は、泣いているように見えた。


    　仕方なく俺は客席から海を眺めていると、缶コーヒー片手に、莉音と恒太と柚ゆずさんがやってくる。


    　恒太が珍しくうんざりした口調で言う。


    「おいおい、小娘が今まで見たことないほど激怒してるぞ。話しかけようと思って近づいただけなのに、中身入ったままの缶ジュース投げつけられた。まったく、巳み継つぐはとんでもないことをしてくれたな」


    「お前のせいだろーが」


    「いいや、巳継のせいだ」


    「恒太のせいだ」


    　再び俺と恒太は責任をなすりつけ合った。


    　莉音が横から口にする。


    「沙織、めちゃくちゃ怒ってるわよ。でもプリプリしてる沙織、やっぱり超可愛かわいいわよね。あの子なら目に入れても痛くないわ」


    「怒りを向けられてる俺の身にもなってくれよ……。近づいたら殺されてしまう……」


    　俺は肩をすくめた。


    「大丈夫ですよ巳継くん。きっと頭痛がするだけだと思うんです。私もたまに頭痛になった時、プリプリしちゃいますから」


    　――いや、それは絶対違うと思います。


    　柚さんが素すで言っているので、あえて言葉でツッコむことはやめにした。


    悪気はないのだ。


    　どうやら今日いっぱいは、沙さ織おりと口を利きけそうにない。


    　もっとも、俺たちが喧けん嘩かするのは珍しいことでもなかったし、また明日は普通に会話を交わしているはずである。


    　明日は朝一番で沙織の家へ出向き、どんな約束でも聞いてあげて機き嫌げんを直してもらおうと思った。


    　部費、七億二三六〇万円也なり。

  



  
    第五章　ミドルステージ


    



    　猿さる島しまへの小旅行の翌日、部活動へ行く前に――もとい出社する前に、沙織の家へ立ち寄った。沙織の自宅は、近所ではそこそこ大きい部類だ。豪邸とまではいかないが、立派な門構えと、石いし畳だたみの庭を持つ質しつ実じつ剛ごう健けんな家だった。俺たちが物心ついたころからいる忠実な老犬――柴しば犬いぬの正まさ宗むねがいつも庭で寝そべっている。


    　昨日はあれから沙織に一言も口を利いてもらえなかったから、何はともあれ謝罪をしなくてはならない。


    　沙織の自宅の玄関を開けると、スタスタとスリッパの音を響かせて、沙織のお母さんがやってきた。


    　俺はすかさず挨あい拶さつする。


    「おはようございます」


    「あ、巳み継つぐくん。おはよ。そこで何してるの？　どうぞ勝手に入っちゃいなさいよ」


    　やってきたのが俺だとわかり、沙織の母さんは気楽な調子で手招きした。


    　沙織の母さんはまだ三〇代半ばで、かなりの美人だ。


    　沙織の父さんは会社を経営していて、そこで大学生のアルバイトだった沙織の母さんを見み初そめたのだと言う。さすがは稀き代たいの美女沙さ織おりを産んだだけのことはある美び貌ぼうの持ち主だった。


    　そんな沙織の面影がある母親だったが、どういうわけかグラマーな人なのだ。どんな服を着せても、沙織とは別の意味で栄はえるだろう。この母親との違いが、沙織の悩みを海よりも深くしている原因ではないかと俺は考えていた。


    　ちなみに沙織の父さんは地方のテレビ局やラジオ局を主に取り扱う広告代理店を経営している。社員五〇人程度で年商四〇億円、決して大きな代理店ではない。しかしクライアントにいくつかの宗教法人や公益法人を抱かかえているため、この不況の世の中でも経営を維持できているそうだ。それでも、同規模の広告代理店が矢や継つぎ早ばやに倒産に追いやられ、地方のテレビ局やラジオ局自体が存亡の危機に立たされる中、先行きは芳かんばしくないと、沙織の父さん自身が自じ嘲ちよう交じりで俺に語ったことがあった。


    　俺は気軽に応じる。


    「いえ、そろそろ部活へ行くので、ちょっと迎えに寄っただけですから」


    「そう。だったら沙織、呼んでくるわね。ちょっと待ってて」


    　沙織の母さんはそう言って、スリッパの音を響かせながら階段を駆け上がって行く。


    　しばらく待つと、沙織がやってきた。着替えも済んでいるようだった。今日は日曜日だから、俺も沙織もカジュアルな服装だ。このまま一緒に部活へ出勤できるだろう。


    「おはよう沙織。迎えに来た」


    「……うん」


    　沙織は少しはにかみながら、上目づかいで照れ笑いを浮かべた。


    　昨日怒りまくったことを沙織も気にしているのだろう。
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    「巳み継つぐ、昨日は私、ちょっと怒りすぎちゃった。ごめんね」


    　部活へ向かう道すがら、沙織はおずおずと口にした。昨日の沙織の怒りようは大変なものだったから、沙織の方も重く考えているのだろう。


    「いや、俺の方こそ沙織に嫌いやな思いをさせちまったんだって反省してるよ」


    　俺は素直に謝罪して、隣を歩く沙織を見つめた。


    「それから、何か俺に言いたいことあったんじゃないのか？」


    　沙織は俺の視線から目をそらし、寂しげな口調で言う。


    「……ううん、今はいいの」


    「なんだよ、気軽に言えって。俺に遠慮することなんてないんだ」


    「うん。いつか、きっと聞いてもらうから」


    「今じゃダメなのか？　なんだって聞いてやるんだぞ？」


    「だったら……私のどんな願い事でも叶かなえてくれる？」


    　沙織は真剣なまなざしだった。切実に俺を見つめている。


    　だから俺は慎しん重ちように吟ぎん味みし、やがて大きくうなずいた。


    「わかった。いいよ」


    　沙さ織おりなら、莉り音おんのようにメチャクチャなことは言わないし、恒こう太たや柚ゆずさんのように常識外れのことも言ったりしない。だから沙織がしてほしいことなら、何だって聞いてやるつもりだった。


    「本当に、本当？」


    「本当だ。だけど何でもかんでもってわけにもいかないし、それじゃありがたみがない。だからひとつだけ、沙織のどんな願い事でも叶かなえてやるよ。約束する」


    「本当に、どんな願い事でも？」


    「そうだ」


    「絶対だよ。もう撤回、できないからね」


    「ああ、絶対に約束する」


    　断言すると、沙織は息を大きく吸い込み、頬を紅こう潮ちようさせる。嬉うれしさを噛かみしめつつ、それを表に出さないよう堪こらえているように見えた。


    「俺が沙織との約束、破ったことなんてあったか？」


    　そう言うと、沙織は首を振った。


    「やっぱり私には巳み継つぐしかいないから……。また怒ったりすることあるかもしれないけど、嫌いにならないでね……」


    「嫌いになんかなるもんか。気にしすぎだよ」


    「私、短気だし、すぐカーッとなっちゃうから……だけど本当はね、巳継のことが大切で……」


    「たしかに沙織は短気だけど、そこが良さなんじゃないかな。莉音も言ってたろ、沙織のツンデレっぷりは異常だって。だからさ、もっと誇っていいと思うんだけどな」


    　ふいに沙織の気配が変わったように感じた。


    　沙織は満面に笑みをたたえつつ、眉まゆをひくつかせながら言う。


    「私の……どこがツンデレなのかしら？」


    「いや、どこがってその……」


    「そんなこと言われるとコスプレを思い出しちゃうんだけど……ねぇ巳継、嫌いやなこと思い出させないでくれる？」


    「で、でもさ、人気があるのはいいことだと思うぞ。沙織のような立場に憧あこがれてる女の子って、それはもうたくさんいるんじゃないかな。きっとみんな、沙織みたいになりたいはず……」


    「私は嬉しくないの。ええ、ぜんぜん嬉しくないわ。嫌で嫌で仕方がないの」


    　笑顔はひきつり、眉がピクピクと痙けい攣れんしている。


    「よ、喜んでいいと思うんだ……。沙織ほど綺き麗れいな子はテレビでも雑誌でもお目にかかったことないし、スタイルだって神がかってるよ……」


    　俺は機き嫌げんを直してもらおうと、必死で言葉を尽くした。


    　しかし沙さ織おりは一歩俺の側に踏み込んでくる。


    「今、なんて言った？」


    「え？　さ、沙織ほど綺き麗れいな子はどこにもいないって……」


    「その次」


    「ス、スタイルが神がかってるって……」


    　そこまで言って俺は、触れてはいけない地じ雷らいを、またも豪快に踏みつけてしまったのだと理解した。俺としては褒ほめたつもりだったが、しかし沙織は胸に少しでも関係することには過敏に反応する。


    「私のスタイルの……どこが神がかっているのかしら？　ねぇ巳み継つぐ、いっぺん、死んでみる……？　それとももっと具体的に教えてくれる？」


    「ほ、ほ、ほら、あれだよ……すべて！　そう、すべてなんだ！」


    　俺は身振り手振りを交えながら必死で言った。嘘うそではない。


    　沙織は間近で俺を見つめ続ける。しばらくして、顔をプイとそらしてしまう。


    「フン！　もう知らない！　一生許してあげないんだから！」


    　そのまま沙織は俺を置いて、スタスタと足早に歩き去ってしまった。沙織の後ろ姿を見ながら、俺は頭を抱かかえた。俺たちはあまりに身近な関係だけに、ついつい地雷源にコロッと踏み込んでしまいがちだ。


    　――部室に着いたら、もう一度謝ろう。まぁ今は、気絶させられなかっただけ吉としよう。


    　そんなことを思いながら、沙織のあとに続いて歩き出した。
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    　それからコンビニへ立ち寄って朝食と飲み物を買い、沙織のあとを追って部室へ出勤した。


    　日曜出勤だったが、今の俺たちには休日なんてないのだ。とうてい信じがたい高校生活、部活動である。だが部室に出勤しなくては、仕事が溜たまってしまって処理しきれない。やむにやまれずというヤツである。


    　午前中かけて恒こう太たと一緒にコスプレ衣装販売サイトの注文をさばき、やってきた宅配員に商品を預け渡す。


    　そろそろお昼という時、莉り音おんからリビングに集まるよう声をかけられた。


    　集まった俺たちを見渡して莉音は切り出してくる。


    「今や革命部はコスプレ産業で日本最大の会社よね。それってつまり、世界一ってことなのよ。コスプレ産業はニッチだけど、それでもナンバーワンであることが重要なの」


    　大おお仰ぎような手振りを交えながら莉音は続ける。


    「だけど私は、猿さる島しまへ行って考えた。こんなもので満足していていいのかと。だいたい、今のレベルに甘んじていたら、いつまで経っても独立のための軍備編制ができない。資金力がぜんぜん足りなすぎる。そう思うでしょ？」


    　莉り音おんは、俺を指さして同意を求めてきた。


    　――「思うでしょ？」と言われてもなぁ……。


    　軍備編制なんて話に、どう返答していいのかわからない。だが、とりあえず俺は曖あい昧まいにうなずく。


    　横から恒こう太たが、偉そうに口を挟んでくる。


    「肯こう定ていだ。そのとおりだよ莉音。最新鋭ステルス戦闘機Ｆ22を購入するだけでも一機二〇〇億円、ユーロファイターなら一機一〇〇億円が必要だ」


    「そう。私たちが稼かせいでるっていっても、今はせいぜい一〇億円ってところでしょ？　ぜんぜん桁けたが違いすぎるからね」


    　莉音が応じると、恒太はさらに尊大に続ける。


    「ましてや、日本やアメリカに対抗するだけのイージス艦隊や空軍を揃えるとなれば……数十兆単位の資金が必要になるだろう」


    「そりゃそうだろうが……国家と部活動を比較するのはどうかと思うけどな……」


    　俺はそう言ったが、恒太は気にも留めないふうだった。


    「みんなで力を合わせれば、きっと簡単ですね！　私も、もっと頑張らなくちゃって思います！」


    　――柚ゆずさんは兆という数字の単位を知らないのだろう。きっとそうに違いない。


    「アメリカだけで年間の軍事予算は五〇兆円。日本は四兆円だ。いかに俺の軍略が優れていようと、戦えるだけのカードがなければ革命を成なし遂とげることはできないのだよ。だが我われ々われが十全たる戦力を手にした時、日米同どう盟めいにいかほどの戦力があろうとも、それはすでに形けい骸がいである。あえて言おう！　カスであると!!」


    　今日の恒太はいつにも増して饒じよう舌ぜつである。猿さる島しまへ行って、革命が少しだけ現実味を帯びてきたことに、静かな興奮を感じているのかもしれない。


    「よく知ってるわね。私たちも最低一兆円は必要になるわ。そこが最低ラインね。だから、もっともっと効率よく、そして大規模に稼かせがなくちゃいけないの」


    　あっけらかんとした莉音の話に、うんざりして俺はつぶやいた。


    「途方もなさすぎるだろ……。今だってすでに、信じがたい成功なんだぞ……。あと何万倍稼ごうってんだよ……」


    「だからね、コスプレ産業で培つちかったノウハウと取引を活かして、オリジナル衣料ブランドの開発に着手しようと思ってるの。実は柚ちゃんと私で準備を進めてたのよ」


    「オリジナルブランドって……ルイ・ヴィトンとかシャネルとかグッチとか？　本気で言ってるの莉音？　そんなの、勝負になるわけないわ」


    　開いた口が塞ふさがらないといったふうに、沙さ織おりが至し極ごく真っ当なことを言った。


    　だが莉音は、得意げな様子で口にする。


    「大丈夫。私、本気出しちゃうから」


    　そんな答えに沙織は呆あきれた表情になり、俺は椅い子すからずり落ちそうになった。


    　――莉り音おんが本気を出せば有名ブランドと勝負できるとでも？　というか、今まで本気を出していなかったのですか師し匠しよう？


    　さらに莉音は飄ひよう々ひようと続ける。


    「それに、うちには最終兵器、スーパーエース沙さ織おりがいるのよ。余裕余裕」


    「そ、それってどういう意味よ」


    「沙織は今じゃ、世界中で人気よね。沙織に可愛かわいい服を着せれば、初動は万全」


    「……」


    　沙織は沈黙し、疲れ切った顔をする。もう反抗するつもりはないのだろう。どうせ莉音に泣かされるだけなのだ。


    「次にやるオリジナルブランド事業は、これ」


    　莉音はそう言って後ろを振り向き、ホワイトボードに大たい書しよした。


    



    ■衣料グローバルオンライン、ワントゥーワンカスタマイズシステム


    



    　少なくとも俺には、横文字ばかりで意味がわからない。


    「じゃあ柚ゆずちゃん、準備できてるかしら」


    「はい！　私、とっても頑張っちゃいました！」


    　いつものように柚さんは、両りよう拳こぶしを胸前で可愛く握りしめ、そしてバッグから、分厚い書類を取り出した。


    「莉音部長、どうぞ」


    　食卓に柚さんが置いた書類を受け取った莉音は、それをパラパラとめくり、満足げにうなずいた。


    「うん、よくできてるわね。発注の方はどう？」


    「はい！　今朝、さっそくインドの開発会社に発注しておきましたぁ。開発費四億七〇〇〇万円です。えと、あと毎月の保守メンテに……たしかですけど……月六五〇〇万円かかるって言ってたような気がします」


    「ふぅん。やっぱり安いわね。日本で作れば、普通に開発費三〇億越えるし、月のメンテだけでも数億円は下らないわ」


    　莉音と柚さんのとてつもない桁けたの話に、俺は口を挟んだ。


    「ええと……なんの話だ？」


    「もちろん、次の事業の話よ。コスプレ事業の発展系ビジネスモデルなの。柚ちゃんに仕様書や設計書を書いてもらって、さっそくこれから作るところよ」


    「そ、そうなんだ」


    　俺はなんとかうなずいた。そして柚さんが莉音の前に置いたやたらに分厚い書類を引き寄せて、ざっとめくってみる。


    　見たところ、ソフトウェアの仕様書らしかった。俺の父さんの仕事はシステムエンジニアだから、うちにも同様の書類はたくさん置いてあり、俺もときどき見かけることがある。もっとも、内容はほとんど理解できないけれど。


    　だが、俺の目の前にある仕様書は、今までに見たどんなものよりも詳細で、かつ分厚かった。数百ページはあり、これを作成するだけでも、おそるべき作業量と知識が必要だろう。とても一いつ介かいの高校生に成なし遂とげられるレベルだとは思えない。


    「あ、あのさ……まさかとは思うけど……この仕様書、柚ゆずさんが作ったんじゃないよね？」


    「はあ？　柚ちゃん以外、他に誰が作れるっていうのよ？」


    　莉り音おんは素すっ頓とん狂きような声を上げ、俺をまじまじと見つめた。


    「あの……莉音部長に言われたので、一生懸けん命めい作ってみたんです。どこかバグとかありそうですか？」


    　――いや、その前に、このレベルの仕様書は俺には読めません。


    「は……はは。柚さんがひとりで作ったの？」


    「はい！　とっても頑張っちゃいました。でもみなさんの足手まといにならないように、もっと頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんは笑顔で、両りよう拳こぶしをギュッと握りしめた。


    　俺の疑問などどこ吹く風で、莉音は理解が追いつかない話を続けてゆく。


    「それと、先進主要各国への物流センターが必要ね。基本はアウトソースで対応するけど、それでもスケールが巨大だから、見積もりだと年間四〇億円のアウトソース出費を要する。この費用は、現在の革命部のメイン事業、コスプレ撮影チェーン事業を売却してあてようと思ってるの。この事業はね、全地球上の衣料販売を独占してやろうっていうモンスター事業なのよ。革命部の大勝負だからね」


    　莉音が一気にまくしたてたので、俺はあわてて押しとどめる。


    「ちょ、ちょっと待ってくれ、莉音。正直なところ、よく意味がわからない。もっと噛かみ砕くだいて教えてくれる？　それと、これがどう関係するのかも」


    　俺は目の前の仕様書を持ち上げながら言った。このまま説明されても、ほとんど理解できないだろう。


    「柚ちゃん、巳み継つぐたちにわかりやすく説明してくれる？」


    「はい。あの……ええと……新しい事業で世界を良くするんです」


    「……もっと具体的に教えてくれる？」


    　俺が冷や汗をかきながら問いかけると、柚さんは懸命に指を一つ一つ折りながら、必死で説明を始める。まるで幼稚園児の仕草のように可愛かわいらしい。


    「えっと、いろいろなお洋服を作ってみたり、自分の好きなコスチュームをデザインしたり、それからコスプレなんかも作れますし……ええと、それからそれから……」


    　――サッパリわからない……。


    「ちょ、ちょっと待って。もう少し大局的なことから聞きたいんだけど……」


    　ふと、同じようなやりとりが前にもあった気がした。


    　莉り音おんが柚ゆずさんを押しとどめる。


    「柚ちゃん、とりあえず待って。私から説明するから」


    「はい！」


    　柚さんは忠犬のように笑みを浮かべて応じた。


    　莉音は腕を組み、しばらく中空を見上げる。たぶん、どう説明したものか考えているのだろう。


    　しばらくして莉音はひとり納得したようにうなずき、最初から、詳しい説明を語り始めた――。


    



    　莉音が構想している事業は、全地球規模に及ぶ衣料ネットワークを構築することだそうだ。


    　世界中に点在する縫ほう製せい工場と、一般顧こ客きやくをリアルタイムに結びつける、巨大なネットワークを作るのだという。


    　個々のお客が自分の好きなようにカスタマイズした衣料品をネットで注文すると、その情報がリアルタイムで縫製工場に届く。その情報を元に自動的に製造された衣料品を、これまたソフトウェア制御された流通システムによって、一般顧客に瞬時に届けてしまうという壮大なものだ。


    　一般顧客は、ネットで自分の好きなように衣料品をカスタマイズして購入できる。おどろくなかれ一品物だ。それを製造現場は一品ごとに製造し、一品ごとに数日以内に顧客の手に届けるのだという。製造工場の制御もさることながら、どのルートを活用すれば最短で世界中の各家庭に商品が届けられるかを瞬時に導き出す、特大の物流システム。世界を連結する、どでかい顧客情報データベース。


    　さらに莉音が説明を続けたところによると――。


    　予あらかじめウェブには、何万パーツもの衣料情報を登録しておく。布地の色や形、襟えりや袖そでの形などだ。そのパーツを組み合わせて、一般顧客は自分好みの服を組み上げていくわけだ。これによって、コスプレだって思いのままに、一品物を作ることができるようになる。用意するパーツは基本的なものから、マニアックなものまで何万種類に及ぶし、パーツの種類は日々、続々と追加されていく。


    　この衣料品を購入した顧客には、宅配便配送用の専用の小箱を作り、一着二〇〇円程度の配送費で配達ができるようにするという。


    　また、一品物の製造と聞くと高くつくように思われがちだが、そんなことはない。ほぼ、店頭で買うのと同じコストで購入することが可能だ。流通を上から下までソフトウェアでガチガチに制御してしまうことによって、卸おろしや販売店の流通を省はぶき、直接、縫製工場と顧客とを結び付けてしまう。だから、むしろ将来は、店頭で購入する量販品よりずっと安く購入できるようになるかもしれないのである。


    　自分で服をデザインしてみるのは、すごく楽しいに違いない。


    　この自分で作ったオリジナルの服が、全世界どこにいても、たった数日以内に安く手元に届くなんて、信じられないことだ。日本やアメリカなどの物流網が整備された地域なら、なんと翌日配送も可能なのである！


    　もし本当にそんな事業が成立するのであれば、これは爆発しそうな予感がした。


    　まさに莉り音おんの衣料革命である――。


    



    　さらに莉音は仕様書をペラペラめくりながら、大おお雑ざつ把ぱにシステムの全体像も説明し始めた。しかし、いくらなんでも、細かい仕様書を見せられたところで俺には理解できなかった。俺にわからないソフトウェアの話なのだから、沙さ織おりと恒こう太たにはちんぷんかんぷんなことであろう。


    　莉音はテーブル上に、ソフトウェア仕様書や設計書、それから物流センターの業務フロー計画書を広げて見せた。何百枚とある。


    　細こま々ごまとしたデータが所狭しと記入されていて、何がなんだかわからない。


    　――このシステム設計を、莉音と柚ゆずさんのたった二人でこなしたというのだろうか？　父さんの会社なら、設計するだけで何十人の人間がプロジェクトを組むような規模の仕事だと思うのだが……。


    　説明を続ける莉音を、俺が止めた。


    「ちょっと待って、それは聞かなくてもいいよ。どうせ聞いたところでわからないから。それより、こんなレベルの巨大なソフトウェアを、本当に柚さんが設計したの？」


    「当ったり前じゃない。私が大雑把な構想をメモして、それを柚ちゃんが設計したの」


    　黙ってやりとりを見守っていた沙織が口を挟む。


    「ちょっと待ってよ。莉音はまぁ、なんでもできそうな気がするけど……柚さんって何者なの？」


    「どういう、ことですかぁ？」


    　柚さんは不思議そうに声を上げた。


    　代わりに莉音が答える。


    「柚ちゃんはね、界かい隈わいでは有名な天才よ。去年の国際数学オリンピックでは、世界唯ゆい一いつの満点金メダルだったからね。正しよう真しん正しよう銘めい、本物の天才ちゃんだから」


    　――マ……マジ……すか……。たしかに柚さんは普通じゃなさすぎるとは思っていたが……。


    　人工衛星が落下したら温泉が湧いたくらいの衝撃を受ける俺たちを前にして、柚さんは気抜けしたように口にする。


    「そういえば莉音部長に言われて、そんな賞に出ましたねー。莉音部長とドイツに行ってきたんです。なんか、他の人もたくさんいましたぁ」


    「いずれ柚ちゃんはフィールズ賞を狙ねらえる逸いつ材ざいなんだから。この頭脳は革命部の切り札よね」


    　沙織は柚さんをまじまじと見つめる。


    「ど、どうしてそんな人がここにいるの？」


    「そりゃ日本じゃ飛び級なんてほとんどないし、柚ゆずちゃん自身も進学とか興味ない子だからね」


    「はい。莉り音おん部長やみなさんと、世界を良くしたいって思ってるんです。みなさんの足手まといにならないよう、もっと頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんは、可愛かわいく両りよう拳こぶしを握りしめて微笑ほほえんだ。


    　なぜか恒こう太たが勝ち誇ったような高笑いを浮かべる。


    「クククククク、アーッハッハッハッハ。まさか、こんな間近に俺の双そう璧へきとなる天才がいたとは。これはこれは、この俺の帝国の未来は明るいようだな！」


    「あんたはただの残念なお勉強バカでしょうが」


    　ポツリ、と沙さ織おりがつぶやいた。


    　莉音は嬉うれしそうに続ける。


    「だからね、そんなわけで、私と柚ちゃんで次の事業を準備していたってわけ。これ、すごい事業になるわよ」


    「はい！　莉音部長が考えた事業なら、きっとうまくいくと思うんです。私も、自販機事業と一緒に頑張ろうって思います」


    　――あなた方二人は高校なんか通わなくてもいいんじゃないでしょうか……。


    　莉音は食卓に身を乗りだしてくる。


    「新しい事業のことは、もうわかったわよね？」


    　俺は大おお雑ざつ把ぱに把は握あくできたから、とりあえずうなずいた。事業もさることながら、柚さんの話の方が衝撃的すぎる。しかし莉音と柚さんは、さも当然のような、何事もないような様子だった。彼女ら二人にとっては、特筆するような話ではないのだろう。


    　恒太はなにやらひとり笑みを浮かべ、策さく謀ぼうを巡らせているようだった。大方、柚さんという貴き重ちような手て駒ごまを、世界征服のためにどう活用するか、そんなことを考えているのだろう。


    　沙織は目が点といった様子で、別世界の話を聞いているような表情だった。


    「そこでね、この事業――衣料グローバルオンライン事業の名前は、実はもう考えてあるの」


    　莉音はニコリとして沙織を見やった。


    「事業名、『おりおりオンラインクローズ』。ブランド名、『おりおんクローズ』。ブランド名はね、おりおりの『おり（ＯＲＩ）』とオンラインの『おん（ＯＮ）』をつなげて、『おりおん（ＯＲＩＯＮ）』よ。コスプレ事業がうまくいったのはぜんぶ沙織のおかげだから、やっぱり我が部のヴィーナス沙織の名前を冠しなくちゃいけないと思ったのよね」


    　沙織が泣きだしたのは言うまでもない。


    



    
      ◇

    


    



    　学校の昼休み、俺はひとり部室でせっせと仕事をこなしていた。


    　撮影チェーン事業の写真館とのやりとりだけで、とうていこなせないほどの業務量である。だからパンをかじりながら、昼休みまで寂しく業務に勤いそしんでいるのだ。


    　ここまできたら夢も希望も抱いだかず、ただ修行僧のように、無心の境地で心を平穏に保たもつだけである。それができなければ、俺はきっと目の前の激務に押しつぶされて死ぬに違いない。


    　今日は恒こう太たも部室に来ていたが、二階でひとり仮眠を取っている。どうせ学校が終わったあとも深夜まで残業が続くのだから、自分の業務に少しでも余裕がある時に仮眠を取った方がいい。


    　沙さ織おりもよく部室にやってきて、一緒に仕事をこなしている。だが今日は来ていないところをみると、教室で机に突つっ伏ぷして寝ているか、保健室で寝ているか、どちらかだろう。沙織の細こま々ごまとした業務は、できるだけ俺が肩代わりすることにしていた。沙織には革命部で最重要の仕事――モデル業があるし、日々そのストレスに苛さいなまれている。だから、日常業務くらいは俺ができるだけ軽減してやりたい。


    　今でも自販機事業に熱狂的なまでに取り組んでいる柚ゆずさんは、必ず昼休みは自動販売機の補充作業に勤しんでいる。今も外で、せっせと大好きなジュースたちに囲まれ作業をしていることだろう。


    　ふと時計に目をやると、昼休みが終わりに近づいていた。


    　俺は授業中にこなせそうな仕事を取りまとめて、教室に戻ろうとしたところ――。


    　ガタガタと玄関から音が響き、リビングに莉り音おんが飛び込んできた。


    　俺を認めた莉音はすかさず口にする。


    「巳み継つぐ、ちょっと振り込み行ってきて」


    「え？　今から教室に戻るところだぞ」


    「ダメ。こっちが最優先。行ってきて」


    　俺はため息をついて莉音に言い聞かせようとする。


    「ちょっと待ってくれ。だってもうすぐ五時限目の授業が始まるんだ。そろそろ戻らないと――」


    　そこまで言って、自分の鳩みず尾おちに莉音の拳こぶしが食い込んでいることを脳が知覚した。


    　一瞬遅れて、俺はうめき声を上げる。


    「ぐ……ぐふう……」


    　そのまま俺はヨロヨロと膝ひざをつく。ここ最近の莉音は、前にも増して強すぎる。


    　腰に手をやって、莉音は飄ひよう々ひようとした口調で言う。


    「やっぱり巳継は忙しいの？」


    「い、行きたくなりました……すごく銀行、行きたい気分です……お願いします……」


    「よろしい。さあ、いつまでも寝てないで立ちなさい」


    　片かた膝ひざをついているだけで、寝ているわけではない。


    　あまりに無む慈じ悲ひな物言いに、俺はため息をつきながら立ち上がる。


    「月末でもないのに振り込みなんて、なんの話だ？」


    「ほら、この前の、おりおん事業の開発費ね。もう開発は始めてもらってるから、さっさと振り込んじゃってよ」


    「ああ、アレね。海外送金か？」


    「そう。振込先はこっち」


    　言いながら莉り音おんは、銀行口座が書かれたメモを手渡してきた。


    「開発費総額四億七〇〇〇万円。その半金を先払いするから、今日の支払いは二億三五〇〇万円ね。開発が終われば残りを払ってもらうわ。そのときはまた指示出すから」


    　紙切れを見つめながら、俺はポリポリと頭を掻かく。


    　たしかにこれだけの振り込みなら、社長である俺の仕事に違いない。銀行もいろいろと面倒なのだ。


    　――しかし高校生なのに、こんな適当なやりとりで億単位の振り込みをするなんて、どれだけブルジョアなんだ俺は……。


    「それにしてもだ……銀行のシステム作るみたいな、特大なソフトウェアだ」


    「最初は必要最小限のシステムだけ用意するけど、いずれもっと巨大なシステムになっていくのよ。地球を網もう羅らするレベルのね」


    　俺はやれやれと首を振った。


    「とんでもない話だ。せっかく稼かせいだ金が、こうもポンポンと右から左に動いていくと、驚きを通りこして呆あきれ果てちまうな。とりあえず、ひとっ走り行ってくる。五限はサボりかなこりゃ」


    　靴を履き、今にも外へ駆け出そうとしたところ――。


    　莉音がリビングから半身をのぞかせて声をかけてくる。


    「そうそう巳み継つぐ、待ちなさい」


    「うん？　まだ何かあるのか？」


    「明日、私と柚ゆずちゃんでインドに出張行ってくる。あっちでは一泊しかしないから、三日で戻るから」


    　俺は肩をすくめた。


    「そりゃまた、とんでもないハードスケジュールだな。学校は？」


    「休むに決まってるでしょ」


    「へいへい。よい旅を」


    「向こうで開発の打ち合わせよ」


    「わかってるよ」


    　俺は玄関を飛び出した。


    　柚さんが自販機の前で佇たたずんでいる。補充作業は終わっているのだろうか、ひとりジュースを眺めていた。たまに自みずからの補充したジュースを、愛のこもったまなざしで、いつまでも見つめていることがあった。


    　俺に気づいて声をかけてくる。


    「どこか行くんですかぁ？」


    「うん。今から銀行なんだ。急がなくちゃならない」


    「そうなんですか。おつかれになったら、私のジュースを飲んでくださいね。きっと元気になると思うんです」


    「いや、ちょっと不治の病が……。それより、そろそろ五時限目だよ。柚ゆずさんは戻らないと」


    「あっ、そうです。今から戻りますね。授業も頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんは、ギュッと両りよう拳こぶしを握りしめて微笑ほほえんだ。


    　――あなたは高校の授業ごときを頑張る必要はないと思います……。


    　そのまま柚さんと別れて、俺は駅の方へ向かう。


    　しかし冷静に考えれば、このまま銀行へ行っても無駄足になりそうだった。今はＡＴＭ用カードしか持っていないのだ。


    　これだけの金額の振り込みなら、俺個人を証明するために一いつ旦たん家へ戻ってパスポートや謄とう本ほんを取ってから銀行へ行った方がいいかもしれない。第一、まだ創業間もない革命部は、銀行と親しいわけではないし、高校の制服を着ている俺が億単位の振り込みなんて、どう見ても怪しまれるだろう。それに、多額の海外送金の手続きもいろいろ大変である。


    　面倒だが、一旦帰宅。急がば回れだ。


    　そこまで検討して俺は方向転換し、自宅へ向けて駆け出した。
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    　そろそろ小腹が空きかけた夕刻。


    　俺は部室のリビングで、コスプレ撮影チェーン事業の仕事をこなしていた。新たにチェーンへ加か盟めいを希望する写真館とのメールのやりとりである。


    　リビングの隅すみでは、恒こう太たがコスプレ衣装販売サイトの発送作業をこなしていた。そろそろ宅配員が荷物を受け取りにやってくる時間だから、急がなくてはならないのだ。


    　莉り音おんは隣のサーバルームで、大声を上げながら電話でなにやらやりとりしている。何十億、何百億単位の話をしているから、またとんでもない計画を企くわだてている最中なのかもしれない。


    　しばらくして電話の声がやみ、リビングへやってきた。


    「売却が決まったわ」


    　そんな莉音の唐とう突とつな話に、俺はパソコンから顔を上げて問い返す。


    「売却って……何の？」


    「コスプレ撮影チェーンの売却」


    「ずいぶん早いな。あっという間ますぎて、感かん慨がいに浸ひたってる余裕がない」


    　事業の売却自体は、先日のミーティングの時、すでに聞いていたことだ。『おりおん事業』で勝負を賭かけるため、コスプレ撮影チェーンを売却して、その資金を使おうという話だった。しかし、あまりに進展が早すぎる。


    「私たちの目的は建国よ。事業を一つ二つ成功させることじゃないからね。それ、忘れちゃダメよ」


    「よくわからんが、わかってるよ。でもさ、正直なところ売却とか言われても、具体的にどんな話なのか理解できないんだ」


    「うん、今回決まったのがね、コスプレ撮影チェーンを丸ごと、ミクシムへ売却するの。知ってるでしょ、ミクシム」


    　ミクシムは東とう証しよう一部上じよう場じようの、ゲーム最大手企業である。俺たちが子供のころ、いや今だってこの会社のゲームをプレーする機会は多い。世界的に有名な会社だ。


    「超ビッグネームじゃないか」


    「そこが一九四億円で買収してくれるって。その資金を使って、おりおん事業を一気に展開するのよ」


    「にしても、ミサイルにでも括くくりつけられて、超音速で飛ばされるような心境だな……。矢や継つぎ早ばやすぎてついていけない」


    　俺は素直な感想を述べた。


    　リビングの隅すみで発送作業に勤いそしんでいた恒こう太たが口を挟んでくる。


    「ほう。いよいよ次の世界事業に乗りだすわけだな。ククク、またも俺の神しん算さんをお目にかける時というわけだ」


    「恒太は何もやってないだろ。おりおん事業を準備したのは莉り音おんと柚ゆずさんだ。恒太じゃ、あの仕様書の一ページすら書けない」


    　すかさず俺がツッコむと、恒太は得意げに語りだす。


    「ふっ、俺ほどの英えい傑けつがバックに控えているからこそ、二人が突っ走れたのだよ。俺がシナリオを描き、莉音と柚が演じる……ただそれだけの、至し極ごく当然のことだ。巳み継つぐはまだまだ戦略の認識が甘いな」


    「ったく……毎日毎日、ニコニコ動画観ながら発送作業やってるヤツがよく言うよ……」


    　莉音を見やり、聞いてみる。


    「しかしだ莉音、ミクシムは一九四億も出して、採算合うのか？」


    「ボチボチってとこじゃないかしら。ちょっと考えてみなさい。コスプレ撮影チェーン、一年間運営して、いくらの売上と利益になると思う？」


    　俺は考えながら答えてゆく。


    「このペースなら……年間の売上はたぶん二〇億は越えるな。ただし今も伸びてるから、もっと行くはずだ。最大で三〇億か五〇億くらいまで伸びるんじゃないか？　利り益えきの方はそうだな……写真館への支払いや諸もろ々もろの経費を差し引いて、二割は残る。とすると現状四億。最大で一〇億くらいまで行くだろう」


    「うん、いい予想ね。うちの財務資料を検討したミクシムも、だいたい同じ推論よ。でもミクシムは、グループ内でマンガ雑誌も抱かかえてるし、アニメ制作もやってる。だから、そっちの事業にも好影響を及ぼすはずね」


    「なるほど、そういういろんな要素から値段を計るんだな」


    　勉強になる。俺がうなずくと、再び恒こう太たが横やりを入れてきた。


    「そういうことだよ巳み継つぐ。経営戦略というものは、あらゆる天変地異を計算しつくした上で弾はじき出されなければならない。世界を狙ねらうこの俺にとって、一九四億円の売却価格など想定済みのことだったよ。そんな程度の金額、俺の前では紙クズ同然だ。革命部の真の資産はこの俺にほかならない。あまりにすべての予測が的中するものだから、自分で自分の知ち謀ぼうに恐れを抱いだくほどだ……。自分の知略が空恐ろしい……。うむ……真の敵は己おのれなり！」


    「さすがこないだようやく簿ぼ記き三級の勉強を始めたウチの監査役は言うことが違うな……」


    　うんざりして俺は首を振った。


    「私はミクシムの本業になんの関係もなくても、一〇〇億円の売却価値はある事業だと思うわ。実際、私が交こう渉しようを持ちかけてた別の会社は、この事業を一一〇億で買いたいって申し出てきたもの」


    「へえ、いつの間にそんな営業してたんだよ」


    「それが私の仕事だからね。ミクシムに売却を決めたのは、提示価格が一番高かったからよ」


    「ご苦労なことだな。で、おりおん事業に勝負を賭かけるわけだ」


    「うん。乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負」


    　莉り音おんは大きくうなずいた。


    　ふいに立ち上がった恒太が尊大に応じる。


    「大丈夫だよ莉音。なにせこの俺がいるのだからな。成功など息をするより簡単だ」


    「ふふ、そうね。恒太には期待してる」


    「おりおん事業がでかすぎて、俺には成功するのか失敗するのか、予想もつかないな」


    　俺が言うと、莉音はあっけらかんとして口にする。


    「もし失敗したら、また最初からやればいいじゃない」


    「またゴミ漁あさりからかよ……」


    「人生、成功も失敗も時の運。大金持ちになりたいだけなら、ここまで綱渡りする必要もない。でもね、私たちの目的は、あくまで新生国家を創ることだもの。そのために一番早い方法なら、勝負を賭ける価値はあるでしょう？」


    　莉音の話を聞き、俺は思い知った。なるほど、莉音はどこまでも冷静だ。


    　一見、莉音はちゃらんぽらんなように見えて、その実、きちんと地に足がついている。なぜなら必ず成功するなどと、安あん易いに考えてはいないからである。


    　おりおん事業でこける可能性は織り込み済み。それでも、勝負を賭けるに値あたいすると考えているのだ。莉音はどこぞの自称・軍略家と違って、決して驕おごり高ぶってはいない。


    「ククク、戦場は常に、運命の女神に支配されている。そして女神は気まぐれなもの。だがしかし、女神をねじ伏せるのが、この俺の役目だということだ。運の要素を戦略でどこまでコントロールできるか、見せてやろうではないか」


    　恒太は腕を真横に払って言い放った。


    　なぜか莉音は感心したように、恒太をのぞき込む。


    「あら恒こう太た、良いこと言うわね。気ままな運命の女神ってヤツを、一緒にねじ伏せてやりましょう」


    「沙さ織おりにいつもねじ伏せられてる恒太がよく言うよ……」


    　呆あきれて俺はつぶやいた。


    　現実の女神に毎日やり込められている恒太が、途方もない運命の女神に敵かなうわけがない。
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    　俺と莉り音おんは部室のリビングに、高級なスーツを着こなした男二人を迎えていた。このオンボロ部室には、どう見ても似つかわしくないビジネスマンたちである。


    　男のひとりが不思議そうにリビングを見渡し、感じ入ったように言う。


    「いやぁ、こんなボロ……いや、一軒家でこれだけの大規模な事業をされているとは驚きです」


    　男が口にした事業とは、コスプレ撮影チェーン事業のことだ。


    　男たちは東とう証しよう一部上じよう場じようのゲーム大手企業ミクシムの経営戦略担当者である。今日はミクシムと契けい約やくを交わす日だった。本来、この規模のＭ＆Ａ（企業の合がつ併ぺい・買収）にはホテルの宴会場などを借り切って大々的に行おこなうものらしいが、莉音は無駄なイベントだと一いつ蹴しゆうし、部室での契約締てい結けつと相あい成なったのだ。


    　莉音も勝手知ったるリビングを見渡しながら、感かん慨がい深げに口にする。


    「ボロイわよねぇ。でもいいの。学校の目の前だから便利なのよ。それに、ボロは着れども心は錦にしきってヤツだからね」


    　いつものとおり莉音は馴なれ馴れしい口調だ。


    　それが莉音なのだから仕方ない。


    　男は笑顔で頭を下げた。


    「弊へい社しやと交こう渉しようを続けていただきありがとうございました。つきましてはＭ＆Ａ契約書をお持ちしましたので、ご確認いただいてよろしいですか？」


    「もうメールで送ってもらった最終稿は弁護士にも確認してもらったしね。今ざっと読んじゃうから、変わったところなければ結んじゃいましょう」


    「わかりました。ごゆっくりご確認ください」


    　俺と莉音は渡された契約書に目を通す。


    　契約書など見慣れていない俺は、文体に面食らってしまうことしきりだったが、今はとりあえず先日確認した最終原案と同じものであるかをチェックすればいい。


    　相手のミクシムはゲーム業界の老舗しにせ企業で、映画製作まで行っている。安心して事業を委ゆだねられる相手だ。


    　契約書に記載の売却価格は、一九四億円。


    　莉音が言っていた金額通りだ。


    　契けい約やく書を眺めていた莉音は笑顔で顔を上げた。


    「オッケー。巳み継つぐ、ハンコ持ってきて」


    　俺はうなずいて、二階の隅すみに置いてある金庫まで行き、会社実印や角印を持ってくる。普段は家に置いてあるが、今日は契約のために持ってきたのだ。


    　そのまま捺なつ印いん署名し、契約は無事終了。


    　スーツの男が満足げにうなずいた。


    「それでは数日中に、買収費用の方は全額お振り込みさせていただきます。良いお取引ができて、うちとしても満足ですよ」


    「うん。せっかくの縁だし、何か一緒に新しいことできるといいわね」


    　莉音が応じると、男は握手を求めてくる。


    「ええ、それはもう。面白い提案があったら持ってきてください。お待ちしています」


    　俺と莉音は男二人とガッチリ握手を交わし、これにて売却交こう渉しようはすべて完了した。


    「あっ、そうそう。面白い提案と言えば……さっそくだけど、うちの父さんもよろしく。年間一〇〇万円くらいでいいから、スポンサーを検討してくれる？」


    　契約がすべて終わったと見て取るや、ちゃっかり莉音は父親の営業も忘れない。


    「ああ、羽は月づき一かず馬ま氏ですね。私もファンですよ。著書も拝読したことがあります。わかりました。うちの広告担当にねじ込んでおきましょう。任せといてください」


    　男が断言すると、莉音は顔を綻ほころばせた。
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    　ミクシムの経営戦略担当二人を見送ってから、俺は莉音とラーメンを食べに行った。大きな仕事が一段落したので、たまには外で食べようと莉音が提案したからだ。


    　今日は俺と莉音がミクシムとの契約、それから沙さ織おりと恒こう太たは第二弾写真集の撮影に行っている。沙織の付き人にはいつも俺か莉音のどちらかが同行するのだが、今日は巨額のＭ＆Ａ契約のために、やむを得ず恒太を同行させたのだ。


    　喧けん嘩かになっていなければいいのだが……。


    　柚ゆずさんはと言えば、日帰りで山梨へ出張中である。どうも向こうの飲料メーカーが面白いジュースを製品化したらしく、そのジュースの味見や仕入れ交渉のためだ。心の底から柚さんは、自販機事業にご執しゆう心しんである。


    　こってりしたラーメンを食べながら、莉音はさまざまな冒ぼう険けん譚たんを嬉き々きとして語ってくれた。


    　雪山のアルプスで危あやうく遭難しかけたこと。ニューヨークのブロンクスで銃を突きつけられたが、日につ新しん流柔術で切り抜けたこと。ジャングルの奥地に住む原住民との交流。スパイと間違われ、中東某ぼう国の情報部に追いかけ回されたこと。イヌイットと一緒にトナカイの生肉を食べたら三日三晩お腹なかの調子を壊してしまったこと。


    　一仕事終えた達成感も手伝って、俺たちは濃厚なスープのラーメンを二人前完食した。俺とくらべたら体格が一回り小さい莉り音おんには、いささか多すぎると思う。


    　お互い食べ過ぎてしまったので、部室に戻る途中の市民公園の高台のベンチで一息つくことにした。俺は缶コーヒーを二本買い、莉音に手渡す。


    　時刻はちょうど夕暮れ時。地元が見渡せる高台からは、地元駅周辺だけでなく、彼方かなたにある都心の高層ビルまで見渡せる。莉音と一緒に眺める都心の黄昏たそがれの景色は、いつにも増して美しかった。


    　莉音は満足げに口にする。


    「はぁ～、食った食った。日本だとつい贅ぜい沢たくしちゃってダメね。せっかくのスタイルが崩れちゃう、アハハ」


    　莉音は腹を抱かかえて笑った。


    　いつも忙いそがしくてゆっくり話ができないから、一番訊ききたいと思っていたことを、今のうちに俺は聞いてみる。


    「莉音、あのさ、本当に本気で……建国なんて目指してるのか？」


    　莉音はイタズラの成果をたしかめる子供のように、興味津しん々しんといったふうに俺をのぞき込んでくる。


    「あったりまえでしょう？　今まで私に成なし遂とげられなかったことなんてあった？　んー？」


    「もちろんない。ただの一度もだ。だけど、ちょっと話がでかすぎて信じられないんだよ。国なんか創ってどうするつもりなんだ？」


    　唐とう突とつに――。


    　すたり、と莉音はベンチから立ち上がって、高台の手すりまで歩を進める。


    　それから、サッと俺を振り返った。夕暮れに浮き立つ莉音の姿はとても美しかった。


    「父さんについていろんなところに行ってきた。それこそ世界の隅すみ々ずみまでね」


    　そんなふうに、莉音は語り始める。


    「いろんな人に出会った。超大金持ちの世話にもなったし、ホームレスの群れと一緒に生活したこともある。三〇か国語はしゃべれるわ。カタコトばかりだけどね」


    　そして莉音は顔をそらし、目を細めた。そのまま視線を中空にさまよわせる。もしかしたら、今までの出来事に想いを馳はせているのかもしれない。


    「私の胸を打ったのは、アルプスの壮そう麗れいな光景でもなかったし、ルーヴル美術館の偉業の数々でもなかった。大富豪と共にした絢けん爛らんな食卓でもなかったし、神々を祀まつる神殿でもなかった。夜空に光り輝くオーロラでもなかったし、香港ホンコンの夜景でも、マンハッタンの摩ま天てん楼ろうでもなかったの」


    　そして莉音は、真剣に俺を見つめてきた。


    「私の心に迫ったもの……。それは、ボロ布を纏まとった孤児たちが、一団となって飢うえているアフガンの難民キャンプ。コンゴの内戦が終わったあと、道ばたにうち捨てられた人々。ローマで盛り上がった市民たちの、反グローバリズム三〇万人のデモ。民族浄化の名の下もとに、虐ぎやく殺さつが続くダルフール。七〇億円もの年ねん俸ぽうを手にする雇やとわれ経営者の下、生活保護以下の賃金で働くアメリカの社員たち。街では食料が溢あふれているのに、その隣で飢き餓がに苦しむスラム街の住人……」


    　莉り音おんとはそもそも次元が違う理由が、垣かい間ま見えた気がした。莉音はきっと、世界のすべてをその目で見て、体験してきたのだ。


    「子供を犬のようにロープで縛り付ける光景を見てきた。素っ裸の子供が、親の仕事が終わるまで、ロープでつなぎ留められているの。私、はじめて見たとき泣いちゃった」


    「そ、そんなことってあるのか？　いくらなんでも人間を……」


    　莉音は俺に視線を戻し、肩をすくめてみせた。


    「そんな光景、すぐに慣れたわ。だっていっぱいいるんだもの。よくよく考えれば世界中どこだって、そんな境遇の子供たちの方が多いのよね」


    　再び莉音は漠然と中空を見やって続ける。


    「でもね、そんな親なら、まだマシな方。親はその横で今日の食費を得るために必死で働いてるんだもの」


    「それでマシだなんて思えないんだけどな……」


    「わずか二〇〇〇円のため子供を売り渡す人間はたくさんいるのよ？　そんな子の行く末は……言わなくてもわかるわよね？」


    「生きていくためにやむにやまれずってヤツか……。でも、そんなことをするくらいなら自分が死んだ方がマシと考えるのは、俺が日本人だからなのか……？」


    「それは違うわ。日本だってアメリカだって、実像は同じ。どこへ行っても変わらない。目に見えるか見えないかの違いだけで、世界中変わらない人間の風景」


    「でも自由気ままに生きてる人たちはいるよな。まぁ自由に生きられるのは金持ちだけだろうし、数は少ないんだろうけど」


    「そうね。すぐ隣に、何人もの人間を奴ど隷れいのごとくに使し役えきし、自由を享きよう受じゆする大金持ちがいる。世界の自由は、大金持ちのためにある。当たり前っちゃ当たり前よね」


    　莉音はうんざりしたようなまなざしで口にする。


    「私たちの周りにだっているでしょう？　ホームレスや貧困にあえぐ人たちを放置して、我が物顔で闊かつ歩ぽする人たちが。どうしてなのかしら、不幸な人間たちの方がずっと数が多いのに」


    「まぁたしかに……平和で豊かと言われたこの日本でさえ、収入格差や貧困が表面化して社会問題になってきてるからな……。世界を見たら、底なし沼みたいなもんだろう」


    　この前、偶然見かけたニュースでは、豊かに見える日本でも、ギリギリ食べてゆくのが精一杯の人たちが三〇〇〇万近くいるそうだ。ほんの少しこれよりも綻ほころびが生じれば、たちまち日々の食にすら困るだろう。うちだって父さんがリストラされたら、この先どうなるかわからない。


    「世界ってヤツはね、たったひとりに自由を享きよう受じゆさせるために、一〇〇人の人間を使役するの。今も昔も、変わらぬ姿。……いいえ、むしろ紀元前のギリシャ時代のころの方が、奴隷の数はずっと少なかった」


    　いつも笑顔の莉り音おんが、この時ばかりは口元を引き結んで明言する。


    「世界中、幾千万の光景を見てきたわ。それで悟ったことがひとつある。人間は悪よ――」


    　俺は黙もくして、莉音の話を聞いていた。


    「人間には善ぜん人にんもいれば、悪人もいる。でもね、一〇〇人の集団の中に、たったひとりでも悪人が交じっていれば、その集団は必ず悪に染まりいく。そして悪人が存在することは必然のこと。だから決して人間は、悪を放ほう逐ちくすることはできない。それを受け入れなければ、人は前へ進めないわ。貧困を撲ぼく滅めつすることもできないし、不幸な人々を救うことも叶かなわない」


    　淡たん々たんと語る莉音の言葉は、学校で習う道徳とはまったく違っていた。


    　莉音は、人間は悪だと断言する。


    　教育は、人間が善だと断言する。


    　どちらが正しいのか、正直なところ、今の俺にはハッキリとわからない。それでも……莉音が間違っていると俺には思えなかった。


    「私が新しい世界を創る。嘘うそのない世界。無色透明な国家。タブーのない社会。矛む盾じゆんと絶望を受け入れる未来――」


    　再び莉音は空を見つめ、中空の一点を凝ぎよう視しするように続ける。


    「きっと世界を変えてやる。たとえそれが無駄骨でも、それが私の、新しい冒険」


    　そして満ち足りた笑顔を浮かべ、俺へ穏おん和わな視線を向けてくる。


    「そうそう。まだ巳み継つぐには話してなかったことがあるわ。……私ね、二年前に死にかけたことがあるの」
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    「どうして？　またゲリラやどこかの政府軍にでも殺されかけたとか？」


    「そんなことで私が死ぬわけないじゃない」


    「それもそうか……。だったら、どうして死にかけたんだ？」


    「……私、マラリアに冒おかされてね。気づいた時には父さんが私を難民キャンプに運び込んでた。三日三晩、死の淵ふちをさまよったの」


    「マラリアって……よく無事だったな……」


    「ずっと取り憑つかれたみたいに叫んでたらしいわ。途切れ途切れだった意識の合間、あの苦痛を憶おぼえてる。呼吸すらできない胸苦しさ。体中の骨がキリキリと上げる悲鳴。絶え間なく頭が割られるような衝撃。あのときばかりは、早く殺してほしいと思ったわ」


    　莉り音おんの苦しみがいかほどのものだったか、実感としてわからない。しかし莉音が冒ぼう険けん譚たんで弱音を吐くのははじめてのことだった。


    「難民キャンプには抗マラリア薬がなかったんだけど、難民の人たちが協力して薬を探し回ってくれたんだって。なんとか闇やみ市いちで見つけたハロファントリンっていう劇薬をのませてくれてね。命をつなぎ留めただけで奇き跡せきだった」


    「そんなことがあったのか……。莉音が生きていてくれて良かった……」


    　莉音は夕日を振り向いて、公園の手すりに両手を置く。


    　俺もベンチから腰を上げ、莉音の傍そばに歩み寄る。そして俺はその隣で手すりに寄り添った。


    　莉音は俺を見上げてくる。


    「私が助かった時、難民キャンプの人たちも、みんな喜んでくれたわ。みんなが私を見に来たの。みんな白い歯を見せて、笑ってた」


    　微笑して莉音は続ける。


    「その時にね――どうしてなのかわからないけど、私は心に決めたのよ。私はきっと、この人たちを救ってみせるって」


    　たぶんそれは天てん啓けいってヤツだろう。もしかしたら本当に神さまなんかがいて、莉音を選んだなんてことがあるのかもしれない。もしそうなら、俺は神さまに言ってやりたいところだ。「あんた、なかなか見る目があるじゃないか」と。


    「きっと救い出してみせる。この世界の煉れん獄ごくから。きっと飼かい馴ならしてみせる。人間の悪性を。私たちにならできるわ」


    「……そうだな。莉音がいればできるかもしれない。いや、やってやろう」


    　俺は大きくうなずいた。


    　なにせ革命部には、世界を巡りつくした冒険家、絶世の美女、それから天才少女までいるのだ。ついでに俺と自称・軍略家までついてくる。これで世界を変えられないわけがない。


    　莉音は静かに微笑ほほえんで口にする。


    「一度マラリアにかかった以上、再発する可能性はゼロじゃない。生しよう涯がい、私はコイツと一緒に生きなきゃならないってことね」


    　小柄な莉り音おんを見下ろしながら、俺は肩をすくめて口にする。


    「まさか高校生になってまで、俺たち四人組で悪さを続けることになるとは思わなかったよ。いつの間にか天然な柚ゆずさんまで加わったし。でも、楽しそうな話だ。莉音、また俺も、一緒させてもらっていいかな」


    　莉音は笑みをこぼして、手を差し出してきた。


    「うん。一緒に行こう、楽じゃないけど誇れる道を。私たちが、きっと世界を変えるのよ」


    　俺は莉音の手を取って、深々とうなずいた。


    　そして俺たちは手をつないだまま、一緒に都心の景色を眺めやる。


    　莉音の視線は、遥か地平線の彼方かなたを見つめていた。


    　部費、二〇六億三〇〇〇万円也なり。

  



  
    第六章　株式公開


    



    　古典の授業中、教科書を盾たてにして俺は別の本を読んでいた。


    　株式公開実務入門である。


    　莉音が「目標は株式公開」と言っていたので、その知識を学んでおこうと思ってのことだ。


    　だが、読めば読むほどわからない単語や内容の羅ら列れつばかりで、眠気が増してきてしまう。入門書なのにこの難しさ。そもそも一介の高校生がすべてを理解するのは無理だろう。


    　なんとかわかったのは、株式公開というものはどんなもので、どのような手順で進められるのかということくらいだった。


    　株式公開とは言葉通り、企業の株式を広く世間に公開することを言う。


    　では株式とは何か。頻ひん繁ぱんにニュースなどでお目にかかるから、中学生や高校生でも理解している人は多いだろう。


    　まず株式会社を設立する際、お金を払い込む。それは資し本ほん金きんと呼ばれる。各個人が払い込んだ資本金の額に応じて、株が配分されるのだ。


    　例えば資本金一億円の会社の場合、資本金五〇〇〇万円を出した人には株式の五〇％が、一億円を全額払い込んだ人なら、株式の一〇〇％が割り当てられる。その持ち株の比率が、そのまま会社を支配している割合というわけだ。株式比率七五％の人なら、会社を七五％所有しているということである。


    　この株というヤツは売買が可能だ。売り手と買い手の双方が納得した価格で、自由に売買できる。


    　しかし一般的に、そこら中にたくさんあるごく普通の会社の株を売ったり買ったりすることはほとんどない。なぜなら普通は価値が判断できないし、買ったとたんに会社が倒産などという危険性が大いにあるからだ。


    　そこで経済活動を促進するために、政府が後押しして、証しよう券けん市し場じようという株式を売買する場所を設もうけた。東京にあるのが東京証券取引所（東とう証しよう）、大阪にあるのが大阪証券取引所（大だい証しよう）などという具合だ。


    　この取引所に会社の株式が公開されることによって、比較的安心感を持って株式を売り買いできるようになるのである。これが株式公開と言われるものだ。


    　証券取引所に株式を公開すれば、その会社の株を持っていた人は、突とつ如じよとして莫大な資産を手にしたことになる。


    　なぜなら売買が難しかった自分の株式に、ある日突然、公然とした市場価値が付くことで売買が簡単になるからだ。株式公開以前と違い、自分の株を売り払おうと思えば、証券取引所を介してすぐに売却が可能。


    　だから自分が株主になっている会社が株式公開すれば、手持ちの株を売却して何億円、何十億円、何百億円、またときには何千億円という単位の、途方もないお金を手に入れることも可能なのである。株式公開は、資本主義経済最さい高こう峰ほうの錬れん金きん術じゆつのひとつなのだ。


    　しかし、望めばどんな会社でも株式公開できるわけではない。当たり前といえば当たり前だが、極めてハードルが高く設定されていて、それをクリアした会社しか株式公開ができない仕組みになっている。いちおうは、世間に恥じない公明正大な取引をしていると認められた会社しか取引所に公開させないという建前になっているからだ。


    　新聞の株式欄らん一覧には株式公開企業が名前を連つらねているが、例えば一部上じよう場じよう企業としては、東とう京きよう電でん力りよく、新しん日につ鐵てつ、全ぜん日につ空くう、野の村むら證しよう券けん、三みつ井い住すみ友とも銀行、ＪＲ東ひがし日に本ほん、三みつ菱びし商しよう事じなどなど、誰でも名前を聞いたことがある企業群が並ぶ。二部上場企業や店頭公開市場などもあり、そちらは有名なものから無名のものまであるにせよ、その業界にいれば誰でもよく知る企業ばかりだ。


    　株式公開するのがどれだけ大変かというと、それはもう金も時間も大いにかかる。本業とは関係ない株式公開の準備費用が莫大なため、株式公開を断念してしまう会社も少なくない。


    　また、株式公開のためには、会社の実像を客観的に世間に開示するため、「監かん査さ法人」と言われる会計専門の会社に調査を依頼しなくてはならない。この監査法人に会計監査（会計業務や調査業務）を依頼して、それから最低でも二期（一期は普通一年間と考えてよいが、株主総会で決算日を変えると期間は変わる）の決算を経へてから、はじめて株式公開の最低基準に乗るわけである。


    　つまり株式公開までに、最低でも二年前後の期間が必要不可欠であって、一般的には数年から数十年の歳月がかかるというわけだ。


    　莉り音おんが「簡単、簡単」と連呼していたが、まったくのウソだったらしい。


    　第一、株式公開をするころには、どれほど早くとも俺たちは高校を卒業してしまっていることになる。もちろん、運良くすべてが順調に進展して……という条件付きではあるが。


    　そこまで調べて、俺は呆あきれて苦笑した。


    　――ったく、何が商店街の絵画コンクールで優勝するより簡単だよ……。どんな比較なんだ……。


    　また莉音に一杯喰わされたようだ。


    　莉音との約束――「株式公開を達成したら休日一週間、プラスしてカニ食べ放題」などという条件は、愚ぐにもつかず、とうてい釣り合いがとれる代しろ物ものではない。俺たちはこの困難なハードルを乗り越えないと、休日すら望めないのだった。


    　先日の公園で莉音の話を聞いて、俺は大いにやる気になっていたが、それとこれとは話が別というものである。数年、もしくは数十年もの間、休日無しで連日連夜の徹夜漬けだと、株式公開など達成するずっと前に過労死――いや、俺たちの場合は部活死してしまうことは確実だ。沙さ織おりが知れば、きっと泣きわめくに違いない。


    　いったい莉音が何を考えて株式公開などと言ったのか、俺は莉音に確認してみなければならなかった。


    



    
      ◇

    


    



    　昼休み、俺は沙織を誘って学食へ向かった。株式公開の難しさを理解した以上、沙織に黙っているわけにはいかない。その上で、俺はともかく、沙織には一週間の休日をあげるよう、莉音を説得するつもりだった。


    　なにせ沙織は孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、縦じゆう横おう無む尽じんに活躍したのだ。少しくらい休ませてあげたい。


    　沙織と学食へ行ってみると、それはもうすさまじい混み具合だった。


    　うちの高校の学食は、高校としては垢あか抜ぬけたお店であり、お洒落しやれな大学の学食レストランのようだ。実際、大学附属高校ということもあり、学食を運営している業者は大学と同じだという。安くて、味も悪くない。


    　ただし大学と違うところがあるとすれば、営業時間が昼のみで、しかも学食がひとつしかないから、昼休みの混雑具合たるや惨さん憺たんたるものだった。学食は大きなレストランを数軒合わせたくらい広かったが、それでも混み具合がハンパない。なにせ昼休みに一〇〇〇人規模の人間が集中するのだから、それも当然だろう。


    　それを嫌って、売店で軽食を買って昼食を済ます生徒も少なくない。


    　普段の俺たちは売店か近所のコンビニで軽食を買い、部室で仕事をしながら食べたりすることが多かった。しかしコスプレ撮影チェーン事業の売却により、かなり仕事の負担が減ったため、こうして昼休みを学校で過ごす時間ができたのだ。今の俺のメインの仕事は、コスプレ衣装のネットショップの配送作業くらいである。


    　俺たちが学食で順番待ちの列に並んでいると、前後に並ぶ学生たちがチラチラとこちらをうかがう視線が気になって仕方がなかった。今や沙さ織おりの仕事はほとんどの学生に知られてしまっていて、しかも俺まで一度ゴールデンタイムにテレビで登場している。俺たちのことが気になるのは当然なのかもしれない。


    　沙織が俺の袖そでを引っ張り、口にする。


    「ね、巳み継つぐ。やっぱり他で食べない？」


    「そうだな。久しぶりに学食で食べたかったけど、ずいぶん居心地が悪いようだ。何か買って、どこか人が少ないところで食べよう」


    「うん。屋上がいいわ」


    　俺はうなずいて、沙織を連れて売店でサンドウィッチや飲み物を買い、屋上へ向かった。


    　俺たちは給水塔の側まで行き、そこでコンクリートに腰掛ける。


    　屋上にはカップルや読書をしている生徒がちらほらいるが、学食ほど人口過密ではない。みんな恋人同士の会話や読書に熱心で、こちらを気にかける生徒もいないから、落ち着いて食事ができるだろう。他人から見れば、俺たちはカップルに見えるのだろうか。


    「もう私、学食でご飯食べない。あんなにジロジロ見られるんだもの」


    「俺もやめておくよ。沙織はともかく、俺までいつの間にか有名人になっちまいやがった」


    「せっかく美味おいしい学食なのに残念だわ。どうして私たちが、こんな理り不ふ尽じんな境遇にさらされなければならないの？　やっぱり莉り音おんのせいよ……。あれもこれもぜんぶ絶対、莉音のせいなんだから」


    　沙織の気持ちは理解できる。


    　火に油を注ぐことになるかもしれないが、俺は沙織に、株式公開のハードルの高さなどを伝え始めた。


    　サンドウィッチを二人で分けて食べながら、沙織は俺の話に耳を傾ける。沙織は、最初はあまり理解できないようだった。だが、株式公開をするためのスケジュールに話が及ぶと、徐々に顔つきが変わってくる。


    「やっぱり莉音、嘘うそついてたのね！　いっつもそう！」


    「落ち着いてくれ。沙織だけはしばらく休めるよう、莉音に交こう渉しようしてみるからさ」


    「ちょっとひどくない？　だって最低二年よ？　しかも、それで株式公開できるなんて保証は何にもないんでしょ？　巳継は……このまま続けるつもりなの？」


    「このままやるつもりだ。ただし、莉音の株式公開なんて話が、どこまで具体的で、いつ予定してるのかは聞いてみようと思ってる。さすがに一〇年間休みナシってのはキツいからな」


    「絶対、莉音は行き当たりばったりに決まってるんだから」


    「でも強引に莉音が進めてきたから革命部は成功をおさめてる。莉音のパワーなら、俺らが一番知ってるだろ」


    「う、うん……そうだけど……でも株式公開とか言ってたのに、なんの準備もしていなかったんでしょ？」


    「まぁ準備はしてないな。株式公開するには監かん査さ法人に会計監査を依頼しなくちゃいけないんだけど、だいたい革命部は、監査法人に仕事をお願いすらしてないんだ。それどころか、中心になってた事業を売っぱらってしまったから、株式公開以前の状態なんだよ。いったい莉り音おんが何を考えているのか、今はわからない」


    「また莉音の悪わる巧だくみに騙だまされたわ。こんなに毎日仕事仕事なんて信じられない！」


    　イライラしたように残りのサンドウィッチをかじった沙さ織おりは、しばらく押し黙った。物思いにふけっているようだ。


    　俺が言葉を探していると、沙織は俺をうかがうように見つめてきた。


    「ねぇ巳み継つぐ……一緒に辞めない？」


    「俺はまぁ……従弟いとことしては手伝ってやらないと」


    　沙織は悲しそうに視線を落とした。


    「巳継は、いっつも莉音のことばっかりだよね……。少しは私のことも見てほしいな……」


    「いつも沙織と一緒にいるだろ？　大丈夫、沙織にだけは休みをもらってやるから」


    「……私は……巳継と一緒の時に休みたい」


    　ぽつり、と沙織はつぶやくように言った。


    「なんだ？　なにか一緒にやりたいことあるのか？」


    「あっ、う、うん……」


    「なんだよ、言ってみな」


    　気楽な調子で俺が聞くと、沙織は上目づかいでおそるおそる口にする。


    「……あのね、もし、もしだよ、巳継が良かったらね……一週間の休みで、巳継と一緒にどこかに旅行とかしたいなぁって……あっ、ううん……べ、別に絶対そうしたいってわけじゃなくて……み、巳継がもしも良かったらってことで……」


    「旅行か。それもいいな。うん、そうしよう」


    　俺が即答すると、沙織は息をのんだ。


    「ほ、本当？」


    「ああ。たまにはいいだろう。どこ行きたいんだ？」


    「お、温泉とか……」


    「わかった。まずは莉音に言って、休日もらうことからだな」


    　たしかに、しばらく旅行していない。たまにはゆっくり休みを取って温泉というのもいいだろう。


    「……本当に、本当？」


    「いいじゃん、行こうぜ」


    　沙織は真っ赤に頬ほおを染めながら、たどたどしく言葉を絞り出す。


    「……ほ、本当はね、こんなこと言うのは恥ずかしかったんだけど……巳継が喜んでくれて……すごく嬉うれしいよ……。私、部活もう少し頑張ってみるね……。少しでも、ほんの少しでもね、巳み継つぐの役に立てるなら私……それだけでよくて……」


    　ちょうどそのとき、こちらにとことことやってくる人影があった。柚ゆずさんである。


    　柚さんはメロンパンを持っているから、昼食にやってきたのだろう。ギャラクシードリンクまで持っている。また、なにやら分厚い本――文ぶん献けんのようなものを重そうに抱かかえていた。


    「巳継くん、沙さ織おりさん」


    「やあ柚さん、一緒に食べない？」


    　俺が声をかけると、柚さんは嬉き々きとして俺たちの真向かいに腰を下ろした。


    「ありがとうございます。とっても嬉しいです」


    「柚さん、今日は自販機の補充はいいの？」


    「ご飯を食べたら行こうと思ってるんです。頑張らなくちゃって思います」


    　柚さんはそこまで言って、ふと気づいたように沙織をのぞき込んだ。


    「沙織さん、お顔、真っ赤ですよ？　どうしたんですかぁ？」


    「あぅ、ううん、ち、違うの、ホント、なっ、なんでもないわ」


    　沙織は驚いたように体を震ふるわせ、手で顔を覆おおった。


    「そうなんですかぁ？　なんだか恥ずかしがっているように見えます」


    「ちちち違うわ。ほ、本当になんでもないの」


    　しどろもどろといったふうに沙織が言った。


    　俺は柚さんが地面に置いた文献を指さして聞いてみる。


    「柚さん、その本ってなに？　屋上で読書？」


    「あっ、これですね、飲料メーカーさんからもらってきた、清涼飲料水一覧なんです。過去のものがぜんぶデータベースになっていて、海外のものまで取り上げてあるんです」


    「そ、そうなんだ……。ずいぶん熱心だね」


    　情熱的すぎる。柚さんの努力や能力はすさまじいが、しかし方向性が途方もないほどずれていた。自動販売機事業で損をしなくなったとはいえ、すでに二〇〇億前後の資金を持っている革命部からとってみれば、自販機などいくら頑張ろうと、雀すずめの涙にすらならない。まったくの無駄な労力なのだ。


    「はい。自動販売機部の部長を任された以上、頑張らなくちゃって思うんです。だからこの資料で次の子たちを探そうと思って……。私、みなさんの足手まといにならないよう、もっともっと頑張っちゃいますね」


    　そう言って、柚さんは子供のように微笑ほほえんだ。


    　晴れ晴れとしたとても可愛かわいらしい笑顔。柚さん的にはきっと、新しい子供たちを選ぶ神聖な作業なのかもしれない。


    「そうそう、柚さん。今度の休日一週間もらえたら、みんなで温泉でも行こうかって沙織と話してたんだ。柚さん、一緒に行かない？」


    「はい！　行きたいです！」


    　ふいに沙さ織おりが凍りついたように感じた。


    「巳み継つぐ……どういうことかしら……？」


    「え？　だって温泉旅行、行きたいんだろ？　だからみんなに予定しておいてもらった方がいいと思ってさ」


    「みんなで一緒なのね……」


    「どした？　人数は多い方が楽しいだろ？」


    「ふーん……。そうね、楽しそうだわ。ええ、とっても楽しみよ」


    　俺は冷や汗をかきながら言う。


    「そ、そうだよな……。でも、どうして怒ってるんだ？」


    　張り付いた笑顔で、沙織はしばらく俺をジッと見つめていた。理由もわからず俺はいたたまれない気持ちになり、萎い縮しゆくしてしまう。


    　唐とう突とつに、沙織は立ち上がって叫んだ。


    「巳継のバカ！　一生許してあげないんだから！」


    　そのまま屋上のドアを開け放ち、慌あわただしい足取りで下へ駆け降りて行ってしまった。


    「な、なんでだ？　まさか……」


    　――二人で温泉!?　そんなはずは……。


    　柚ゆずさんはひとり納得したように口にする。


    「きっと肩こりなんだと思うんです。うちのお父さんも、肩がこった時、あんなふうになりますから。沙織さんは一番頑張っていますから、だから肩がおつかれなんです」


    「そ……そうなんだ。肩こりね……温泉だもんね」


    　それはさすがに違うと思ったが、あまりに晴れやかな柚さんの笑顔に俺は口をつぐんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　放課後。


    　沙織と仲直りして一緒に部室へやってくると、莉り音おんはひとりパソコンとにらめっこしていた。


    　莉音の姿を認めた沙織が、リビングに入るや否いなや詰め寄っていく。


    「莉音！　株式公開なんて嘘うそだったんでしょ!?」


    　莉音は、えらい剣幕で憤ふん怒ぬする沙織に首を傾かしげる。


    「どうしたの沙織？　いつにもまして、メチャクチャ可愛かわいいんだけど……」


    「もう！　冗談ばっかり言わないで」


    　俺はなぜ沙織が怒っているのか、莉音に手早く説明する。


    「株式公開について勉強してみたんだよ。かなり時間と手間がかかりそうだって。それを沙織に話したら怒っちゃってさ」


    「怒るに決まってるでしょ！　お休み一週間くれるとか言って私たちを惑まどわせて、ぜんぜん大変みたいじゃない！　どこが商店街の絵画コンクールに優勝するより簡単なのよ！」


    「沙さ織おり、冷静になれって。そりゃ俺もたまにはまともな休日がほしいけど」


    　俺は沙織を落ち着かせようとしたが、沙織の立りつ腹ぷくはおさまらなかった。


    　しかし莉り音おんはケロリとして言う。


    「株式公開、もうすぐよ？　そろそろかなぁって思ってたところなの」


    「だって、何も準備してないだろ？　うちの会社が株式公開するには、いろんな準備をしなくちゃならない。監かん査さ法人を入れたり、証しよう券けん会社と打ち合わせしたり……。それで最低でも数年かかるんだろ？」


    　俺の言葉に、莉音は眉まゆをひそめる。


    「なに言ってるの？　こんなご時世で、どうしてまともに株式公開目指さなくちゃならないわけ？　そんな必要ないわよ」


    「え？　それじゃ……どうするんだ？」


    「上じよう場じよう企業を買っちゃえばいいじゃない。資金も二〇〇億あるんだし」


    　沙織が素すっ頓とん狂きような声を上げる。


    「か、買う？　どういう……こと？」


    「株式公開していて、株価が落ちてる上場企業を丸ごと買っちゃうの。ものの一瞬よ。私たちの業界じゃ、『裏上場』って呼ばれてる手法なんだけどね」


    　――どこの業界だよ……。


    　莉音はあっけらかんとして続ける。


    「そのために資金を作ったんだし、もうすぐよ？」


    　ちょうどそのとき、玄関からガタガタと音を響かせ、柚ゆずさんと恒こう太たが部活にやって――いや、出勤してきた。


    「おはようございます！　今日も頑張らなくちゃって思います！」


    　すでに時刻は一五時だが、俺たちが部活動を始める時の挨あい拶さつは「おはよう」だ。これから二足の草鞋わらじ生活の、第二ステージが始まるわけだから、ちょうどいい挨拶かもしれない。


    「おはよう諸君、集まっているようだな。ではミーティングを開始する」


    　いつものごとく、恒太が我が物顔で口にした。


    「おはよー、柚ちゃん、恒太。ちょうど今、沙織から株式公開の話が出てるから、仕事に取りかかる前にちょっと話しちゃおう」


    「はい！」


    「よかろう」


    　柚さんと恒太が席についたので、俺と沙織もそれに倣ならった。


    　莉音はひとり立ち上がり宣言する。


    「我が革命部は一か月以内に上場企業を買収するわ。一足飛びで表舞台へゴーゴー！　みんな、準備はいいかしら？」


    「はい！　わかりましたぁ！」


    　満面の笑みで即答したのは柚さんひとりだった。きっとこの人は、何も理解していない。


    　戸と惑まどったように沙さ織おりは声を上げる。


    「上じよう場じよう企業を買うって、そんなことできるの？」


    「かーんたん。市し場じようで株を買い集めればいいじゃない。この大不況のご時世、二に束そく三さん文もんで投げ売りされてる上場企業はたくさんあるわ」


    　俺が聞いてみる。


    「会社を買うって言っても、株を買えば、即会社が俺たちのものになるってわけじゃないだろ？　だって、株主は大勢いるわけだし」


    「株主が何人いようと関係ないわ。会社の株式比率をどれだけ押さえているかが問題なのよ。ほとんどの場合、会社の株式を五〇・一％――つまり二分の一まで買い進めれば、実質的に私たちの会社。六六・七％――つまり三分の二の株式を手中におさめたならば、株主総会でどんな決議も通せる。それはつまり、会社を好き放題できるってこと」


    　そう言って、莉り音おんはホワイトボードを向いてペンを取り上げた。


    



    ■株式比率


    　三分の二（六六・七％以上）……特別決議が可能になる。事業売却、合がつ併ぺい、社名変更など、会社の根幹に関わる決議を通せる。


    　過半数（五〇・一％以上）………普通決議が可能になる。経営権が取得でき、取とり締しまり役やくの選任などが可能になる。


    　三分の一（三三・四％以上）……特別決議を阻そ止しできる。いわゆる拒否権。


    



    「いい？　株式会社における重要な権利の節ふし目めはこの三つだけ。これはほとんどの企業に適応できるの」


    「じゃあつまり、俺たちがどこかの上場企業の過半数の株式を買い占めてしまうってこと？」


    「ま、そういうこと。でも、できれば三分の二を押さえたいのよね。そうすれば、名実ともにその会社のすべては私たちのものってことよ」


    「上場企業を買うって簡単に言うけど……買ったあとはどうするんだ？」


    　俺の問いに、莉音はさも当然のような口調で言う。


    「決まってるでしょ。ちょうど今から『おりおりオンラインクローズ事業』が始まるところじゃない。その事業を、私たちが傘さん下かにおさめた上場企業で開始しちゃうわけ」


    「ちょっと莉音、その名前言わないで！」


    　沙織は息巻いた。しかし沙織には可哀相かわいそうだが、事業名になってしまっている以上は仕方がない。


    「なるほど……革命部じゃなくて、買収した上場企業で始めてしまうのか……」


    「そう。実はね、買いたい企業には目星つけてあるの」


    「目星つけてる企業って、どこだ？」


    「それじゃ、発表しちゃおうかしら」


    　莉り音おんは再びホワイトボードに向き直り、会社名を大たい書しよした。


    



    速はや水み半導体工業株式会社


    



    「じゃーん、この企業を買収しちゃいます」


    「え？　これって半導体メーカーだよな……？」


    　俺には聞いたことがない会社だった。しかし会社名から、半導体の会社であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    「そう、文字通り半導体メーカー。東とう証しよう二部上じよう場じよう企業よ」


    　椅い子すにふんぞり返っている恒こう太たが、偉そうに口にする。


    「ほう、おりおり事業と何か関係があるのか？」


    　ふいに、沙さ織おりがガタリと音を響かせて立ち上がり、隣に座る恒太の足をおもむろに踏みつける。


    「おりおりって、言うなー！」


    「いでえ！　ちょ……おま……だって事業名だろ!?」


    　不意打ちのような攻撃に、恒太は上ずった声を上げた。


    　恒太専用の対沙織アーマードシューズは、いつも部室の二階に大事に保管してあったが、先日沙織に発見され、この世のものとは思えぬ怪力で破壊されたのだった。


    「あんたが言うのが気に食わないのよ！」


    　沙織は叫びながら、再び恒太の足を踏みつける。


    「ぎゃあああああ！」


    　恒太は椅子から転げ落ち、地面を転げ回った。


    　沙織は鼻を鳴らして椅子に腰掛ける。


    「フン！」


    「事業に関係なんてないわ。今のところは何にもね」


    　恒太が悶もん絶ぜつするのにかまわず、莉音は続けていく。


    「速水半導体工業の事業はもう破は綻たんしてるの。もともと特殊な工業設備に特化した半導体事業に取り組んでいたんだけど、このところの円高のせいで海外メーカーとの競争に惨ざん敗ぱいしたのよね。数年前まで売上四〇〇億円、経けい常じよう利り益えき三〇億円あったのが、今じゃ売上一二〇億円、さらに経常損そん失しつ五億円。だから株価も下がってて、会社の時価総額も、たったの七〇億円にしかならないわ」


    　時価総額とは、会社全体の価値のことだ。速水半導体工業を丸ごと買えば七〇億円ということである。


    　会社が発行しているすべての株式数と、その時点の一株の値段を掛け合わせれば会社の時価総額になる。例えば全株数一〇〇〇株の会社が一株一〇万円だったとするなら、「一〇〇〇株×一〇万円」で時価総額一億円と表わされるのだ。時価総額は株価の上下と共に刻々と移り変わってゆく。


    「そんな会社買って大丈夫なのか？」


    「ええ、乗っ取るにはいろいろと都合がいい会社なの。経営状態が良好な時期が長く続いていたから、銀行からの借り入れ金はほとんどない。だから無む借しやつ金きん経営。さらにはね、会社の時価総額が七〇億円って言っても、実は速はや水み半導体工業の銀行口座には五五億円の現金がある」


    「……つまり、会社全体の価値は七〇億円だけど、会社に五五億円の資金があるから……丸ごと乗っ取っちゃえば、会社にある資金が使えるわけで……差し引きすれば……実質一五億円での買収って考えてもいいってことか？」


    　俺が考えながら話していくと、莉り音おんは俺を指さして口にする。


    「さすが巳み継つぐ、冴さえてるわね。端たん的てきに言えば、この会社はお買い得ってことなの。この会社を乗っ取って、中核事業に『おりおんクローズ』を据すえちゃえばいいのよ」


    「そんなふうに取っ替え引っ替えしていいのか……事業というよりパズルみたいだよな。よくわからない世界だ……」


    「いーのいーの。この世界なんてそんなもの。半導体事業は瀕ひん死し状態だからこそ、私たちが乗っ取ったあとに『おりおんクローズ』を始めちゃえば再スタートが切れるでしょ。それに私たちの『おりおんクローズ』は生産設備にも手を出さなきゃならないけど、そこで半導体が絡んでくるからね。速水半導体工業に開発させれば一石二鳥。どうせこのままじゃ奈な落らくに落ちる会社だから、他の株主はみんな喜ぶわ。もっとも、他の株主がどう考えようと、そんなの知ったこっちゃないんだけど」


    「働いてる人たちは？」


    「だって、このまま行けば破は綻たんする危険性があるのよ？　破綻したら働くことだってできない。それなら私たちが買収してあげた方が救われる可能性が高いじゃない。半導体事業を縮小したとしても、余よ剰じよう人員が出れば『おりおんクローズ』事業に異動してもらえばいいでしょ」


    　俺は肩をすくめて応じる。


    「……ムチャクチャだな」


    「もともと世の中なんてムチャクチャでしょ」


    　思わず俺は失笑した。ふざけた言葉のようでいて、世界をくまなく見てきた莉音が言うと重みがある。


    「ちなみに速水半導体工業の大株主は、現創業社長が一二％、銀行団が五％押さえているだけ。この一七％は動かない。だけど残り八三％は市場で売買されているわ。だから、乗っ取りが容よう易いなの」


    「ククク、さすがは莉音、目の付けどころが俺に似ている。特定株と浮ふ動どう株というヤツだな。浮動する株が多いほど、会社を買収しやすいというわけだ」


    　いつの間に足のダメージを回復したのだろうか、椅い子すにふんぞり返った恒こう太たが言った。


    　柚ゆずさんが首を傾かしげる。


    「特定とか浮動とか、何か違いがあるんですかぁ？」


    「文字通り、株を手放さないだろうオーナー一族や経営陣が持っている株を特定株、頻ひん繁ぱんに株を売り買いするだろう一般の連中が持っている株を浮ふ動どう株と呼んでいるだけだ。だがその線引きは曖あい昧まい。便べん宜ぎ的な区分けだよ」


    　そう言って、恒こう太たは得意げにサラリと前髪をかき上げた。いつのまに勉強したのか、相変わらず知識だけは豊富なヤツだ。


    　柚ゆずさんは感心したように恒太を見やり、さらに質問する。


    「その前に、株って何ですかぁ～？」


    　さしもの恒太も凝ぎよう固こして、冷や汗をかいた。


    　莉り音おんが腹を抱かかえて笑う。


    「あはは、柚ちゃんはまず会社の基礎からお勉強した方がいいわね。ううん、経済の基礎からお勉強する必要があるかしら……。いいわ、あとで柚ちゃんに入門書を買ってきてあげる」


    「わあ、ホントですか!?　とってもありがとうございます莉音部長」


    　パッと柚さんは顔を輝かせた。


    　莉音は俺と沙さ織おりを向いて口にする。


    「ほとんどの場合、役員陣や取引銀行が持っている株は動かない。だけど速はや水み半導体工業は、小こ口ぐちの個人投資家ばかりが集まってる会社なの。株を買い集めるのは容よう易いよ」


    「なるほど、市し場じようで売買される株式の割合が高い会社ほど、買収が容易ということか……」


    　おおよそ理解できた俺はうなずいたが、まだ沙織はピンとこないようで、眉まゆをひそめた。


    「じゃあさっそくだけど、巳み継つぐに速水半導体工業の株を買いまくってもらうわ。売りが出てる分ぜんぶ、ありったけ買っちゃっていいから。買い進める方法にもちょっと工夫がいるから、詳しい指示はあとで出すわね」


    　俺はうなずいた。


    　証券用の口座は、莉音に言われて革命部の法人名義でひとつ開設している。


    「それじゃ、とっとと上じよう場じよう企業をゲットして、みんなでカニ食べに行きましょー！　おー！」


    　莉音は拳こぶしを振り上げて気勢を上げた。


    「おー！」


    　柚さんも喜び勇いさんで片腕を振り上げる。


    　二人の歓呼がリビングいっぱいにこだました。
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    「ここね。こういうボロビル、私、大好きよ」


    　東京、目め黒ぐろにある速水半導体工業のビルを見上げて莉音は言った。想像以上に年代モノのビルである。大通りからいくつかの路地を曲がり、駅からずいぶん歩いたところにそれはあった。


    　高校が終わってすぐ、俺と莉音は二人、わざわざ電車で一時間近くかけて目黒までやってきたのだ。


    　もちろん高校の制服姿である。いわば敵情視察だった。


    「こぢんまりとしたビルだな。壁のペンキとか剥はげ落ちてるじゃん」


    　とりわけ一階部分の壁から半ばペンキが剥がれ落ち、黒く汚れたコンクリートが、時代がかった姿をさらしていた。


    「こういうのも健全経営のひとつの指標よ。工業部品の会社なんだから、目立つ必要なんてないからね。本業さえ堅実なら悪くない会社だったんだけど」


    「東とう証しよう二部上じよう場じよう企業っていうから、もっと立派なビルを予想してた」


    「速はや水みは二部上場といっても、本質は中小企業だからね。独裁的な社長の力で引っ張ってきた会社なのよ。本業がこけたら、盛り返せるだけのマンパワーも余力もない」


    「なるほど。売上規模こそ桁けた違いだけど、沙さ織おりの父さんの会社と実質的にはあんまり変わらないのかもな」


    「世間の九九％の会社はそんなものよ。さ、中入ってみましょ」


    　俺は莉り音おんに促されるままついて行く。


    　速水半導体工業のビルの入り口は自動扉ではなかった。俺たちは扉を押しあけて受付へ向かう。


    　俺たち以外に訪問客は誰もいないようだ。老ろう朽きゆう化したビルとはいえ、掃除は隅すみ々ずみまで行き届いていた。


    　受付には、警備員の格好をした年輩のご老人が、まるで軍人のように行ぎよう儀ぎ良く椅い子すに腰掛けている。狭苦しい受付は、どことなく病院のような雰ふん囲い気きを感じさせた。


    　受付の前に立った莉音は、高校生然とした声音で明るく口にする。


    「こんにちはー！　見学に来ました」


    「え？　見学？」


    　老人は今はじめて莉音に気づいたように顔を上げた。


    「はい。高校で上場企業のレポートを書かなくちゃいけないんです。それで速水半導体工業さんに来てみました」


    　――どんな高校だよ……。


    　上場企業レポートをしなくてはならない高校など、日本にひとつもないだろう。あったとしても、こんなふうに飛び込みで企業見学をしろと指導する教師はいまい。


    「誰かにアポイントは入れた？」


    「いいえ、はじめてです」


    　莉音は小首を傾かしげて言った。


    「はぁ……協力してあげたいのは山々だけどね……アポ無しかぁ……困ったなぁ」


    　老人はポリポリと頬ほおをかく。


    　決して拒否するわけではない様子だったが、アポも無しでこんな話が舞い込むのははじめてなのだろう。


    「お願いしまーす」


    　莉り音おんは可愛かわいく念を押す。こんなふうに振る舞う莉音を見ると、年相応の女の子みたいだ。


    「ちょっと待って、誰か聞いてみるから」


    　困ったように口にして、老人は目の前の内線電話を取り上げた。
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    　俺たちは一階ロビーから少し離れた応接室に通されていた。五分ほど待つと、頭がいい具合にはげ上がった中年が応接室にやってくる。


    　簡単に挨あい拶さつを交わして名刺をもらうと、広報部長らしかった。肩書き上は偉い人に違いないが、社員数が八〇人ほどの会社だから、部長だろうが何だろうが一線で仕事をしなくてはならないのだろう。


    　俺をのぞき込んだ年輩の広報部長は、いぶかしむように首を傾かしげる。


    「ん？　どこかで見たような気が……」


    「いえ、気のせいですよ。気のせい」


    　俺はあわてて否定した。俺は一度ゴールデンタイムにテレビで放送されたあとも、ミクシムとのＭ＆Ａ成立のニュースが経済系雑誌で取り上げられていた。ふたつほどは俺の写真入り。そこまで大きな記事ではなかったが、俺を見たことがある人がいてもおかしくない。


    「はて、ぼくの記憶違いかな……。ところで、なんでもレポートがどうだとか受付が言っていたけど、どんなことを聞きたいんだい？　大学生ならごくたまにやってくることがあるけど……それにしても、アポ無しで飛び込んでくる高校生とは珍しいね」


    　気さくな調子で広報部長は言った。もしかしたらすぐに追い返されるかもしれないと思っていたが、意外にもきちんと話を聞いてくれるようだ。


    　莉音は普通の女子高生のように装いつつ話を進める。ある意味、俺たちがここにやってきたのはスパイ活動のためだ。怪しまれてはいけない。


    「はい。高校の授業でレポートにまとめなくちゃならないので、そのための取材なんです。ズバリ聞きます。速はや水み半導体工業さんは厳しいって聞きました。本当のところ、どうなんですか？」


    　ぶしつけな質問に、広報部長は少し顔をしかめた。しかし、すぐに苦にが笑わらいしながら応じてくれる。


    「あっはっは、まぁ大方の予想通りだよ。数字にもハッキリ現れてる。うちらも頑張っているけどね、厳しいよなぁ」


    　広報部長はまったく警戒した様子もなく、気さくな様子だった。やはり俺たちが高校生ということで、警戒心がまったくないのであろう。


    　莉音はメモ帳を取り出し、何か書いているフリをしながら質問を続けてゆく。


    「もともと速水半導体工業さんは工業機械分野で抜群の競争力を持ってたはずです。それなのに、どうして一気に競争力が低下したんですか？」


    「一〇年前、中国の会社と業務提てい携けいして、中国へ技術移転したんだ。そのころは良かった、うん。だけど、技術移転先の会社が力をつけちゃってね。結局、その提携先と決裂というか……契けい約やくの更新ができなくて……。うちは急きゆう遽きよ、別の中国メーカーと提携したんだけど、強力なライバルが誕生しちゃったってわけさ」


    「技術移転が仇あだになったと？」


    　莉り音おんが聞くと、広報部長は空くうを見やりながら悩ましげな顔つきになる。


    「どうだろうね……。当時の我われ々われには中国生産しか選択肢がなかったから。そうしないと、今度は別の日本メーカーに負けていた」


    「今の最大のライバルが、中国の元業務提携先ということですね？」


    「最近じゃ資金力は向こうさんが上だし、技術力もうちに追いついてきた。うちは高いコストがかかる日本本社を抱かかえてて、コストでの勝負が難しい。これでも、限界まで切り詰めているんだけど」


    　そう言って広報部長は、感かん慨がい深げにあたりに目を走らせた。自分たちのボロビルのことを考えているのだろう。


    　そして続ける。


    「それに、元提携先の中国メーカーさんも独自で努力を重ねてるからね。なんとも、難しいよ」


    「なかなかうまくいかないものですね。永久にうまくいくビジネスなんてないってことでしょうか」


    　莉音は当たり障さわりのないことを言いながら、相づちを打った。


    「商売ってのは他人様との競争だから。ぼくらがひとりいくら頑張ったところで、そもそも、そういう問題じゃないんだ。自分の努力でどうにかなるなんて、他人の存在をバカにしたヤローの戯ざれ言ごとだよ。他人様だって同様に頑張ってるわけだからね。それに、円高や円安、人間関係、政府とのコネクション、新しい技術の発見、それから天てん変ぺん地ち異いだってある。努力したから盛り返せるなんて、誰かさんに都合の良いまやかしさ」


    「人生みたいですね」


    　ポツリと莉音が言うと、広報部長は腹を抱えて笑いだした。


    「あっはっは、そうかもしれない。なんだか口をすべらせちゃったみたいだ。マスコミになら、こんなことは決して話さないんだけどね」


    　莉音はテーブルに身を乗りだす。


    「もし、もしですよ、速はや水み半導体工業を買収する企業が出てきたら、社員さんたちはどう考えます？」


    「ずいぶんピンポイントな話だねぇ。……まぁ率直に言って、現時点のうちを買収する会社があるとは思えない。ハゲタカ系統でも難しいだろうなぁ。いくら資金や自社ビルがあると言っても、今のうちの会社の時価総額を、その資産が上回っているわけじゃないからね。たしか今のうちの時価総額は七〇億……会社にある現金が五五億に、この自社ビルの価値なんてせいぜい数億。それに加えて本業は大赤字確定……やっぱり、うちを買収したがる相手はいないと思うな」


    「仮の話でいいんです」


    「そりゃ個人的には歓迎させてもらうよ。救世主になりうるからね。この年で、家族を路ろ頭とうに迷わせたくないしさ」


    　そう言って、広報部長は俺たちに目を細めた。きっと自分の娘か息子のことを考えているのだろう。


    　しみじみと俺たちを見つめたあと、広報部長は続ける。


    「たぶん、皆も同意見じゃないかなぁ……。あっと、社長だけは別だろうけど」


    「社長は厳しい人なんですか？」


    「まぁ頑がん固こ一いつ徹てつって感じの人だね。だからこそ、一代でこういう会社を創り上げたわけさ」


    「どこかが買収するにあたって、反対するとしたら社長だけ？　取とり締しまり役やく会は？」


    「うーん、ずいぶん答えにくいことを聞くねぇ……たぶん社長は、簡単に首を縦たてに振らないんじゃないかなぁ。うちの役員陣は実質、サラリーマンとあまり変わらないから、取締役会はきっと社長に従うと思うよ」


    　その言葉に、莉り音おんは一瞬にんまり笑って俺を見た。目もく論ろ見み通りといったとこだろう。もしくは、莉音の予想以上に良い収穫があったのかもしれない。


    「とても参考になりました。どうもありがとう。私の予想だけど、買収する企業が現れそうな気がします。それでみなさんの給料も少し上がりそうな予感がしますよ」


    　そんな莉音のあっけらかんとした話に、広報部長は楽しげに笑った。


    「あはは、そうなるといいね」


    　俺たちは立ち上がり、お礼を述べて速はや水み半導体工業をあとにする。駅へ向かう間中、莉音は鼻歌を歌い、終始上じよう機き嫌げんだった。


    　一〇分ほどの短いインタビューだったが、当初の目的は達することができたと言える。Ｍ＆Ａに対する社員の反応、会社の将来性、技術がどこまで他社に比べて優位性があるのか、会社を実質的に牛ぎゆう耳じっているのは誰か、取締役会のパワー、そういったことをなんの警戒感も持たれずに聞き出すことができた。


    　もし会社が密ひそかに起死回生の新事業を準備中だったとしたなら、今買収してしまうのは得ではあるが、逆に社員や関係者からの強い反発を受けることになる。逆に会社に将来性がなければ、ごく一部の利害関係者を除いて、買収が歓迎されることになる。どうやら速水半導体工業は後者のようで、本格的に将来性に乏とぼしいようだった。買収に反発する可能性があるとすれば、創業社長だけの可能性が高そうだ。


    　それがわかっただけでも対策が練ねりやすい。訪問は十分な成果だったといえるだろう。


    「これで買収の方針が決定よ。最初は社長に直接話を持ちかけることを考えていたけど、それは難しそうね。だから、包囲殲せん滅めつにしちゃいましょう。完全に包囲したあとで、社長には良い条件で降こう伏ふく勧かん告こくを出せばいいわ」


    　駅で電車を待つ間、莉音はゴキゲンな様子で口にした。
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    「な、七……億……四〇〇〇……万……円!?　な、なんなのこの金額!?」


    　自分の銀行口座のゼロを数え終えた沙さ織おりは血相を変えた。今しがた、部室にやってきた皆に、俺が全員から預かっていた個人の通帳を返したのだ。


    　まるで無む頓とん着ちやくな様子で莉り音おんは言う。


    「一二億円ずつ役員報ほう酬しゆうとして分配したの。源げん泉せん徴ちよう収しゆう分の税金額はすでに引いてあるから、振り込んだのは約七億四〇〇〇万円だけどね」


    「ほ……ほう……。こ、これはなかなか壮観なものだな……」


    　さしもの恒こう太たも驚きを隠せないようで、少し言葉を震ふるわせた。


    「なんだかゼロがいっぱいですねー」


    　ほんわかした口調で柚ゆずさんは言った。柚さん的には金額の多さより、ゼロがいっぱいの方が重要なようだ。どうも柚さんは、俺たち凡ぼん人じんの思考方法と異なる、何らかの別の方法で物理法則を理解しているらしかった。


    　俺が莉音へ、自分の通帳を振りながら質問する。


    「それで、こいつをどうするんだ？」


    「この各自のお金はまた巳み継つぐに預けておいてもらえる？　そして、この各自の資金を海外の投とう資しファンドに投資してもらうわ」


    「投資会社に？　なんのためなんだ？」


    「もちろん、速はや水み半導体工業の株式を買い進めるためよ。海外の投資ファンドを経由して、速水半導体工業の株式を買ってゆくの。……より正確には、君たち個人が海外の投資ファンドに投資して、投資ファンドは数ある銘めい柄がらの中から速水を選び、日本の証券会社が代理人として速水の株を買う。その方法である程度買い終わったら、最後は本命の革命部が買い進める」


    「どうしてそんな複雑な方法を採るんだ？　そんな面倒しないで、最初から革命部で買えばいいじゃないか」


    　戸と惑まどって俺が尋たずねると、莉音は逆に聞いてくる。


    「五％ルールって知ってる？」


    　しばし考えて、俺は首を振った。


    「いや、知らないが……」


    　柚さんがまるで小学生のように手を挙げる。


    「はい！　あの、たぶんですけど、私、知ってるかもしれません」


    「へえ、柚ちゃん詳しいのね。言ってみて」


    「消費税のルールだと思うんです」


    　たまらず俺は噴き出した。この人は間違いなく素すだ。


    　莉音も腹を抱かかえて笑いだす。


    「あはははは、惜しいわね柚ゆずちゃん。あとちょっとだったわ」


    「そうなんですかぁ。次はもっと頑張って考えようと思います」


    「五％ルール。日本の場合、公開企業の株式を五％以上買い押さえたら、五日以内に金きん融ゆう庁ちようへ『大量保有報告書』を提出する義務があるの。数名で買い進めて五％を超えても、『共同保有者』とみなされて報告する義務があるのよ。それを回避しようと思ってね」


    「別に報告してもいいんじゃないのか？」


    「今はダメ。なぜなら円満に行おこなう買収じゃないからね。密ひそかに圧倒的な株式の数を押さえて、一気に乗り込むんだから」


    「やれやれ、一波乱ありそうだ……」


    　俺は肩をすくめた。


    「だからね、まずはみんなのお金を、速はや水み半導体工業を買うように指定して、複数の海外投資ファンドに渡すの。各投資ファンドが足並みを揃えて五％未満まで買い進める。四・九％買ってもらうところもあれば、四・六％のところもある。投資ファンドには手数料として一割を支払うわ。よくニュースで『外国人投資家が買ってる』って流れてるでしょ。それよ」


    「それって実質的に買い進めているのは革命部一社ってことだよな。だったら俺たちは『共同保有者』ってことになるんじゃないの？」


    「実質的って言葉が問題よ。そんなの、どうやって証明するのかしら。ほら、恒こう太たは私の命令に従うようなタマじゃないじゃない。そして沙さ織おりと恒太が協力して何かするなんてありえない。わかる？　共同保有者なのかどうかなんて、神さまでもなければ証明は不可能よ」


    「つまり、俺以外に証明は不可能というわけだ……」


    　恒太はニヤリとほくそ笑んだ。


    　莉り音おんは淡々と続ける。


    「じゃあ巳み継つぐ、委託する投資ファンドのリストは渡すから、彼らの名義で速水を四〇％まで買い進めなさい。今の速水の株価なら、君たちに分配したものだけで十分に足りるから」


    　俺はうなずいて言う。


    「四〇％まで密かに買い進めておいて、その後に表舞台へ出て、一気に革命部として買い上げて勝負を賭かけるってわけだな」


    「そうよ。まずは見つからないところまで密かにね。その後、申告までの五日以内に全体で六六・七％まで押さえれば完全勝利。とりあえず五〇・一％でも勝ちと考えていいかな」


    「ククク、作戦通りだよ莉音。実は俺も、まったく同じことを考えていたのだ。だが残念ながら今回だけは、俺の出る幕はないようだ。別の任務があるからな……」


    　さらに恒太は尊大な様子で、椅い子すに深々と腰を沈めた。


    　よくもまぁ、次から次と偉そうにホラをふけるものである。


    「だからみんな、巳継にお金預けちゃって。納める必要のある税金の支払いなんかも巳継にやらせるから。それから役員報ほう酬しゆうが一括払いになっちゃったから、税務上もうまく調整させるわ」


    　莉り音おんはそう言って、自分の通帳を俺に投げて寄よ越こした。


    「うん。こんなにお金持っていても困るからね。お父さんもきっとびっくりしちゃうわ」


    　沙さ織おりはおそるおそるといったふうに、俺に通帳を渡してくる。沙織の父さんは経営者といっても、やはり薄はく利り多た売ばいの中小広告代理店だけに、億のお金を右から左にポンポン動かせるほど裕福なわけではない。もし沙織が一二億円を役員報ほう酬しゆうでもらったなどと言えば、沙織の父さんは腰を抜かすことだろう。


    　恒こう太たと柚ゆずさんも続く。


    「巳み継つぐを俺の財ざい務むマネージャーに任命しよう。特別に、俺のために働くことを許す」


    「お願いしますね巳継くん」


    「あ、ああ。わかった……。さっそく今日から買い進めてみるよ……」


    　俺は皆にうなずいた。


    　すかさず莉音が指摘してくる。


    「短時間で急いで買いまくっちゃだめよ。急に株の値段が上がって、買収費用も上がっちゃうし、妙な動きだと周囲に警戒されちゃうからね。折りを見ながら買うようファンドに指示しなさい。その辺は向こうもプロだから大丈夫だろうけど」


    「そんなこと言われたってなぁ……。まぁ、うまく四〇％まで買い集めたら報告するよ」


    　急ぐなと言われても、俺は株のプロでもなんでもないし、そんなにうまくこなせるわけがない。とにかく、各ファンドが速はや水み半導体工業株の五％を超えないように調整しつつ、あとは任せてしまえばいいのだろう。
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    　さっそく各ファンドから、目もく論ろ見み通りの株が集まったとの報告が続々と届いた。


    　速水半導体工業の株を持つ個人投資家たちの売りの流れがあまりに強かったので、予想外に早く仕事が終わったらしい。ほんの少し株価が上昇した瞬間に、皆競うように株を売り出してきたのだと言う。


    　最初は大仕事だと気構えていた俺だったが、あまりにあっさりした仕事の完かん遂すいに拍子抜けしてしまった。


    　これで速水半導体工業の株式比率四〇％を押さえ、投入した金額は三三億円ほどである。


    　現状、売上の急激な低下が続いており、本業で壊滅的な打撃を受けている速水半導体工業の株を進んで買おうという投資家は、俺たち以外にはいなかった。


    　速水半導体工業は五五億円の現金と、本社ビルなどの比較的優良な資産も持っている。しかし、このまま営業を続けるだけで、保有資産はすぐに食いつぶすことになるだろうと、証券アナリストの間では予想されていた。


    　実際、速水半導体工業が発表していた決算の予想数字は、来期、赤字一〇億円。このままいけば五年で資産を食いつぶすだろう。
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    　昼休み、二年の教室に莉り音おんを訪ねた。俺の姿を認めた莉音は、すぐに廊下までやってくる。


    「莉音、集まったよ。ジャスト四〇％だ」


    　俺の報告に、莉音は満足げにうなずいた。


    「オッケー。それじゃ、さっそく明日から、革命部名義で買えるだけ買っちゃいましょう。五日間で、どこまで集められそう？」


    　俺は首を傾かしげる。


    「うーん、今まではすんなり買えたけど、浮ふ動どうしてる株数も減ってきてる。市し場じようの株、根こそぎ買いまくったとして……五日なら……こっからプラス二五％前後だろう」


    「ま、悪くないんじゃん？」


    「それから株価も上昇してる」


    　俺たちが買い始めた当初は一株六〇〇円だった株価が、今では八五〇円にまでなっていた。俺たちが密ひそかに買い占めているせいである。誰かがひとりでも株を買い集めれば集めるほど、市場で流通する株は減ってしまう。つまり供きよう給きゆうが減り、その分だけ需じゆ要ようが増大するのだから、株価が上がるのは当然だ。


    　一株の価値が上がれば、それと連動して時価総額も増えてゆく。


    　速はや水み半導体工業が発行している株式数はぜんぶで一一七〇万株。


    　俺たちが買い始める以前は一株の価値が六〇〇円だから、つまり会社全体の価値は七〇億二〇〇〇万円。


    　だが一株八五〇円になると、一一七〇万株と掛けて会社の価値が九九億四五〇〇万円。


    　だから速水半導体工業の時価総額は、わずかな期間で三〇億円近く上昇したということだ。


    　しかし莉音は気楽に応じる。


    「ここまで来たら株価が上がっても問題ないわ。いくらでも資金をつっこんじゃいなさい」


    「わかった。やるだけやってみよう」


    　すぐに俺はうなずいた。たしかに、ここまできたら最後までやりきるしかない。


    「万が一、過半数に達しなかった場合はＴＯＢを大々的に告知して戦争ね」


    　ＴＯＢとは『株式公開買い付け』のことだ。


    　大々的に世間に発表して、広く株式を買い集める。


    　友好的ＴＯＢと、敵対的ＴＯＢがあるが、俺たちの場合は速水に告知をせず行おこなうのだから、ＴＯＢ発表は敵対的になるだろう。現時点も、見方によっては敵対的買収に近い。だが厳密には敵対していないし、こっそりと買い占めているだけである。戦争するなら、宣戦布告が必要なのだ。


    　これから革命部名義で速水の株を大量に買い集め、大量保有報告書を金きん融ゆう庁ちように提出すれば、それが宣戦布告になるだろう。


    　莉り音おんにこの仕事を任されて以来、俺は授業中のほとんどを、会社法、株式市場、Ｍ＆Ａの勉強に費ついやしていた。当初は難しかったこれらの知識も、今、自みずからが経験しているだけに、すんなりと頭に入ってくる。しかも、学校の勉強より役に立つという実感があった。


    「ＴＯＢか……。あんまり派手なことはしたくないな」


    「だったら気合い入れなさい。五日間が勝負よ」


    「へいへい。俺が気合い入れたからって市場に出回る株が増えるわけじゃないけど……まぁとにかく、もう一踏ん張りしてみるよ」


    　俺は肩をすくめて応じた。
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    「巳み継つぐ、報告しなさい」


    　部室に集まった皆を見渡した莉音は俺に命じた。


    　俺はうなずいて立ち上がる。


    「速はや水みの株の件だ。海外ファンドで四〇％、それから革命部で買い進めたのが二八・七％。だから合計六八・七％を俺たちが押さえている」


    　たいていの会社では三分の二以上（六六・七％以上）の保有で特別決議まで通せることは莉音が以前、俺たちの前で講義したことだった。速水半導体工業もその例外ではない。だからつまり、俺たちが速水のどんな重要な決議でも押し通すことが可能になったということだ。極端な話、会社名を変えることだって、役員を全員入れ替えることだって、その他なんでも俺たちの意向通りに決議することができる。


    　莉音が話を引き継ぐ。


    「つまり、ここにいる全員が速水半導体工業の大株主ってわけ」


    「みんなで力を合わせたおかげですね！　私も足手まといにならないように、もっと頑張らなくちゃって思います！」


    　柚ゆずさんは無む邪じや気きに喜んだ。しかし、柚さんが事態をどれほど理解しているのか、まったくの謎である。


    「ククク、この俺の名が世間に知れ渡るのは当然のことだ。しかし俺の才気故ゆえに、意外と早かったのが少々の誤算か……」


    　恒こう太たは訳知り顔でうなずいたが、俺は呆あきれて否定する。


    「このくらいじゃ世間は誰も知らないから……」


    「どういうことなの？　よくわからないけど、何か大変なことならお父さんとお母さんに話しておかなくちゃ……」


    　沙さ織おりは途方に暮れたようだった。


    　突とつ如じよとして一二億円の役員報ほう酬しゆうが出たり、いきなり上じよう場じよう企業の実質的な大株主になったりなど、ここ最近は沙織にとってわからないことだらけだろう。そりゃ普通の女子高生には異常な事態の連続に違いない。莉り音おんや恒こう太たや柚ゆずさんが普通ではないだけなのだ。ちなみに俺は沙さ織おりの側である。断じてだ。異論は認めない。


    　俺は安心させるように口にする。


    「そんな気を揉もむようなことじゃない。でも沙織が心配なら俺が一緒に行って、沙織の父さんと母さんに説明してやるよ」


    「う、うん。そうして。巳み継つぐが話してくれるなら、父さんと母さんも安心するわ。ありがとう」


    　沙織は肩の荷が下りたように俺を向いて微笑した。


    　莉音が書類を取り上げて、俺たちに向けてかざしてみせる。


    「これ、私らの大量保有報告書をプリントアウトしたヤツね。じゃあ私はこれから金きん融ゆう庁ちように報告するから」


    「例の五％ルールってヤツだな」


    「そうよ。革命部で持ってる速はや水み株、二八・七％になっちゃったからね」


    　そこまで言って莉音は、ふと気づいたように手をポンと叩いた。


    「そうそう、すぐにマスコミに知れ渡るから、巳継には発表の準備をしてもらうかもしれない」


    「え？　俺？」


    　思わず俺は自分を指さし声を上げた。


    　莉音は眉まゆをひそめて俺をのぞき込んでくる。


    「当たり前でしょ？　君が革命部の社長じゃない」


    「か、勘弁してくれ……。さすがにそれは」


    　そこまで言ったとたん、莉音が一歩踏み込んできた。放たれる殺気。


    　俺は椅い子すから転げ落ちるように後退し、あわてて自分の言葉を否定する。


    「いや違うんだ莉音！　実は俺、マスコミ発表したくってさ！　マジ楽しみだなあ！　ハハハ」


    　ピタリと動きを止めた莉音は、ニヤリと笑みを浮かべた。


    「よろしい。頼むわよ。あっ、それから、まだまだ買い進めておきなさい。全員の株を合わせて、七〇％超えてるのが理想ね」


    「……い、いえっさー」


    　そう言いつつ、俺はうんざりしてうなだれた。


    　――まいった……。まぁ少数の経済記者相手に経過発表くらいなら、沙織の立場よりずっとマシかもしれないが……。


    　とにかく、あまり大おお事ごとにならないよう祈るばかりである。
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    　莉音が金融庁へ大量保有報告を提出した翌日。


    　さっそく経済系の新聞に速報が掲載された。


    　それにともない、速はや水み半導体工業はのっけから猛反発の姿勢を示した。


    　速水のＩＲ（投資家向け広報）では「株式会社革命部の当社株式買い占めに関し」と題して、突とつ如じよふってわいた話に戸と惑まどいの姿勢を示した上で、革命部を非難する姿勢を表明し、取とり締しまり役やくおよび社員一同が結束して買い占めに対抗する姿勢を表明した。


    　また、ＩＲの文章の中で「さらに革命部が当社株式を買い進めるならば、あらゆる対抗措そ置ちを検討しています。ポイズンピルの発動もやむを得ないと考えております」と、俺たちをしっかり牽けん制せいした。


    　ポイズンピル――またの名をライツプラン――と呼ばれる手法は、最近ニュースを賑にぎわせる用語だ。敵対的買収に対抗するために、企業側が防衛手段として用意するもっとも知名度ある戦術である。


    　敵対的買収を受けた企業が、市場価格よりも低い価格で新株を発行し、敵対者の持ち株の比率を下げる防衛策だ。


    　要は、敵対者の株式比率が過半数を超えないようにすればいい。だから新しい株を粗そ製せい濫らん造ぞうすることで、結果的に敵対者の持つ株式比率を下げてしまうわけだ。


    　しかし、ポイズンピルは株主の正当な権利を踏みにじる可能性があるため、会社の最高決定機関である株主総会で、特別決議を経へなければ実行が難しい。そして特別決議には、会社の株式比率の三分の二以上（六六・七％以上）が必要だ。実際のところは、すでに速水株三分の二以上を革命部が密ひそかに押さえているから、ポイズンピル発動は困難である。だがそれを、速水側はまだ知らない。


    　俺たちが買い進めていることが明らかとなり、一株八五〇円にまで高こう騰とうしていた株価は、さらに一四〇〇円という暴騰を記録した。速水の全株式数一一七〇万株と掛け合わせれば、時価総額は一六三億八〇〇〇万円にまで膨ふくれ上がる。


    　もともと俺たちが関わる前は一株六〇〇円、時価総額七〇億円程度だったのだから、実に二倍以上にまで会社の価値が額面上では増大したのだ。事業自体になんの進歩や変化もないのに、ペーパー上のやりとりだけで会社の価値が二倍にも三倍にも跳はね上がるのはバカらしいことである。


    　逆に考えれば、俺たちは速水の大量の株を持っているから、その保有資産も短期間で激増しているということだった。なんの生産的行為もしていないのに、単なる口くち八はつ丁ちよう手八丁でこれほど巨額を儲もうけさせてもらえるのは実にありがたい限りだ。


    　しかし、これが資本主義ってヤツなら、目もあてられないほどふざけてる……。


    　昼休みの部室。


    　俺と莉り音おんは二人、パソコンのモニタでテレビの株式ニュースを見ていた。案あんの定じよう、速水の件はトップニュースとして配信されていて、俺たちはその動向を監視していたのだ。


    　莉音はゲームを楽しんでいるような口調で言う。


    「きたわね。巳み継つぐ、速水の株式、いくら集まった？」


    「七〇％超えたよ。正確には投資ファンド経由が四〇％、それから革命部で三〇・四％、合計七〇・四％だな。だけどニュースに出たせいで株価が高こう騰とうしてて、売り物がなかなか出てこない。だからいったん頭打ちだ」


    「悪くないわね。向こうは私たちが議決権をすでに押さえていることを知らないのよ。無駄なあがきね」


    「そりゃそうだろうよ。ところで、マスコミ発表はまだやらなくていいんだな？　取材申し込みがいっぱい来てるけど」


    　実際、革命部には取材申し込みが殺到していた。会社の窓口メールにはマスコミからの質問が殺到している。


    「もう少し待ちなさい。まずは次の手を打ってから」


    　莉り音おんの言葉に、俺は胸をなで下ろした。マスコミに説明する必要は、今のところないらしい。


    「次の手ってなんだ？」


    「速はや水みの社長と直接交こう渉しようね。落ちれば話が早いし、落ちなければ臨時株主総会で対決でしょ。マスコミ対応は社長との交渉結果によって方針を決めるわ」


    「相手が交渉に乗るかな？」


    「社長の自宅へ行ってみましょう。場所は会社情報に載ってるんだし」


    「よけいに話がこじれたらどうすんだよ……」


    「もうこじれてるの。こじらせたのは私たち」


    　そう言って莉音は自分を指さし、楽しげに微笑ほほえんだ。


    　莉音の無敵の行動力に、俺は閉口せざるをえなかった。
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    　東京、西にし麻あざ布ぶの迷路のように入り組んだ路地の先。東京のど真ん中にもかかわらず、俺たちが生まれるほんの少し前までは、陸の孤島と呼ばれていた場所だという。なぜなら乗り入れる鉄道がなく、近隣の住民がどこかへ出かけようと思えば、自家用車かタクシーくらいしか適切な交通手段がなかったからだ。


    　そのせいもあり、必然的に小金持ちが集中することになった。古くからの住人を除けば、たいていの自宅前にはベンツやＢＭＷなどの高級車が並ぶ。


    　現在は都営大おお江え戸ど線などが乗り入れ、交通の不便は解消されたが、それでも高級住宅街の姿は変わらない。少し歩けば六ろつ本ぽん木ぎがあり、かの六本木ヒルズを中心にして、にわかヒルズ族たちが興こう隆りゆうする場所である。こういうところは苦手だ。


    　そんな細い路地を幾いく重えにも折れ曲がった終着点に、速水社長宅はあった。


    　厳いかめしい土塀に囲まれた家は、近隣の家とくらべれば決して広いわけではないが、際きわだった日本邸てい宅たくは周囲のモダンな景観からいささか浮いているように見えた。


    　時刻は土曜日のお昼前である。


    　俺と莉音が速水社長宅の表口でインターフォンごしに挨あい拶さつすると、最初に応答したのは奥さんだった。そこで株式買い取りの件を告げ、丁てい重ちように速はや水み社長を呼び出した。


    　すぐに応答した速水社長は、開口一番、強情に言い放った。


    「グリーンメーラーに用はない！　今すぐに帰れ！」


    　取り付くしまもない応答である。


    　グリーンメーラーとは、標的の企業の株式を買い集め、その標的企業に高値で買い取りを迫る筋の良くない買収者のことを言う。買収者に対する、いわゆる蔑べつ称しようである。


    　門の右上に設置されているモニタからは、俺たちの姿を視認しているはずだ。


    　しかし莉り音おんはまったく臆おくした様子も見せず、無遠慮に口にする。


    「嫌いやでも話を聞いてもらうわ」


    「強気は結構。しかし残念だが、そちらはまだ三〇％。果たして、お宅に賛同する株主がいるかな」


    　そう話す速水社長も強気だった。


    　目下の情勢では、たしかに表面上三〇％しか買い占められていないし、この買い占めの件を受けて速水半導体工業の株価は急上昇を続けていて、過半数の株式を買収しようとするにはすでにコストが上がりすぎている。さらには話題を呼んだおかげで、株式のスムースな入手自体が困難になっていた。この分では、俺たちが三〇％から五〇％超まで株を買い進めるのは難しいと判断しているに違いない。速水社長が強気なのは妥だ当とうだろう。


    　しかし速水社長が喧けん嘩か腰ごしなら、莉音の方も同様だ。


    「ふーん、なら株主総会を開くとしましょうか。私たちが勝つのは目に見えているけれど」


    　速水社長は鼻を鳴らした。


    「ふん。ハッタリも大たい概がいにせい。大方、処分に困ったうちの株式を、引き受けてくれと泣きつきに来たんだろ。それだけの株式、放出すれば株価の暴ぼう落らくは確定的だからな。貴様らは逃げるに逃げられず、困り果ててワシのところまでやってきたというわけだ」


    　インターフォンごしながら、速水社長は饒じよう舌ぜつだった。積もりに積もった怒りをぶつけてきているのだろう。


    　莉音はかまわず、淡たん々たんと指摘する。


    「予言してあげる。社長、確実にお役ご免になるわよ」


    「……」


    　速水社長はしばし沈黙した。莉音の発言が意外だったのだろうか。


    　莉音は続ける。


    「せっかく訪ねてきてあげたのに、ここで私たちを追い返せば、自分で自分の首を絞めることになるのよ。おわかり？」


    「……せっかくだから聞いておこう。なぜそこまで強気なんだ？」


    「株主総会を開いてみればわかるんじゃない？　そこで戦いましょう。でもそうね……なんなら、今日時点の株主構成、じっくり調べてみたら？」


    「……何ぃ!?」


    「教えておいてあげる。特別決議……通らないわよ。それとも……取とり締しまり役やく会決議だけで対決するつもり？　さあて、裁判所がなんて言うでしょうね」


    　株主総会で行おこなわれる特別決議は、たいていの会社で、株式の三分の二以上（六六・七％以上）を押さえていれば通る。株主総会で特別決議を通せるということはつまり、会社のすべてを思うがままにできるということとイコールだ。


    　なぜなら簡単なことだ。株式会社の最高決定機関は株主総会だからである。その株主総会であらゆる議題を通せるならば、必然的に会社を一〇〇％コントロールできるのと同じことだ。


    　一方、株主に関係なく取締役だけで開催できる決定機関が取締役会である。取締役会なら社長である速はや水み氏の意向通りに事が進むはずだが、取締役会の決議は、どう頑張ったところで株主総会決議に対抗はできない。そもそも取締役とは、株主から経営を任されている立場だからだ。


    　おそらく莉り音おんの強気の根源がわからないのだろう、速水社長は再び押し黙ってしまった。


    　そんな速水社長へ向けて、莉音は最後通告を申し渡す。


    「じゃあ、株主総会の舞台で。さっそく、臨時株主総会招しよう集しゆうの請求をさせてもらうわね」


    「……」


    「さよなら」


    　莉音はインターフォンから顔を上げ、俺を向いて口にする。


    「さ、用は済んだわ。巳み継つぐ、帰りましょう」


    　俺がうなずいて帰ろうと思った矢先、インターフォンから速水社長の声が響いた。


    「待て。話を聞こう」


    



    
      ◇

    


    



    「こちらの要求はひとつ。速水社長に会社を譲ゆずってほしいの」


    　長椅い子すに座って早々、莉音はぬけぬけと切り出した。


    　案内されたのは、お客をもてなすために用意していると思おぼしき洋室。しかし洋室といっても、調度品は明治時代を想像させるような古時計やテーブル、それから暖だん炉ろまで備え付けてあった。表の趣おもむきと同じく邸てい内ないも和風住宅だったが、この部屋だけは異質な空間である。


    「断る。赤の他人に譲る会社なぞないわ。速水半導体工業はワシの人生だ」


    　速水社長は莉音を見み据すえて断言した。


    　白髪の速水社長は現在六七歳。サラリーマンなら引退している年ごろだ。しかし、いかにも職人気質かたぎといった厳いかめしい顔つきは、いまだ最前線で陣頭指揮を執とっていてもおかしくない威い風ふうを備えている。もともと速水半導体工業は町工場から発展してきた会社であり、長年に亘わたって速水社長は現場で戦ってきた職人上がりなのだ。


    　挑発的な速水社長のスタンスなどかまわないといった様子で、莉音は飄ひよう々ひようと応じる。


    「そうね、じゃあこうしましょう。社長には取締役に残ってもらう。役員報ほう酬しゆうも弾はずむわ」


    「断る」


    　にっちもさっちもいかない社長の様子に、莉り音おんは椅い子すに深々と腰を沈めた。


    「……ふぅ。単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うけど、もう速はや水み半導体工業の事業はダメでしょう？　どうするつもりなの？」


    「待て。その前に、お前たちが強気の理由を聞こう。先ほど特別決議が通らないと言っていたが……やはりハッタリか？」


    　速水社長の凝ぎよう視しに臆おくすることなく、莉音は肩をすくめる。


    「それは株主総会でわかるでしょ」


    「急きゆう遽きよ株主総会を招しよう集しゆうし、ポイズンピルを承認してもらうつもりだ」


    　ポイズンピルの決議が通らないことを知っている莉音は、頑強に応じる。


    「いいわね、早めの招集を希望するわ」


    「それからゴールデンパラシュートやティンパラシュートも決議しておくことになる」


    　これまた買収防衛策の一環だ。いずれも決定的な防衛策ではないが、買収側の意図をくじかせる程度の効果はある。


    　ゴールデンパラシュートは取とり締しまり役やくの退職金を高額に設定する防衛策。


    　そしてティンパラシュートは従業員の退職金を高額に設定する防衛策だ。


    　役員や社員の退職金があまりに高額だと、いずれそれは買収者が支払うことになるのだから、買収の利益は薄れてしまうのである。


    「どうぞどうぞ。私たちは速水社長の経営責任を追及するわ。速水半導体工業がわずか数年で売上三〇％以下にまで落ち込み、赤字経営に転落。事業上もお先真っ暗。どうしようもない状態よね。倒産まっしぐらってところかしら」


    　莉音は両手を軽く広げて、困ったように言った。おそらく莉音は速水社長を挑発しているのだろう。


    　案あんの定じよう、速水社長は目の前のテーブルを拳こぶしで叩き、息巻いた。


    「ふざけるな！　売上が落ちたのはワシのせいではない！　誰がやっても同じことだ！」


    「だったら……誰のせいだっていうの？　社員のせい？　ライバル企業のせい？　不況のせい？　国のせい？　世界のせい？」


    　そんな莉音の言葉に、速水社長は怒りをにじませて莉音を睨にらみつけた。


    「……」


    「ええそうよね、きっとそれら、ぜんぶのせいね。社長だけのせいじゃない。一言で済ますなら運が悪かったのよ」


    　ふいに速水社長が莉音を睨む視線が弱まった。莉音の言わんとしていることを推おし量はかりかねたのだろうか。


    　莉音は続けていく。


    「……だけどね、運だって人生。世の中、不運な人は数え切れないほどいるの。それを否定したら、人間なんて生きられないでしょう？　たとえ運に負けたのだとしても、ボスならボスらしく立派に責任を取らないとね」


    「……」


    　速はや水み社長は目元をわずかに痙けい攣れんさせた。


    「それに……誰がやっても同じことなら、社長を替えたって同じよね」


    「……」


    「でも、私たちだって鬼じゃないし、速水社長に惨みじめな思いをさせるのも忍しのびない。上じよう場じよう企業まで築き上げたやり手なんだから、ちょっとは尊重しないとね。そう思って、今日はわざわざ出向いてあげたのよ」


    　そう言って、莉り音おんはわざとらしくため息をついた。


    　速水社長は言葉を絞り出す。


    「……大量保有報告書では三〇・四％の保有だったはずだ。だが貴様らは先ほど、特別決議が通らないと言った。まさか他に共きよう謀ぼうしているヤツがいるとでも言うのか？」


    「さあ。勝手に判断しなさい」


    　莉音はうんざりした調子で応じた。


    　速水社長は俺たちにかまわず、携帯電話を取り出した。


    　すぐ相手に通じたようで、早口でまくしたてる。


    「土曜日にすまない。急いで株主一覧をＦＡＸしてくれ。ああ、今すぐだ」


    　速水社長は携帯を切り、懐ふところにしまい込む。


    　そして一分ほど、俺たちは無言で待った。


    　速水社長は目を閉じているが、コメカミに血管が浮き出ていて、なんとか興奮を抑えようとしている様子である。そりゃそうだろう。なにせ自分の会社を攻撃してきた敵を目の前にしているのだ。


    　一方の莉音は興味津しん々しんといったふうに、洋室を見回していた。俺も莉音に倣ならって部屋を眺めてみる。


    　戸棚にはガラス細工などのアンティークが整然と並べられていて、眺めているだけでも楽しい。速水社長は頑がん固こ爺じじいといった見た目の割りに、意外と趣味は良さそうだ。ゴミ漁あさりをしていたころには、さすがにこれほどのアンティークを発見することはできなかった。


    　しばらくして、奥さんが扉をノックして洋室へ入ってくる。速水社長は目を開けて、差し出された数枚の紙を受け取った。ＦＡＸされた株主一覧であろう。奥さんはすぐに下がっていく。


    　しばらく眺めていた速水社長だったが、ふいに何かに気づいたようで、不意打ちを喰らったような声を上げる。


    「な、なんだこいつらは!?　つい最近取得したファンド名ばかりじゃないか。しかも軒のき並なみ四％台……。まさか……」


    　大きく息を吸い込んだ速水社長は、莉音を睨にらみつけた。


    　しかし莉音は相も変わらず淡たん々たんと応じる。


    「なんのことかしら。知らないわ」


    「……金融商品取引法違反だぞ？　当局が逃がすはずもない」


    　莉り音おんは大きくため息をついた。


    「速はや水み社長ともあろう人が……それ、本気で言ってるの？」


    「……なん……だと？」


    　予想外の答えだったのだろうか、速水社長は目を剥むいて驚いた。


    　先日、莉音は俺に教えてくれた。今回、俺たちが速水半導体工業を包囲した手法は、制限速度八〇キロの道路を、八〇・一キロで走るようなものなのだと。誤差の範囲内というか、まぁ普通は見向きもされない。しかし何らかの政治的判断によって、当局が「こいつを逮たい捕ほしなければならない」と思えば捕まえることが可能な速度なのだそうだ。


    　そして俺たちが走ったのは、たとえるなら交通量が極めて乏とぼしい過か疎そ地域にある田舎いなか道。かつてニホン放送に買収攻勢を仕掛けたライズドアや、ＴＢＦとの合がつ併ぺいを目もく論ろんだ楽らく先せんが走ったのは、交通渋じゆう滞たいはなはだしい首都高速。


    　いくら速水社長が〇・一キロの速度違反を指摘しようと、わざわざ田舎道に目を光らせたりするほど当局はヒマではないし、政治的圧力など期待すべくもないと莉音は俺に語っていた。


    「速水社長。侮ぶ辱じよくするわけじゃないから勘違いしないでね。速水半導体工業は二部上じよう場じようとはいえ、ＴＢＦやクジテレビの買収劇とは格が違うのよ？　ましてや、これだけ株式市場が冷え込んでる時期のホットなニュース、むしろ当局は、密ひそかにほくそ笑んでいるんじゃないかしら？」


    「ワシはそうは思わない。不正は不正だ」


    「正論は結構。さて、私たちの不正を具体的に指摘してちょうだい」


    「よろしい。あとで泣いても知らんぞ」


    「漠然とした中ちゆう傷しようなら、逆に名めい誉よ毀き損そんで訴えるわよ」


    　売り言葉に買い言葉。お互い法律をタテにして、言いたいことを言っているだけに俺には思えた。


    　しばしの沈黙。


    　速水社長が押し黙ったのは、勝算がないと理解してのことかもしれない。再び目を瞑つぶる。息を荒らげ、ひたすら熟考している。部屋の空気は、ビリビリと緊きん迫ぱくし続けたままだった。


    　ふいに速水社長は目を開け、俺たちを見み据すえてくる。


    「……貴様ら、年はいくつだ？」


    「やれやれ、敵のこともまだ調査してなかったとはね。私、一七。こっち、一六。姉弟みたいなものだから」


    「ということは……まさか、高校生!?」


    　速水社長が息をのむ様子が伝わってきた。


    「そうよ。文句あるの？」


    「……会社を引き継いでどうするつもりだ？　貴様ら自身が指摘したように、今のうちが復活する目は薄いのだぞ？」


    　すると莉り音おんは俺を向いて口にする。


    「巳み継つぐ、出しなさい」


    　俺はうなずいて、横に置いていた手提げカバンから、辞典のように厚い書類を取り出した。タイトルは「速はや水み半導体工業株式会社、事業再建計画書」である。


    　この重たい書類をテーブルにドスンと置き、俺は速水社長の方に押しやった。


    　莉音が言う。


    「速水半導体工業の再生プラン。衣料品事業を軸じくに、全世界を網もう羅らした衣料ビジネスを始めるの。ネットワークで地球上くまなく遠えん隔かく操作できる特殊な縫ほう製せい設備を必要とするから、それを速水に開発してもらうわ。半導体事業も盛り返してみせる」


    　疑い深そうな表情で、速水社長は再建計画書を取り上げた。分厚い紙資料の束がしなる。速水社長は膝ひざの上の計画書に一いち瞥べつをくれた。


    　唐とう突とつに速水社長は立ち上がって洋室のドアを開け、大声で奥さんを呼んだ。


    　すぐに洋室にやってきた奥さんへ、速水社長は言う。


    「こいつらにお茶を出せ」


    　そして速水社長は再び長椅い子すに座り、再建計画書をパラパラとめくり始めた――。


    



    
      ◇

    


    



    　おおよそ一時間――。


    　誰も口を開かなかった。


    　速水社長は再建計画書を眺め続ける。俺と莉音は押し黙り、ただただ目の前で速水社長がページをめくる様子を眺めていた。ここは向こうが口を開くまで、待ちの一手である。


    　しばらくして、速水社長は顔を上げた。


    「これは預かっていいのか？」


    「どうぞ。とても今日一日じゃ検討はできないでしょう？　ゆっくり判断すればいいわ」


    　ホッとしたように莉音は小さく息を吐いた。ずっと沈黙しているのは、もしかしたら莉音でさえ気疲れを感じたのかもしれない。


    　莉音作成のペーパーは三〇〇ページにも及んでいて、きちんと分析するには数日を要するはずだ。今後の事業計画が中心だが、半導体の技術的な改善策にも触れていて、その部分だけは莉音が指導の上で柚ゆずさんが書いたものである。柚さんは子どものように無邪気だが、莉音がきちんと監視しながら方向を調整すれば、要所要所でとてつもない力を発揮する天才である。おそらく速水の最優秀の技術者でも、柚さんの真価には対抗できないはずだ。


    　莉音は気づいたように続ける。


    「ああそれから、資本政策。買収後、速水に一〇〇億円増資するわ」


    「一〇〇億円の増資……だと!?」


    　速水社長は目を見開き、椅子からずり落ちんばかりに驚いた。


    　増資とは、発行する株式を増やして資本金を増やすことだ。


    　現在の速はや水み半導体工業の資本金は六〇億円。それを遥かに上回る増資である。


    　増資によって速水の保有現金を一五五億円にして、『おりおりオンラインクローズ事業』で大勝負をする計画だ。


    　加えて、革命部が一〇〇億円という巨額を出資することによって、新たに発行した速水の株を大量に入手できるから、俺たちの資本比率は九〇％近くまで増えるという思おも惑わくもあった。


    「資本政策なら、その再建計画二五七ページ以降よ。一〇〇億円の増資計画にも触れているわ」


    　速水社長は再建計画に再び視線を落とし、二五七ページをめくった。


    　莉り音おんは少し身を乗り出してだめ押しする。


    「私たちも本気なの」


    「……」


    　速水社長は書類を眺めたままだ。


    「とりあえず、今日はその再生プランを直接渡したくてね。それ、置いていくからじっくり検討してみてくれる？　返事は一週間後でいいから」


    　それだけ言って莉音は腰を上げた。俺も続いて席を立つ。


    　しかし顔を上げた速水社長は、俺たちを押しとどめた。


    「……待て。話をしよう」


    「どうしたっていうの？」


    　莉音は首を傾かしげた。


    「いや、座ってくれ」


    　不ふ承しよう不ぶ承しようというふうに莉音と俺は腰掛けた。


    　速水社長は自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「やれやれ、ワシも年を喰ったものだ」


    　俺と莉音は速水社長の意図を量はかりかね、顔を見合わせた。


    　決意したように息を吸い込んだ速水社長は、一言一言を絞り出す。


    「……今、決めた。貴様らに会社を任せよう」


    　さすがに俺は仰ぎよう天てんした。本当に、今日は再建計画書を直接手渡すことだけが目的だったのだ。その上で、こちらの意図や本気の姿勢を理解してもらえれば、十分な成果だと考えていた。それなのに、あっさりしすぎている。先ほどまでの速水社長の姿勢を考えてみれば、こちらの軍門に諸もろ手てを挙げて降くだるのと一緒だ。そんなことがあるのだろうか。


    　どうやら莉音も同じ思いだったようで、いぶかしむように眉まゆをひそめる。


    「はあ？　最終決断は再生プランで判断してから決めなさいよ」


    「年は喰っても、それほど耄もう碌ろくはしとらんよ。貴様らのことを誤解していた判断ミスは、なにより認めねばならない」


    　そして速水社長は椅い子すから降り、突然、地べたに土ど下げ座ざした。


    「若造と思い、無礼な態度に出てしまったこと、誠まことに申し訳ない。さんざん君らに悪態をついた。重ね重ねお詫わびしたい」


    　とっさの事態に、さしもの莉り音おんも面食らったようだ。あわてたようにまくしたてる。


    「ちょ……ちょっとやめてよ。もともと敵対的買収なんだもの。誰だって同じ態度取るでしょ」


    「これでも自分の子供のような会社だ。将来が厳しいことは……ワシが誰よりも知っていた。苦しいが……認めねばなるまい……今のワシでは会社を盛り返すこと叶かなわないことも知っていた。速はや水み半導体を……頼む」


    　速水社長は地べたに頭を押し付けた。


    　テレビ以外で土ど下げ座ざなんて見るのははじめてだ。今後も生しよう涯がい、生で見ることはないかもしれない。


    　しかし、俺たちのような若造の前で、これだけの社会経験者が土下座してみせるなど、本当のところ速水社長こそ大物なのではなかろうか……。


    　俺と莉音は無理やり地べたから速水社長を引き起こす。そして強引に椅い子すに座らせて、莉音は速水社長を眺め下ろした。


    「大丈夫。速水半導体工業はきっと、世界一の会社になるはずよ。この私が保証してあげる」


    　そう言って、莉音はニコリと微笑ほほえんだ。


    



    
      ◇

    


    



    　その後、速水半導体工業側と数日間に亘わたり方針の調整を続けた。


    　速水側は速水社長自みずからが交こう渉しようの席につき、革命部側はもちろん莉音だ。


    　マスコミにはまだ、革命部と速水が交渉の席についていることを知らせていない。だからマスコミ各社はいまだに「敵対的買収」だの「買い占め事件」だのと騒いでいる。一〇〇年に一度と言われる金融大不況の影響で、株式市し場じようが地の底まで冷え込んでいる時期の貴重なニュースだ。


    　だからこそ、経済系の新聞や雑誌を中心にして、マスコミは速水半導体工業のニュースを競うように配信し続けている。


    　莉音からは、大まかに話し合いの結果を知らされた。


    　まずは、速水半導体工業の名前は残す。


    　もともとそのつもりだったし、親会社としてすでに革命部があるのだから、速水の名前を変えるこだわりなど莉音にはなかった。


    　次に、速水社長は代表取とり締しまり役やくを円満に降り、取締役に降格。


    　次期社長はまだ聞かされていないが、次の社長が務められるとすれば、それは莉音しかいないだろう。


    　速水社長がスムースに代表の座を譲ゆずるのは、俺たちが鮮やかに議決権ベースの株式を押さえた手て際ぎわ、買収後の一〇〇億円の増資など、現実的にメリットとデメリットを比較検討した上での決断かもしれない。


    　また、革命部による一〇〇億円の増資後も、速はや水み社長は現在自分が持っている株を維持するという。


    　莉音が言うには、速水社長の資産もきっと数百倍、数千倍になるそうだ。


    　一〇〇億円の増資後は、革命部が実質的に約八五％もの速水株を押さえることになる。次いで速水社長が約五％。その他が一般株主だ。特定株主が九〇％を超えると上じよう場じよう廃止基準に引っかかるから、そのギリギリのラインである。


    　また、連日の経済系ニュースによる「速水買い占め事件」の報道の影響で、さらに速水の株価は暴ぼう騰とうしていた。俺たちが手をつけたころは六〇〇円、外資系ファンドを介して四〇％を秘ひ密みつ裏りに押さえた時は八五〇円、買い占めが知れ渡った時は一四〇〇円だった株価が、今日時点では二七四〇円にもなっている。時価総額は三二〇億五八〇〇万円。


    　規模の小さな銘めい柄がらだけに、仕し手て株かぶ化――わかりやすく言えばギャンブル化したのだ。実に当初の四倍以上の株価であり、それに伴って、俺たちが持つ速水半導体工業の株の価値も大きく跳はね上がった。


    　俺たちはほんの一瞬で、一〇〇億円単位の資産を増やしてしまったことになる。
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    　授業中。


    　校門前に、どういうわけか大勢のマスコミが集まってきていた。朝の登校時にはいなかったのに、三時限目を過ぎたあたりから、腕章を付けた記者とテレビカメラの大群が、校門前を埋めつくし始めたのだ。俺の席は窓まど際ぎわだったから、次々に増え続けるマスコミの様子が手に取るようにわかった。


    　レポーターたちがカメラの前に立ち、なにやらわめき散らしている。生放送か、それとも収録中なのかはわからない。


    　――学校で何かあったのだろうか？　もしや殺人事件とか？


    　チラと窓際を見やりながら、俺は首をひねった。


    　もしあの人間たちが速水半導体工業のネタを求めて集まっているのなら、速水本社の方に詰めかけるはずだ。しかし、速水ネタは経済ニュースとして以前から話題になっていたにもかかわらず、つい昨日まで、学校にマスコミが姿を現すことはなかった。だから今日になって突然、学校に押しかけてくるはずがない。


    　なおかつ、マスコミがしきりにテレビカメラを学校へ向けていることから考えても、速水のニュースではないように思われた。なぜなら、革命部の本社――部室は正門前にあるのに、誰もそちらには見向きもしていないからだ。あまりにボロすぎて、まさかあそこが二部上場企業まで買収した革命部の本社なのだと気づかないだけかもしれないが……。


    　他の生徒たちも落ち着かないふうで、授業中もしきりに窓の外をうかがっていた。


    　昼休みに入ってすぐ、沙さ織おりが俺の腕をガッチリとつかまえてくる。


    「巳み継つぐ！　一緒にご飯たべよ！」


    「ああ、そうだな」


    「また屋上にしましょ。学食は嫌いやだからね」


    　俺はうなずいて、一緒に売店でサンドウィッチを買い、沙織と連れだって屋上へ向かった。


    　屋上で、正門前が見渡せる場所に、沙織と隣り合わせで腰掛ける。


    「ね、巳継。あれなんだろう？　何か学校で事件があったりしたのかな？」


    「さあなあ。その割りには、学校の誰も騒いでないし、先生からなんの注意も受けてないもんな」


    「そうよね……。うちの部室にも関係ないみたいだし……何なのかしら？　もしうちの高校が甲子園に出場が決まっても、オリンピック金メダリストが出ても、あんなにマスコミが集まったりしないわよね……」


    　事実、沙織が指摘するとおり、押し寄せるマスコミはとてつもない数だった。通りが歩けなくなるまでに人で埋めつくされている。


    「もしかしたら沙織じゃないのか？　正直、そのくらいしか考えられない」


    「そんなわけないでしょ!?　どうして私が……」


    「そりゃ理由はいっぱいあるだろ」


    　一瞬そうかもしれないと思ったらしく、沙織は沈ちん鬱うつな表情を浮かべた。しかし気を取り直して口にする。


    「ちっ、違う！　今日になって押しかけてくる理由なんてないわ」


    　たしかに今日になって突然、沙織の取材にこれだけの数が現れるのは不自然だ。それは速はや水み株買い占め事件と一緒である。


    　俺たちはサンドウィッチを頬ほお張ばりながら、不思議に思いつつ校門前の群集を見下ろし続けた。


    　だが、どういうわけかマスコミの数は、続々と増え続けていた――。
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    　放課後。


    　校門は、帰宅する生徒たちとマスコミの群れで騒然となっていた。


    　俺は沙織と連れだって、広い校庭を横切っていく。できるかぎりマスコミを遠巻きにして部室に到着したいところだ。しかし、あれだけの人数をかき分けて進むのは一苦労だと思われた。


    　なにせ前方には人、人、人である。


    　人間の群れで道路は大だい渋じゆう滞たいだった。部室はすぐだったが、この群集の中を進んで行かなくてはならない事態だけでも、はなはだ不愉快なことである。


    　――まったく邪じや魔まなヤツらだ。この連中を呼び寄せた迷惑なヤツは、いったいどこのどいつなんだ!?


    　校門へ近づくと、異質な雰ふん囲い気きを感じ取った。なにやら……禍まが々まがしい予感。悪魔だとか吸血鬼だとか霊れい現象だとか、そんなレベルじゃない。もっとこう、言葉に言い表わせないような、背筋が凍りつくような、おぞましい直感――。


    　どういうわけだろうか……マスコミの連中は、期待に満ちた様子で、一心に俺を見ているような気がするのだ。そんなはずがないこれは絶対である間違いないとにかく絶対なのだありえない絶対に絶対である。だいたい、あの連中が俺を見つめる理由がないのだ。


    　俺は首を振って、嫌いやな想像を頭から振り払った。


    　沙さ織おりを守るように俺は少し前を進み、校門にさしかかる。


    　そこで俺は人間の群れを見渡し、思わず息をのんだ。


    　なぜなら、まさしく全員と目が合ったからだ！


    　俺は恐怖にすくみ上がった。


    　叫びそうになる戦せん慄りつに身がすくむ。


    　――一体全体、何だというのだ!?


    　唐とう突とつに、マスコミがワラワラと俺の周りに集まってきた。逃げだそうとするも時すでに遅く――。


    「きゃっ」


    　沙織が周囲の輪の中から押し出され、小さな悲鳴を上げるのが聞こえた。


    「沙織っ！」


    　俺は助けに入ろうとしたが、押し寄せる人波によってむなしくさえぎられてしまう。おしくらまんじゅうのように俺はもみくちゃにされ、前へ進むことも後退することもできなかった。


    　おそるべきことに、すべてのカメラが俺を向き、レポーターたちは俺へマイクを槍やりのように突きつけてきた。


    「羽は月づき社長！　速はや水み半導体工業の代表取とり締しまり役やく社長に就任おめでとうございます！　弱じやつ冠かん一六歳にして上じよう場じよう企業の社長は日本初、いや世界初の快挙です！　何か一言お願いします！」


    　――は？


    　俺は目が点になった。まったくの寝耳に水である。


    「一六歳でここまでの成功をおさめる秘ひ訣けつを教えてくれませんか!?　一言でいいんです！」


    「ギネスブックに世界最年少上場企業社長として載ることが決まったようです！　何かご感想は!?」


    「社長！　今後の速水半導体工業の事業計画についてお聞かせください！」


    「今の喜びの声を、一番大切な人に伝えるとしたら、どんなことを伝えますか!?」


    　――ちっとも喜んでねえ！


    　俺の登場に、現場はいっそう混乱を呈し始めた。


    　当とう惑わくする頭の中、徐々に話の内容がわかってくる。きっと莉り音おんと速水社長によって、俺が次期社長にされてしまったのだ！


    　代表取とり締しまり役やくの交代は株主総会で決議しなければならない。だから俺はまだ正式に就任などしていないし、そもそも次期社長などと聞かされていなかった。おそらくは莉音と速はや水み社長が密ひそかに取り決めた内容を、誰かがマスコミにリークしたに違いない。


    　そりゃ革命部が記者会見を開く時には、革命部の社長として速水を買収した経けい緯いを語らなくてはいけないと思っていた。小さな記者会見を開いて、マニアックなネタを探す少数の経済記者たちを相手にしてだ。


    　しかし、こいつは予想外である。上じよう場じよう企業の社長が務まるほど、俺には経営のスキルなどありやしない。


    　そんな事情などおかまいなしで、記者たちは遠慮しなかった。我われも我もといったように、次々に俺へ襲いかかってくるのだ！　日本のメディアだけでなく、どういうわけか海外のメディアまでチラホラ交じっている。腕章にはＣＮＮ、ＦＯＸニュース、ＢＢＣまでなんでもござれだ！　まったくこの暇ひま人じんどもめ！　他に話題はないのかよ！


    「羽は月づき社長！　喜びの声をどうぞ！」


    「一言でいいんです。カメラの前の若者たちに、何か語ってくれませんか!?」


    「羽月社長は若くして、どうやって経営を学ばれたんですか？　みんな聞きたがっているんです！」


    「お付き合いしている人などはいらっしゃるんですか!?」


    「将来を夢見る子供たちに、夢を語ってくれませんか？」


    　こいつらにとっては、すでに速水半導体工業買収の話題など関係ないらしい。とにかく俺、俺、俺。プライバシーを暴あばき立て、公衆の面前にさらしたくてたまらないのだ。


    　俺の困こん惑わくなどものともせず、マスコミ連中の方まで混ぜこぜになりながら、いろんな質問を浴びせかけてくる。


    　逃げるに逃げられない事態に、俺は空を見上げて絶句した。


    　――俺はホリエモンじゃねえ！


    　そのとき。


    　ふと俺は、すぐ目の前の、部室の二階に目を留めた。


    　莉り音おんが二階の窓から、この喧けん噪そうの模様を見物していたのだ。しかも、あろうことか、俺を指さしてケラケラ笑っていた。


    　間違いない。事前にリークしたヤツは莉音だ。


    　――俺の……人生……。


    　マスコミの群れの中心で、俺はひとり天を仰いだ。


    　部費、四二三億七二〇〇万円也なり。
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    この作品はフィクションです。実在の人物、団体、事件、法律とは一切関係ありません。
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    　こんにちは、至し道どう流りゆう星せいです。


    　本シリーズは、もちろんまだまだ続きます。ストーリーはまたたく間にスケールアップしていくことでしょう。一〇〇〇兆円単位くらいまでいきますから。国家同士の外交関係や、政治経済軍事にわたるさまざまな難局を、革命部の面々は切り抜けていけるでしょうか。


    　この作品には、神や魔法のたぐいは出てきません。ＳＦでもありませんし、超常ストーリーでもありません。れっきとした、完全現代モノです。社会という複ふく雑ざつ怪かい奇きに見えるしろものが、実はたいしたことなくて、砂さ上じようの楼ろう閣かくの上に成り立っているのだということを読者に実感してもらえれば、ぼくとしては最高にうれしいです。また、一巻目は会社創業のきれいなかたちを取っています。誤解をおそれず言い切っちゃえば、かなりオーソドックスな流れです。事業や起業に興味があるかたにも、ひそかに参考になる一冊になってくれたかなと。


    　さて、本書を書くにあたり、取材にご協力いただいたコスプレイヤーさん、紹介してくださった海うみ猫ねこ沢ざわめろんさん、冨とみ田た明あき宏ひろさん、秋葉原ディアステージの喪も服ふくちゃん、ありがとうございました。絵師の二にノの膳ぜんさん、今後ともよろしくお願いします。また、小学館ガガガ文庫で書くことになったのは、熱心に誘ってくれた編集者山やま田ださんのおかげです。


    　それではみなさん……おっと、忘れるところでした。最後に一言、よろしいでしょうか。


    　革命部の旗はたの下もとに集つどえ！　人類の輝く未来のために！
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